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              要     旨  
 
 
 中国において、農政などの農業技術普及事業への期待が高まる一方で、農業普及事業は

体制上の問題を抱え、時代の要請に応えられなく、改革を迫られている。本研究は、日本

の農業普及事業との比較によって、中国における農業技術普及事業の今後の展開方向につ

いて検討した。とくに、農業科学技術研究成果の農業生産の現場への応用は低水準にあり、

農業技術普及事業の公益的な機能の強化が求められる中、経営サービス機能を農業技術普

及事業から分離させるべきかどうかに焦点を当てた。 

第一章は研究課題を明らかにした上で、既存研究を整理し、制度の分析と聴き取り調査

のデータを用いて課題を解明する研究の方法を説明した。   

第二章は中国と日本における農業普及制度の成立・発展過程を整理した上で、日本の普

及制度のモデルになったアメリカの普及制度をふれながら、日本と中国の普及制度を中心

に位置づけ、仕組み、機能、予算と普及員の資質から分析し比較した。日本の普及事業の

特徴は、農業改良普及事業と農協の営農指導事業の二重構造になっていることと改良普及

事業が国と都道府県との協同事業として行われていることである。中国の普及事業は、日

本のような農協がなく、普及事業が公益的機能と経営サービス機能を有することと農業大

学が普及事業に関与していることが特徴としてあげられる。 

 第三章は日本の協同農業改良普及事業と農協の営農指導事業の実態について解明した。

まず、鹿児島県の事例を中心に農業改良普及事業の制度改正への対応の実態を明らかにし

た。それから、農協の営農指導事業の事例を分析し、総合渉外体制に焦点を当て、営農指

導事業の強化に向けた取り組みと対策について検討した。総合渉外体制の重要性、またそ

の整備のため、農協内の位置づけの明確化、情報システムの構築、トップ層の支持が重要

であることを明らかにした。  

 第四章は郷鎮レベルの普及機構の事例を利用し、中国における農業技術普及事業の実態

を明らかにした。その後、農業技術普及事業を強化する上でのポイントを検討し、技術指

導、販売対策や集団育成などの一貫した総合的な指導、大学との連携強化、普及員の企画

力・コーディネーション能力の強化が必要であることを明らかにした。  

 第五章は論文のまとめとして、中国と日本における農業普及制度の共通点と相違点を比

較した上で、中国における農業技術普及事業の今後の発展方向と日本における地域農業支

援サポートシステムの今後の発展方向について検討した。その結論として、中国において

は経営サービス機能を農業技術普及事業から分離させるのではなく、強化すべきである。

そのため、今後の発展方向としては、経営サービス機能の強化を図るため、郷鎮レベルの

普及機構を民営化させることが考えられる。その一方で国・省・県が協同で負担する予算

制度の制定によって県レベルの普及機構の公益的機能を強化させる。また、日本において

は、今後普及事業と大学との連携強化が求められる。  



SUMMARY 
 
  Agriculture extension in China today is important due to increased differences of 
income among farmers as compared to non-farmers. However, various problems were 
faced by the extension section in upgrading the present situation; therefore reformation 
of the extension mechanism needs to be done. The purposes of this study were to 
analyze China s present agricultural extension mechanism specifically marketing 
services and to propose measures to strengthen the extension service program in 
comparison to Japan s Extension system. 

Chapter 1 discussed methodologies used in this study. Firstly, a comparison study was 
conducted between Japan and China s extension system. Secondly, a case study was 
conducted in China to analyze its present agricultural extension system status and 
identify development strategies. 

In Chapter 2, development process of agricultural extension system in China and 
Japan and their comparison were discussed in detail. Results showed that Japan 
practices a cooperative effort jointly done by both national and local governments. 
Japanese farmers also obtained marketing services from the Japanese Agricultural 
Cooperative. In comparison, although such agricultural cooperatives do not exist in 
China, the existing extension division also provides services like product development 
and serves as the sale proprietor for the farmers. 

Chapter 3 briefly discussed current status of the agricultural extension system in 
Japan after implementation of Japan s Agricultural Extension Act based on a case study 
in Kagoshima prefecture. Conditions for reinforcing the farm management guidance 
activities of merged agricultural cooperative were examined based on a case study on 
TAF system of Soo Kagoshima Agricultural Cooperative. Results from this study 
indicated importance of information system and direct support from Agricultural 
Cooperative top management in ensuring extension program success. 

In Chapter 4, the case study on Huangxing Vegetable Extension Station, Changsha, 
Hunan Province in China indicated the necessity to improve information channels such 
as technical guidance and marketing aspects. Support from educational institution and 
fostering maximum capacity of manpower such as ability to form and coordinate new 
field projects in achieving extension missions were also highlighted as important 
success key factors.  

Lastly, Chapter 5 compared Agricultural extension system between China and Japan 
in whole and later, analysed applicable development direction and strategies of 
agricultural extension system in China. It is concluded that it is not feasible to separate 



marketing aspects of agricultural products and sales services from Agricultural 
Extension. Instead, it is essential to reinforce these aspects through privatization of the 
lowest level and it is recommended that China adopts Japan s cooperation efforts by 
both national and local governments in supporting the Agricultural Extension Division. 
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第 一節  課題  

 

本 研 究 は 、 日 本 の 農 業 普 及 事 業 と の 比 較 に よ っ て 、 中 国 に お け る 農 業 普 及事

業 の 今 後 の 展 開 方 向 に つ い て 検 討 す る こ と を 主 な 課 題 と す る 。 中 国 に お ける 農

業 普 及 事 業 の 経 営 サ ー ビ ス 機 能 が 継 続 す べ き か ど う か に 焦 点 を 置 い て 接 近 す る。 

中 国 に お い て は 、1951 年 に 農 業 普 及 事 業 が ス タ ー ト し 、50～ 60 年 代 の 発 足 期 、

｢文 化 大 革 命 ｣時 期 を 経 り 、 80 年 代 に 県 農 業 技 術 普 及 セ ン タ ー の 設 置 を は じ め 、

国 レ ベ ル か ら 郷 ・ 鎮 レ ベ ル ま で の 一 貫 し た 農 業 普 及 体 制 が 整 備 さ れ て い た。 こ

の 時 期 に 、 農 業 普 及 予 算 の 不 足 を 解 消 す る た め 、 技 術 普 及 組 織 が 農 家 へ の生 産

財 の 販 売 や 農 家 の 生 産 物 の 販 売 斡 旋 な ど の 経 営 サ ー ビ ス が 展 開 し は じ め た ｡そ

し て 、 1993 年 に 普 及 事 業 の 根 拠 法 と し て の 「 中 華 人 民 共 和 国 農 業 技 術 推 広法 」

が 公 布 さ れ 、 農 業 普 及 事 業 が 法 制 度 化 さ れ た の で あ る 。  

今 日 に 至 っ て 、 農 業 普 及 事 業 は 、 新 技 術 と 新 品 種 の 導 入 ・ 試 験 ・ 展 示 ・ 普及

や 土 壌 改 良 、 肥 料 ・ 農 薬 の 適 正 な 使 用 、 病 害 虫 の 防 除 な ど を は じ め と す る公 益

的 機 能 1）を 果 た し な が ら 、生 産 財 の 販 売 や マ ー ケ テ ィ ン グ 活 動 を 含 め た 経 営 サ

ー ビ ス 活 動 も 行 わ れ て き た 。  

近 年 、 特 に 21 世 紀 に 入 る と 、 都 市 と 農 村 と の 経 済 格 差 の 拡 大 化 が 顕 在 化 2）

し 、「 農 業・農 村・農 民 問 題 」い わ ゆ る「 三 農 問 題 」が 中 国 の 最 緊 急 の 課 題と な

っ た 。2004 年 以 来 、連 続 ４ 年 で 中 央 政 府 の 一 号 文 件 に お い て「 三 農 問 題 」を 取

り 上 げ 、 そ の 中 に 農 業 普 及 事 業 の 強 化 も 訴 え ら れ た 。 そ れ に 、 市 場 経 済 体制 改

革 と 農 業 構 造 の 調 整 が 進 み 、 WTO に 加 盟 す る な ど 農 業 普 及 事 業 を め ぐ る 環境 が

著 し く 変 化 し て い る 。 し か し 、 農 業 普 及 事 業 は 計 画 経 済 体 制 時 代 の 仕 組 みの ま

ま で あ り 、 普 及 予 算 の 不 足 や 普 及 員 の 資 質 が 低 い な ど 体 制 上 の 問 題 を 抱 えて お

り 、 こ の よ う な 時 代 の 要 請 に 応 え る こ と が で き ず 、 改 革 を 迫 ら れ て い る 。  

特 に 、農 業 科 学 技 術 研 究 成 果 の 農 業 生 産 の 現 場 へ の 応 用 は 30％ 程 度 の 低 水準

に あ る 3）現 状 で 、中 国 農 業 普 及 事 業 の 公 益 的 な 機 能 の 強 化 が 緊 急 な 課 題 と な っ

て い る 。2006 年 に 、農 業 技 術 普 及 機 構 の 公 益 的 な 機 能 を 強 化 す る と と も に 、農

業 技 術 普 及 機 構 が 主 導 し 、 民 間 機 構 が 積 極 的 に 参 加 す る 多 元 的 な 農 業 普 及シ ス

テ ム を 構 築 す る と い う 改 革 方 向 が 国 務 院 に よ っ て 出 さ れ て い る 4）。 こ う い っ た

中 、 普 及 事 業 の 経 営 サ ー ビ ス 機 能 が 継 続 す る か ど う か は 一 つ の 焦 点 と な り、 公

益 的 機 能 を 強 化 す る た め 、 経 営 サ ー ビ ス 機 能 を 普 及 事 業 か ら 分 離 す べ き であ る

と い う 提 案 が 多 く 出 さ れ た 5）。  

一 方 、日 本 に お い て 、1948 年 、戦 後 の 混 乱 と 動 揺 の さ な か に 、占 領 軍 の 勧 告
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に よ り ア メ リ カ の 普 及 制 度 を 範 と し て 立 法 化 し た 「 農 業 改 良 助 長 法 」 に 基づ い

て 、農 業 改 良 普 及 事 業 は 国 と 都 道 府 県 の 協 同 事 業 と し て ス タ ー ト し た の で あ る。

ま た 、1947 年 に 制 定 さ れ た 農 協 法 に 基 づ き 設 立 さ れ た 農 協 は 農 業 会 の 資 産・事

業 を 現 実 に 受 け 継 い だ こ と に よ っ て 、 営 農 指 導 事 業 を 展 開 す る よ う に な った 。

こ う し た 戦 後 改 革 の 結 果 、 日 本 の 農 業 普 及 事 業 は 今 日 に 至 る 農 業 改 良 普 及制 度

と 農 業 営 農 指 導 事 業 の 二 重 構 造 が 形 成 さ れ た 。 農 業 改 良 普 及 事 業 が 専 門 的な 技

術 指 導 を 中 心 に 活 動 を 展 開 し て い る の に 対 し 、 農 協 の 営 農 指 導 事 業 が 経 済事 業

と 連 動 し な が ら 、 一 般 的 な 技 術 指 導 を 含 め た 生 産 か ら 販 売 ま で の 一 貫 指 導を 行

っ て い る 。 地 域 に よ り 差 が あ る も の の 、 両 者 が 緊 密 な 連 携 を と り 、 地 域 の営 農

活 動 を 支 援 し て い る 。  

本 研 究 は 、ま ず 中 国 と 日 本 に お け る 農 業 普 及 制 度 の 発 足・発 展 過 程 を 整 理し 、

制 度 の 位 置 づ け 、 機 能 、 仕 組 み 、 予 算 と 普 及 員 の 資 質 に 関 す る 比 較 分 析 をす る

こ と に よ っ て 、 中 日 両 国 の 農 業 普 及 制 度 の 特 徴 及 び そ の 異 同 を 明 ら か に する 。

さ ら に 両 国 の 農 業 普 及 事 業 に つ い て 実 証 的 な 分 析 を 行 い 、 最 後 に 中 国 に おい て

経 営 サ ー ビ ス 機 能 を 農 業 普 及 事 業 か ら 分 離 さ せ る べ き か ど う か を 明 ら か にし 、

今 後 の 農 業 普 及 事 業 の 展 開 方 向 に つ い て 検 討 す る 。  

な お 、 日 本 に お い て は 、 近 年 地 方 分 権 や 行 財 政 改 革 が 進 む な ど 、 農 業 改 良普

及 事 業 を め ぐ る 環 境 が 大 き く 変 貌 し て い る 。2004 年 に 普 及 制 度 の 根 幹 に ふ れ る

大 き な 内 容 の 改 変 を 含 む 法 律 の 改 正 が 行 わ れ 、 農 業 改 良 普 及 事 業 は 抜 本 的な 見

直 し の 時 期 を 迎 え た 。 こ う い っ た 中 、 地 域 に お け る 営 農 支 援 サ ポ ー ト シ ステ ム

を 今 後 ど の よ う に 発 展 さ せ て い く の か 、 こ れ は 緊 急 な 課 題 と な っ て い る 。本 研

究 の サ ブ 課 題 と し て は 、 日 本 に お け る 地 域 営 農 サ ポ ー ト シ ス テ ム の 今 後 の発 展

方 向 に つ い て 検 討 す る こ と で あ る 。   

 

第 二節  既存研究  

 

 

１ 、 日 本 と 中 国 に お け る 農 業 普 及 事 業 の 比 較 に 関 す る 研 究  

 日 中 の 農 業 普 及 事 業 に 関 す る 比 較 研 究 は 、 日 本 に お い て は ほ と ん ど 行 われ て

い な い 。 中 国 に お い て は 、 邹 ・ 王 6） 、 池 上 7） な ど が あ る 。 邹 ・ 王 は 、 日 本 を

含 め た 18 の 国 の 農 業 普 及 事 業 の 特 徴 を 紹 介 し た 上 で 、中 国 の 農 業 技 術 普 及 事 業

の 課 題 に つ い て 分 析 し た 。 池 上 は 、 主 に 普 及 職 員 の 体 制 と 国 の 財 政 支 出 額か ら

日 本 の 農 業 改 良 普 及 事 業 と 中 国 の 農 業 技 術 普 及 事 業 に つ い て 比 較 し 、 今 後の 中

国 の 農 業 技 術 普 及 事 業 が 一 層 経 営 サ ー ビ ス の 範 囲 を 拡 大 す べ き と 指 摘 し た 。  
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 以 上 の 研 究 は 、 ほ と ん ど 中 国 の 立 場 か ら 日 本 の 農 業 普 及 制 度 を 習 う と いう 角

度 か ら の 研 究 で あ る が 、 両 国 に お け る 農 業 普 及 事 業 の 普 及 員 体 制 や 国 の 農業 普

及 事 業 へ の 財 政 の 支 出 な ど の 体 制 に 関 す る 比 較 に と ど ま り 、 実 証 的 な 分 析は ほ

と ん ど 行 わ れ て い な い 。 ま だ 制 度 の 発 展 過 程 に つ い て あ ま り 触 れ ず 、 制 度上 の

比 較 も 十 分 と は い え な い 。  

 

２ 、 中 国 の 農 業 普 及 事 業 に 関 す る 研 究  

 

中 国 の 農 業 普 及 事 業 に 関 す る 研 究 は 1980 年 代 後 半 か ら 始 ま っ た 。 日 本 で は、

池 上 、許・竹 谷 、曽・秋 山 な ど が あ る 。池 上 8） は 人 民 公 社 が 解 体 し た 後 の 農 業

普 及 事 業 の 再 編 過 程 に つ い て 詳 し く 分 析 し た 。許・竹 谷 ９ ）は 普 及 組 織 に 焦 点 を

あ て 、 1 9 4 9 年 ～ 1 9 6 5 年 、「 文 化 大 革 命 」 期 の 農 業 普 及 事 業 に つ い て 分 析 し た 。

曽 ・ 秋 山 1 0） は 中 華 人 民 共 和 国 建 国 後 の 農 業 普 及 事 業 の 発 展 過 程 に つ い て 整 理

し た 。  

中 国 に お い て は 農 業 普 及 事 業 に 関 す る 研 究 が 多 数 蓄 積 さ れ た 。 そ の 代 表 的な

研 究 者 は 、高 啓 桀 や 胡 瑞 法 、黄 季 焜 お よ び 李 立 秋 な ど で あ る 。既 存 の 研 究 で は 、

主 に 、 農 業 技 術 普 及 体 制 の 問 題 点 と 再 編 に 向 け た 方 策 に 関 す る 研 究 1 1） や 民 間

の 普 及 組 織 と の 連 携 に よ る 多 様 な 普 及 シ ス テ ム の 構 築 に 関 す る 研 究 1 2）と い う 2

つ に 課 題 が 集 中 し て い る も の の 、 以 下 の 2 つ の 視 点 が 欠 如 し て い る 。 第 1 に 、

実 態 調 査 や 統 計 デ ー タ に 基 づ く 現 場 展 開 に 関 す る 考 察 は ほ と ん ど 空 白 の 状態 で

あ る 。 第 2 に 、 研 究 の 視 点 が ほ と ん ど 技 術 移 転 の 強 化 に お か れ て い る 。 産地 づ

く り と い う 視 点 か ら み た 研 究 は 、 井 一 1 3） が あ る が 、 産 地 形 成 に お け る 普 及 員

の 役 割 と 今 後 の 課 題 の 整 理 に と ど ま っ て い る 。  

 

３ 、 日 本 の 農 業 普 及 事 業 に 関 す る 研 究  

 

 日 本 に お い て 、農 業 普 及 事 業 に 関 す る 研 究 は 普 及 制 度 が 発 足 し た 1948 年 か ら

始 ま り 、 こ れ ま で 多 数 の 研 究 が 蓄 積 さ れ て き た 。 こ こ で 、 近 年 の 主 要 な 研究 を

以 下 の よ う に 挙 げ て み る 。  

 藤 田 1 4） は 、 農 業 者 や そ の 集 団 の 技 術 革 新 と そ の 波 及 過 程 、 そ れ に 係 わ る 普

及 活 動 に 着 目 し 、 そ の 実 態 を 明 ら か に す る と と も に 、 普 及 方 法 の 体 系 化 を試 み

し た 。 そ の 後 、 藤 田 1 5） は 、 21 世 紀 に 向 け て 主 体 的 ・ 創 造 的 農 業 者 の 胎 動 を 見

出 す 中 、 普 及 活 動 に お け る 、 こ れ ま で の 「 伝 達 機 能 」 、 「 教 育 的 機 能 」 から 、

「 相 談 機 能 」 、 「 提 案 機 能 」 、 「 組 織 化 機 能 」 重 視 へ の 転 換 が 必 要 で あ ると 指
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摘 し 、こ の 3 つ の 機 能 発 現 の 方 法 を 実 証 的 に 構 築 す る こ と を 試 み し た 。飯 塚 1 6）

は 、 「 農 政 に お け る 普 及 事 業 の 主 体 性 確 立 」 を キ ー ワ ー ド に 、 普 及 事 業 の展 開

過 程 を 歴 史 的 に 考 察 し て 普 及 事 業 に 関 わ る 理 論 を 検 証 す る と と も に 、 茨 城県 を

中 心 に 現 地 事 例 を 分 析 し な が ら 、 普 及 事 業 の 目 的 ・ 理 念 ・ 役 割 ・ 教 育 的 機能 な

ど を 検 討 し た 。 竹 中 1 7） ら は 、 ア メ リ カ ・ ヨ ー ロ ッ パ ・ 東 南 ア ジ ア ・ 日 本 に お

け る 農 業 普 及 事 業 と そ の 支 援 シ ス テ ム に 焦 点 を あ て 、 農 業 の 転 換 期 を 迎 えつ つ

あ る 中 、 と の よ う に 対 応 し 普 及 活 動 や サ ー ビ ス を 提 供 し て い る か を 解 明 した 。

鈴 木 1 8） は 社 会 経 済 の 発 展 段 階 に 注 目 し て 事 例 を 分 析 し 、 農 業 技 術 移 転 と 社 会

経 済 発 展 段 階 の 関 係 を 解 明 し た 。 杉 本 1 9） は 、 新 基 本 法 の 施 行 、 行 財 政 改 革 や

地 方 分 権 の 推 進 な ど 普 及 事 業 を 巡 る 環 境 が 大 き く 変 化 す る 中 、 普 及 活 動 の基 本

的 な 役 割 、 試 験 研 究 と 普 及 の 連 携 、 活 動 の 重 点 化 、 普 及 活 動 の 評 価 な ど の具 体

的 な 視 点 か ら 、 普 及 事 業 の 再 構 築 の た め の 方 策 を 検 討 し た 。 山 極 2 0） は 、 農 業

普 及 制 度 の 誕 生 か ら 現 在 ま で の 展 開 過 程 を 克 明 に 解 明 し な が ら 、 農 業 普 及事 業

の か か え て い る 課 題 と 展 開 方 向 を 明 ら か に し た 。 ま た 、 日 本 農 業 普 及 学 会 は

1994 年 に 設 立 さ れ 、年 2 回（ 6 月 と 12 月 ）「 農 業 普 及 研 究 」を 発 刊 し 、農 業 普

及 に 関 わ る 、 自 由 な 研 究 、 事 例 、 意 見 の 交 換 の 場 と し て 組 織 的 な 農 業 普 及研 究

を 推 進 し て い る 。  

 

４ 、 農 協 の 営 農 指 導 事 業 に 関 す る 研 究  

 

農 協 の 営 農 指 導 事 業 に 関 し て は 、こ れ ま で 多 数 の 研 究 が 蓄 積 さ れ た 。川 俣 2 1）

は 、 営 農 指 導 事 業 の 位 置 づ け 、 体 制 、 経 費 、 指 導 方 法 な ど に つ い て 整 理 した 。

そ し て 、 営 農 指 導 事 業 の 体 制 や 組 織 形 態 の 問 題 に つ い て は 坂 下 ほ か 、 小 松、 堀

田 、 近 藤 ・ 出 村 ら 、 渡 辺 ・ 板 橋 ら 、 が あ る 。 坂 下 ほ か 2 2） は 、 北 海 道 の 農 協 を

事 例 と し 、 広 域 合 併 農 協 の 営 農 指 導 事 業 の 体 制 と 農 家 へ の 営 農 情 報 の 内 容に つ

い て 検 討 を し た 。 小 松 2 3） は 、 営 農 事 業 組 織 形 態 に 関 す る 既 存 研 究 を 整 理 し 、

特 大 規 模 農 協 を 取 上 げ 、 営 農 事 業 組 織 形 態 の 選 択 モ デ ル を 提 示 し た 。 堀 田 2 4）

は 、 熊 本 県 の 農 協 を 対 象 に 、 聞 き 取 り 調 査 と 計 量 的 手 法 の 両 面 か ら 広 域 合併 農

協 の 経 営 効 率 の 程 度 と 組 織 再 編 の 実 態 を 解 明 し 、 農 協 活 動 に お け る 営 農 指導 事

業 の 役 割 を 最 大 限 に 発 揮 す る た め の 条 件 に つ い て 分 析 し た 。 そ の 後 、 堀 田 2 5）

は 、 熊 本 の 両 農 協 を 対 象 に 、 広 域 合 併 農 協 の 営 農 指 導 ・ 販 売 事 業 に 関 わ るマ ー

ケ テ ィ ン グ 効 率 を 明 ら か に し 、 広 域 合 併 農 協 に お け る 営 農 指 導 ・ 販 売 事 業の 現

状 と そ の 存 在 理 由 を 解 明 す る と と も に 今 後 の 組 織 再 編 の 方 向 を 検 討 し た 。 近

藤・出 村 2 6） は 、4 農 協 を 取 上 げ 、営 農 指 導 体 制 の 再 編 や 販 売 事 業 と の 連 携 と い
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う 視 点 か ら 今 後 の 営 農 指 導 事 業 体 制 の 強 化 策 と 組 織 変 革 に つ い て 検 討 し た。 渡

辺・板 橋 な ど 2 7） は 営 農 指 導 事 業 の 発 展 過 程 と「 営 農 指 導 」論 を 整 理 し た 上 で 、

鹿 児 島 県 ・ 長 野 県 ・ 宮 崎 県 の 農 協 を 対 象 に 調 査 を 行 い 、 広 域 合 併 農 協 に 相応 し

い 営 農 指 導 事 業 と 営 農 指 導 体 制 や 、 そ の 強 化 方 策 を 明 ら か に し た 。 さ ら に、 木

原 2 8） は 、 農 協 事 業 に お け る 営 農 指 導 の 位 置 づ け や 収 支 構 造 を 分 析 し 、 営 農 指

導 事 業 の 今 後 の 方 向 性 に つ い て 検 討 し た 。 須 田 2 9） は 、 営 農 指 導 事 業 の 収 支 分

析 を 行 い 、 農 協 の 他 事 業 へ の 波 及 効 果 を 明 ら か に し 、 営 農 指 導 事 業 が 農 協経 営

の 中 で ど の よ う に 位 置 づ け る べ き か に つ い て 検 討 し た 。 地 域 農 業 の 振 興 と営 農

指 導 事 業 の 役 割 に つ い て は 木 原 等 、 が あ る 。 以 上 の 研 究 の 多 く は 、 広 域 合併 農

協 に お け る 営 農 指 導 体 制 ・ 組 織 形 態 ・ 営 農 指 導 員 体 制 の 再 編 ・ 強 化 と い う視 点

か ら の 研 究 や 、 営 農 指 導 事 業 の 収 支 ・ 位 置 づ け を 主 眼 と し た 研 究 で あ る 。組 合

員 か ら 営 農 指 導 事 業 へ の 評 価 が 低 く 、 経 済 事 業 の 競 争 力 が 低 下 す る 中 に 新し く

導 入 し た 総 合 渉 外 体 制 と い う 視 点 か ら 営 農 指 導 事 業 の 強 化 を 検 討 す る 研 究は あ

ま り な い 。  

 

 

第 三節  研究方法と本論文の構成  

 

 

 本 論 文 の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

第 一 章 は 研 究 課 題 を 明 ら か に し た 上 で 、 既 存 研 究 を 整 理 し 、 研 究 の 方 法 と論

文 の 構 成 を 説 明 す る 。  

第 二 章 は ア メ リ カ 、 日 本 と 中 国 の 農 業 普 及 制 度 に つ い て 分 析 し 比 較 す る 。日

本 の 農 業 普 及 制 度 は ア メ リ カ の 農 業 普 及 制 度 を 範 と し 導 入 さ れ た 。 そ し て、 中

国 に お い て も 、 共 和 国 が 成 立 す る 前 の 中 華 民 国 時 代 に ア メ リ カ の 普 及 制 度を モ

デ ル に し 、 農 業 普 及 事 業 を 展 開 す る 歴 史 が あ っ た 。 日 本 と 中 国 の 普 及 制 度を 分

析 す る に は 、 ア メ リ カ の 普 及 制 度 に つ い て ふ れ る 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。し た

が っ て 、 本 章 で は 、 ま ず ア メ リ カ 、 日 本 と 中 国 に お け る 普 及 制 度 の 発 足 ・展 開

過 程 に つ い て 分 析 す る 。 そ れ か ら 、 位 置 づ け 、 普 及 事 業 の 機 能 、 仕 組 み 、普 及

予 算 と 普 及 員 の 資 格 ・ 資 質 と い う 方 面 か ら ア メ リ カ ・ 日 本 ・ 中 国 の 普 及 制度 を

分 析 し 比 較 す る 。  

日 本 の 農 業 普 及 事 業 は 、 協 同 農 業 改 良 普 及 事 業 と 農 協 の 営 農 指 導 事 業 の 二重

構 造 に な っ て い る た め 、 第 三 章 は 、 日 本 の 協 同 農 業 改 良 普 及 事 業 と 農 協 の営 農

指 導 事 業 の 実 態 に つ い て 検 討 す る 。 具 体 的 に 、 第 一 節 は 農 業 県 で あ る 鹿 児島 県
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の 事 例 を 中 心 に 農 業 改 良 普 及 事 業 の 制 度 改 正 へ の 対 応 の 実 態 を 明 ら か に する 。

日 本 に お い て は 、2004 年 に 制 度 の 根 幹 に ふ れ る 大 き な 内 容 の 改 変 を 含 む 法 律 の

改 正 が 行 わ れ た の で あ る 。 新 し い 制 度 の 枠 組 み の 下 で 、 普 及 現 場 が 如 何 にし て

対 応 す る の か 、 こ れ は 緊 急 な 課 題 と な っ て い る 。 第 二 節 は 農 協 の 営 農 指 導事 業

の 先 進 事 例 と い わ れ る JA そ お 鹿 児 島 を 調 査 対 象 と し 、農 協 の 営 農 指 導 事 業 の 強

化 に 向 け た 取 り 組 み と 対 策 に つ い て 検 討 す る 。 組 合 員 か ら 営 農 指 導 事 業 への 評

価 が 低 く 、 経 済 事 業 の 競 争 力 が 低 下 す る 中 に 新 し く 導 入 し た 総 合 渉 外 制 度に 焦

点 を あ て る 。  

第 四 章 は 中 国 湖 南 省 長 沙 県 黄 興 鎮 野 菜 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン を 調 査 対 象 とし

て 、 中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及 事 業 の 実 態 を 明 ら か に す る 。 特 に 産 地 形 成に よ

る 農 民 の 所 得 向 上 と い う 視 点 に 重 点 が 置 か れ る 。 黄 興 鎮 は 、 湖 南 省 の 有 数の 野

菜 産 地 で あ る 。 そ の 野 菜 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン は 、 無 公 害 野 菜 の 普 及 に 取り 組

み 、 着 実 に 普 及 の 成 果 を 上 げ 、 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン の 先 進 事 例 と いわ れ

て い る 。  

第 五 章 は 論 文 の ま と め と し て 中 日 両 国 に お け る 普 及 制 度 の 共 通 点 と 相 違 を総

括 し た う え で 、 今 後 の 中 国 の 農 業 普 及 事 業 の 展 開 方 向 に つ い て 検 討 す る 。  

 研 究 方 法 と し て は 、 ま ず 法 律 ・ 政 令 と 統 計 テ ー タ を 用 い て 、 制 度 に つ いて 分

析 を 行 う 。 そ し て 、 聴 き 取 り 調 査 の デ ー タ を 用 い て 実 証 的 な 分 析 を 行 う 。  

 

 

【 第 一 章  注 】  

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

１ ）国 務 院 が 2006 年 公 布 し た「 国 務 院 関 与 深 化 改 革 加 強 基 層 農 業 技 術 推 広 体 系

建 設 的 意 見 」 に よ る と 、 普 及 事 業 の 公 益 的 機 能 は 、 ① 新 技 術 と 新 品 種 の 導入 ・

試 験 ・ 展 示 ・ 普 及 、 ② 土 壌 改 良 、 肥 料 ・ 農 薬 の 適 正 な 使 用 、 病 害 虫 な ど に関 す

る 予 察 ・ 防 除 、 自 然 災 害 に 関 す る 予 察 、 ③ 農 産 品 の 生 産 過 程 に お け る 品 質安 全

検 査 、 ④ 農 業 に 関 す る 情 報 の 提 供 、 農 民 の 技 術 研 修 ・ 教 育 な ど と な っ て い る 。  

２ ）中 国 国 家 統 計 局 の デ ー タ に よ る と 、2004 年 末 現 在 、中 国 都 市 部 の 1 人 当 た

り 年 収 は 9,42 2 元 に 対 し 、 農 村 部 の 1 人 当 た り 年 収 は 2,93 6 元 で あ る 。  

３ ）李 立 秋『 中 国 農 業 技 術 普 及 体 制 的 改 善 和 発 展 』、中 国 全 国 農 業 技 術 普 及サ ー

ビ ス セ ン タ ー 、 2002 年  

４ ） 国 務 院 「 国 務 院 関 与 深 化 改 革 加 強 基 層 農 業 技 術 推 広 体 系 建 設 的 意 見 」 2006

年  

５ ） 黄 季 焜 ･胡 瑞 法 ･孫 振 玉 「 譲 科 学 技 術 進 入 農 村 的 千 家 万 戸 ― 建 立 新 的 農 業 技
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術 推 広 創 新 体 系 ― 」『 農 業 経 済 問 題 』 2 0 0 0 年 第 4 期 ， p p . 1 7－ 2 5、李 立 秋 ･胡 瑞

法 ･劉 健 ･馮 岩「 建 立 国 家 公 共 農 業 技 術 推 広 サ ー ビ ス 体 系 」『 中 国 科 技 論 壇 』第 6

期 ， 2 0 0 3 年 11 月 ， p p . 1 2 5－ 1 2 8 

６ ）『 国 外 農 業 推 広 経 験 及 其 対 中 国 的 借 鑑 』（ 聶 闯 ・ 呉 俊 編 著 ）、 農 業 出 版 社 、

1 9 9 3 年 、 p p . 2 0 6－ 2 2 8  

７ ）池 上 彰 英「 日 本 農 業 技 術 推 広 体 系 及 其 対 中 国 的 啓 示 」『 中 国 糧 食 生 産 与農 業

技 術 推 広 』（ 朱 希 剛 編 著 ）、 中 国 農 業 科 技 出 版 社 、 2 0 0 0 年 、 p p . 1 4 0－ 1 4 8  

８ ） 池 上 彰 英 「 中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及 体 制 の 再 編 」『 農 業 総 合 研 究 』 第 4 3

巻 第 2 号 ， 1 9 8 9 年 ， p p． 6 9－ 9 9  

９ ） 許 斐 ・ 竹 谷 裕 之 「 1 9 5 0～ 1 9 6 5 年 の 中 国 農 業 普 及 事 業 の 展 開 ― 組 織 と 戦 略

の 変 化 を 焦 点 に し て ― 」『 農 業 普 及 研 究 』 第 3 巻 第 2 号 ， 1 9 9 8 年 2 月 ， p p . 6 2

－ 7 1、許 斐 ･竹 谷 裕 之「『 文 化 大 革 命 』期 の 中 国 農 業 普 及 活 動 に お け る 草 の 根 型

組 織 の 役 割 」『 農 業 普 及 研 究 』 第 3 巻 第 2 号 ， 1 9 9 8 年 2 月 ， p p . 7 2－ 8 1  

1 0） 曽 雅 ･秋 山 邦 裕 「 中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及 シ ス テ ム の 発 展 過 程 」『 鹿 児 島

大 学 農 学 部 学 術 報 告 』 第 5 2 号 ， 2 0 0 2 年 3 月 ， p p . 1 7－ 2 6  

11）黄 季 焜 ･胡 瑞 法 ･孫 振 玉「 譲 科 学 技 術 進 入 農 村 的 千 家 万 戸 ― 建 立 新 的 農 業 技

術 推 広 創 新 体 系 ― 」『 農 業 経 済 問 題 』 2 0 0 0 年 第 4 期 ， p p . 1 7－ 2 5、李 立 秋 ･胡 瑞

法 ･劉 健 ･馮 岩「 建 立 国 家 公 共 農 業 技 術 推 広 サ ー ビ ス 体 系 」『 中 国 科 技 論 壇 』第 6

期 ， 2 0 0 3 年 11 月 ， p p . 1 2 5－ 1 2 8、 胡 瑞 法 ･李 立 秋 「 農 業 技 術 推 広 的 国 際 比 較 」

『 科 学 導 報 』 2 0 0 4 年 1 月 ， p p . 2 6－ 2 9、万 宜 珍「 新 時 期 中 国 農 業 技 術 推 広 的 現

状 及 其 発 展 浅 見 」『 湖 南 農 業 科 学 』 2 0 0 3 年 第 1 期 、 p p . 5－ 7、楊 瑞 珍「 中 外 政 府

在 農 業 推 広 体 系 中 的 作 用 比 較 」『 中 国 科 技 論 壇 』第 5 期 ， 2 0 0 4 年 9 月 ， p p . 1 2 6

－ 1 2 9  

1 2） 高 啓 桀 ･謝 建 華 ･申 建 為 ･高 霞 「 関 与 基 層 農 業 技 術 推 広 体 系 発 展 与 改 革 的 思

考 」『 調 研 世 界 』 2 0 0 5 年 第 1 2 期 ， p p . 1 0－ 1 3、 呂 洪 霞 ･丁 文 鋒 「 農 業 科 技 推 広

体 系 改 革 的 目 標 模 式 和 対 策 」『 農 業 経 済 問 題 』 2 0 0 5 年 第 6 期 ， p p . 4 7－ 5 2、 邵

法 火 免 「 我 国 農 業 技 術 推 広 体 系 的 改 革 創 新 与 発 展 趨 勢 」『 農 村 経 済 』 2 0 0 5 年 第

9 期 ， p p . 1 0 4－ 1 0 7  

1 3）井 一 光 義「 野 菜 主 産 地 形 成 及 び 農 民 集 団 育 成 で の 農 業 指 導 者 と 地 域 リー ダ

ー の 役 割 」『 農 業 普 及 研 究 』 第 8 巻 第 2 号 ， 2 0 0 3 年 1 2 月 ， p p . 2 3－ 2 9  

1 4） 藤 田 康 樹 『 農 業 指 導 と 技 術 革 新 ― 普 及 方 法 の 実 証 的 研 究 ― 』、 農 山 漁 村 文

化 協 会 、 1987 年  

1 5） 藤 田 康 樹 『 2 1 世 紀 へ の 農 業 普 及 』、 農 山 漁 村 文 化 協 会 、 1 9 9 5 年  

1 6） 飯 塚 節 夫 「 新 し い 農 業 普 及 の 進 路 ― 普 及 事 業 の 主 体 性 確 立 に 向 け て ― 」、
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全 国 農 業 改 良 普 及 協 会 、 1993 

1 7） 竹 中 久 二 雄 ・ 木 村 慶 男 ・ 磯 野 定 夫 ・ 杉 本 隆 重 「 世 界 の 農 業 支 援 シ ス テ ム」

（ 全 集  世 界 の 食 料  世 界 の 農 村  ８ ）、 農 山 漁 村 文 化 協 会 、 1994 

1 8） 鈴 木 俊 「 農 業 技 術 移 転 論 ― 途 上 国 の 農 業 開 発 に 向 け て ― 」、 信 山 社 、 1997 

1 9） 杉 本 忠 利 「 岐 路 に 立 つ 普 及 事 業 」、 全 国 農 業 改 良 普 及 協 会 、 2001 

2 0） 山 極 栄 司 「 こ れ か ら の 普 及 事 業 を 考 え る 」 全 国 農 業 改 良 普 及 協 会 、 1 9 9 4  

2 1） 川 俣 茂 『 JA 教 科 書  営 農 指 導 事 業 』 全 国 農 業 協 同 組 合 中 央 会 ， 1994 年  

22） 坂 下 明 彦 他 「 北 海 道 に お け る 広 域 合 併 農 協 に 関 す る 研 究 ― と う や 湖 農協 に

お け る 営 農 指 導 体 制 ― 」『 北 海 道 大 学 農 経 論 叢 』第 47 集 ，1991 年 ，pp.16 3－ 191 

2 3）小 松 泰 信「 農 協 営 農 事 業 に お け る 組 織 形 態 の 選 択 に 関 す る 一 考 察 」『 農業 経

営 研 究 』 第 30 巻 第 ２ 号 ， 1992 年 9 月 ， pp.1－ 11 

24） 堀 田 和 彦 「 農 協 活 動 に お け る 営 農 指 導 事 業 の 役 割 ― 広 域 合 併 生 産 農 協の 組

織 再 編 過 程 を 対 象 に ― 」（ 長 谷 部 正 編 著『 農 協 経 営 の 計 量 分 析 』所 収 ）農 林 統 計

協 会 ， 1997,p p . 1 0 4－ 122 

2 5） 堀 田 和 彦 「 広 域 合 併 農 協 の マ ー ケ テ ィ ン グ 効 率 と 営 農 指 導 ・ 販 売 事 業の 組

織 再 編 方 向 ― 熊 本 県 に お け る 産 地 型 広 域 合 併 農 協 の 比 較 を 中 心 に ― 」『 農 業経 営

研 究 』 第 36 巻 第 2 号 ， 1998 年 9 月 ， pp.1－ 15 

26）近 藤 功 庸・出 村 克 彦「 総 合 農 協 の 営 農 指 導 事 業 の 強 化 策 と 組 織 改 革 」『 旭 川

大 学 紀 要 』 第 47 号 ， 1999 年 3 月 ， pp.2 1－ 43 

27） 渡 辺 克 司 ・ 板 橋 衛 他 「 広 域 合 併 農 協 に お け る 営 農 指 導 体 制 と 営 農 指 導員 ―

組 織・機 構 改 革 下 に お け る 営 農 指 導 体 制 と 営 農 指 導 員 ― 」『 協 同 組 合 奨 励 研究 報

告  第 二 十 五 輯 』， 2000 年 2 月 ， pp.4 5－ 179  

2 8）木 原 久「 農 協 と 地 域 農 業 振 興 ― 強 化 が 求 め ら れ る 農 協 営 農 指 導 事 業 ― 」『農

林 金 融 』 第 54 巻 第 4 号 ， 2001 年 ， pp.2－ 22 

29） 須 田 敏 彦 「 農 協 営 農 指 導 事 業 の 収 支 と 他 事 業 へ の 波 及 効 果 」『 農 林 金 融 』，

2002 年 10 月 ， pp.60－ 74 
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第 一 章 は 本 研 究 の 課 題 と 方 法 を 説 明 し て き た 。 第 二 章 は 、 ア メ リ カ 、 日 本と

中 国 に お け る 普 及 制 度 の 発 足 ・ 展 開 過 程 に つ い て 解 明 す る 。 そ の 後 、 法 律・ 政

令 や 統 計 デ ー タ を 用 い て 、 普 及 事 業 の 位 置 づ け 、 普 及 事 業 の 機 能 、 仕 組 み、 普

及 予 算 と 普 及 員 の 資 格 ・ 資 質 と い う 方 面 か ら ア メ リ カ ・ 日 本 ・ 中 国 の 普 及制 度

を 分 析 し 比 較 す る 。  

 

 

第 一節  アメリカにおける農業普及制度の成立・発展過程  

 

 

１ 、 農 業 普 及 事 業 の ル ー ツ   

― ― 農 業 教 育 に 関 す る 早 期 の 努 力 ― ―  

 

（ 1） 連 邦 政 府 の 努 力   

1796 年 に 、 ジ ョ ー ジ ・ ワ シ ン ト ン George  W a s h i n g t o n 大 統 領 は 、 農 業 情 報 の

収 集 と 伝 達 の 重 要 性 に つ い て 語 り 、 農 業 を 促 進 す る た め に 委 員 会 を 作 る こと を

主 張 し た 。 初 期 の 連 邦 政 府 は 、 外 交 官 や 海 軍 長 官 た ち に 、 海 外 か ら 植 物 と動 物

の 新 品 種 や 新 発 明 な ど を 収 集 す る よ う 求 め た が 、財 政 援 助 は な か っ た 。1825 年

に 、ジ ョ ン・ア ダ ム ス John  A d a m s 大 統 領 は 、農 業 を 促 進 す る た め に 立 法 する と

表 明 し た 。1839 年 に 、ア メ リ カ 国 会 は 、農 業 の 調 査 な ど を 含 め た 統 計 資 料の 収

集 と 他 の 活 動 の た め に 、 特 許 資 金 か ら 1,00 0 ド ル を 交 付 す る こ と を 認 め た。 そ

し て 三 年 後 、 初 め て の 農 業 報 告 が 発 刊 さ れ 、 経 費 の 関 係 上 内 容 は 主 に 新 聞の 報

道 や 個 人 の 実 験 報 告 な ど に 限 ら れ た が 、 農 業 報 告 の 発 刊 は 、 連 邦 政 府 が 農業 情

報 の 収 集 と 伝 達 へ 向 か っ た 重 要 な 一 歩 で あ っ た 。  

 

（ 2）  農 業 協 会 と ク ラ ブ   

ア メ リ カ 独 立 戦 争 後 、 裕 福 な 農 夫 や 地 主 等 が よ く 集 ま り 、 農 業 の 改 良 に つい

て 熱 論 し た 。 彼 ら の 集 ま り は 、 後 の 農 業 協 会 に 発 展 し た 。 初 期 の 活 動 は 、農 業

改 良 の た め の 保 険 料 の 提 供 、 講 座 の 開 催 、 会 員 の 成 果 報 告 の 出 版 な ど で あっ た

が 、 普 通 の 農 民 に は 影 響 を も た ら さ な か っ た 。 そ こ で 、 農 業 改 良 に 興 味 をも つ

普 通 の 農 民 の た め の 講 座 を 開 催 し た り 、 農 民 が 生 産 し た 農 産 品 の 展 示 会 や博 覧

会 を 開 き 、 最 も 優 秀 な 農 産 品 に 賞 を 与 え る な ど 、 普 通 の 農 民 も 参 加 で き る活 動

を 行 な っ た 。 こ れ ら の 活 動 は 、 農 民 の 「 自 分 の 成 果 の 展 示 や 情 報 交 換 の 場」 と
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し て 大 い に 活 躍 し た 。  

 

（ 3）  農 場 雑 誌   

181 0 年 に 、 ア メ リ カ 初 の 農 場 雑 誌 で あ る 「 農 業 博 覧 」 Agric u l t u r a l  M u s e u m

が コ ロ ン ビ ア 地 区 で 発 刊 さ れ た 。1819 年 に 、以 後 長 期 に 渡 っ て 影 響 力 を も つ こ

と と な る 「 ア メ リ カ 農 民 」 Amer ic a n  F a r m e r が 創 刊 さ れ 、 多 く の 雑 誌 と 同じ よ

う に 、 情 報 の 交 換 や 先 進 的 な 生 産 方 法 の 採 用 を 農 民 に 呼 び か け た 。 し か し、 当

時 に は 農 場 雑 誌 を 講 読 す る 農 民 が 少 な か っ た 。  

 

（ 4）  教 育 機 構   

各 地 で 開 拓 が 進 む な か 、 農 民 や 市 民 か ら 農 業 技 術 の 教 育 へ の 強 い 要 望 が 高ま

り 、農 業 学 校 や 農 業 大 学 の 設 立 が 叫 ば れ た 。そ れ を 背 景 に 、1855 年 か ら 一 部 の

州 で は 、 州 の 立 法 で 州 立 農 業 大 学 を 設 立 し た 。 農 業 協 会 の リ ー ダ ー 、 農 場雑 誌

の 記 者 と 政 治 家 は 州 政 府 の 努 力 を 評 価 す る と と も に 、 農 業 大 学 構 想 に 対 して の

連 邦 政 府 か ら の 支 援 も 強 く 求 め た 。  

 

２ 、 農 業 協 同 普 及 制 度 の 設 立 過 程  

 

（ １ ）  モ リ ル ・ ラ ン ド グ ラ ン ト 大 学 法 Morr il l  L a n d - G r a n t  C o l l e g e  A c t  

こ う い っ た 数 多 く の 農 業 教 育 推 進 者 の 中 で も 、 イ リ ノ イ 州 の タ ー ナ ー

Jona th a n  B a l d w i n  T u r n e r と バ ー モ ン ト 州 の ジ ャ ス テ ィ ン ・ モ リ ル Justin  S. 

M o r r i l l は 、 農 業 教 育 の 立 法 に 大 い に 貢 献 し た キ ー マ ン で あ っ た 。 1850 年 代 早

期 に 、 イ リ ノ イ 大 学 教 授 で あ っ た タ ー ナ ー は 、 農 家 、 職 人 や 機 械 従 業 者 及び 商

人 の た め の 工 業 大 学 を 設 立 す る よ う イ リ ノ イ 州 に 提 案 し 、 ま た 連 邦 政 府 が工 業

大 学 を 設 立 す る た め の 土 地 を 各 州 に 譲 渡 す る と 提 唱 し た 。 こ の 提 案 は 、 イリ ノ

イ 州 議 会 に 支 持 さ れ 、1854 年 に 国 会 に 提 出 さ れ た が 、法 案 と し て は 、1857 年 バ

ー モ ン ト 州 上 院 議 員 ジ ャ ス テ ィ ン・モ リ ル に よ っ て 、国 会 に 提 出 さ れ 通 過 し た 。

し か し 時 の 第 十 五 代 大 統 領 ジ ェ イ ム ス・ブ キ ャ ナ ン James B u c h a n a n の 拒 否 権 に

あ い 成 立 し な か っ た 。1862 年 に 彼 の 二 回 目 の 努 力 が 実 り 、第 十 六 代 大 統 領 ア ブ

ラ ハ ム ・ リ ン カ ー ン Abra ha m  L i n c o l n に よ っ て 、 モ リ ル ・ ラ ン ド グ ラ ン ト大 学

法 Morri l l  L a n d - G r a n t  C o l l e g e  A c t と し て 成 立 し た 。 こ の 法 律 は 、 連 邦 政 府が

州 に 対 し 各 州 に 選 出 国 会 議 員 1 人 当 た り 三 万 エ ー カ ー の 土 地 を 譲 渡 し 、 土地 か

ら の 収 入 あ る い は 売 り 上 げ を 少 な く と も 一 つ の 大 学 を 創 設 す る た め の 基 礎財 源

と し て 利 用 で き る と い う も の で あ る １ ）。ミ シ ガ ン 州 立 農 業 大 学 、ア イ オ ワ州 立
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農 業 大 学 な ど 、 こ の 法 律 に も と づ い て 創 設 さ れ た 大 学 は 1862 大 学 と 呼 ば れ る。

し か し 、 法 成 立 当 初 、 モ リ ル ・ ラ ン ド グ ラ ン ト 大 学 法 は 土 地 だ け に つ い て規 定

し て い た た め 、1872 年 に モ リ ル は 、連 邦 政 府 が 毎 年 各 州 に 資 金 を 支 給 し 、土 地

供 与 大 学 の 建 設 を 援 助 す る と い う 法 案 を 国 会 に 提 出 し た 。 第 二 モ リ ル ・ ラン ド

グ ラ ン ト 大 学 法 と 呼 ば れ た こ の 法 案 は 、1890 年 に 国 会 を 通 過 す る 。さ ら に こ の

法 案 で は 、 各 州 が 援 助 金 を 大 学 に 分 配 す る 際 に 、 人 種 差 別 を 禁 じ る こ と も規 定

さ れ た 2）。こ の 法 案 に よ っ て 設 立 さ れ た 大 学 は 1890 大 学 と 呼 ば れ る 。こ の 二 つ

の 法 案 に よ り 、 ア メ リ カ 農 業 教 育 シ ス テ ム が 設 立 さ れ た 。  

 

（ ２ ）  ハ ッ チ 州 立 実 験 農 場 法 Hatc h A c t  

し か し 、当 時 の 土 地 供 与 大 学 の 入 学 率 は 低 か っ た 。1872 年 ～ 1873 年 の 間 、農

業 と 機 械 学 学 部 在 籍 の 学 生 が 50 名 以 下 の 大 学 は 12 校 、 50～ 100 名 の 大 学 は ６

校 、100～ 150 名 の 大 学 は ６ 校 以 上 、150 名 以 上 の 大 学 は た っ た の 3 校 だ っ た 3）。

ま た 、 土 地 供 与 大 学 が 直 面 し て い る 最 も 深 刻 な 問 題 は 、 科 学 実 験 で 実 証 され た

知 識 が 乏 し く 、 大 学 レ ベ ル の コ ー ス が 設 置 で き な か っ た こ と で あ る 。 そ のた め

に 、 1871 年 の 土 地 供 与 大 学 会 議 で 農 業 実 験 ス テ ー シ ョ ン の 設 立 が 討 論 さ れ た。

1887 年 に は 、ミ ズ ー リ 州 出 身 の 上 院 議 会 の 議 長 ウ イ リ ア ム・ヘ ン リ ー・ハッ チ

Will ia m  H e n r y  H a t c h に よ っ て 、 土 地 供 与 大 学 に 実 験 農 場 を 付 与 し 、 連 邦政 府

が 毎 年 1.5 万 ド ル の 援 助 金 を 交 付 す る と い う 法 案 Hatc h A c t が 成 立 し た 4）。 実

験 に よ る 農 業 技 術 の 研 究 が 各 大 学 で 本 格 的 に 始 ま っ た 。  

 

（ ３ ）  農 家 に 影 響 を も た ら す た め の 努 力  

土 地 供 与 大 学 や 実 験 場 が 設 立 さ れ た が 、 農 家 に 浸 透 す る た め に は 、 よ り 広く

普 通 の 農 家 と 接 し 、 交 流 し な け れ ば な ら な い 。 当 時 も 研 究 成 果 な ど に 関 する 出

版 物 は 多 数 あ っ た が 、 出 版 物 に 興 味 を も つ 農 民 が 少 な く 、 効 果 は あ ま り なか っ

た 。 そ こ で 、 よ り 直 接 的 な 交 流 を 行 な う た め の 努 力 が 活 発 に 行 な わ れ た 。優 秀

な 農 家 や 大 学 教 授 が 各 地 区 に 出 向 き 、 農 家 に 新 し い 知 識 と 実 用 技 術 を 授 ける 講

習 班 farm er s  i n s t i t u t e s が 1852 年 か ら 始 ま り 、 数 十 年 の 発 展 を 経 て 大 き な 効

果 を あ げ た 。 ほ ぼ 同 時 期 に 土 地 供 与 大 学 が 、 農 家 の た め に 、 改 良 方 法 の 実用 な

ど を 主 要 テ ー マ と し た 短 期 コ ー ス short c o u r s e s を 開 催 し た 。 ま た 、 1899 に 馬

車 な ど に 農 業 機 械 や 種 子 や 最 新 設 備 な ど を 載 せ 、 農 家 に 改 良 生 産 方 法 を 実証 す

る「 移 動 学 校 」movabl e   s c h o o l s も 出 て き た 。そ れ か ら 、1903 年 に ア イ オ ワ 州

で は 、 初 め て の 農 業 列 車 farm t r a i n s が 走 り 、 同 州 の コ ー ン 生 産 の 飛 躍 的な 発

展 に 大 い に 貢 献 し た 。 鉄 道 会 社 に よ っ て 無 料 で 提 供 さ れ た こ の 農 業 列 車 は、 土
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地 供 与 大 学 の 教 師 や 展 示 品 な ど を 載 せ 、農 家 が 集 ま る 所 に 走 り 、各 地 で 30 分 の

講 演 が 1 日 に 9～ 12 回 に も 及 ん だ 5）。 当 時 の 交 通 不 便 の 難 問 を 大 き く 解 決 し た

こ の 列 車 は 、 多 く の 農 家 に 大 学 の 仕 事 を 見 せ る こ と が で き 、 大 学 普 及 事 業の 創

造 を 導 き 出 す 最 初 の 重 要 な 一 歩 と な っ た 。 1911 年 ま で に は 、 ア メ リ カ の 28 州

で は 、 71 も の 農 業 列 車 が 走 り 、 農 家 の 参 加 者 は 995,2 2 0 人 に も 達 し た 6）。  

時 を 同 じ く し て 、 イ ギ リ ス に お い て 1866 年 に 端 を 発 し た 大 学 の 延 長 教 育 が、

ア メ リ カ に 伝 え ら れ 、注 目 さ れ る こ と と な っ た 。1890 年 に ア メ リ カ に お い て は、

多 数 の 地 方 で 大 学 校 外 教 育 課 程 が 行 な わ れ た 。 同 年 に 大 学 延 長 教 育 協 会 が作 り

出 さ れ 、 大 学 延 長 教 育 運 動 が よ り 活 発 に な っ た 。 こ う い う 中 で 、 土 地 供 与大 学

も こ の 延 長 教 育 運 動 に 興 味 を も ち は じ め た 。1891 年 に ラ ト ガ ー ズ 大 学 が ニ ュ ー

ジ ャ ー ジ ー 州 内 の 数 ヵ 所 で 、 土 壌 、 作 物 、 植 物 栽 培 や 動 物 栄 養 な ど の 6 の 講 座

か ら な る 公 開 コ ー ス を 開 き 、農 業 普 及 プ ロ グ ラ ム を は じ め た 。こ の 後 20 年 間 に 、

い く つ か の 州 で も 農 業 普 及 と 思 わ れ る 項 目 が 実 施 さ れ て い る 。  

そ の 一 方 、農 業 協 同 普 及 制 度 設 立 の た め の 他 の 努 力 も 進 ん で い る 。ま ず は男・

女 青 年 ク ラ ブ の 誕 生 と 家 政 指 導 の 開 始 。 4-H ク ラ ブ の 前 身 で あ る 男 ・ 女 クラ ブ

が 、1902 年 に オ ハ イ オ 州 で 創 設 さ れ 、そ の 後 ア メ リ カ 全 土 に 広 が り 、各 地の 学

校 、土 地 供 与 大 学 、連 邦 農 業 部 や 民 間 基 金 会 な ど の 協 力 の 下 で 迅 速 に 発 展 し た 。

中 で も 、女 青 年 ク ラ ブ が 家 政 指 導 の 開 始 に つ な が る 重 要 な 鍵 と な っ た 。つ ぎ は 、

農 民 協 同 実 証 事 業 の 開 始 。 そ れ は 、 1903 年 に シ ー マ ン ・ ナ ー プ Seam a n  K n a pp

が テ キ サ ス 州 の 農 場 を 利 用 し 実 施 し た の を 発 端 と す る 。 も う 一 つ は 、 カ ウン テ

ィ 普 及 員 の 誕 生 。1906 年 に テ キ サ ス 州 で 全 米 初 の カ ウ ン テ ィ 普 及 員 が 任 命 さ れ 、

4 年 後 に は ア メ リ カ 南 部 の 12 州 の 455 カ ウ ン テ ィ で 450 人 の カ ウ ン テ ィ 普 及 員

が 実 証 事 業 に 携 わ っ て い た 7）。  

 

（ ４ ）  ス ミ ス ・ レ バ ー 法 The Sm i t h - L e v e r  A c t  

 １ ）  背 景  

 ス ペ イ ン と ア メ リ カ と の 戦 争 が 終 わ る 1898 年 か ら 第 一 次 世 界 大 戦 が 始ま る

1914 年 ま で は 、ア メ リ カ 農 業 の 黄 金 年 代 と 呼 ば れ て い た 。こ の 時 期 に 、アメ リ

カ 農 業 が 大 き な 発 展 を 遂 げ た と と も に 、 農 業 教 育 に も 関 心 が 集 ま っ た 。 特に 、

農 業 協 会 、 農 業 雑 誌 、 土 地 供 与 大 学 、 連 邦 農 務 省 と 州 実 験 農 場 な ど の 努 力に よ

っ て 、 農 業 教 育 の 考 え が 全 米 で 広 く 認 知 さ れ た 。 一 方 で 、 こ れ ら の 努 力 は農 業

教 育 に 大 き な 効 果 を あ げ た が 、 影 響 さ れ た 農 民 の 数 が 依 然 と し て 少 な く 、特 に

最 も 教 育 が 必 要 と さ れ る 農 民 層 に は 浸 透 し な か っ た 。 ま た 、 こ れ ま で 行 なっ た

農 業 教 育 に 関 す る 活 動 は 調 整 も さ れ て お ら ず 、 系 統 化 も さ れ て い な か っ た。 こ
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う い っ た 中 、 土 地 供 与 大 学 を 通 し て 、 ま た 連 邦 政 府 の 支 援 と 参 加 に よ る 農業 普

及 組 織 Extens i o n  S y s t e m の 設 立 が 全 国 で 叫 ば れ る よ う に な っ て き た 。  

1905 年 、ア メ リ カ 土 地 供 与 大 学 と 実 験 農 場 協 会 で 新 し く 設 立 さ れ た 普 及 委員

会 の 委 員 長 で あ る バ タ フ ィ ー ル ド Kenyon  L .  B u t t e r f i e l d は 、 土 地 供 与 大学 に

よ り 、 通 年 で 農 民 に 系 統 的 か つ 徹 底 的 な 指 導 を 行 な う と 提 案 し 、 ま た こ れが 大

学 の 研 究 と 教 育 部 門 を よ り 円 滑 に 調 整 す る 役 割 を 担 う だ け で は な く 、 大 学に 入

れ な い 人 々 に 教 育 を 行 な う 新 た な 独 特 部 門 の 設 立 に 繋 が る と 主 張 し た 。1908 年 、

第 二 六 代 大 統 領 セ オ ド ア・ル ー ズ ベ ル ト Theo do r e  R o o s e v e l t は 、農 村 で 生 活 す

る 人 々 に 対 し 生 活 環 境 を 整 え る た め の 法 案 を 作 る 農 村 生 活 委 員 会 Comm i s s i o n  

o n  C o u n t r y  L i f e を 設 立 し た 。 こ の 委 員 会 は 、 翌 年 、 全 国 組 織 に よ る 農 業普 及

事 業 の 設 立 を 提 案 し た 。 す な わ ち 、 人 々 に 影 響 を も た ら す た め に 、 各 州 の土 地

供 与 大 学 に 迅 速 に 大 学 普 及 部 門 を 設 立 す る 権 限 を 与 え る と 建 議 し た 。 ま た、 提

案 の 中 で 、 家 政 、 青 少 年 活 動 、 農 村 社 会 の 開 発 及 び 農 業 生 産 の 教 育 ・ 支 援を 強

調 し た 。  

 

２ ）  ス ミ ス ・ レ バ ー 法 の 誕 生  

 19 09 年 ～ 1913 年 の 四 年 間 に 農 業 普 及 事 業 に 関 す る い く つ も の 法 案 が 、上 院 あ

る い は 下 院 議 会 に 提 出 さ れ た 。そ の 中 で 1911 年 南 カ ロ ラ イ ナ 州 の 下 院 議 員 フ ラ

ン ク ・ レ バ ー Asbu ry  F .  L e v e r が 、 さ ら に 1912 年 に ジ ョ ー ジ ア 州 の 上 院 議 員 ホ

ウ ク・ス ミ ス Hoke  Sm i t h が 修 正 案 を 提 出 し て 二 年 間 の 討 論 と 改 訂 が 行 な われ た

の ち 、 1914 年 に 農 業 普 及 事 業 を 作 成 す る た め の ス ミ ス ・ レ バ ー 法 が 成 立 し た 。 

 こ の 法 律 の 目 的 は 、 連 邦 政 府 す な わ ち ア メ リ カ 農 務 省 と 州 政 府 す な わ ち土 地

供 与 大 学 （ ラ ン ド グ ラ ン ト 大 学 ） と の 協 力 に よ り 、 農 業 や 家 庭 に 関 す る 問題 に

対 し 実 用 的 な 方 法 や 情 報 を ア メ リ カ 国 民 に 広 く 伝 達 す る こ と を 援 助 し 、 また そ

れ ら の 応 用 を 奨 励 す る こ と に あ っ た 。 具 体 的 に は 、 土 地 供 与 大 学 に 在 学 して い

な い 農 村 住 民 へ の 、 農 業 及 び 家 政 に 関 す る 指 導 及 び 実 地 教 育 で あ る 。 そ の経 費

に つ い て は 連 邦 政 府 の 補 助 金 、 州 、 そ の 他 の 寄 付 金 が 当 て ら れ た 。 土 地 供与 大

学 は 連 邦 政 府 か ら 補 助 金 を 受 け 取 る 前 に 事 業 計 画 書 を 農 務 省 に 提 出 し な けれ ば

な ら な い 。 普 及 事 業 の 運 営 は 、 農 務 省 と 各 大 学 の 間 に 結 ば れ た 協 定 に 基 づき 行

な わ れ る 。 こ れ ら の 協 定 は そ の 後 何 度 も 修 正 さ れ た が 、 そ の 主 旨 は 今 日 まで ほ

と ん ど 変 化 し て い な い 。 こ れ ら に よ っ て 、 普 及 事 業 の 主 体 を 土 地 供 与 大 学と す

る こ と 、 連 邦 政 府 が 普 及 局 を 設 立 し 、 普 及 活 動 を 支 援 す る こ と 、 土 地 供 与大 学

が 新 た な 部 門 ― ― 州 協 同 普 及 部 を 設 立 し 、 連 邦 と 州 政 府 か ら の 普 及 資 金 を管 理

し 、 農 務 省 と の 協 力 で 事 業 を 運 営 す る こ と が 規 定 さ れ た 。  
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３ 、 農 業 協 同 普 及 事 業 の 発 展 と 現 状  

 

 ス ミ ス・レ バ ー 法 が 成 立 し た 1914 年 に 第 一 次 世 界 大 戦 が 始 ま り 、三 年 後 ア メ

リ カ も こ の 戦 争 に 巻 き 込 ま れ た 。 普 及 事 業 は 、 食 料 の 増 収 と 戦 争 中 の 農 村労 働

力 の 不 足 と い う 問 題 を 解 決 す る た め に 大 き な 役 割 を 果 た し た 。 家 政 普 及 員と 青

少 年 ク ラ ブ が 農 村 部 と 都 市 部 の 住 民 に 食 品 の 効 率 的 な 調 理 方 法 と 保 存 方 法を 教

え 、 戦 争 中 の ア メ リ カ 国 民 を 支 え て き た 。 そ し て 、 戦 争 が 終 わ る ま で に 、普 及

事 業 は 全 国 で 高 い 評 価 を 得 る と と も に 、 事 業 自 体 も 大 き な 発 展 を 遂 げ た 。し か

し 、1920 年 の 夏 か ら 、ア メ リ カ 農 業 が 長 い 不 況 期 に 入 る に つ れ 、普 及 事 業も 一

つ の 危 機 を 迎 え 、 よ り 効 率 的 な 生 産 方 法 の 普 及 や 、 市 場 の 重 要 性 と 経 営 の多 角

化 を 農 民 に 呼 び か け る こ と に 事 業 重 点 を シ フ ト し た 。1920 年 代 に 、普 及 事 業 は

明 確 に 教 育 的 性 格 を も ち 、発 展 す る とと も に 、家 政 学 と 4－ H ク ラ ブ な ど の 青 少

年 活 動 が 農 村 生 活 の 重 要 な 一 部 と し て 成 長 し 、 普 及 学 と 普 及 方 法 論 も 大 きな 発

展 を 見 せ た 。1930 年 に は 、75％ の 郡 に 郡 普 及 員 が 配 置 さ れ 、33％ の 郡 に 家 政 普

及 員 が 配 置 さ れ 、ま た 10%以 上 の 郡 に 4－ H な ど の 青 少 年 活 動 を フ ル タ イ ム で 指

導・支 援 す る 普 及 員 が 配 置 さ れ た 8）。そ し て 、 30 年 代 に 入 り 、ア メ リ カ 経 済 は

一 層 深 刻 な 不 況 に 陥 っ た 。 こ の 大 恐 慌 に 際 し 、 1933 年 、 ア メ リ カ 第 32 代 大 統

領 の ル ー ズ ベ ル ト Fran kl i n  D e l a n o  R o o s e v e l t が 不 況 克 服 の た め に ニ ュ ーデ ィ

ー ル 政 策 the Ne w  D e a l 9 ） を 実 施 し た 。 そ の 時 の 普 及 事 業 は 価 格 支 持 、 生 産調 整

や 農 村 へ の 電 力 普 及 な ど の 国 の 政 策 を 推 進 す る こ と に つ と め て き た が 、 基本 的

に は 教 育 事 業 と し て の 性 格 を 維 持 し て い た 。 ま た こ の ニ ュ ー デ ィ ー ル 政 策を 推

進 す る 予 算 が あ っ た た め 、 普 及 事 業 は 資 金 不 足 の 難 問 を 解 決 し 発 展 を 続 け、 世

界 大 恐 慌 克 服 に 大 い に 貢 献 し た 。 そ れ か ら 、 厳 し い 経 済 状 況 が 完 全 に 回 復し な

い う ち に 、 ア メ リ カ は 第 二 次 世 界 大 戦 に 直 面 し 、 普 及 事 業 の 重 点 が 再 び 農産 品

の 増 産 と 農 村 労 働 力 の 不 足 と い う 問 題 の 解 決 に シ フ ト し た 。  

こ の よ う に 、ア メ リ カ 協 同 普 及 事 業 は 、第 一 次 世 界 大 戦 、30 年 代 の 世 界 恐慌

と 第 二 次 世 界 大 戦 の 三 つ の 危 機 に 、 社 会 情 勢 に 応 じ て 事 業 重 点 を 変 更 し 、重 要

な 役 割 を 果 た し て き た 。 第 二 次 世 界 大 戦 後 も 、 普 及 事 業 は ア メ リ カ 農 民 とそ の

家 族 へ の 新 技 術 や 経 営 方 法 な ど に 関 す る 教 育 を 継 続 的 に 実 施 し 、 ア メ リ カ農 民

と と も に 、 ア メ リ カ を 世 界 一 の 農 業 大 国 に 作 り 上 げ て き た 。  

現 在 、 ア メ リ カ の 普 及 事 業 は 、 以 下 の 四 つ の プ ロ グ ラ ム を も っ て 支 援 ・ 実 施

さ れ て い る 。① 農 業 お よ び 自 然 資 源 。生 産 、販 売 、経 営 管 理 な ど に 関 す る 支 援 、

農 業 、 畜 産 、 繊 維 、 森 林 も 含 め た 環 境 問 題 、 農 薬 に よ る 病 害 虫 防 除 、 特 に生 態
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学 や 雑 草 学 な ど 幅 広 い 研 究 に よ る 防 除 の 開 発 と 普 及 な ど 。 ② 家 族 。 家 庭 の生 活

技 術 一 般 、 農 家 に 限 ら ず 一 般 市 民 の 家 庭 も 含 め た 栄 養 、 調 理 、 健 康 管 理 、食 品

安 全 性 、 家 庭 経 済 な ど の プ ロ グ ラ ム を も っ て い る 。 ア メ リ カ 国 民 の 生 活 質量 を

高 め る こ と を 目 指 し て い る 。③ 4－ H ク ラ ブ と 青 少 年 教 育 。対 象 は 9～ 19 歳 。農

業 生 産 コ ン テ ス ト の 開 催 や 、 若 者 た ち の 正 確 な 生 活 観 、 リ ー ダ ー シ ッ プ を育 て

る こ と や 、 若 者 の 生 活 技 能 を 高 め る こ と を 目 的 と し て い る 。 ④ 地 域 資 源 開発 。

地 域 開 発 の 戦 略 計 画 の 制 定 、 政 府 部 門 の 仕 事 効 率 の 開 発 、 公 共 施 設 の 建 設な ど

が 含 ま れ る 。対 象 は 農 業 者 だ け で は な く 地 域 住 民 も 含 め る 。1970 年 か ら 地 域 資

源 開 発 を 担 当 す る 普 及 員 が お か れ 、 主 に 情 報 提 供 な ど に 通 し て 地 域 社 会 の問 題

解 決 の 支 援 を 行 っ て い る 。  

 

 

第 二節  日本における農業普及制度の成立・発展過程  

 

 

１ 、 農 業 普 及 制 度 の 前 史 1 0）  

 

（ １ ）  勧 農 政 策 の 推 進  

 日 本 の 農 業 改 良 指 導 と そ の 支 援 シ ス テ ム が 本 格 的 な ス タ ー ト を す る の は、 近

代 産 業 の 育 成 を ね ら っ て 、 明 治 政 府 が つ く っ た ｢殖 産 興 業 政 策 ｣と 農 業 近 代 化 路

線 と し て の ｢勧 農 政 策 ｣に 触 発 さ れ て か ら で あ っ た と み ら れ る 。1870 年 に 、政 府

は 民 部 省 に 勧 農 局 を お き 、 士 族 授 産 の 観 点 か ら 開 墾 政 策 を 進 め る と と も に、 外

人 教 師 の 招 聘 、 欧 米 農 法 の 紹 介 、 海 外 か ら の 洋 式 農 具 や 種 苗 ・ 家 畜 の 導 入な ど

に 力 を 尽 く し た 。 ま た 、 農 学 や 学 理 に も と づ く 農 業 技 術 の 創 出 の た め の 人材 養

成 機 関 と し て 、 札 幌 農 学 校 （ 後 の 北 海 道 大 学 農 学 部 ） と 駒 場 農 学 校 （ 後 の東 京

大 学 農 学 部 ） を 設 置 し た の で あ る 。 こ の 時 期 の 勧 農 政 策 は 、 先 進 欧 米 諸 国の 農

法 を 日 本 へ 移 植 し よ う と す る 政 策 を 基 本 と す る も の で あ っ た が 、 日 本 の 風土 や

農 法 に 馴 染 ま ず 、 十 分 成 功 し た わ け で は な か っ た 。  

 

（ ２ ）  老 農 の 起 用 と 農 事 巡 回 教 師 制 度  

 一 方 、 上 （ 政 府 ） か ら 普 及 を 図 っ た 西 欧 農 法 と は 反 対 に 、 地 方 の 老 農 や豪 農

を 主 体 と し た 伝 統 的 な 農 法 、 土 着 農 法 が あ る 。 こ れ ら の 老 農 、 手 作 り 地 主、 篤

農 家 を 中 心 と す る 農 談 会 が 全 国 的 に 広 ま り 、 農 事 改 良 に 主 導 的 に 取 り 組 んで い

た 。 政 府 も こ れ に 呼 応 す る 形 で 老 農 を 農 事 通 信 員 に 任 命 し 、 農 事 に 関 す る情 報
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の 収 集 に 努 め る と と も に 、 農 事 通 信 員 の 斡 旋 に よ る 農 事 改 良 に 関 す る 農 談会 の

開 催 を 促 す 措 置 を と っ た 。ま た 、1881 年 に 全 国 か ら 老 農 を 集 め て 農 談 会 を 開 催

し 、 こ れ を 機 会 に 民 間 技 術 の 交 流 と 向 上 を 図 る た め に 大 日 本 農 会 を 設 立 した 。

そ し て 、明 治 1885 年 に は 、農 事 巡 回 教 師 制 度 が 設 け ら れ 、農 談 会 等 に 巡 回 教 師

（ 全 国 を 活 動 地 域 と す る も の に は 主 と し て 政 府 職 員 が 、 府 県 を 活 動 領 域 とす る

も の に は 地 方 長 官 の 委 嘱 す る 老 農 が こ れ に 当 た っ た ） を 組 織 的 に 派 遣 す るよ う

に な っ た 。 こ の 制 度 は 、 試 験 研 究 機 関 を 中 心 と す る 組 織 的 な 技 術 普 及 体 制に 移

る ま で の 過 渡 的 な も の と し て 1893 年 に は 廃 止 さ れ た が 、日 本 の 農 業 指 導 と 普 及

を 制 度 化 し た 最 初 の も の で あ っ た 。  

 

（ ３ ）  試 験 研 究 体 制 の 整 備 と 技 術 指 導  

 18 93 年 に「 農 事 試 験 場 官 制 」の 発 布 に よ り 、国 立 の 農 事 試 験 場（ 本 所 と 6 支

所 ） が 設 置 さ れ た 。 ま た 、 1894 年 に 「 府 県 農 事 試 験 場 規 定 」、 1899 年 に 「 府 県

農 事 試 験 場 国 庫 補 助 法 」 が 設 定 さ れ る に 伴 い 、 府 県 に も 続 々 と 農 事 試 験 場が 設

置 さ れ て い っ た 。 各 農 事 試 験 場 は 、 直 接 巡 回 講 話 な ど に よ っ て 技 術 指 導 をす る

ほ か 、 農 閑 期 に は 農 家 子 弟 を 集 め て 実 技 教 育 を 行 う な ど 、 農 事 試 験 場 は 試験 研

究 の 推 進 と と も に 技 術 指 導 に つ い て も 重 要 な 役 割 を 果 た し た 。さ ら に 、1921 に

「 農 事 試 験 場 見 習 生 規 定 」 が 設 け ら れ 、 各 府 県 の 農 事 試 験 場 は 町 村 農 会 など の

生 産 技 術 指 導 に 携 わ る 人 達 を 養 成 す る と い う 新 し い 役 割 を 果 た す こ と と な っ た。 

 

（ ４ ） 農 会 の 設 立 と 技 術 指 導  

 か つ て 、 農 事 改 良 の 主 役 で あ っ た 農 談 会 は 、 そ の 中 心 的 な メ ン バ ー と する 地

主 層 が 次 第 に 寄 生 地 主 化 へ と 転 換 す る に 伴 い 、 そ の 役 割 も 終 わ り を 告 げ た。 一

方 で は 、1899 年 に 農 会 法 の 制 定 に 伴 い 市 町 村 、郡 、道 府 県 の 各 段 階 に 農 会 が 設

立 さ れ 、 農 事 の 改 良 を す す め る こ と を 任 務 と す る 集 ま り が 法 律 に 基 づ い てつ く

ら れ る こ と に な っ た の で あ る 。ま た 1910 年 に 農 会 法 の 改 正 に よ り 中 央 組 織 で あ

る 帝 国 農 会 が 誕 生 し て 農 会 の 系 統 的 な 組 織 整 備 が 行 わ れ る よ う に な っ た 。こ の

農 会 は 、 会 員 で あ る 農 家 の 会 費 で 運 営 さ れ 、 政 府 の 助 成 が 行 わ れ た 。 そ して 、

町 村 、 郡 市 、 道 府 県 の 各 段 階 に 農 事 改 良 を 担 当 す る 農 会 技 術 員 が 設 置 さ れた 。

こ の 農 会 技 術 員 に は 農 事 試 験 場 練 習 生 の 出 身 者 が 多 く 、 試 験 場 と 密 接 な 連絡 の

も と に 試 験 研 究 の 成 果 を 指 導 し た 。普 及 の 方 法 は 、部 落 巡 回 指 導 を 主 と し た が 、

圃 場 展 示 が 行 わ れ 、 実 物 展 示 に よ る 指 導 も 行 わ れ た 。 農 会 技 術 員 に よ る 農業 技

術 指 導 の 仕 組 み は 、第 2 次 大 戦 後 の 農 業 改 良 普 及 事 業 と JA 営 農 指 導 事 業 の 発 足

ま で 続 い た 。た だ 、系 統 化 さ れ た 農 会 は 、そ の 後 本 来 の 農 事 改 良 的 な 活 動 か ら 、
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次 第 に 農 政 活 動 に 重 点 が 移 行 し て い っ た 。 1922 年 に 新 た な 農 会 法 が 制 定 さ れ、

政 府 の 補 助 事 業 と 農 会 の 農 業 技 術 指 導 が 一 体 化 し た 指 導 体 制 が 確 立 し た 。続 い

て 1937 年 以 降 に な る と 、日 華 事 変 か ら 戦 時 体 制 下 に お か れ 、農 業 指 導 も 食 糧 増

産 と 食 糧 統 制 業 務 に 携 わ る こ と に な っ た 。ま た 、1943 年 の「 農 業 団 体 法 」の 制

定 に よ っ て 、 農 会 お よ び 産 業 組 合 等 が 合 体 し て 系 統 農 業 会 と な り 、 従 来 の各 団

体 の 機 能 、 技 術 員 等 は そ の ま ま 継 承 さ れ た が 、 指 導 の 重 点 は 食 糧 の 割 当 や供 出

に お か れ 、 技 術 指 導 に は あ ま り 意 が 用 い ら れ な か っ た 。 農 会 、 農 業 会 等 の技 術

員 に よ る 農 業 指 導 は 、 上 か ら の 一 方 的 な 指 導 で あ り 、 ま た 農 家 の 経 営 主 を対 象

と す る も の で 、 青 少 年 に 対 す る 研 修 教 育 や 婦 人 に 対 す る 生 活 改 善 指 導 等 はそ の

任 務 の 中 に は な か っ た 。  

1948 年 に 農 業 会 は 事 業 を 停 止 す る こ と に な っ た が 、現 実 に そ の 資 産・事 業 は

新 た に 民 主 的 な 制 度 に 基 づ き 設 立 さ れ た 農 協 に 受 け 継 が れ て い た 。さ ら に 、GHQ

の 指 示 に 従 っ て 新 し く 農 業 改 良 普 及 制 度 が 作 ら れ た の で あ る 。 農 業 会 の 技術 員

も 一 部 は 試 験 を 受 け て 農 業 改 良 普 及 員 と し て 採 用 さ れ 、 一 部 は 農 協 の 営 農指 導

員 に な っ た 1 1）。  

 

２ 、 協 同 農 業 普 及 制 度 の 成 立 ・ 発 展 過 程  

 

（ １ ） 農 業 技 術 浸 透 方 策  

 第 2 次 大 戦 の 終 結 に 伴 い 、 明 治 期 の 農 会 法 制 定 以 来 、 政 府 と 系 統 農 会 （後 に

農 業 会 ） に よ る 農 業 指 導 体 制 に 大 き な 変 革 を も た ら す こ と に な っ た 。 そ れは 、

食 糧 事 業 が ま す ま す 悪 化 し て き た 中 、 農 林 省 が こ の 行 き 詰 ま り を 打 開 す るた め

1945 年 7 月 に 立 案 し た「 農 業 技 術 滲 透 方 策 」で あ る 。こ れ は 従 来 の 権 力 的な 技

術 指 導 と 補 助 金 政 策 等 の 限 界 と そ の 反 省 の 上 に 立 っ て 構 想 さ れ た も の で ある 。

そ し て 、 1946 年 1 月 に「 農 業 技 術 滲 透 施 設 に 関 す る 実 施 通 達 」が 出 さ れ 、こ の

構 造 を 具 体 化 し た の で あ る 1 2）。  

 そ の 基 本 構 想 は 、 農 業 技 術 指 導 農 場 の 設 置 、 農 業 技 術 隣 保 班 の 編 成 、 食糧 増

産 実 践 班 の 編 成 、 普 及 宣 伝 事 業 の 刷 新 の 4 つ か ら な っ て い る 。 主 な 内 容 は、 第

一 線 の 農 業 指 導 力 を 強 化 す る た め 、 農 林 省 及 び 都 道 府 県 の 農 事 試 験 場 の 機能 を

拡 大 し 、 そ の 下 部 組 織 と し て 、 郡 内 の 数 ヵ 所 に 農 業 技 術 指 導 農 場 を 設 立 する 。

１ 指 導 農 場 当 た り １ 隣 保 班 と し 、 そ の 構 成 は 関 係 市 町 村 の 農 業 会 技 術 員 を中 核

と す る 地 域 の 農 業 指 導 者 で 、 技 術 指 導 農 場 を 拠 点 と し た 班 員 相 互 の 研 究 練磨 に

よ り 技 術 指 導 力 の 強 化 を 図 る 。 指 導 農 場 の 農 場 長 は 農 業 技 術 隣 保 班 長 で ある 農

業 会 技 術 員 が 農 試 嘱 託 員 の 資 格 で あ た る 。 ま た 、 部 落 農 業 団 体 を 単 位 に 食糧 増
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産 実 践 班 を 組 織 さ せ 、 そ れ に 技 術 普 及 を 直 結 す る こ と に よ っ て 、 技 術 の 実践 的

普 及 事 業 浸 透 を は か る 。  

 こ の 指 導 農 場 制 度 は 、「 各 種 の 普 及 手 段 を 活 用 し 、食 糧 増 産 の 熱 意 の 高 揚、そ

し て 農 村 内 部 か ら 盛 り 上 が る 民 意 を ま ち 、 強 制 的 で な く 、 農 業 者 の 意 志 によ っ

て 指 導 農 場 を 活 用 さ せ 、 組 織 的 に 技 術 の 普 及 を は か ろ う と す る と こ ろ に 」 1 3 ）

従 来 の 農 業 指 導 に み ら れ な か っ た 特 徴 が あ る 。 た だ 、 組 織 的 に も 、 人 事 的に も

農 業 会 組 織 と 指 導 農 場 を 明 確 に 切 り 離 し え な い 関 係 に あ っ た と い え る 。  

 

（ ２ ） 協 同 農 業 普 及 制 度 の 発 足  

一 方 、1945 年 8 月 、終 戦 と 同 時 に 日 本 は GHQ の 軍 政 下 に 置 か れ る こ と と な っ

た 。同 年 12 月 に 、 GHQ か ら「 農 地 改 革 に 関 す る 覚 書 」が 公 布 さ れ 、戦 後 の 農 村

民 主 化 ― 農 地 解 放 ― を 目 指 し た 農 政 の 基 本 的 方 向 を 示 し た 。 こ の 中 、 日 本政 府

に 5 ヵ 条 の 施 策 を 要 請 し た が 、 そ の 1 つ は 「 農 民 に 対 す る 技 術 的 そ の 他 の 知 識

を 普 及 す る た め の 計 画 」 で あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 日 本 政 府 は 前 述 し た 農 業技 術

滲 透 方 策 で 対 応 し た が 、 当 時 の GHQ 側 の 意 図 し て い た 技 術 滲 透 構 想 と か なり の

食 い 違 い が あ っ た 。 GHQ は 自 国 で 実 施 経 験 ず み の 協 同 普 及 事 業 の 制 度 を 日本 に

導 入 さ せ よ う と い う 強 い ね ら い が あ っ た と 考 え ら れ る 1 4）。ま た 農 業 技 術 指導 農

場 制 度 を 批 判 し 、 反 対 し た 理 由 は い ろ い ろ あ る が 、 最 も 根 本 的 な こ と は 、こ の

事 業 の 主 体 が 解 散 を 指 令 さ れ て い る 農 業 会 の 事 業 で あ り 、 指 導 奨 励 の 方 法が 上

か ら の 一 方 的 な も の で 農 民 の 自 主 性 に よ る も の で は な い と い う 点 で あ っ た 1 5 ）。 

 そ し て 、 2 年 有 余 に わ た っ た 交 渉 の 末 、 農 業 技 術 指 導 農 場 は 組 織 整 備 が中 途

の ま ま 、1948 年 7 月 を も っ て 廃 止 さ れ る こ と に な っ た 。そ の 一 方 で 、新 し い 農

業 普 及 制 度 は 、 農 業 改 良 助 長 法 の 成 立 に よ っ て 発 足 し た の で あ る 。  

 農 業 普 及 事 業 の 根 拠 法 規 で あ る 農 業 改 良 助 長 法 は 、 GHQ の 積 極 的 な 指 導と 助

言 を 得 て 1948 年 7 月 成 立・公 布 さ れ た 。こ の 法 律 は ア メ リ カ の ス ミ ス・レバ ー

法 を 範 と し て 作 成 さ れ 、第 １ 章 総 則（ 法 律 の 目 的 ）、第 2 章 農 業 に 関 す る 試 験 研

究 の 助 長 、 第 ３ 章 農 業 に 関 す る 普 及 事 業 の 助 長 の ３ 章 か ら な っ て い る 。  

 新 た に 発 足 し た 普 及 事 業 は 、 そ の 指 導 理 念 や 性 格 に お い て 従 来 の 農 業 指導 に

は 見 ら れ な い い く つ か の 特 色 を も っ て い る 。第 １ は 、指 導 の 重 点 を 物 か ら 人（ 農

家 ） に 指 向 し た こ と で あ る 。 か つ て の 農 業 指 導 が 、 農 産 物 の 増 産 な ど 物 量的 側

面 に 重 点 が 置 か れ た の に 対 し 、 新 し い 普 及 事 業 は 、 農 地 改 革 を は じ め と する 農

村 の 民 主 化 政 策 の 一 環 と し て 、「 自 主 的 な 農 家 」を 育 成 し よ う と す る も の であ っ

た 。 農 家 の 自 発 的 意 志 を 尊 重 し 、 そ の 理 性 に 働 き か け て 、 農 家 自 ら が 自 発的 に

行 動 す る こ と を 援 助 し よ う と す る も の で あ る 。 第 ２ は 、 農 家 の 生 活 改 善 をと り
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あ げ た こ と で あ る 。 経 営 改 善 の た め に は 生 活 の 合 理 化 が 必 要 で あ る し 、 農業 経

営 の 改 善 な く し て 、 生 活 の 改 善 は 不 可 能 と の 考 え に よ る も の で あ る 。 第 ３は 、

農 村 青 少 年 の 育 成 を と り あ げ た こ と で あ る 。 農 家 に 関 す る 施 策 は 、 ほ と んど が

農 業 経 営 主 を 対 象 と し て 行 わ れ て き た が 、 新 し い 普 及 事 業 で は 経 営 主 ば かり で

は な く 農 村 の 青 少 年 に も 呼 び か け た こ と が 大 き な 特 徴 で あ る 。 次 代 を 担 う進 取

の 気 性 に 富 ん だ 青 少 年 に 対 し て 自 主 的 な ク ラ ブ 活 動 を 通 じ て 援 助 し 、 そ の活 動

に 期 待 を か け た こ と に あ る 。 第 ４ は 、 国 と 都 道 府 県 の 協 同 事 業 と し た こ とで あ

る 。 都 道 府 県 が 国 と 協 同 し て 行 う 普 及 事 業 は 「 協 同 農 業 普 及 事 業 」 と し て農 業

改 良 助 長 法 上 に 明 記 し 、国 が 事 業 実 施 に 必 要 な 経 費 を 助 成 す る こ と な ど に よ り、

都 道 府 県 と 国 の 協 同 責 任 に お い て 事 業 を 実 施 す る 。  

 ま た 、 当 時 の GHQ 側 は ア メ リ カ 制 度 を 模 し て 日 本 各 地 の 国 立 総 合 大 学 農学 部

所 在 地 に 農 業 試 験 場 、 農 業 技 術 普 及 所 を 総 括 す る 地 方 研 究 普 及 局 を 設 置 する こ

と に よ っ て 、 農 林 省 所 管 の 試 験 研 究 、 普 及 と 文 部 省 所 管 の 国 立 大 学 農 学 部の 研

究 と を 連 携 す る 考 え で あ っ た 1 6）。 し か し 、「 ① 国 土 及 び 農 業 事 業 の 相 違 が あ る

こ と 、 ② 長 い こ と 行 政 と 試 験 研 究 と 系 統 指 導 組 織 が 結 び つ い た 農 業 指 導 の歴 史

が あ る こ と 、 ③ 農 林 省 系 統 と 文 部 省 系 統 が 普 及 事 業 に 係 わ る こ と は 、 日 本の 行

政 組 織 機 構 に 馴 染 ま な い こ と 」1 7）と い っ た 日 本 の 強 い 主 張 に よ っ て 行 政 組織 体

に よ っ て 普 及 事 業 が 運 営 さ れ る こ と と な っ た 。  

 た だ 、 ア メ リ カ の 例 に な ら い 、 そ の 純 粋 性 を 確 保 す る と い う 観 点 か ら いろ い

ろ な 試 み が な さ れ て い る 。 第 １ に 、 農 林 省 に お け る 農 業 改 良 局 の 設 置 で ある 。

農 業 改 良 局 は 農 業 改 良 助 長 法 の 目 的 を 達 成 す る た め の 推 進 機 構 と し て 設 置 さ れ、

所 掌 事 務 、 組 織 と も に 極 め て 限 定 的 な も の で 、 農 林 省 の 内 部 部 局 と し て は極 め

て ユ ニ ー ク な 組 織 で あ っ た 。 初 代 農 業 改 良 局 長 に 東 大 教 授 の 磯 辺 秀 俊 氏 が兼 務

の 形 で 就 任 し た が 、 こ の 人 事 も ア メ リ カ 的 発 想 で あ っ た と 言 え る 1 8）。 第 ２ に 、

都 道 府 県 及 び 地 区 （ 数 市 町 村 の 区 域 ） 段 階 に 農 民 、 農 業 教 育 者 、 学 識 経 験者 等

に よ る 構 成 す る 、 普 及 事 業 の 運 営 に 極 め て 大 き な 権 限 を 持 つ 農 業 改 良 委 員会 の

設 置 で あ る （ こ の 委 員 会 は 昭 和 26 年 農 業 委 員 会 制 度 に 再 編 さ れ た ）。  

 こ の よ う に 発 足 当 初 の 日 本 の 普 及 事 業 は 、 ア メ リ カ 的 発 想 が 強 く 、 普 及事 業

の 推 進 に 当 た っ て も 、 ア メ リ カ 的 特 徴 を 残 し て い た 。  

 

（ ３ ） 協 同 農 業 普 及 制 度 の 発 展  

こ こ で 、法 律 の 改 正 に よ る 農 業 普 及 制 度 の 発 展 を 見 て み よ う 。1948 年 7 月 に

公 布 さ れ た 農 業 改 良 助 長 法 は 、10 回 の 法 律 改 正 が 行 わ れ 、事 業 内 容 の 刷 新 等 が

図 ら れ て き た 。                           
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１ ） 1950 年 4 月 の 改 正 ― 補 助 金 割 当 基 準 の 変 更 等  

普 及 事 業 の 発 足 し た 当 時 、 普 及 職 員 の 設 置 に つ い て は 、 準 備 体 制 が 整 わ ず 、

暫 定 的 に 「 食 糧 増 産 技 術 員 」 制 度 が 設 け ら れ 、 そ の 定 員 は 6,50 0 人 と 定 め ら れ

た 。そ の 後 、1949 年 に 改 良 普 及 員 資 格 試 験 が 行 わ れ 、そ の 合 格 者 の 中 か ら農 業

改 良 普 及 員 、 生 活 改 良 普 及 員 等 が 正 式 に 任 命 さ れ 本 格 的 な 普 及 活 動 が 開 始さ れ

た 。ま た 、改 良 普 及 員 を 指 導 す る た め の 専 門 技 術 員 も 設 置 さ れ た 。1950 年 に 入

る と 、 農 林 省 に お い て 1 町 村 （ 旧 町 村 ） 当 た り 改 良 普 及 員 を 1 名 配 置 す ると い

う 定 員 配 置 目 標 が 掲 げ ら れ 、そ の 定 数 も 9,25 0 人 へ と 大 幅 に 拡 大 さ れ た 1 9）。こ

れ に 関 連 し て 法 律 の 改 正 に よ り 補 助 金 の 割 当 基 準 に 市 町 村 を 加 え る 等 の 変更 が

さ れ た 。  

 

２ ） 1952 年 4 月 の 改 正 ― 普 及 職 員 に 関 す る 規 定 の 明 確 化 等  

 1951 年 に 入 る と 政 府 の 内 外 で 行 政 改 革 や 補 助 金 の 整 理 統 合 等 の 必 要 性 が 論

議 さ れ た 。 普 及 事 業 に つ い て は 、 農 業 改 良 助 長 法 に お い て 国 庫 補 助 の 対 象と な

る 事 業 内 容 が 明 確 で な く 、 ま た 普 及 職 員 に 関 す る 規 定 も な い 等 、 事 業 遂 行上 問

題 が あ っ た 。 こ れ ら を 法 律 上 明 ら か に す る た め 、 農 業 講 習 施 設 の 運 営 ・ 施設 整

備 等 を 補 助 対 象 と し 、 普 及 事 業 の 内 容 を 拡 大 し た と と も に 、 専 門 技 術 員 及び 改

良 普 及 員 の 設 置 、 職 務 、 任 用 資 格 の 規 定 を 設 け る 等 の 改 正 が 行 わ れ た 。  

 ３ ） 1952 年 12 月 の 改 正 ― 農 業 改 良 研 究 員 の 設 置 等  

 こ の 改 正 は 、 農 業 に 関 す る 試 験 研 究 の 助 長 に 関 連 し た も の が 中 心 で あ った 。

こ れ に よ る と 、 試 験 研 究 に 対 す る 助 成 の 基 準 が 明 確 さ れ た と と も に 、 農 業改 良

研 究 員 の 設 置 、 職 務 、 任 用 資 格 が そ れ ぞ れ 定 め ら れ た 。  

 ４ ） 1958 年 4 月 の 改 正 ― 農 業 改 良 普 及 所 の 設 置 等  

 農 業 技 術 の 急 速 な 進 歩 、 農 業 経 営 の 多 様 化 に 伴 い 、 従 来 に も 増 し て 総 合的 な

普 及 指 導 に 対 す る 要 請 が 高 ま る 中 で 、 こ れ ら に 適 切 に 対 応 す る た め に は 、個 々

の 改 良 普 及 員 の 技 術 指 導 能 力 の 向 上 は も と よ り 、 普 及 活 動 の 連 絡 調 整 を 強化 す

る こ と が 重 要 で あ る と の 認 識 が 高 ま っ て き た 。 当 時 、 改 良 普 及 員 の 駐 在 する 場

所 は 、 市 町 村 役 場 や 農 業 協 同 組 合 の 事 務 室 等 都 道 府 県 に よ っ て 様 々 で あ り、 法

律 上 の 必 置 機 関 と し て 欲 し い 旨 の 要 望 が 普 及 関 係 者 か ら 出 さ れ て い た 。  

 こ れ ら の 要 望 に 応 え 、 農 業 改 良 普 及 所 の 設 置 及 び 任 務 等 を 法 律 上 明 確 にす る

た め の 農 業 改 良 助 長 法 の 改 正 が 行 わ れ た 。 こ の 改 正 に よ る と 、 ① 農 業 改 良普 及

所 を 必 置 機 関 と し 、 改 良 普 及 員 は 農 業 改 良 普 及 所 に 所 属 す る こ と 、 ② 農 業改 良

普 及 所 は 改 良 普 及 員 の 行 う 普 及 活 動 の 連 絡 調 整 と 総 合 的 な 普 及 指 導 に 関 する 事

務 を つ か さ ど る こ と 、 ③ 普 及 所 の 長 は 改 良 普 及 員 と す る こ と 等 が 規 定 さ れた 。



 23

普 及 所 の 任 務 を 明 ら か に す る こ と は 、 普 及 所 が 一 般 行 政 機 関 と 性 格 を 異 にす る

も の で あ る こ と を 示 す も の で も あ っ た 。  

５ ） 1963 年 ３ 月 の 改 正 ― 農 業 改 良 普 及 手 当 等 の 新 設 等  

農 業 基 本 法 が 制 定 さ れ た 1961 年 当 時 、農 業 生 産 事 業 は 畜 産 、野 菜 、果 樹 等の

分 野 が 急 速 な 伸 び を 示 す 等 著 し く 変 化 す る と と も に 、 技 術 革 新 も 急 速 に 進展 し

た 。 こ の よ う な 事 態 に 対 処 し 、 普 及 指 導 内 容 の 高 度 化 と 効 果 的 な 普 及 活 動を 展

開 す る た め 、 専 門 技 術 員 と 改 良 普 及 員 の 普 及 活 動 体 制 の 整 備 、 試 験 研 究 機関 と

の 連 携 強 化 等 を 図 る と と も に 、普 及 事 業 の 担 い 手 で あ る 普 及 職 員 の 資 質 の 向 上、

優 れ た 人 材 の 確 保 等 が 急 務 と さ れ た 。 こ れ ら の 要 請 に 応 え る た め 、 農 業 改良 普

及 手 当 の 創 設 、 専 門 技 術 員 の 職 務 内 容 の 充 実 ・ 強 化 を 内 容 と す る 法 律 改 正が 行

わ れ た 。  

こ の 改 正 の 主 な 内 容 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 ① 専 門 の 事 項 の 総 合 並 び に 普及

指 導 活 動 の 技 術 及 び 方 法 を 指 導 す る 専 門 技 術 員 を 設 置 す る と と も に 、「 普 及事 業

と 試 験 研 究 機 関 と の 連 携 を 図 る た め 都 道 府 県 は 必 要 な 措 置 を 講 じ る 」 こ とを 定

め た 。 ② 普 及 職 員 の 資 質 向 上 を 図 る た め 、 都 道 府 県 は 普 及 職 員 の 研 修 を 計画 的

に 行 う よ う 努 め る こ と を 規 定 し た 。 ③ 農 業 改 良 普 及 手 当 を 創 設 し た 。 専 門技 術

員 及 び 改 良 普 及 員 の 職 務 の 複 雑 困 難 性 等 か ら 、 都 道 府 県 は 、 条 例 で 定 め ると こ

ろ に よ り 、 専 門 技 術 員 及 び 改 良 普 及 員 に 対 し て 農 業 改 良 普 及 手 当 を 支 給 する 。

農 業 改 良 普 及 手 当 の 月 額 に つ い て 、専 門 技 術 員 は 給 料 月 額 の 100 分 の 8 以 内 で 、

改 良 普 及 員 は 給 料 月 額 の 100 分 の 12 以 内 と な る 。  

1963 年 7 月 、本 件 に 関 連 す る 政 令 が 改 正 さ れ 、普 及 職 員 の 任 用 資 格 の 引 き 上

げ が 行 わ れ る と と も に 、政 令 で 普 及 手 当 の 支 給 要 件 が 規 定 さ れ 、「 都 道 府 県の 常

勤 職 員 で 、 専 ら 普 及 職 員 と し て の 活 動 に 従 事 し て い る 者 」 を 対 象 に 支 給 され る

こ と と な っ た 。  

６ ） 1977 年 5 月 の 改 正 ― 補 助 金 か ら 負 担 金 へ の 変 更 等  

普 及 事 業 は 、 農 業 の 改 良 、 農 家 生 活 の 改 善 及 び 農 村 青 少 年 の 育 成 を 3 本 の 柱

と し て 普 及 活 動 が 進 め ら れ て き た が 、昭 和 40 年 代 に 入 る と 農 業 後 継 者 が 年々 減

少 の 一 途 を た ど り 、後 継 者 対 策 が 農 政 の 重 要 課 題 と な っ て き た 。50 年 代 に 入 る

と 農 業 や 農 村 を め ぐ る 諸 情 勢 は さ ら に 変 化 し た 。 こ れ ら に 対 し 普 及 関 係 団体 等

か ら 助 長 法 を 改 正 し て 普 及 事 業 の 整 備 強 化 を 図 る 必 要 が あ る 等 の 要 請 が 出さ れ

た 。  

そ の た め 、1977 年 に 助 長 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た 。そ の 主 な 改 正 内 容 は 、以下

の 通 り で あ る 。 ① 普 及 事 業 に 係 わ る 国 の 支 出 金 に つ い て は 、 都 道 府 県 の 行う 事

業 に 対 し て 単 な る 奨 励 的 な 趣 旨 で 交 付 す る も の で は な く 、 都 道 府 県 が 農 林水 産
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省 と 協 同 し て 行 う 事 業 で あ る と い う 特 殊 な 性 格 を 持 つ も の で あ る 。 そ の 趣旨 を

鮮 明 に す る た め 、 協 同 農 業 普 及 事 業 に 係 わ る 国 の 経 費 の 支 出 が 補 助 金 か ら負 担

金 に 改 め ら れ た 。 ② 農 業 後 継 者 に 対 す る 研 修 教 育 の 充 実 強 化 を 図 る た め 、都 道

府 県 の 農 民 研 修 教 育 施 設 （ 県 農 業 大 学 校 ） に お け る 研 修 教 育 を 協 同 農 業 普及 事

業 の 内 容 と し て 追 加 し た 。 ③ 農 民 研 修 教 育 施 設 （ 県 農 業 大 学 校 ） が 優 れ た農 業

後 継 者 の 育 成 機 関 と し て そ の 機 能 を 十 分 果 た し て い く た め に は 、 農 業 改 良普 及

所 と の 有 機 的 な 連 携 を 強 化 す る と と も に 、 優 れ た 指 導 職 員 を 確 保 す る こ とが 不

可 欠 で あ る 。 そ の た め 、 農 民 研 修 教 育 施 設 に お い て 、 専 ら 研 修 教 育 に 当 たる 改

良 普 及 員 に つ い て は 、 農 民 研 修 教 育 施 設 に 属 し 研 修 教 育 に 当 た る こ と が でき る

こ と と さ れ た 。  

７ ） 1983 年 5 月 の 改 正 ― 負 担 金 か ら 交 付 金 へ の 変 更 等  

経 済 の 高 度 成 長 か ら 安 定 成 長 へ の 移 行 過 程 で 生 じ た 財 政 赤 字 、 経 済 社 会 の国

際 化 等 を 背 景 に し て 、 行 財 政 の 見 直 し 論 議 が 高 ま る 中 で 発 足 し た 臨 時 行 政調 査

会 は 、 1981 年 7 月 の 第 1 次 か ら 1983 年 3 月 の 第 5 次 ま で 5 回 の 答 申 を 出 し 、

行 財 政 改 革 の 方 向 が 示 さ れ た 。 そ の 中 で 普 及 事 業 に つ い て 厳 し い 指 摘 が なさ れ

た 。  

そ の 対 応 と し て 、 次 の よ う に 法 律 改 革 が 行 わ れ た 。 ① 都 道 府 県 が 普 及 事 業を

自 主 的 、弾 力 的 に 運 営 で き る よ う に 、協 同 農 業 普 及 事 業 の 助 成 方 式 が 従 来 の「 定

率 負 担 金 方 式 」か ら 、「 標 準 定 額 の 交 付 金 方 式 」に 改 め ら れ た 。② 協 同 農 業 普 及

事 業 の 中 期 的 な 運 営 方 針 を 明 確 化 す る た め 、 農 林 水 産 大 臣 は 、 事 業 の 基 本的 事

項 に 関 す る 運 営 指 針 を 定 め 、 都 道 府 県 は こ れ を 基 本 と し て 事 業 の 実 施 方 針を 定

め る こ と に よ り 、 国 と 都 道 府 県 を 通 じ て 一 貫 し た 方 針 の 下 で 事 業 の 効 率 的推 進

が 図 ら れ る よ う 措 置 さ れ た 。  

８ ） 1994 年 6 月 改 正 ― 目 的 規 定 等 を 含 む 大 幅 な 改 正  

農 林 水 産 省 は 、1992 年 ６ 月「 新 し い 食 料・農 業・農 村 政 策 の 方 向 」を 発 表 し 、

今 後 の 農 政 の 展 開 方 向 を 明 ら か に し た 。 こ れ を 受 け て 普 及 事 業 の あ り 方 につ い

て の 検 討 が 行 わ れ 、 今 後 の 方 向 と し て 、 ① 普 及 事 業 の 基 本 目 標 の 明 確 化 、② 普

及 活 動 の 対 象 の 明 確 化 、③ 普 及 事 業 の 活 動 手 法 の 転 換 、④ 普 及 活 動 体 制 の 強 化 、

⑤ 農 業 ・ 農 村 を 国 民 に 身 近 に す る た め の 普 及 事 業 の 推 進 を 掲 げ た 。  

こ れ を 踏 ま え て 、 農 業 改 良 助 長 法 の 改 正 が 行 わ れ た 。 法 律 改 正 の 要 点 は 次の

通 り で あ る 。 ① 法 律 の 目 的 規 定 の 整 備 。 法 律 の 目 的 と し て 、 経 営 体 の 育 成、 能

率 的 で 環 境 と 調 和 の と れ た 農 法 の 発 達 、 地 域 農 業 の 振 興 お よ び 農 村 生 活 の改 善

を 図 る こ と を 明 示 し た 。 ② 蚕 業 も 含 め た 総 合 的 な 普 及 指 導 の 実 施 。 蚕 業 につ い

て 、 複 合 部 門 と 一 体 的 か つ 総 合 的 な 普 及 指 導 体 制 を 確 立 す る た め 、 蚕 業 に関 す
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る 普 及 事 業 と 農 業 普 及 事 業 と を 統 合 し た 。 ③ 農 業 改 良 普 及 所 の 機 能 の 充 実。 農

業 改 良 普 及 所 の 事 務 に 、 農 業 経 営 に 関 す る 情 報 の 提 供 及 び 新 規 就 農 の 促 進を 追

加 す る と と も に 、 名 称 を 「 地 域 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 」 に 改 称 し た 。 ④ 普及 協

力 委 員 制 度 の 創 設 。 農 業 や 農 産 物 の 流 通 ・ 加 工 等 の 関 連 分 野 に 識 見 を 有 する 者

を 、 改 良 普 及 員 へ の 協 力 活 動 を 行 う 「 普 及 協 力 委 員 」 と し て 都 道 府 県 が 委嘱 で

き る 制 度 を 創 設 し た 。 ⑤ 県 農 業 大 学 校 に お け る 研 修 教 育 の 充 実 。 県 農 業 大学 校

の 研 修 教 育 の 対 象 を 幅 広 く 担 う べ き 者 に 拡 大 し 、 研 修 教 育 内 容 を 充 実 し た。 ⑥

専 門 技 術 員 の 農 業 者 に 対 す る 直 接 指 導 の 実 施 。 専 門 技 術 員 が 、 本 来 の 職 務に 支

障 の な い 範 囲 で 直 接 農 業 者 に 対 し て 普 及 指 導 で き る 途 を 措 置 し た 。  

９ ） 1999 年 7 月 の 改 正 ― 地 方 分 権 の 推 進 の た め の 改 正  

199 7 年 ７ 月 の 地 方 分 権 推 進 委 員 会 の 第 2 次 勧 告 へ の 普 及 事 業 の 対 応 の 一 環と

し て 、 補 助 金 適 正 化 法 と は 別 に 定 め ら れ て い る 交 付 金 等 の 交 付 手 続 き の 廃止 、

普 及 職 員 の 任 用 資 格 の う ち 資 格 試 験 合 格 者 の 法 定 化 な ど の 法 律 改 正 が 行 わ れ た。

こ の 改 正 は 法 律 と し て は 、 手 続 き 的 な も の で あ っ た が 、 普 及 職 員 の 専 任 規制 、

農 業 改 良 普 及 手 当 の 支 給 要 件 の 緩 和 や 普 及 セ ン タ ー の 名 称 ・ 設 置 形 態 の 弾力 化

な ど の 関 係 通 達 の 改 正 等 に よ っ て 普 及 事 業 の 運 営 に 大 き な 影 響 を 与 え た もの で

あ っ た 。  

10） 200 4 年 5 月 の 改 正 ― 構 造 改 革 へ の 対 応 と し て の 改 正  

200 3 年 6 月 に 閣 議 決 定 さ れ た 「 経 済 財 政 運 営 と 構 造 改 革 に 関 す る 基 本 方針

2003」 へ の 普 及 事 業 の 対 応 の 一 環 と し て 次 の 改 正 が 行 わ れ た 。  

そ の 主 な 改 正 内 容 は 、 専 門 技 術 員 及 び 改 良 普 及 員 の 一 元 化 、 農 業 改 良 普 及手

当 の 上 限 規 定 の 廃 止 等 、地 域 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー の 必 置 規 制 の 廃 止 等 で あ り、

普 及 制 度 の 根 幹 に ふ れ る 大 き な 内 容 の 改 変 を 含 む も の で あ っ た 。  

以 上 は 法 律 改 正 に よ る 普 及 制 度 の 整 備 の 流 れ で あ る 。 普 及 事 業 の 制 度 的 根幹

は 、 制 度 発 足 か ら 昭 和 30 年 代 ま で に ほ ぼ 整 備 さ れ た と 言 っ て よ い 。 昭 和 40 年

代 か ら 50 年 代 前 半 ま で は 、 情 勢 変 化 に 対 応 し た 普 及 制 度 の 改 善 で あ る 。昭 和

50 年 代 後 半 以 降 で は 、特 に 平 成 年 代 に 入 る と 、行 財 政 改 革 や 地 方 分 権 へ の 対 応

と し て の 制 度 改 正 が 行 わ れ た の で あ る 。 こ の よ う な 数 々 の 法 律 改 正 を 経 て「 現

行 の 農 業 改 良 助 長 法 」 が 出 来 上 が っ て い る 。  

 

３ 、 農 協 の 営 農 指 導 事 業  

 

 戦 時 中 に 産 業 組 合 と 農 会 の 合 体 に よ っ て 系 統 農 業 会 が 設 置 さ れ 、1948年 に GHQ

の 方 針 に 従 い 解 散 さ れ た 経 緯 は 、 前 述 し た 通 り で あ る 。 1947年 に 農 協 法 が制 定
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さ れ 、 そ れ に 基 づ き 農 協 が 設 立 さ れ た が 、 現 実 に 農 業 会 の 資 産 ・ 事 業 は 農協 に

受 け 継 が れ 、 農 業 会 の 職 員 も 大 半 は 農 協 に 採 用 さ れ た 。 こ う し て 農 協 は 、戦 時

中 の 農 業 会 を 経 る こ と に よ り 、 営 農 指 導 事 業 、 農 政 活 動 を 農 会 か ら 受 け 継い だ

と い う こ と が で き よ う 。  

 し か し 、 発 足 直 後 の 農 協 は 経 営 難 に 陥 り 、 1950年 に 農 協 経 営 健 全 化 の ため 財

務 処 理 基 準 令 が 設 け ら れ 、 1951年 に 再 建 整 備 法 、 1953年 に 連 合 会 の 整 備 促進 法

が 制 定 さ れ 、 農 協 は 政 府 の 支 援 の も と 経 営 再 建 に 取 り 組 む こ と に な っ た 。  

こ う し た 経 営 難 の な か で 、 1951年 に 農 地 委 員 会 、 農 業 調 整 委 員 会 、 農 業 改良

委 員 会 を 統 合 し た 農 業 委 員 会 が 発 足 す る と 、 「 生 産 指 導 事 業 と 農 政 活 動 は農 業

委 員 会 に 任 せ 農 協 は 経 済 事 業 に 専 念 す べ き で あ る 」 と い う 「 経 営 純 化 論 」が 一

部 で 唱 え ら れ る よ う に な っ た 。 さ ら に 、 農 村 更 生 協 会 が 、 農 業 委 員 会 に 農協 の

生 産 指 導 の 機 能 を 吸 収 し 旧 農 会 の よ う な 農 業 団 体 を 新 た に 作 る と い う 農 事会 法

案 を 提 案 す る と 、 既 に 農 業 会 の 農 業 技 術 員 の 一 部 を 採 用 し て 事 業 を 始 め てい た

農 協 は こ の 構 想 に 強 く 反 発 し 批 判 し た（ 第 １ 次 農 業 団 体 再 編 成 問 題 ）2 0） 。農 協

は 1952年 に 開 催 さ れ た 第 １ 回 全 国 農 協 大 会 に お い て 、 農 協 指 導 事 業 に 関 する 決

議 、 農 業 団 体 の 再 編 成 に 関 す る 決 議 を 行 い 、 農 協 が 営 農 指 導 事 業 を 担 う 方針 を

明 確 に 示 し た 。 結 果 的 に は 農 協 に 営 農 指 導 事 業 は 残 さ れ た の で あ る 。 そ して 法

制 度 的 に も 1954年 の 農 協 法 の 改 正 で ， 農 協 の 総 合 指 導 組 織 と し て の 中 央 会制 度

が 設 け ら れ る と と も に ， 農 協 営 農 指 導 事 業 の 規 定 が 「 組 合 員 の 農 業 に 関 する 技

術 及 び 経 営 の 向 上 を 図 る た め の 教 育 」 （ 現 行 の 規 定 ） に 改 め ら れ た 。  

さ ら に 、1955年 に 第 2次 農 業 団 体 再 編 成 問 題 が 再 燃 し 、農 業 委 員 会 の 全 国 団 体

全 国 農 業 会 議 所 と 農 協 組 織 と の 間 で 農 業 団 体 の あ り 方 を 巡 っ て 論 争 が 起 き た が、

農 協 系 統 は 「 農 業 技 術 指 導 は 農 業 改 良 普 及 事 業 の 強 化 と 農 協 営 農 指 導 事 業の 連

携 に よ り 行 な う 」 と い う 方 針 を 示 し た 。 ま た 、 1955年 に 「 農 協 総 合 事 業 計画 化

運 動 」 ， さ ら に 1957年 に は 「 農 協 刷 新 拡 充 ３ ヶ 年 運 動 」 を 打 ち 出 し ， 営 農指 導

体 制 の 強 化 を 図 っ て い く 。 そ し て ， こ れ ら 両 運 動 を 通 じ て 「 農 協 の 営 農 指導 事

業 は 、 協 同 的 生 産 活 動 を 通 じ て 、 農 家 経 済 全 体 の 向 上 と 、 農 協 事 業 の 進 展を 指

向 す る も の 」 と 二 つ の 基 本 的 性 格 を 有 す る も の と し た 。 と 同 時 に ， 営 農 指導 は

「 自 主 的 に 確 立 す べ き も の 」 と し て ， こ れ ま で の 行 政 か ら の 補 助 に 頼 る ので は

な く ， い わ ゆ る 「 営 農 指 導 の 自 賄 い 原 則 」 も 確 立 さ れ て い る ） 。 こ う し た 中 、

営 農 指 導 事 業 は 経 済 事 業 に 付 帯 す る サ ー ビ ス 事 業 と い う 考 え 方 が 大 勢 を 占め る

よ う に な り 、農 協 営 農 指 導 の 本 質 論 と し て の「 営 農 指 導 サ ー ビ ス 論 」2 1） が 出 さ

れ て き た 。  

そ の 後 、農 協 は 営 農 指 導 員 の 数 を 増 や し 、営 農 団 地 構 想 、地 域 営 農 集 団 育成 、
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地 域 農 業 振 興 計 画 作 成 な ど を 打 ち 出 し た が 、 農 協 営 農 指 導 事 業 は 、 農 家 経済 の

向 上 、 農 家 組 織 の 育 成 、 農 業 機 械 化 、 新 作 物 導 入 、 産 地 形 成 な ど 日 本 農 業の 発

展 に 大 き な 役 割 を 果 た し た と 評 価 す る こ と が で き よ う 。 ま た こ う し た 方 針の も

と で 、 農 協 は 高 度 経 済 成 長 の な か で 事 業 量 を 順 調 に 拡 大 さ せ て き た 。  

し か し 、 近 年 、 輸 入 急 増 に よ る 価 格 低 迷 、 金 融 市 場 の 競 争 化 な ど 、 農 協 事 業

を 取 り 巻 く 環 境 変 化 が 進 ん で い る 。 こ れ ら の 環 境 変 化 に 対 し て 、 農 協 は 広域 合

併 と 系 統 の 再 編 で 対 応 を 図 っ て い る 。組 合 員 が 合 併 農 協 に 求 め る 要 望 で は 、「営

農 指 導 体 制 の 強 化 」 が 一 番 期 待 さ れ て い た に も か か わ ら ず 、 営 農 指 導 へ の評 価

は 低 い 。ま た 、農 協 の 経 済 事 業 に つ い て は 、農 産 物 販 売 市 場 や 生 産 資 材 の 生 産 ・

流 通 の 変 化 、 生 活 関 連 事 業 環 境 の 変 化 の 中 で 、 競 争 力 が 低 下 し て い る 。 それ ら

の こ と が 「 農 協 離 れ 」 や 「 農 協 批 判 」 の 一 因 と な っ て い る 。  

こ の よ う な 農 業 、 農 協 を め ぐ る 環 境 変 化 に 対 応 し て 、 第 23回 Ｊ Ａ 全 国 大 会

（ 2003年 10月 ） で 経 済 事 業 改 革 が 決 議 さ れ た が 、 営 農 指 導 事 業 に つ い て もこ の

経 済 事 業 改 革 の 一 環 と し て 見 直 し が 行 わ れ て い る 。  

 

 

第 三節  中国における農業普及制度の成立・展開過程  

 

１ 、 清 王 朝 末 期  

 

 中 国 の 近 代 的 な 農 業 改 良 指 導 と そ の 支 援 シ ス テ ム が 本 格 的 な ス タ ー ト をす る

の は 、清 王 朝 の「 洋 務 運 動 」に 触 発 さ れ て か ら で あ っ た と 考 え ら れ る 。 19 世 紀

の 前 半 か ら 、 清 王 朝 は 列 強 と の 戦 争 に 敗 北 し 植 民 地 が 進 み 、 経 済 が 停 滞 な状 態

に あ っ た 。科 学 技 術 や 軍 備 を 西 洋 化 す る こ と に よ っ て 近 代 化 し よ う と す る 動 き、

い わ ゆ る 「 洋 務 運 動 」 が 1960 年 ご ろ か ら 始 ま っ た の で あ る 。 従 い 、 19 世 紀 の

60 年 代 か ら 90 年 代 ま で は 、 外 人 農 業 教 師 の 招 聘 、 留 学 生 の 派 遣 、 外 国 農業 著

作 の 翻 訳 、海 外 か ら の 洋 式 農 具 や 種 苗・家 畜 の 導 入 な ど が 盛 ん に 行 わ れ て い た 。  

 90 年 代 後 半 か ら 、維 新 派 の 主 張 を 採 用 し 、清 王 朝 は 日 本 の「 勧 農 政 策 」を 範

と し 、農 務 学 堂 、農 事 試 験 場 の 設 置 な ど を 奨 励 す る 政 策 を 打 ち 出 し た の で あ る 。

こ の 時 期 に 設 置 さ れ た 農 務 学 堂 は 浙 江 蚕 学 館 、 湖 北 農 務 学 党 、 江 蘇 南 京 蚕学 堂

等 が あ る 。1905 年 に 、中 国 の 初 の 農 業 大 学 で あ る 京 師 大 学 堂 農 科 大 学（ 後の 北

京 農 業 大 学 ）が 設 置 さ れ た 2 2）。 1909 年 ま で 、全 国 で は 高 等 農 業 学 堂 が 5（ 学 生

530 人 ）、 中 等 農 業 学 堂 が 31（ 学 生 3,226 人 ）、 初 等 農 業 学 堂 が 59（ 学 生 2,772

人 ）設 置 さ れ た の で あ る 2 3）。農 務 学 堂 は 、体 制 や 教 学 内 容 が ほ と ん ど 日 本 の 農



 28

学 校 を 模 範 と し て い た 。 特 に 高 等 学 堂 に お い て は 、 日 本 人 先 生 を 招 き 専 門を 教

え て い た 。  

農 業 試 験 研 究 機 構 も 日 本 を 模 倣 し 、農 事 試 験 場 を 設 置 し た の で あ る 。1898 年

に 初 の 専 門 農 事 試 験 場 養 蚕 試 験 場 が 設 置 さ れ 、そ の 後 1902 年 に 初 の 総 合 農 事 試

験 場 直 棣 農 事 試 験 場 が 設 置 さ れ た 。そ し て 、国 レ ベ ル の 中 央 農 事 試 験 場 は 1906

年 に 北 京 で 設 立 さ れ た 。 1911 年 ま で 、 全 国 で 20 余 り の 農 事 試 験 場 が 設 置 され

た の で あ る 2 4）。農 事 試 験 場 の 設 置 は 、勘・経 験 に 基 づ い た 在 来 農 法 か ら 学 理 ・

試 験 に 基 づ い た 近 代 的 な 農 業 技 術 へ と 転 換 す る 端 緒 と 考 え ら れ る 。  

清 王 朝 末 期 の 農 業 技 術 普 及 は 専 門 的 な 普 及 組 織 が 設 置 さ れ て お ら ず 、 主 に日

本 を モ デ ル と し た 農 業 学 堂 と 農 事 試 験 場 に よ っ て 、 農 家 た ち に 技 術 ・ 知 識を 教

え た り 、 資 料 を 配 っ た り し て い た 。  

 

２ 、 中 華 民 国 時 代 （ 1912 年 ～ 1949 年 ）  

 

（ １ ） 北 洋 軍 閥 政 権 時 代 （ 1912 年 ～ 1928 年 ）  

 19 11 年 に 辛 亥 革 命 が 起 こ り 、清 王 朝 が 崩 壊 す る と 、中 華 民 国 が 設 立 さ れ た の

で あ る 。 辛 亥 革 命 以 降 、 ア メ リ カ 教 会 は 中 国 で 教 育 事 業 を 盛 ん に 興 す よ うに な

り 、 ま た ア メ リ カ で 農 学 を 勉 強 し 、 帰 国 す る 留 学 生 も 多 く な っ た 。 こ れ らを 背

景 と し 、 中 華 民 国 時 代 に 入 る と 農 業 教 育 は 、 日 本 を 模 倣 す る こ と か ら 次 第に ア

メ リ カ を モ デ ル と す る よ う に シ フ ト し た の で あ る 2 5）。  

 19 2 0 年 代 に 設 置 さ れ た 農 業 大 学 は 、ほ と ん ど ア メ リ カ の 州 立 農 業 大 学 を範 と

し 、 農 業 普 及 部 を 設 立 し 、 教 育 ・ 研 究 ・ 普 及 を 三 位 一 体 と し た 事 業 を 展 開し て

い た 。 こ こ で 特 筆 す べ き な の は 、ア メ リ カ 教 会 に よ り 設 立 さ れ た 私 立 金 陵大 学

で あ る 。 金 陵 大 学 は 、 1914 に 農 業 学 科 （ 後 の 南 京 農 業 大 学 ）、 1920 に 綿 作 普 及

部 、1924 年 に 農 業 普 及 部 を 設 立 し 、当 時 の 農 業 大 学 が 普 及 事 業 を 行 な う 先 駆 的

な も の と な っ た 2 6）。農 業 普 及 部 を 設 立 し た 当 時 は 、主 に 良 種 の 普 及 、病 害 虫 の

防 除 、 資 料 の 作 成 、 講 習 会 の 開 催 や 展 示 田 の 設 置 な ど の 活 動 を 行 い 、 農 家に 合

作 社 を 作 る よ う 指 導 し た の で あ る 。そ し て 、金 陵 大 学 を 続 き 、国 立 広 東 大 学（ 後

の 中 山 大 学 ） は 1924 年 に 、 国 立 東 南 大 学 （ 後 の 東 南 大 学 ） は 1926 年 に 、 ほ と

ん ど の 農 業 大 学 も 農 業 普 及 部 を 設 立 し た 。  

 一 方 、農 事 試 験 場 に 関 し て は 、1917 年 の 統 計 に よ る と 、全 国 で 113 の 農 事 試

験 場 が 設 置 さ れ た 2 7）。こ れ ら の 農 事 試 験 場 は 、試 験 研 究 を 行 う と と も に 、普及

活 動 を 続 け て い た 。  
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（ ２ ） 国 民 党 政 権 時 代 （ 1928 年 ～ 1949 年 ）  

 １ ） 公 的 農 業 普 及 シ ス テ ム の 形 成  

 19 28 年 に 、国 民 党 は 中 国 を 統 一 し 、政 権 を 取 得 し た 。国 民 政 府 は 、農 業 の 発

展 や 食 糧 の 増 産 を 図 る た め 、 農 業 普 及 事 業 の 推 進 に 努 め た 。  

 ①  発 足 期 （ 1928 年 ～ 1937 年 ）  

 19 29 年 1 月 に 国 民 党 政 府 に よ り「 農 業 普 及 規 程 」を 公 布 し た 。こ れ は 中 国 の

初 め て の 農 業 普 及 に 関 す る 法 規 と 考 え ら れ る 。 こ の 中 に 、 農 業 普 及 の 趣 旨は 農

業 科 学 知 識 の 普 及 、 農 民 の 技 能 の 向 上 、 農 業 生 産 方 法 の 改 良 、 農 村 組 織 と農 民

生 活 の 改 善 、農 民 の 協 同 の 促 進 で あ る と 規 定 し て い る 。1930 年 に「 全 国 農業 普

及 の 実 施 計 画 」 が 公 布 さ れ 、 実 施 計 画 の 目 標 と 原 則 に つ い て 定 め た 。 そ の目 標

は 全 国 各 地 で 農 業 普 及 指 導 員 を 設 置 し 、 農 民 を 教 育 す る こ と と し 、 実 施 原則 は

農 民 の 自 主 的 に 考 え る 能 力 を 養 成 す る こ と 、農 民 に 新 し い 知 識 を 伝 授 す る こ と、

成 人 教 育 以 外 に 農 村 女 性 と 青 少 年 の 指 導 も 行 う こ と と 現 地 の 関 係 団 体 と 緊密 に

連 携 す る こ と で あ る 。 そ し て 、 同 年 に 「 省 農 業 普 及 組 織 綱 要 」、「 農 業 短 大以 上

の 農 業 学 校 普 及 組 織 綱 要 」、「 モ デ ル 農 業 普 及 区 組 織 章 程 」が 公 布 さ れ 、ま た 1931

年 に 「 農 業 普 及 人 員 の 訓 練 方 法 大 綱 」、「 中 央 農 業 試 験 所 章 程 」、 1933 年 に 「 県

農 業 普 及 機 構 の 整 理 方 法 綱 要 」 が 公 布 さ れ た 。  

 一 方 、 農 業 普 及 組 織 に 関 し て は 、 1929 年 12 月 に 国 レ ベ ル に 中 央 農 業 普及 委

員 会 が 設 立 さ れ た 。そ の 主 要 な 活 動 は 、方 案・法 規 の 制 定 、章 程・報 告 の 審 査 、

直 轄 実 験 区 の 設 立 、各 省 の 普 及 活 動 の 調 査 と 普 及 冊 子 の 作 成・印 刷 な ど で あ る 。

そ の 中 、特 に 有 名 な の は 金 陵 大 学 と 協 同 で 設 立 し た 烏 江 農 業 普 及 実 験 区 で あ る。

烏 江 農 業 普 及 実 験 区 の 設 立 趣 旨 は 、農 業 生 産 、農 村 経 済 、農 村 医 療 、農 村 教 育 、

農 村 組 織 や 地 方 行 政 な ど の 方 面 か ら 農 村 建 設 を 推 進 す る こ と で あ る 。 ま た、 金

陵 大 学 の 研 究 及 び 農 業 普 及 の 実 験 地 と し て 位 置 付 け ら れ て い た 2 8）。烏 江 農 業 普

及 実 験 区 は 一 定 的 な 成 果 を あ げ 、 当 時 全 国 範 囲 で 注 目 さ れ て い た 。  

そ し て 、 1931 年 ま で に 9 の 省 で は 省 段 階 の 農 業 普 及 組 織 が 設 立 さ れ 2 9）、 ま

た 、 1933 年 に「 県 農 業 普 及 機 構 の 整 理 方 法 綱 要 」が 公 布 さ れ て か ら 、各 省 で は

県 農 業 普 及 所 （ 改 良 場 ） を 設 置 し 始 め た 。  

 ②  発 展 期 （ 1937 年 ～ 1946 年 ）  

 19 37 年 に 中 日 戦 争 が 始 ま っ て か ら 、農 業 普 及 活 動 は 次 第 に 食 糧 の 増 産 確保 に

集 中 し て い た 。1939 年 に 、食 糧 増 産 を 図 る た め 、国 民 党 政 府 は 農 産 促 進 委 員 会

を 設 立 し 、「 全 国 農 業 普 及 実 施 計 画 綱 要 」と「 全 国 農 業 普 及 実 施 方 法 大 綱 」を公

布 し た 。  

194 0 年 に 、 農 産 促 進 委 員 会 は 農 業 普 及 巡 回 指 導 団 を 設 立 し 、 各 地 を 巡 回 し 、
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地 方 の 農 業 普 及 機 構 の 設 置 を 指 導 し た 。 当 時 、 省 段 階 で は 試 験 研 究 部 門 と農 業

普 及 部 門 か ら な る 農 業 改 良 所 が 設 置 さ れ た が 、 県 段 階 で は 農 業 普 及 組 織 が大 半

整 え て い な か っ た 。 そ の た め 、 1941 年 に 国 民 政 府 が 「 県 農 業 普 及 所 組 織 大綱 」

を 公 布 し 、県 農 業 普 及 所 の 設 立 に 重 点 的 に 推 進 し た の で あ る 。1944 年 ま で 、四

川 、 貴 州 な ど の 9 省 に お い て 592 の 県 は 農 業 普 及 所 を 設 立 し た 3 0）。  

一 方 、1942 年 に 四 川 、雲 南 な ど の 9 省 で 農 業 普 及 繁 殖 ス テ ー シ ョ ン が 設 置 さ

れ た 3 1）。農 業 普 及 繁 殖 ス テ ー シ ョ ン の 主 な 任 務 の 1 つ は 、良 種 を 繁 殖 し 県 農 業

普 及 所 に 供 給 す る こ と で あ っ た 。1946 年 に 普 及 さ れ る 良 種 は ほ と ん ど 各 地 の 農

業 普 及 繁 殖 ス テ ー シ ョ ン に よ り 供 給 さ れ る よ う に な っ た 。 ま た 、 化 学 肥 料な ど

の 他 の 生 産 資 材 は 、 国 連 に よ り 提 供 さ れ 、 県 農 業 普 及 所 に 配 っ た 。  

こ の よ う に 、 政 府 の 農 業 普 及 組 織 は 国 段 階 か ら 県 段 階 ま で 次 第 に 整 え 、 体系

化 さ れ た の で あ る 。 そ し て 、 技 術 の 指 導 だ け で は な く 、 生 産 資 材 の 供 給 も行 な

っ て い た 。  

1946 年 に 、中 国 と ア メ リ カ が 協 同 で 組 織 し た 中 米 農 業 技 術 合 作 団 は 、中 国 で

現 地 調 査 を 行 い 、 国 民 党 政 府 に 中 国 農 業 を 改 善 す る た め の 提 言 を 提 出 し た。 そ

の 中 に 、 農 業 普 及 事 業 は 教 育 で あ り 、 農 民 と そ の 家 族 が い か に 農 業 を 経 営す る

の か に つ い て 助 言 し 、 そ し て 農 民 と そ の 家 族 が 農 業 生 産 と 農 村 生 活 に 関 する す

べ て の 問 題 を 解 決 す る こ と を 援 助 す る こ と で あ る と 強 調 し た 。し か し 、1946 年

に 、 中 国 の 国 内 戦 争 が は じ ま り 、 国 民 党 政 権 が 崩 壊 す る に つ れ 、 農 業 普 及事 業

が 停 滞 な 状 態 に 落 ち て い た 。  

 

 ２ ） 農 業 大 学 、 研 究 機 構 、 民 間 団 体 に よ る 普 及 活 動 の 展 開  

 19 19 年 前 後 、庶 民 教 育 を 推 進 す る た め 、知 識 人 や 有 識 者 に よ る 結 団 し た 民 間

教 育 社 団 が 多 数 で き た 。1930 年 代 に な る と 、一 部 の 社 団 が「 農 村 建 設 実 験 運 動」

を 起 こ し 、 農 村 地 域 で 実 験 区 を 設 立 し た 。 こ れ ら の 実 験 区 に お い て は 、 農村 教

育 、 農 村 社 会 調 査 の ほ か 、 農 業 普 及 活 動 も 展 開 し て い た 。  

 ま た 、農 業 大 学 は 、北 洋 軍 閥 政 権 時 期 の 12 か 所 か ら 、1937 年 の 21 か 所 、1944

年 の 27 か 所 ま で 増 加 し た 3 2）。 こ れ ら の 農 業 大 学 に は ほ と ん ど 農 業 普 及 部 が 設

け ら れ 、農 業 普 及 活 動 を 展 開 し て い た 。金 陵 大 学 の 例 を み る と 、1937 年 ま で は

主 に 政 府 や 民 間 社 団 と 協 同 で 実 験 区 を 作 り 、 農 業 普 及 活 動 を 展 開 し て い た。 前

述 し た 烏 江 農 業 普 及 実 験 区 の ほ か に 、 中 華 職 業 教 育 社 と 協 同 で 作 っ た 江 蘇昆 山

徐 公 橋 実 験 区 が あ る 。 農 業 普 及 活 動 は 良 種 の 普 及 だ け で は な く 、 農 民 教 育、 農

村 衛 生 、合 作 社 の 設 立 の 指 導 な ど も 行 わ れ て い た 。1937 年 以 降 は 、金 陵 大 学 は

主 に 農 産 促 進 委 員 会 と 連 携 し 、四 川 と 陜 西 省 で 県 の 普 及 組 織 を 実 験 的 に つ く り、
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普 及 制 度 と 普 及 方 法 に つ い て 研 究 し た 。1941 年 か ら 国 民 政 府 が 各 地 で 農 業普 及

機 構 を 設 立 す る に つ れ 、 金 陵 大 学 の 農 業 普 及 活 動 の 重 心 は 次 第 に 農 業 普 及員 を

養 成 ・ 訓 練 す る こ と に シ フ ト し た 3 3）。  

 一 方 、農 業 試 験 機 構 も 農 業 普 及 活 動 を 展 開 し て い た 。1932 年 に 国 民 政 府 は 南

京 で 中 央 農 業 試 験 所 を 設 立 し た 。 そ の 任 務 に つ い て は 、 研 究 ・ 調 査 の ほ か、 得

ら れ た 成 果 を 普 及 す る と 明 確 に 定 め て い た 。1937 に は 、政 府 と 民 間 に よ っ て 設

立 さ れ た 農 事 試 験 場 が 全 部 で 691 あ っ た 3 4）。  

 中 華 民 国 時 代 に は 、 基 本 的 に ア メ リ カ を モ デ ル と し 、 研 究 ・ 教 育 ・ 普 及を よ

く 連 携 し 普 及 事 業 を 展 開 し て い た 。 北 洋 軍 閥 政 権 時 代 に 大 学 で 農 業 普 及 部の 設

置 は 、 中 国 に お け る 初 め て の 農 業 普 及 組 織 の 設 置 で 、 大 き な 意 味 を 持 つ こと で

あ る 。こ れ に よ っ て 、中 国 の 普 及 事 業 が 新 し い 段 階 に 入 っ た の で あ る 。し か し 、

こ の 時 期 の 普 及 活 動 は 、 一 定 的 な 成 果 を 遂 げ た も の の 、 農 業 大 学 や 農 事 試験 場

が そ れ ぞ れ 独 自 に 行 わ れ た も の で 、 系 統 化 さ れ て お ら ず 、 規 模 は そ れ ほ ど大 き

く な か っ た 。国 民 党 政 権 時 代 に な る と 、多 様 な 機 構 が 普 及 事 業 に 参 与 し な が ら 、

公 的 普 及 シ ス テ ム が 次 第 に で き あ が り 、 農 業 普 及 事 業 の 主 導 的 な 力 に な って い

た の で あ る 。 省 の 農 業 改 良 所 に は 試 験 部 門 と 普 及 部 門 を 共 に 設 置 す る こ とで 、

研 究 と 普 及 は 緊 密 な 関 係 に あ っ た と い え る 。 こ の 時 期 の 農 業 普 及 事 業 は 、技 術

普 及 、 農 民 教 育 、 農 村 組 織 と 農 民 生 活 指 導 な ど の 多 様 な 内 容 を 定 め て い たも の

の 、 戦 争 が 勃 発 す る に つ れ 、 実 際 に は 農 業 技 術 の 指 導 が 中 心 と な っ て い た 。  

 

３ 、 中 華 人 民 共 和 国 時 代 の 農 業 普 及 事 業 （ 1949 年 ～ 現 在 ）  

 

（ １ ） 公 的 農 業 技 術 普 及 事 業 の 展 開  

１ ） 建 国 後 か ら ｢文 化 大 革 命 ｣以 前 ま で (195 0 年 ～ 1965 年 ) 

194 9 年 に 、新 中 国 が 成 立 し た 。当 時 共 産 党 政 府 が 直 面 す る 緊 急 な 課 題 の 一つ

は 農 業 生 産 の 復 興 で あ っ た 。国 民 党 政 府 時 代 の 農 業 試 験 場 、省 農 業 改 良 所や 県

農 業 改 良 場 の ほ か 、土 地 改 革 で 地 主 か ら 没 収 し た 土 地 を 利 用 し 、新 し く 国営 農

場 が つ く ら れ た 。こ れ ら の 農 場 で 農 事 試 験 を 行 い 、そ し て 農 業 科 学 研 究 所が 設

け ら れ 、 省 段 階 か ら 県 段 階 ま で の 農 業 科 学 研 究 体 系 が 設 立 さ れ て い た 。 1952

年 に「 農 場 を 中 心 に 、互 助 組 を 基 礎 と し 、労 働 模 範 と 技 術 者 を 担 い 手 と す る 技

術 普 及 ネ ッ ト を 構 築 す る 」 こ と が 全 国 で 推 進 さ れ た 。  

一 方 、1951 年 に 始 め て 東 北 地 区 で 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン が 設 立 さ れ 、農

業 科 学 研 究 所 で 開 発 さ れ た 農 業 技 術 を 現 場 へ 普 及 す る こ と が そ の 時 の 主 な 任

務 で あ っ た 。 1953 年 に 農 業 部 に よ り ｢農 業 技 術 推 広 方 案 ｣(草 案 )が 公 布 さ れ た 。
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各 段 階 の 地 方 政 府 が 普 及 機 構 を 設 立 し 、普 及 員 を 設 置 し 、農 業 技 術 普 及 事業 を

行 う こ と を 規 定 し た 。1954 年 正 式 に ｢農 業 技 術 推 広 ス テ ー シ ョ ン 工 作 条 例 ｣が 公

布 さ れ 、農 業 技 術 推 広 ス テ ー シ ョ ン の 性 質 と 任 務 に つ い て 具 体 的 な 規 定 が定 め

ら れ た 。1955 年 に 農 業 部 は「 関 与 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン 工 作 の 指 示 」を 公

布 し 、県 の 下 で あ る 区・郷 段 階 で 普 及 技 術 ス テ ー シ ョ ン の 設 立 を 重 点 的 に推 進

し た の で あ る 。ま た 、区・郷 農 業 普 及 技 術 ス テ ー シ ョ ン の 職 能 や 農 業 技 術 普 及

員 の 任 用 資 格 な ど を 定 め た 。1957 年 末 、ほ と ん ど の 行 政 区 で 農 業 技 術 普 及 ス テ

ー シ ョ ン が 設 立 さ れ 、 そ の 数 は 全 部 で 13,6 6 9 で あ り 、 普 及 員 は 9.3 万 人 で あ

っ た 3 5）。  

し か し 、 1957 年 ま で 中 国 全 域 で は 合 作 社 が 作 ら れ 、 ま た 1958 年 か ら 、 合作

社 は 強 制 的 に 人 民 公 社 に 格 上 げ さ れ て い た 。農 業 合 作 化 の 実 現 と 左 翼 思 想の 台

頭 に よ っ て 、区 農 業 普 及 技 術 ス テ ー シ ョ ン を 撤 廃 す る 意 見 が 出 さ れ た た め、普

及 機 構 と 普 及 員 が 一 時 に 急 減 し た 3 6 ）。 そ し て 、 農 業 技 術 普 及 事 業 を 強 化 す る

た め ，1962 年 に 農 業 部 は「 関 与 充 実 農 業 技 術 推 広 ス テ ー シ ョ ン 、加 強 農 業 技 術

推 広 工 作 の 指 示 」を 公 布 し 、農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン の 任 務 、運 営 方 法 、人

員 配 置 、普 及 員 の 生 活 待 遇 、奨 励 方 法 等 を 改 め て 定 め 、現 場 の 農 業 普 及 ス テ ー

シ ョ ン を 指 導 す る 県 段 階 の 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン (略 :県 ス テ ー シ ョ ン )の

設 立 を 推 進 し た 。 1963 年 末 ま で 、 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン は 全 部 で 11,938

で あ り 、そ の う ち 地 区 ス テ ー シ ョ ン は 111 で 、県 ス テ ー シ ョ ン は 1,66 1 で 、県

段 階 以 下 の 現 場 の ス テ ー シ ョ ン は 10,166 で あ っ た 。 71,469 人 の 普 及 職 員 は配

置 さ れ た 3 7 ）。 ま た 、 こ の 時 期 に 、 牧 畜 ・ 獣 医 、 種 子 、 農 業 機 械 な ど が 農 業 技

術 普 及 ス テ ー シ ョ ン の 業 務 か ら 分 離 さ れ 、農 業 普 及 ス テ ー シ ョ ン と は 別 に、牧

畜・獣 医 ス テ ー シ ョ ン 、種 子 ス テ ー シ ョ ン 、農 業 機 械 ス テ ー シ ョ ン が 設 置 さ れ

た 。  

1950～ 1960 年 代 に は 、農 業 発 展 と 工 業 化 へ の 転 化 の た め 、政 府 は 農 業 普 及事

業 の 推 進 に 力 を 入 れ た 。1950 年 代 の 区 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン の 設 置 と 1960

年 代 の 県 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン の 設 置 に よ っ て 、 農 業 普 及 組 織 は 大 きな 発

展 を 遂 げ た 。 ま た 、 60 年 代 か ら 普 及 機 構 の 専 門 分 化 も 進 ん で い た の で あ る 。  

 

２ ） ｢文 化 大 革 命 ｣時 期  

文 化 大 革 命 の 時 期 に 、 全 国 的 に 「 現 場 で 科 学 研 究 を 行 え 」、「 貧 農 ・ 下 層 貧 農

が 科 学 技 術 の 陣 地 を 占 領 せ よ 」、「 労 働 者 ・ 農 民 ・ 兵 士 が 科 学 研 究 の 主 力 軍で あ

る 」 と い っ た ス ロ ー ガ ン の も と に 、 専 門 的 な 農 業 技 術 者 の 役 割 が 否 定 さ れ、 県

レ ベ ル の 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン が 廃 止 さ れ た 。そ の 代 わ り に 、1974 年 、農
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村 四 級 農 科 網 と い う 体 制 を つ く っ た 湖 南 省 華 容 県 を モ デ ル に し て 、 全 国 的に 草

の 根 型 の ｢四 級 農 業 科 学 実 験 網 ｣が 推 進 さ れ た 。 ｢四 級 農 業 科 学 実 験 網 ｣と は 、 県

レ ベ ル に 農 業 科 学 研 究 所 、 人 民 公 社 に 農 業 科 学 実 験 ス テ ー シ ョ ン 、 生 産 大隊 に

農 業 科 学 実 験 隊 、 生 産 隊 に 実 験 小 組 を 設 立 す る こ と で あ る 。 四 級 農 業 科 学実 験

網 は 、 農 業 技 術 の 試 験 ・ 研 究 ・ 普 及 の 他 、 種 子 の 生 産 ・ 供 給 を 重 要 な 活 動項 目

と し て い た 。 構 成 員 は 国 家 農 業 技 術 普 及 員 と 専 門 化 し て い た 人 民 公 社 員 の農 民

で あ る 。 1980 年 に 国 家 農 業 技 術 普 及 員 が 12 万 人 だ っ た に 対 し て 、 農 民 技術 員

は 25 万 人 に 達 し た 。ま た 、国 家 農 業 技 術 普 及 員 の 大 半 は 県・区 レ ベ ル の 普 及 機

構 に い た の に 対 し 、 農 民 技 術 員 は 人 民 公 社 レ ベ ル な い し そ れ 以 下 に い た ため 、

実 質 的 に 末 端 農 村 の 農 業 技 術 普 及 組 織 を 支 え た の は 農 民 技 術 員 で あ っ た 3 8 ）。  

ま た 、 こ れ ら の 農 民 技 術 員 の 労 働 報 酬 は 、 労 働 点 数 に 応 じ て 所 属 の 生 産 隊か ら

分 配 さ れ た た め 、 人 民 公 社 の 集 団 統 一 経 営 が 農 民 技 術 員 と い う 中 国 独 特 の普 及

員 の 存 在 を 可 能 に し た 。1970 年 代 の 文 革 期 に 当 り 、多 く の 活 動 は 不 振 な 状 況 に

陥 っ て い た 中 、 農 業 普 及 事 業 も 例 外 な く 政 治 の 影 響 を 大 き く 受 け た も の の， 特

定 の 歴 史 背 景 の 下 で も あ る 程 度 の 役 割 を 果 た し て い た と 考 え ら れ る 。  

 

３ ） 1980 年 代  

1978 年 以 降 、農 家 請 負 制 が 実 施 さ れ る に つ れ 、人 民 公 社 の 統 一 農 業 経 営 は解

体 し 始 め た 。 1984 年 前 後 に 、 そ の 解 体 は 全 国 範 囲 で ほ ぼ 完 了 し た 。 人 民 公 社、

生 産 大 隊 に 代 わ る も の と し て 、 郷 ・ 鎮 人 民 政 府 、 村 民 委 員 会 が 設 置 さ れ た。 四

級 農 業 科 学 実 験 ネ ッ ト も 、 人 民 公 社 の 解 体 に よ っ て 運 営 が で き な く な っ た。 こ

れ を 背 景 に 、 農 業 技 術 普 及 体 制 の 再 編 が 行 わ れ た の で あ る 。  

農 業 技 術 普 及 事 業 の 整 備 の 中 心 に 置 か れ た の は 、 県 級 の 農 業 技 術 普 及 セ ン タ

ー の 設 立 で あ る 。 県 農 業 技 術 普 及 セ ン タ ー は 従 来 の 県 農 業 科 学 研 究 所 、 農業 技

術 普 及 ス テ ー シ ョ ン 、 植 物 保 護 ス テ ー シ ョ ン 、 土 壌 肥 料 ス テ ー シ ョ ン 、 農業 訓

練 学 校 な ど を 統 合 し て 、 技 術 普 及 を 中 心 に 、 試 験 研 究 、 教 育 研 修 な ど の 機能 を

一 体 化 し た 総 合 的 な 機 関 で あ る 。 こ う し た 普 及 セ ン タ ー を 設 立 す る こ と によ っ

て 、 人 員 が 少 な い 上 、 機 関 の 数 が 多 く 力 が 分 散 し た 県 級 の 農 業 技 術 普 及 機構 の

集 中 強 化 が 図 ら れ る と と も に 、 こ の セ ン タ ー の 中 心 と す る 県 全 体 の 普 及 事業 の

統 一 的 な 指 導 体 制 の 確 立 が 図 ら れ た 。1979 年 に 農 業 部 の 指 導 の も と に 、全 国 29

の 省 ・ 直 轄 市 ・ 自 治 区 の 29 試 験 県 に お い て 開 始 さ れ 、 1982 年 に 全 国 で 推進 し

た の で あ る 。  

こ の 時 期 に 郷・鎮 レ ベ ル で も 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン の 設 置 が 進 ん で おり 、

ま た 、 全 国 農 業 技 術 普 及 事 業 に 対 す る 管 理 と 指 導 を す る こ と を 狙 い と し 、 1982
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年 に 全 国 農 業 技 術 普 セ ン タ ー が 設 立 さ れ た 。1983 年 7 月 に 農 牧 漁 業 部 に よ り「農

業 技 術 普 及 条 例 （ 試 行 ）」 が 公 布 さ れ 、 農 業 技 術 普 及 事 業 の 機 構 、 任 務 、 編 制、

組 織 、 設 備 、 経 費 と 賞 罰 方 法 な ど 具 体 的 な 規 定 が 定 め ら れ た 。 そ し て 、 郷・ 鎮

レ ベ ル 以 下 の 村 （ 村 民 委 員 会 ） な い し 村 民 小 組 （ 旧 生 産 隊 ） レ ベ ル に お ける 技

術 普 及 の 「 受 け 皿 」 と し て 、 ① 郷 ・ 鎮 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン の 指 導 のも と

に 、 つ く ら れ た 農 業 技 術 サ ー ビ ス 組 と 一 定 の 基 準 に よ っ て 選 定 さ れ た 農 業技 術

モ デ ル 農 家 、 ② 農 民 技 術 員 や 農 業 技 術 モ デ ル 農 家 を 中 心 に 、 自 発 的 に 組 織し た

農 民 専 門 技 術 研 究 会 な ど が あ げ ら れ る 。  

ま た 、 1980 年 代 に 農 業 技 術 普 及 予 算 の 不 足 を 解 消 す る た め 、「 技 術 請 負 制 」

と 「 経 営 を 以 っ て サ ー ビ ス を 維 持 す る 」 と い う 新 し い 普 及 方 法 を 生 み 出 した 。

1979 年 に は じ め て 出 現 し た 技 術 請 負 制 は 、農 業 技 術 普 及 組 織 ま た は 普 及 員（国

家 農 業 技 術 普 及 員 ま た は 農 民 技 術 員 ） と 生 産 者 （ 農 家 ま た は 農 家 集 団 ） が技 術

指 導 に 関 す る 契 約 を 結 び 、成 果 に 応 じ て 生 産 者 が 対 価 を 支 払 う 制 度 で あ る 。1984

年 に ｢農 業 技 術 請 負 制 試 行 条 例 ｣が 正 式 に 公 布 さ れ 、 普 及 活 動 の 範 囲 を 一 層 拡 大

し て 、農 業 技 術 普 及 員 の 仕 事 の 意 欲 を 引 き 出 し た 。「 経 営 を 以 っ て サ ー ビ スを 維

持 す る 」 は 、 技 術 普 及 組 織 が 農 家 へ の 生 産 財 の 販 売 や 農 家 の 生 産 物 の 販 売斡 旋

な ど の 事 業 経 営 を 行 い 、 そ こ か ら 得 た 利 益 を 普 及 事 業 費 や 普 及 員 の 人 件 費に 当

て る こ と に よ っ て 、技 術 普 及 サ ー ビ ス を 維 持 し よ う と す る も の で あ る 。1989 年

に 「 科 学 技 術 の 発 展 に よ る 農 業 の 振 興 、 農 業 普 及 の 強 化 に 関 す る 決 議 」 が公 布

さ れ 、 農 業 普 及 部 門 が ｢技 物 結 合 ｣の 原 則 に 従 い 、 有 償 サ ー ビ ス を 行 う こ と を 推

進 し た の で あ る 。  

90 年 代 初 め に は 全 国 的 な 農 業 普 及 シ ス テ ム が 大 体 で き あ が っ た 。1989 年 末 に

全 国 農 業 技 術 普 及 機 構 が す で に 22 万 以 上 に 達 し 、 農 業 技 術 普 及 員 は 92 万 人 あ

ま り に 及 ん で い た 。 県 レ ベ ル の 農 業 技 術 普 及 セ ン タ ー は 1,44 2 ヶ 所 、 全 国の 県

の 68.7％ に 設 置 さ れ た 3 9）。  

 

４ ） 1990 年 代 以 降  

1992 年 に 、十 数 年 の 改 革 開 放 の 試 み を 経 て 、中 国 政 府 は 社 会 主 義 市 場 経 済 体

制 の 確 立 を 改 革 の 方 向 と し て 定 め た 。 こ れ は 、 農 業 普 及 事 業 に 発 展 す る チャ ン

ス を も た ら す と と も に 、 衝 撃 も も た ら し た 。 農 業 技 術 普 及 事 業 も 市 場 メ カリ ズ

ム に 従 い 、 農 業 技 術 普 及 機 構 が 独 立 採 算 に す べ き で あ る と い う 地 方 政 府 管理 者

の 考 え の も と に 、 農 業 技 術 普 及 事 業 費 を 減 額 し た り 、 交 付 す る の を 中 止 した り

す る こ と が 多 く の 地 方 で み ら れ 、 農 業 技 術 普 及 事 業 は 大 き な 打 撃 を 受 け た。 そ

し て 、 1993 年 に 農 業 普 及 事 業 の 法 律 上 の 依 拠 と な っ た ｢中 華 人 民 共 和 国 農 業 技
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術 普 及 法 ｣が 公 布 さ れ 、 そ の 中 に 農 業 普 及 事 業 は 国 の 事 業 部 門 (国 家 の 経 費 で 賄

わ れ 、採 算 に と ら わ れ な い )で あ り 、そ の 経 費 は 政 府 の 財 政 か ら 支 出 さ れ るこ と

を 明 確 に し た の で あ る 。 ま た 、 郷 ・ 鎮 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン の 安 定 をは か

る た め 、 1996 年 に 「 郷 鎮 農 業 普 及 機 構 の 「 三 定 」 の 実 行 に 関 す る 通 知 」、 1999

年 に 「 基 層 農 業 技 術 普 及 体 系 の 安 定 に 関 す る 意 見 」 が 出 さ れ た 。  

21 世 紀 に 入 る と 、 都 市 と 農 村 と の 経 済 格 差 の 拡 大 化 が 顕 在 化 し 、「 農 業 ・ 農

村・農 民 問 題 」い わ ゆ る「 三 農 問 題 」が 中 国 の 最 緊 急 の 課 題 と な っ た 。 2004 年

以 来 、 連 続 ４ 年 で 中 央 政 府 の 一 号 文 件 は 「 三 農 問 題 」 を 取 り 上 げ 、 そ の 中に 農

業 技 術 普 及 事 業 の 強 化 も 訴 え ら れ た 。  

一 方 、 市 場 経 済 体 制 改 革 と 農 業 構 造 の 調 整 が 進 み 、 そ れ に WTO 加 盟 な ど 農業

普 及 事 業 を め ぐ る 環 境 が 著 し く 変 化 す る 中 、計 画 経 済 体 制 時 代 の 1980 年 代 に 体

系 が 出 来 上 が っ た 農 業 技 術 普 及 事 業 が 改 革 を 迫 ら れ て い る 。ま た 、こ の 時 期 に 、

農 業 大 学 、 農 民 専 業 合 作 経 済 組 織 や 農 業 関 連 企 業 に よ っ て 行 わ れ て い る 農業 普

及 活 動 が 活 発 と な っ て い る 4 0）。 200 6 年 に 「 農 業 技 術 普 及 体 系 の 強 化 と 改革 に

関 す る 国 務 院 の 意 見 」 が 公 布 さ れ 、 末 端 農 業 技 術 普 及 機 構 の 公 益 的 な 機 能を 強

化 す る と と も に 、 農 業 技 術 普 及 機 構 が 主 導 し 、 農 業 大 学 、 農 民 専 業 合 作 社や 農

業 関 連 企 業 が 積 極 的 に 参 加 す る 多 元 的 な 農 業 普 及 シ ス テ ム を 構 築 す る 4 1） と 、

今 後 の 改 革 を 方 向 付 け し た の で あ る 。  

 

 

第 四節  アメリカ・日本・中国の農業普及制度  

 

 

１ 、  位 置 づ け  

 

ア メ リ カ の 農 業 普 及 事 業 は 大 学 の 延 長 教 育 と し て 位 置 づ け さ れ て い る 。 アメ

リ カ 農 業 普 及 事 業 の 設 立 経 緯 か ら わ か る よ う に 、ア メ リ カ に お け る 普 及 事 業 は、

「 農 業 普 及 」自 体 へ の 要 望 か ら 起 源 し た も の で は な く 、19 世 紀 半 ば に お け る 教

育 の 遅 れ と 教 育 発 展 の 要 請 か ら ス タ ー ト し た の で あ る 。 当 時 の ア メ リ カ にお い

て は 、大 学 は す で に 設 立 さ れ た も の の 、現 在 の 高 等 学 校 程 度 に 相 当 す る 12 年 の

教 育 を 受 け た 人 は 国 民 全 体 の わ ず か の 2％ に す ぎ な か っ た 。 普 通 の 国 民 、特 に

農 民 た ち に 大 学 教 育 を う け る チ ャ ン ス を 与 え る た め に 、 州 立 農 業 大 学 が 設立 さ

れ た 。 設 立 さ れ て か ら 二 十 数 年 間 、 州 立 農 業 大 学 は 主 に 農 民 教 育 の 推 進 につ と

め て き た が 、 そ れ に よ っ て 、 こ の 後 の 大 学 研 究 と 大 学 普 及 を 行 な う た め の基 礎
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条 件 を 作 り 出 し た 。そ れ か ら 、1866 年 に イ ギ リ ス に 端 を 発 し た 大 学 の 延 長 教 育

は 、 州 立 農 業 大 学 が 普 及 事 業 を は じ め る 源 流 と な っ た の で あ る 。 こ の 大 学の 延

長 教 育 運 動 の 影 響 を 受 け 、 州 立 農 業 大 学 が 学 校 コ ー ス と は 別 途 に 、 校 外 教育 コ

ー ス を 開 き 、 普 及 事 業 を 始 め た 。 す な わ ち 、 ア メ リ カ 普 及 事 業 の 発 展 過 程は 、

「 大 学 教 育 」 を 農 民 お よ び ア メ リ カ 国 民 に 浸 透 さ せ る 過 程 で も あ る 。 次 に、 ア

メ リ カ の 農 業 普 及 制 度 の 根 拠 法 で あ る ス ミ ス・レ ー バ ー 法 を 見 る と 、第 1 条 に 、

法 律 の 目 的 が ア メ リ カ 合 衆 国 の 人 々 へ の 農 業 と 家 政 に 関 す る 実 用 的 な 知 識の 伝

達 を 支 援 し 、 そ の 適 用 を 促 進 す る こ と で あ る と 規 定 し て い る 。 こ れ を 受 け、 第

2 条 に 普 及 事 業 は 、 州 立 大 学 に 在 学 し て い な い 住 民 へ の 、 農 業 及 び 家 政 に関 す

る 指 導 及 び 実 地 教 育 で あ る と 明 記 し て い る 。 こ の よ う に 、 普 及 事 業 の 性 格は 大

学 教 育 の 延 長 に あ る こ と が 特 徴 で あ り 、 そ の 対 象 も 必 ず し も 農 民 及 び そ の家 族

に 限 定 さ れ な か っ た 。  

こ れ に 対 し 、 日 本 の 農 業 普 及 事 業 は 農 政 の 一 環 と し て 位 置 づ け さ れ て い る。

第 2 節 の 農 業 普 及 制 度 の 成 立 ・ 発 展 過 程 の と こ ろ に 述 べ た よ う に 、 戦 後 の農 政

は 連 合 軍 総 司 令 部 の 「 農 民 解 放 指 令 」 を 受 け 、 農 村 民 主 化 政 策 を 基 軸 と して 各

種 の 農 林 施 策 が 展 開 さ れ た 。 そ の 政 策 の 1 つ で あ る 普 及 事 業 は 、 ア メ リ カの 普

及 事 業 に 範 を と っ て 導 入 さ れ た 。 そ の 意 味 で 、 日 本 の 普 及 事 業 は 「 ま ぎ れも な

く 農 政 の 一 環 と し て 位 置 づ け る こ と が で き る 」 4 2）。 そ の 農 政 の 目 的 は 、① 国 民

へ の 安 定 的 な 食 料 の 供 給 、 ② 農 業 者 の 経 済 的 社 会 的 地 位 の 向 上 を 目 指 し た農 業

振 興 の 政 策 で あ る 。 普 及 事 業 が こ の 農 政 目 的 を 達 成 す る た め の １ つ の 政 策手 段

と な る 。 次 に 日 本 農 業 普 及 制 度 の 根 拠 法 で あ る 農 業 改 良 助 長 法 を 見 て み よう 。

第 1 条 に 、「 こ の 法 律 は 、能 率 的 な 農 法 の 発 達 、農 業 生 産 の 増 大 及 び 農 民 生活 の

改 善 の た め に 、 農 民 が 農 業 に 関 す る 諸 問 題 に つ き 有 益 、 適 切 且 つ 実 用 的 な知 識

を 得 、 こ れ を 普 及 交 換 し て 公 共 の 福 祉 を 増 進 す る こ と を 目 的 と す る 」 と 宣言 し

て い る 。 農 業 者 ま た は 農 村 住 民 の 農 業 技 術 や 生 活 を 、 有 益 か つ 実 際 的 な 知識 の

普 及 に よ っ て 向 上 さ せ る こ と を 基 本 的 な 目 的 に す る 点 に つ い て は 、 日 本 とア メ

リ カ が 共 通 し て い る 。 し か し 、 日 本 の 普 及 事 業 が 農 政 の 一 環 で あ る た め 、そ の

対 象 が 農 民 と そ の 家 族 に 限 定 さ れ る こ と に な っ た 。さ ら に 、1994 年 の 法 律 の 改

正 で 、 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 の 育 成 、 地 域 の 特 性 に 即 し た 農 業 の 振興 、

農 村 生 活 の 改 善 等 農 政 の 基 本 理 念 が 、 協 同 農 業 普 及 事 業 を 運 営 し て い く 上で の

基 本 と し て 法 律 の 目 的 に 掲 げ ら れ る こ と に な っ て い る 。  

一 方 、 中 国 で は 、 日 本 と 同 じ よ う に 、 農 業 普 及 事 業 が 農 政 の 一 環 で あ り 、農

政 目 的 を 達 成 す る 手 段 で あ る 。 日 中 戦 争 中 に 、 食 糧 増 産 と い う 政 策 目 標 を達 成

す る た め に 、 国 民 党 政 府 が 農 業 普 及 事 業 の 発 展 に 力 を 入 れ た の で あ る 。 新し い
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中 国 が 成 立 す る と 、 食 糧 の 供 給 が 逼 迫 し 、 食 糧 の 統 制 制 度 が 実 施 さ れ た ので あ

る 。 農 業 の 復 興 が 当 時 の 最 緊 急 な 課 題 と な り 、 農 業 普 及 事 業 の 発 展 に よ って 国

民 へ の 安 定 的 な 食 料 の 供 給 が 図 ら れ て い た 。 こ の よ う に 、 中 国 の 普 及 事 業は 政

策 的 意 図 な い し は 技 術 の 普 及 浸 透 と 言 っ た 性 格 が 大 変 強 く に じ ん で い る 。中 国

農 業 普 及 事 業 の 根 拠 法 で あ る 農 業 技 術 普 及 法 を み る と 、 そ の 第 １ 条 に お いて 、

「 こ の 法 律 は 農 業 技 術 普 及 事 業 を 助 成 し 、 農 業 科 学 技 術 開 発 成 果 と 実 用 技術 の

現 場 生 産 力 へ の 転 換 を 促 進 し 、 農 業 の 振 興 と 農 業 の 近 代 化 を 図 る こ と を 目的 と

す る 」 と 明 記 し て お り 、 農 業 の 振 興 と 農 業 の 近 代 化 と い う 農 政 の 基 本 理 念を 法

律 の 目 的 と し て 明 確 に 掲 げ ら れ て い る 。  

 

２ 、  普 及 事 業 の 機 能  

 

 ス ミ ス ・ レ ー バ ー 法 の 第 2 条 に 、 協 同 農 業 普 及 事 業 の 内 容 に つ い て 、 大学 外

の 農 村 住 民 に 対 し 、「 農 業 、農 業 に 関 す る 太 陽 エ ネ ル ギ ー の 利 用 、家 政 、農村 の

エ ネ ル ギ ー 及 び そ れ ら に 関 連 す る 事 象 に お け る 既 存 の あ る い は 改 良 さ れ た実 践

あ る い は 技 術 を 教 示 し 、圃 場 に お い て 実 地 教 示 を 行 う こ と 」及 び そ の よ う な 人 々

に 対 し て 「 圃 場 実 地 教 示 、 出 版 物 そ の 他 、 ま た 必 要 な 場 合 に は 、 上 記 の 事象 に

関 連 す る 情 報 の 印 刷 及 び 配 布 に よ っ て 、 上 記 の 事 象 に 関 す る 情 報 を 提 供 する こ

と 」 と し て い る 。 普 及 事 業 が 提 供 す る 情 報 の 内 容 が 時 代 の 要 求 に 応 じ て 絶え ず

に 変 化 し て お り 、現 在 の 普 及 事 業 は 主 に 農 業 お よ び 自 然 資 源 、家 政 、4－ H と 青

少 年 教 育 、 地 域 資 源 開 発 等 の 4 つ の プ ロ ジ ェ ク ト か ら な る が 、 普 及 事 業 の基 本

的 な 機 能 が 「 有 益 か つ 実 際 的 な 知 識 」 を 農 家 巡 回 、 実 証 展 示 圃 、 出 版 、 その 他

の 手 法 に よ っ て 普 及 ・ 提 供 し 、 農 業 者 ま た は 農 村 住 民 の 農 業 技 術 や 生 活 を向 上

さ せ る こ と で あ る 。  

 一 方 、 日 本 の 農 業 改 良 助 長 法 に よ る と 、 協 同 農 業 普 及 事 業 と は 、 次 に 掲げ る

も の で あ る 。 ① 普 及 指 導 員 を 置 く こ と 。 ② 普 及 指 導 員 が 普 及 指 導 活 動 を 行う こ

と 。 ③ 普 及 指 導 員 セ ン タ ー を 運 営 す る こ と 。 ④ 普 及 指 導 員 協 力 委 員 が 活 動を 行

う こ と 。 ⑤ 農 業 者 研 修 教 育 施 設 に お い て 農 業 後 継 者 た る 農 村 青 少 年 そ の 他の 農

業 を 担 う べ き 者 に 対 し 近 代 的 な 農 業 経 営 の 担 当 者 と し て 必 要 な 農 業 経 営 又は 農

村 生 活 の 改 善 に 関 す る 科 学 的 技 術 及 び 知 識 を 習 得 さ せ る た め の 研 修 教 育 を行 う

こ と 。 ⑥ 普 及 指 導 員 の 研 修 及 び 農 業 経 営 又 は 農 村 生 活 の 改 善 を 目 的 と す る農 村

青 少 年 団 体 の 指 導 者 の 育 成 を 行 う こ と 。 そ し て 、 普 及 指 普 及 指 導 員 の 事 務に つ

い て 、 次 の よ う に 定 め ら れ て い る 。 ① 、 試 験 研 究 機 関 、 市 町 村 、 農 業 に 関す る

団 体 、 教 育 機 関 等 と 密 接 な 連 絡 を 保 ち 、 専 門 の 事 項 又 は 普 及 指 導 活 動 の 技術 及
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び 方 法 に つ い て 調 査 研 究 を 行 う こ と 。 ② 巡 回 指 導 、 相 談 、 農 場 展 示 、 講 習会 の

開 催 そ の 他 の 手 段 に よ り 、 直 接 農 業 者 に 接 し て 、 農 業 生 産 方 式 の 合 理 化 その 他

農 業 経 営 の 改 善 又 は 農 村 生 活 の 改 善 に 関 す る 科 学 的 技 術 及 び 知 識 の 普 及 指導 を

行 う こ と 。 ま た 、 普 及 セ ン タ ー の 事 務 に つ い て は 、 ① 普 及 指 導 員 が 事 務 を行 う

こ と に よ り 得 ら れ た 知 見 の 集 約 そ の 他 農 業 経 営 及 び 農 村 生 活 の 改 善 に 関 する 科

学 的 技 術 及 び 知 識 の 普 及 指 導 を 総 合 す る た め の 活 動 を 行 う こ と 。 ② 農 業 者に 対

し 農 業 経 営 又 は 農 村 生 活 の 改 善 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る こ と 。 ③ 新 規 就 農を 促

進 す る た め の 情 報 の 提 供 、相 談 そ の 他 の 活 動 を 行 う こ と な ど が 掲 げ ら れ て い る。

こ の よ う に 、 日 本 の 農 業 改 良 助 長 法 に お い て も 、 ア メ リ カ と 同 じ よ う に 、普 及

事 業 の 基 本 的 な 機 能 が 農 業 者 ま た は 農 村 住 民 の 農 業 技 術 や 生 活 を 向 上 さ せる た

め 、「 科 学 的 技 術 及 び 知 識 」を 巡 回 指 導 、相 談 、農 業 展 示 、講 習 会 の 開 催 そ の 他

の 手 段 に よ っ て 普 及 ・ 提 供 す る こ と で あ る 。  

 こ れ に 対 し て 、 中 国 の 農 業 技 術 普 及 法 の 第 2 条 に お い て 、 農 業 技 術 普 及の 内

容 を 「 試 験 、 展 示 、 研 修 、 指 導 及 び コ ン サ ル テ ィ ン グ サ ー ビ ス 等 に よ っ て、 農

業 生 産 に お け る い わ ゆ る 段 階 に 農 業 技 術 を 普 及 ・ 応 用 さ せ る こ と 」 と 掲 げて い

る 。そ し て 、第 11 条 と 第 21 条 に 、農 業 普 及 機 構 の 職 能 に つ い て 規 定 し て い る 。

普 及 事 業 の 機 能 に つ い て 、 試 験 、 展 示 、 研 修 、 指 導 及 び 情 報 提 供 な ど の 手段 を

通 じ て 、 農 業 技 術 を 普 及 す る こ と は ア メ リ カ ・ 日 本 と 一 緒 で あ る が 、 生 活指 導

が な さ れ て お ら ず 、 し か も 指 導 の 重 点 を 人 （ 農 業 者 及 び 農 村 住 民 ） で は なく 、

農 業 技 術 そ の も の に 置 か れ て い る た め 、 指 導 理 念 に つ い て は ア メ リ カ ・ 日本 と

大 き な 違 い が 見 ら れ る 。ま た 、第 22 条 に 、普 及 事 業 が 基 本 的 に 無 料 サ ー ビス と

な る が 、 技 術 の 譲 り 渡 し 、 技 術 の 請 け 合 い な ど に よ る 有 料 サ ー ビ ス が 認 めら れ

る と 規 定 し 、そ し て 第 26 条 に 、技 術 指 導 と 生 産 資 料 の 提 供 を 一 体 化 し た 経 営 サ

ー ビ ス が 認 め ら れ る と 掲 げ て い る 。 農 業 普 及 機 構 が 技 術 普 及 を す る と 同 時に 、

農 家 へ の 生 産 財 の 販 売 、 農 家 の 生 産 物 の 加 工 ・ 販 売 斡 旋 、 農 作 業 の 受 託 など の

事 業 経 営 も 行 っ て い る 。 そ の 中 、 技 術 普 及 と 生 産 財 の 販 売 を 一 体 化 し た タイ プ

が 一 番 多 く 、 7 割 以 上 を 占 め て い る 。 つ ま り 、 中 国 の 農 業 普 及 事 業 は 、 ①農 業

技 術 を 農 家 に 普 及 す る 、 ② 経 営 活 動 に よ っ て 農 家 へ 生 産 財 の 提 供 、 生 産 物の 加

工 ・ 販 売 斡 旋 等 の サ ー ビ ス を 行 う と い う 2 つ の 職 能 を 有 す る 。 こ の 第 2 の 職 能

に つ い て 、 ア メ リ カ で は 農 業 ビ ジ ネ ス が 発 達 し て い る た め 、 農 業 関 連 企 業や 農

協 を 中 心 に 行 わ れ て い る 4 3）。さ ら に 中 国 と 同 じ よ う に 零 細 な 家 族 経 営 を 中 心 と

す る 日 本 で は 、 系 統 農 協 が 営 農 指 導 、 購 買 事 業 や 販 売 事 業 な ど を 行 な い 、農 家

に 総 合 的 な サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 中 国 で は 、 農 家 が 組 織 化 さ れ る 比 率は ま

だ 低 い た め 、 農 業 普 及 機 構 が 零 細 生 産 と 家 族 経 営 を 支 援 す る 重 要 な 担 い 手と し



 39

て 役 割 を 果 た し て い る 。 ま た 、 農 業 普 及 予 算 が 不 足 す る 中 、 末 端 農 業 技 術普 及

組 織 の 経 済 的 基 盤 の 安 定 化 を 図 る の も そ の 一 つ の ね ら い に な る 。  

 

３ 、 仕 組 み  

 

（ １ ） ア メ リ カ  

第 1 に 、 農 業 普 及 事 業 は 連 邦 （ 農 務 省 ）、 州 （ 州 立 大 学 ）、 郡 の 三 者 の 協 同 事

業 で あ る 。  

協 同 普 及 事 業 の 運 営 は 、 農 務 省 と 各 大 学 の 間 に 結 ば れ た 協 定 に 基 づ き 行 なわ

れ る 。 こ れ ら の 協 定 に お い て は 、 農 務 省 と 州 立 大 学 の 責 務 と 合 意 事 項 が 規定 さ

れ て い る 。 農 務 省 に は 普 及 事 業 部 が 設 置 さ れ 、 農 業 全 体 の 大 局 的 な 方 向 づけ と

普 及 活 動 の 支 援 を 行 な う 。 州 立 大 学 に は 普 及 部 門 を 設 置 し 、 協 同 普 及 事 業の 予

算 を 一 括 管 理 す る 。 普 及 事 業 計 画 は 、 州 立 大 学 に よ り 作 成 さ れ る が 農 務 省の 同

意 を 得 る 必 要 が あ る 。 要 は 州 立 大 学 を 運 営 の 主 体 と な っ て い る 。 普 及 事 業の 実

施 は 郡 の 普 及 事 務 所 と 州 立 大 学 に よ っ て 行 わ れ て い る 。 農 家 へ の き め 細 かな 指

導 や 問 題 点 へ の 対 処 、 情 報 の 伝 達 は 、 郡 の 普 及 事 務 所 が 担 当 し て い る 。 州立 大

学 に は 普 及 専 門 員 が 配 置 さ れ 、 大 学 の 研 究 部 門 と の 連 携 の 下 、 郡 普 及 員 の指 導

活 動 を 支 援 し て い る 。 図 ２ － １ は ア メ リ カ 代 表 的 な 普 及 事 業 の 組 織 図 で ある 。

現 在 、 104 校 の 州 立 大 学 に 配 置 さ れ た 約 5,00 0 人 の 普 及 専 門 員 と 3,150 あ る 郡

普 及 事 業 部 の 約 10,000 人 の 普 及 員 が 、一 大 ネ ッ ト ワ ー ク を 組 み 農 業 普 及 活 動 を

実 施 し て い る 4 4）。 た だ し 、 連 邦 、 州 、 郡 が 緊 密 な 連 携 を と り な が ら も 、 資 金、

ス タ ッ フ や プ ロ ジ ェ ク ト 運 営 に お い て 、 各 自 が 非 常 に 大 き な 独 自 性 を も ち、 し

か も そ れ ぞ れ の 独 自 性 を 尊 重 し な が ら 役 割 を 発 揮 し て い る 。  

第 2 に 、 州 立 大 学 を 中 核 と し 、 普 及 ・ 教 育 ・ 研 究 を 三 位 一 体 化 し た 普 及 事業

を 展 開 し て い る 。  

普 及 制 度 の 成 立 過 程 か ら 分 か る よ う に 、 ア メ リ カ の 農 業 教 育 シ ス テ ム 、 農業

研 究 シ ス テ ム と 農 業 普 及 シ ス テ ム が そ れ ぞ れ 1862 年 と 1890 年 モ リ ル ・ ラ ン ド

グ ラ ン ド 大 学 法 、1887 年 ハ ッ チ 農 業 実 験 場 法 、1914 年 ス ミ ス・レ バ ー 法 に 基 つ

き 設 立 さ れ た が 、こ の 三 つ の シ ス テ ム は 、州 立 大 学 に よ っ て 有 機 に 関 連 し 合 い 、

役 割 を 果 た し て い る 。 州 立 大 学 も 、 設 立 当 初 の 小 規 模 か ら 、 こ れ ら の 法 律に よ

っ て 、 規 模 を 拡 大 し つ つ 、 今 日 の 総 合 大 学 に な っ た の で あ る 。 州 立 大 学 には 大

別 し て 教 育 、 研 究 、 普 及 の 三 部 門 に 分 か れ て お り 普 及 事 業 は 普 及 部 門 が 担当 し

て い る 。 教 育 部 門 は 、 い く つ の 単 科 大 学 か ら 構 成 さ れ る 。 研 究 部 門 に は 、大 学

に 付 属 す る 研 究 機 関 、州 立 農 業 実 験 場 、州 と 連 邦 の 協 同 研 究 所 な ど が 含 ま れ る 。
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こ れ ら の 三 部 門 が 緊 密 に 連 携 し 合 い 、 郡 の 普 及 所 を 通 じ て 農 家 に つ な が って い

る 。大 学 内 に 普 及 部 門 の 事 務 局 は あ る が 、普 及 専 門 員 だ け の 特 別 な 部 署 は な い 。

大 半 の 普 及 専 門 員 は 、 教 務 職 員 で あ り 専 門 ご と に 単 科 大 学 の 学 部 に 所 属 して 、

学 生 教 員 、 研 究 、 普 及 の 仕 事 を 行 な う 。 大 学 普 及 専 門 員 の 主 な 仕 事 と し ては 、

専 門 分 野 に お け る 教 育 と 研 究 、 郡 専 門 員 の 教 育 、 各 地 域 で の 専 門 分 野 ご との 講

習 会 、農 業 団 体 が 行 な う 大 会 や 展 示 会 へ の 協 力 と 郡 で の 実 験 や 調 査 な ど が あ る 。 

第 ３ に 普 及 専 門 員 や 普 及 員 の ほ か 、 郡 政 府 が 独 自 に 雇 用 す る 補 助 員 約 300 万

人 の ボ ラ ン テ ィ ア 等 が 事 業 運 営 に 関 与 し て い る 。  

 第 4 に 、 公 的 な 農 業 普 及 事 業 以 外 に 、 民 間 農 業 コ ン サ ル タ ン ト も 1 万 人 以 上

存 在 し て お り 、 農 家 の 経 営 活 動 を 支 援 し て い る 。  

 

（ ２ ） 日 本  

 第 １ に 、 農 業 普 及 事 業 は 、 ア メ リ カ の 普 及 事 業 に な ら い 農 業 改 良 助 長 法に お

い て 国 と 都 道 府 県 と の 「 協 同 事 業 」 と し て 実 施 さ れ て い る 。  

農 業 改 良 助 長 法 の 第 6 条 第 1 項（ 助 成 の 目 的 ）で は 、「 政 府 は 、… … 都 道 府 県

が 農 林 水 産 省 と 協 同 し て 行 う 農 業 に 関 す る 普 及 事 業 を 助 長 す る た め 、 こ の章 の

規 定 に 従 い 、 都 道 府 県 に 対 し 協 同 農 業 普 及 事 業 交 付 金 を 交 付 す る 」 よ う 規定 さ

れ て い る 。 そ し て 、 普 及 事 業 の 運 営 に つ い て は 、 農 林 水 産 大 臣 は 、 都 道 府県 の

意 見 を 聴 い て 「 協 同 農 業 普 及 事 業 の 運 営 に 関 す る 指 針 」 を 定 め る と と も に、 都

道 府 県 は こ れ を 基 本 と し て 農 林 水 産 大 臣 と 協 議 し て 、「 協 同 農 業 普 及 事 業 の実 施

に 関 す る 方 針 」 を 定 め 、 当 該 方 針 に し た が っ て 事 業 を 実 施 す る こ と と 、 農業 改

良 助 長 法 の 第 7 条 に 明 記 さ れ て い る 。 運 営 の 主 体 は 都 道 府 県 の 本 庁 主 務 課と な

っ て い る 。普 及 事 業 の 実 施 は 、都 道 府 県 の 各 地 に 設 置 さ れ た 普 及 指 導 セ ン タ ー 、

試 験 場 、 本 庁 主 務 課 に 配 置 さ れ た 普 及 指 導 員 に よ っ て 行 っ て い る 。 図 ２ －２ は

日 本 に お け る 農 業 普 及 事 業 の 仕 組 み に 関 す る も の で あ る 。2007 年 現 在 で は 、399

の 普 及 指 導 セ ン タ ー が 設 置 さ れ 、 8,5 8 2 人 の 普 及 指 導 員 が 配 置 さ れ て い る 4 5 ）。 

 第 ２ に 、 日 本 の 農 業 普 及 事 業 は 、 農 業 改 良 普 及 制 度 と 農 協 の 営 農 指 導 事業 の

二 本 立 て と な っ て い る 。 地 域 に よ り 差 が あ る も の の 、 普 及 指 導 員 と 営 農 指導 員

は 連 携 を 取 り な が ら 活 動 を 行 っ て い る 。  

こ の よ う な 二 重 構 造 が 形 成 さ れ た 経 緯 が す で に 第 二 節 に 述 べ た の で あ る 。営

農 指 導 事 業 の 法 的 根 拠 に つ い て 見 て み よ う 。 1947 年 に 公 布 さ れ た 農 協 法 で は、

そ の 第 １ 条 に 「 こ の 法 律 は 、 農 民 の 協 同 組 織 の 発 達 を 促 進 し 、 も っ て 農 業生 産

力 の 増 進 と 農 民 の 社 会 的 経 済 的 地 位 の 向 上 を は か り 」 と 規 定 し て い る 。 これ を

受 け て 第 10 条 で 規 定 さ れ て い る「 組 合 員 の た め に す る 農 業 の 経 営 及 び 技 術 の 向
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上 に 関 す る 指 導 」（ 1 項 １ 号 ）と「 農 村 の 生 活 及 び 文 化 の 改 善 に 関 す る 施 設 」（ 1

項 13 号 ） が 営 農 指 導 事 業 の 主 な 根 拠 と な っ て い る 。 ま た 、 第 17 条 に お い て 組

合 員 に 対 す る 経 費 賦 課 の 機 能 を 与 え て い る 。  

 

 

 

 

図 ２ － １  ア メ リ カ 代 表 的 な 普 及 事 業 の 組 織 図  

    出 所 ： 山 極 栄 司 『 日 本 の 農 業 普 及 事 業 の 軌 跡 と 展 望 』 pp.9 2 
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図 ２ － ２  日 本 に お け る 農 業 普 及 事 業 の 仕 組 み  

      出 所 ： 農 林 水 産 省 の 資 料 に よ る 。  

      数 値 は 平 成 19 年 4 月 1 日 現 在  
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農 協 は 、 組 合 員 が 自 ら の 営 農 と 生 活 の 改 善 向 上 を 図 る た め に 結 成 し た 自 主的

な 組 織 で あ る た め 、 農 協 の 営 農 指 導 事 業 は 、 組 合 員 が そ の 必 要 性 に 基 づ いて 、

自 主 的 に 営 農 を 改 善 す る 協 同 活 動 を 助 長 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 指導 理

念 に お い て は 、 農 業 改 良 普 及 事 業 と 同 じ で あ る 。 し か し 、 農 業 改 良 普 及 事業 は

農 政 の 一 環 で あ り 、 農 協 の 営 農 指 導 事 業 と は 法 的 に 区 別 さ れ 、 そ の 性 格 や指 導

職 員 の 身 分 等 を 異 に す る 。 表 １ は 農 業 改 良 普 及 員 と 営 農 指 導 員 の 相 違 に 関す る

も の で あ る 。 営 農 指 導 事 業 の 主 な 特 徴 は 、 ① 指 導 対 象 に つ い て 、 制 度 上 は全 組

合 員 農 家 と す る 。 ② 経 済 事 業 と 連 動 し な が ら 、 技 術 指 導 を 含 め た 生 産 か ら販 売

ま で の 一 貫 指 導 を 行 う 。 ま た 技 術 指 導 は 全 般 的 な 技 術 指 導 で あ る 。 ③ 経 費に つ

い て 、 基 本 的 に 賦 課 金 、 補 助 金 と 農 協 の 共 通 管 理 費 で 賄 う 。 ④ 組 合 員 に 対す る

サ ー ビ ス ・ 指 導 を 行 う こ と を 通 じ て 、 農 協 運 動 を 推 進 す る 。 ⑤ 、 国 の 資 格試 験

に 参 加 す る 県 も あ れ ば 、 自 主 的 に 資 格 試 験 を 行 う 県 も あ る 。 営 農 指 導 員 の資 格

と 資 質 は 、 県 間 、 農 協 間 の 不 均 衡 が あ る 。  

200 7 年 現 在 、 市 町 村 ・ 地 域 段 階 で は 810 の 総 合 農 協 、 2,44 5 の 専 門 農 協 があ

る 4 6）。 そ し て 、都 道 府 県 段 階 の 営 農 指 導 体 制 と し て は 、 47 の JA 中 央 会 に 担 当

部 署 が 設 置 さ れ て お り 、ま た 、JA 全 農 都 府 県 本 部 、JA 経 済 連 に も 技 術 指 導を 中

心 に 担 当 部 署 が 設 置 さ れ て い る 。 県 段 階 に 専 門 連 が あ る 場 合 も 当 該 作 目 の技 術

指 導 を 担 当 す る 部 署 が 設 置 さ れ て い る 。 2002 年 現 在 で は 、 日 本 全 国 で 15,5 98

人 の 営 農 指 導 員 が 配 置 さ れ て い る 4 7）。  

第 ３ に 、 畜 産 の 指 導 は 、 主 に 社 団 法 人 畜 産 会 に よ っ て 行 わ れ て い る 。  

中 央 畜 産 会 は 1955 年 に 農 林 省 の「 畜 産 指 導 体 制 の 強 化 に 関 す る 措 置 要 綱 」に

基 づ き 、 畜 産 経 営 者 の 技 術 の 向 上 と 畜 産 経 営 の 安 定 を 図 る た め の 指 導 団 体と し

て 設 立 さ れ た 。 そ し て 、 都 道 府 県 の 畜 産 指 導 業 務 を 補 完 す る 団 体 と し て 、都 道

府 県 畜 産 会 が 逐 次 設 立 さ れ た 。 中 央 畜 産 会 は 、 こ れ ら 都 道 府 県 畜 産 会 お よび 畜

産 に 関 連 す る 中 央 団 体 と 連 携 し て 、 経 営 指 導 を は じ め 、 資 金 の 供 給 、 情 報の 提

供 、 畜 産 に 関 連 す る 諸 調 査 、 出 版 活 動 な ど 、 畜 産 の 幅 広 い 分 野 で 活 動 し てい る

4 8）。 ま た 、た ば こ に 関 す る 指 導 は 、協 同 農 業 普 及 事 業 で は な く 、民 間 企 業 の た

ば こ 産 業 に よ っ て 行 わ れ て い る 。  
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表 ２ － １  農 業 改 良 普 及 員 と 営 農 指 導 員 の 相 違  

農業改良普及員 営農指導員

身分と性格 地方公務員、公共性 農協職員、私企業性

資格と資質 資格試験合格者で高位平準化 国の資格試験に参加する県もあれ

ば、自主的に資格試験を行う県も

ある。県間、農協間の不均衡がある

指導対象 認定農家と認定農家志向者を中心 全組合農家

指導範囲 市町村を越えた広域 農協の全域

指導領域 生産の技術指導が中心だが経営 生産から販売までの一貫指導

指導も行う

指導の型 客観的 組織の意向に沿い主観的

指導技術の内容 専門的な技術指導 全般的な技術指導

行政との関係 ・農家、集団に対する総合的 ・全組合員に対するサービス

　集中的指導により地域への 　及びそれを通じての農協運

　成果の波及 　動の推進

・農家や地域のニーズと行政 ・経済事業と連動した指導

　の方向をふまえた普及指導 ・組合員に共通する課題の組

　計画に基づく計画的、継続 　織的指導

　的指導

試験研究との関係 必要な技術ソースが試験研究、 必要な技術ソースの確保に制

専門技術員を通じて組織的に 約がある

確保されている

行政との関係 直接的 制度上なし

経費 国と都道府県が負担 農協自賄い、賦課金等  
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（ ３ ） 中 国  

 第 １ に 、 国 、 省 、 市 、 県 、 郷 ・ 鎮 の 各 レ ベ ル に 農 業 普 及 機 構 が 設 置 さ れ、 各

レ ベ ル の 農 業 行 政 部 門 に 所 属 し 、 運 営 さ れ て い る  

図 ２ － ３ は 中 国 農 業 普 及 機 構 の 体 系 図 で あ る 。 国 レ ベ ル で は 農 業 技 術 普 及ス

テ ー シ ョ ン 、 種 子 ス テ ー シ ョ ン 、 土 壌 肥 料 ス テ ー シ ョ ン と 植 物 保 護 ス テ ーシ ョ

ン か ら な る 全 国 農 業 技 術 普 及 サ ー ビ ス セ ン タ ー が 設 置 さ れ て い る 。 そ の 主な 職

責 は ① 農 業 技 術 普 及 事 業 の 体 系 に 関 す る 調 査 ・ 研 究 ・ 指 導 及 び 普 及 員 へ の研 修

の 実 施 ② 下 級 普 及 機 構 が 行 う 活 動 に 対 す る 指 導 ・ 助 言 、 ③ 全 国 範 囲 に お ける 栽

培 、 土 壌 改 良 、 肥 料 、 農 薬 の 適 正 な 使 用 、 病 害 虫 の 防 除 な ど に 関 す る 技 術や 良

種 の 導 入 、 試 験 、 展 示 と 普 及 、 ④ 全 国 範 囲 で の 病 害 虫 の 発 生 や 干 害 の 予 報、 ⑤

農 業 普 及 プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 、 ⑥ 農 業 普 及 に 関 す る 国 際 交 流 や 協 同 プ ロ ジェ ク

ト の 実 施 な ど で あ る 。 そ し て 、 省 と 市 の 段 階 に お い て は 、 国 段 階 の 普 及 部門 に

対 応 し て そ れ ぞ れ 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン 、 種 子 ス テ ー シ ョ ン 、 土 壌 肥料 ス

テ ー シ ョ ン と 植 物 保 護 ス テ ー シ ョ ン が 設 け ら れ 、 そ の 職 責 も 国 段 階 の 部 門と ほ

ぼ 同 じ で あ る 。  

県 と 郷 ・ 鎮 レ ベ ル の 普 及 機 構 は 農 業 普 及 事 業 の 実 施 主 体 で あ る 。 県 レ ベ ルの

農 業 技 術 普 及 セ ン タ ー は 、各 専 門 ス テ ー シ ョ ン を 統 合 し た 、技 術 普 及 を 中 心 に 、

試 験 研 究 、 教 育 研 修 な ど の 機 能 を 一 体 化 し た 総 合 的 な 機 関 で あ り 、 郷 ・ 鎮の 農

業 普 及 機 構 の 普 及 活 動 を 支 援 し な が ら 、 郷 ・ 鎮 農 業 普 及 員 、 農 民 技 術 員 とモ デ

ル 農 家 へ の 研 修 も 行 な う 。 そ し て 、 郷 ・ 鎮 の 農 業 普 及 機 構 は 、 農 業 技 術 員と モ

デ ル 農 家 を 通 じ て 、 あ る い は 直 接 に 農 家 に 普 及 活 動 を 行 う 。 各 専 門 を 統 合し た

総 合 的 な 普 及 ス テ ー シ ョ ン を 設 置 す る と こ ろ も あ れ ば 、 専 門 ご と に 普 及 ステ ー

シ ョ ン を 設 置 す る と こ ろ も あ る 。 ま た 、 地 域 の 特 徴 に 合 わ せ て 、 野 菜 ス テー シ

ョ ン 、 果 樹 ス テ ー シ ョ ン な ど を 設 立 す る と こ ろ も あ る 。 そ し て 、 郷 ・ 鎮 の農 業

普 及 ス テ ー シ ョ ン の 管 理 体 制 も 多 様 で あ り 、 県 の 農 業 行 政 部 門 に 管 理 さ れる タ

イ プ 、 郷 ・ 鎮 政 府 に 管 理 さ れ る タ イ プ 、 県 の 農 業 行 政 部 門 と 郷 ・ 鎮 政 府 がと も

に 管 理 す る タ イ プ が あ る 。表 2－ 2 は 中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及 の 体 制 に 関 す る

も の で あ る 。 2001 年 現 在 、 全 国 で 農 業 技 術 普 及 機 構 は 48,5 12 ヶ 所 で 普 及 員は

371, 34 9 人 で あ る 。そ の う ち 、県 と 郷 鎮 レ ベ ル の 普 及 機 構 は 47,250 ヶ 所 で 、普

及 員 は 347,12 9 人 と な っ て い る 。  

第 2 に 、 農 業 大 学 や 農 業 研 究 機 構 が 普 及 事 業 に 参 与 し て い る こ と で あ る 。  

農 業 大 学 は 行 政 上 の 所 属 関 係 に よ っ て 、 国 レ ベ ル の 農 業 大 学 と 省 レ ベ ル の農

業 大 学 の 2 種 類 に 分 け て い る 。 国 レ ベ ル の 農 業 大 学 は 中 国 農 業 大 学 、 南 京農 業

大 学 、 華 南 農 業 大 学 、 華 中 農 業 大 学 、 西 南 農 業 大 学 、 西 北 農 業 大 学 、 瀋 陽農 業



 46

大 学 の 7 の 大 学 で 、 国 の 教 育 部 に 管 轄 さ れ て い る 。 省 レ ベ ル の 農 業 大 学 は主 に

省 政 府 に 管 理 さ れ て い る 。農 業 大 学 が 行 っ て い る 研 究 は 応 用 研 究・開 発 が 多 く 、

地 域 農 業 の 発 展 の た め に 直 接 に 技 術 ソ ー ス を 提 供 し て い る 4 9）。  

 

 

 

図 ２ － ３  中 国 農 業 普 及 機 構 の 体 系 図  

 

 

表 ２ － ２  中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及 の 体 制  

出 処 ： 李 立 秋 「 中 国 農 業 技 術 普 及 シ ス テ ム の 改 善 と 発 展 」 中 国 全 国  

   農 業 普 及 技 術 サ ー ビ ス セ ン タ ー 、 2 0 0 2 年  

国家農業普及
技術センター

種子
ステーション

土壌肥料
ステーション

植物保護
ステーション

農業技術
ステーション

種子
ステーション

土壌肥料
ステーション

植物保護
ステーション

農業技術
ステーション

国家農業普及
技術センター

種子
ステーション

土壌肥料
ステーション

植物保護
ステーション

農業技術
ステーション

種子
ステーション

土壌肥料
ステーション

植物保護
ステーション

農業技術
ステーション

県農業技術普及機構

郷鎮農業技術普及機構

種子
ステーション

土壌肥料
ステーション

植物保護
ステーション

農業技術
ステーション

種子
ステーション

土壌肥料
ステーション

植物保護
ステーション

農業技術
ステーション

省農業庁

農業部

市農業局

県農業局

国

省

市

県

郷鎮

所属 業務指導

普　　及　　組　　織 組織数 普及員数

（か所） （人）

中国政府農業部全国農業技術普及サービスセンター 1             150          

省農業庁農業技術普及機構 133          4,738        

市農業局農業技術普及機構 1,128        19,332      

県農業局農業技術普及センター 8,080        151,318     

郷鎮政府農業技術普及ステーション 39,170      195,811     

計 48,512      371,349     
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一 方 、 研 究 機 構 に つ い て 見 て み る と 、 中 国 科 学 院 は 国 の 科 学 研 究 の 最 高 組織

で あ り 、 5 の 学 部 に よ っ て 構 成 さ れ 、 主 に 基 礎 研 究 を 行 っ て い る 。 そ の 生命 科

学 と 生 物 技 術 学 部 は 農 業 関 係 の 研 究 を 行 っ て い る 。 国 レ ベ ル の 農 業 専 門 研究 機

関 は 農 業 部 に 所 属 す る 農 業 科 学 研 究 院 で あ る 。 農 業 科 学 研 究 院 は 39 の 研 究 所

（ う ち 24 の 研 究 所 は 16 の 省 に 設 置 さ れ て い る ） か ら な り 、 主 に 戦 略 的 視 点 に

立 っ た 基 礎 研 究 を 行 っ て い る 5 0）。そ し て 、省 レ ベ ル で は 、省 政 府 に 所 属 す る 省

農 業 科 学 院 が 設 置 さ れ 、 市 レ ベ ル で は 市 政 府 に 所 属 す る 市 農 業 科 学 技 術 研究 所

が 設 置 さ れ 、 地 域 に 適 合 す る 実 用 的 な 技 術 の 開 発 を 行 っ て い る 。  

農 業 技 術 普 及 法 の 第 10 条 で は 、「 農 業 技 術 普 及 シ ス テ ム は 、 農 業 技 術 普 及 機

構 と 農 業 研 究 部 門 、 農 業 関 係 学 校 、 民 間 の 科 学 技 術 組 織 及 び 農 民 技 術 員 から な

る シ ス テ ム で あ る 」と 明 記 し て い る 。そ し て 、第 15 条 で は「 農 業 研 究 部 門 と 農

業 関 係 学 校 は … … 農 業 技 術 開 発 と 普 及 を 行 い 、 先 進 的 技 術 を 農 業 生 産 に 迅速 に

応 用 で き る よ う 促 進 す べ き 」、 第 18 条 で は 「 農 業 研 究 部 門 と 農 業 関 係 学 校は 、

農 業 生 産 に お い て 発 生 す る 技 術 課 題 を 研 究 内 容 と す べ き で あ る 。 そ の 研 究成 果

は 、 農 業 技 術 普 及 機 構 を 通 じ て 、 も し く は 直 接 に 農 業 労 働 者 と 農 業 生 産 経営 組

織 に 普 及 す る こ と が で き る 」 と 規 定 し て い る 。  

中 国 で は 、 農 業 大 学 や 農 業 研 究 機 構 が 普 及 活 動 を 行 う 歴 史 が 長 か っ た の であ

る 。た だ し 、1952 年 か ら 、旧 ソ 連 の 研 究 体 制 を 模 倣 し 、農 業 大 学 や 農 業 研 究 機

構 は 一 時 に 普 及 活 動 を 展 開 し な い 方 針 に な っ た 。 さ ら に 、 そ の 後 、 左 翼 思想 の

台 頭 や 文 化 大 革 命 の 「 専 門 家 路 線 の 否 定 」 等 に よ り 、 農 業 大 学 と 農 業 研 究機 構

が ほ と ん ど 運 営 で き な か っ た 。  

1978 年 、 共 産 党 第 11 回 3 中 全 会 に お い て 改 革 路 線 が 確 立 さ れ て か ら 、 農 業

大 学 と 研 究 機 構 が 技 術 開 発 と 普 及 活 動 を 再 開 し た の で あ る 。そ し て 、1983 年 に 、

農 業 大 学 は 教 育 ・ 研 究 ・ 普 及 を 三 位 一 体 と し た 大 学 を つ く ろ う と い う 運 営方 針

を 打 ち 出 し た 。1996 年 に 教 育 部 門 が 農 業 普 及 活 動 を 展 開 し て い る 農 業 大 学 や 農

業 専 門 学 校 の 教 員 の た め の 職 階 評 定 制 度 を 制 定 し た 。  

以 下 は 現 在 農 業 大 学 が 行 っ た 農 業 普 及 活 動 の 主 な タ イ プ で あ る 。  

① 、 生 産 、 教 育 、 研 究 を 三 位 一 体 化 し た モ デ ル 基 地 の 設 置 。  

大 学 周 辺 の 主 な 生 産 地 域 に 、 生 産 、 教 育 、 研 究 を 三 位 一 体 化 し た モ デ ル 基地

を 設 置 す る 。 試 験 研 究 は 技 術 的 な 応 用 と 有 機 的 に 結 合 さ れ 、 大 学 の 研 究 にお け

る 理 論 と 実 践 の 結 合 が 推 進 さ れ る 。 大 学 の 技 術 と 研 究 力 を 生 か し 、 周 辺 の農 家

に 展 示 す る と と も に 、 実 用 的 な 技 術 を も つ 学 生 を 育 成 す る 。  

② 、 研 修 ・ 養 成 ク ラ ス の 開 催 。  
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県 ・ 郷 の 農 業 幹 部 及 び 関 連 部 署 の ス タ ッ フ の 研 修 と 、 農 業 普 及 員 と 農 家 を対

象 と し た 技 術 研 修 を そ れ ぞ れ 行 い 、 農 家 の 技 術 向 上 と 所 得 向 上 、 更 に 地 域の 経

済 活 性 化 へ 貢 献 す る 。                 

③ 、 農 業 普 及 専 攻 を 開 設 し 、 専 門 技 術 者 を 育 成 す る 。  

1980 年 代 半 ば に 、中 国 農 業 大 学 に お い て 最 初 に 農 業 普 及 専 攻 を 開 設 し て か ら 、

多 く の 大 学 で は 、農 業 普 及 専 攻 を 開 設 し た 。“ 学 生 を 育 ち 、研 究 成 果 を 実 用化 さ

せ ” と い う ス ロ ー ガ ン の 下 で 、 普 及 専 攻 の 学 生 を 育 成 し て い る 。 . 

④ 、 大 学 教 授 が 地 方 の 技 術 顧 問 を 兼 任 す る 。  

大 学 は 周 辺 区 域 の 産 業 発 展 の た め に 、 教 授 を 地 方 の 技 術 顧 問 を 兼 任 さ せ 、或

い は 任 期 付 き の 地 方 技 術 担 当 幹 部 へ 出 向 さ せ 、 農 村 部 と 農 業 経 済 の 発 展 に貢 献

す る 。  

⑤ 、 産 学 官 連 携 体 制 の 設 立  

有 償 或 い は 無 償 な 技 術 移 転 、 共 同 研 究 、 農 産 物 開 発 な ど を 通 じ て 、 大 学 が有

す る 優 良 品 種 、 無 公 害 農 薬 、 新 技 術 な ど を 迅 速 に 企 業 や 地 方 へ 移 転 し 、 普及 そ

し て 量 産 さ せ る 。  

第 ３ に 、 農 業 技 術 普 及 機 構 の 農 業 普 及 員 以 外 に 、 多 数 の 農 民 技 術 員 と モ デル

農 家 が 農 業 普 及 事 業 に 関 与 し て い る こ と で あ る 。  

農 民 技 術 員 と モ デ ル 農 家 に は 優 先 的 に 技 術 指 導 と 生 産 財 の 提 供 が な さ れ 、か

れ ら を 媒 介 と し て 新 技 術 が 周 囲 の 農 家 に 波 及 し て い く の で あ る 。90 年 代 に 全 国

で は 103 万 人 の 農 民 技 術 員 と 660 万 戸 余 り の モ デ ル 農 家 が 設 置 さ れ て い た 5 1）。 

 

 以 上 は ア メ リ カ 、 日 本 と 中 国 の 農 業 普 及 事 業 の 仕 組 み に つ い て 分 析 し た。 ア

メ リ カ で は 、 農 業 普 及 事 業 は 連 邦 、 州 、 郡 の 協 同 事 業 と し て 行 な わ れ 、 州立 大

学 を 運 営 の 主 体 と な っ て い る 。 日 本 で は 、 ア メ リ カ に な ら い 、 農 業 普 及 事業 が

国 と 都 道 府 県 の 協 同 事 業 と し て 行 な わ れ て い る が 、 普 及 事 業 の 位 置 づ け が違 う

た め 、 大 学 で は な く 、 行 政 部 門 が 運 営 の 主 体 と な っ て い る 。 一 方 、 中 国 にお い

て は 、 日 本 と 同 じ よ う に 、 農 業 普 及 事 業 が 、 政 府 の 事 業 で あ り 、 行 政 部 門に よ

っ て 運 営 さ れ て い る が 、 農 業 大 学 が 直 接 に 普 及 事 業 に 関 与 し て い る 。  

 ま た 、 日 本 で も 、 中 国 で も 、 零 細 な 農 家 経 営 を 基 本 的 な 経 営 形 態 と な って い

る 。 日 本 で は 、 農 協 と い う 巨 大 な 組 織 に よ っ て 、 農 家 を 組 織 し た の で あ る。 農

協 の 中 に 作 目 ご と に つ く ら れ た 部 会 が 農 業 普 及 の 「 受 け 皿 」 と な っ て い る。 一

方 、 中 国 で は 、 農 家 の 組 織 化 さ れ る 比 率 は 低 い た め 、 農 民 技 術 員 と モ デ ル農 家

が 農 業 技 術 普 及 の 「 受 け 皿 」 と な っ て い る 。 こ れ ら の 農 民 技 術 員 と モ デ ル農 家

を 媒 介 と し て 新 技 術 を 周 囲 の 農 家 に 波 及 し て い く の が 期 待 さ れ て い る 。  
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4、 予 算  

 

 ア メ リ カ で は 、 ス ミ ス ・ レ ー バ ー 法 に よ っ て 、 連 邦 か ら 各 州 に 助 成 す るこ と

と 事 業 の 助 成 金 の 配 分 方 法 に つ い て 規 定 し て い る 。2000 年 度 の 普 及 経 費 の 負 担

を み る と 、連 邦 政 府 は 4 億 200 万 ド ル（ 24％ ）、州 政 府 は 8 億 1,800 万 ド ル（ 50％ ）、

郡 は 3 億 3,20 0 万 ド ル（ 20％ ）と な っ て い た 5 2）。ま た 、政 府 の 拠 出 金 の 他 、民

間 と 個 人 か ら の 寄 付 金 も 受 け て い る 。  

 日 本 で は 、 ア メ リ カ と 同 じ よ う に 国 と 地 方 に よ っ て 協 同 で 普 及 経 費 を 分担 し

て い る 。農 業 改 良 助 長 法 の 第 6 条 に お い て 、「 政 府 が … … 都 道 府 県 に 対 し 協同 農

業 普 及 事 業 交 付 金 を 交 付 す る 。」 と 明 記 し て い る 。 普 及 事 業 が 発 足 し た 時 か ら、

国 が 補 助 金 を 交 付 し 、普 及 事 業 を 助 長 し て い た が 、1977 年 に 国 と 都 道 府 県 の 協

同 事 業 と し て の 性 格 を 明 ら か に す る た め に 、 補 助 金 を 協 同 農 業 普 及 事 業 負担 金

に 変 更 し た 。さ ら に 、1983 年 、都 道 府 県 が 普 及 事 業 を 自 主 的 、弾 力 的 に 運 営 で

き る よ う 、助 成 方 式 が 従 来 の「 定 率 負 担 金 方 式 」か ら 、「 標 準 定 額 の 交 付 金 方 式 」

に 改 め ら れ た 。 ま た 交 付 金 の 交 付 基 準 に つ い て は 、 農 業 改 良 助 長 法 施 行 令に お

い て 、 以 下 の よ う に 規 定 し て い る 。 ① 予 算 総 額 の 4 割 は 、 各 都 道 府 県 の 農業 人

口 に 応 じ て 各 都 道 府 県 に 配 分 す る 。 ② 2 割 は 、 各 都 道 府 県 の 耕 地 面 積 に 応じ て

各 都 道 府 県 に 配 分 す る 。 ③ 2 割 は 、 各 都 道 府 県 の 市 町 村 数 に 応 じ て 各 都 道府 県

に 配 分 す る 。 ④ 2 割 は 、 農 業 災 害 に 対 処 す る た め 、 農 業 資 源 の 開 発 を 行 うた め

そ の 他 農 業 の 発 展 の た め 緊 急 に 協 同 農 業 普 及 事 業 の 実 施 を 必 要 と す る 都 道府 県

に 配 分 す る 。  

一 方 、 中 国 で は 、 農 業 技 術 普 及 法 の 第 23 条 に お い て 、「 政 府 は 農 業 技 術 普 及

へ の 財 政 投 入 を 逐 次 増 長 さ せ る 。 各 レ ベ ル の 人 民 政 府 が 財 政 予 算 に 農 業 技術 普

及 事 業 に 使 う 経 費 を 算 入 し 、 し か も こ の 予 算 を 年 々 増 長 さ せ る べ き で あ る。 各

レ ベ ル の 政 府 が 財 政 支 出 も し く 農 業 発 展 基 金 か ら 、 農 業 技 術 普 及 プ ロ ジ ェク ト

の 実 施 に 使 う 専 用 資 金 を 拠 出 す る こ と が で き る 」 と 規 定 し て い る 。 つ ま り、 制

度 上 に 農 業 技 術 普 及 事 業 は 政 府 の 財 政 に 賄 わ れ る こ と に な っ て い る 。 他 方、 中

国 で は 、 農 業 技 術 普 及 機 構 が 有 料 サ ー ビ ス と 経 営 活 動 を 行 う の は 認 め ら れて い

る 。 実 際 に 農 業 技 術 普 及 事 業 の 予 算 構 成 を み る と 、 国 、 省 、 市 レ ベ ル の 農業 技

術 普 及 機 構 は 、 ほ ぼ 政 府 の 財 政 に 賄 わ れ て い る 。 予 算 は 主 に 同 級 政 府 財 政か ら

の 基 礎 経 費 と 、 同 級 行 政 部 門 あ る い は 上 級 行 政 部 門 か ら の プ ロ ジ ェ ク ト 経費 か

ら な る 。 実 施 主 体 と な る 県 と 郷 鎮 の 農 業 技 術 普 及 機 構 の 経 費 は 、 主 に 以 下 の 3

つ の ル ー ト か ら 賄 わ れ る 。 ① 、 同 級 （ 主 に 県 ） 政 府 の 財 政 か ら の 基 礎 費 用。 ②
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上 級 行 政 部 門 か ら の 少 額 の プ ロ ジ ェ ク ト 経 費 。③ 経 営 収 入 と 有 料 サ ー ビ ス 収 入。

表 ２ － ３ は 農 業 技 術 普 及 機 構 の 予 算 の 構 成 に 関 す る 図 で あ る 。 政 府 か ら の財 政

投 入 は 1990 年 の 2,132 百 万 元 か ら 1999 年 の 7,047 百 万 元 へ と 2.3 倍 増 加 し た 。

し か し 、 公 務 員 の 給 料 は 1990 年 か ら 1999 年 ま で 3.7 倍 も 増 加 し て い た た め 、

増 加 し た 分 は 、 普 及 活 動 費 ど こ ろ か 、 た だ 農 業 普 及 員 の 給 料 の 増 加 に 当 たっ て

も 不 足 し て い た 。一 方 、経 営 収 入 に よ る 事 業 費 は 全 事 業 費 に 占 め る 比 率 は 1999

年 に 17％ に 達 し て い た 。ま た 、国 、省 、市 レ ベ ル の 農 業 普 及 機 構 が ほ と ん ど 政

府 財 政 に 賄 わ れ て い る と 考 え る と 、 県 、 郷 鎮 農 業 普 及 機 構 の 事 業 費 の 中 、経 営

収 入 が 占 め る 比 率 が 17％ よ り も っ と 高 く な る は ず で あ る 。2000 年 以 降 の 全国 の

デ ー タ は な い が 、2003 年 に 中 国 農 業 部 農 村 経 済 研 究 セ ン タ ー が 4 の 省 の 4 の 県

で 行 っ た 調 査 （ 表 ２ － ４ ） に よ る と 、 県 レ ベ ル の 農 業 普 及 機 構 の 事 業 費 につ い

て 、経 営 収 入 に よ る 分 は 事 業 費 の 20％ ～ 30％ と な っ て い る 。プ ロ ジ ェ ク ト に よ

る 取 得 金 は 県 に よ っ て 違 う が 、 一 番 多 い 県 で も 13.1 %し か し め て い な く 、し か

も ほ と ん ど は 現 地 政 府 が 立 ち 上 げ た プ ロ ジ ェ ク ト で あ っ た 。 つ ま り 、 中 国で は

実 施 主 体 と な る 県 、 郷 鎮 レ ベ ル の 農 業 普 及 事 業 は 主 に 地 方 政 府 の 財 政 と 経営 収

入 か ら 賄 わ れ て い る の で あ る 。  
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表 ２ － ３  中 国 政 府 農 業 技 術 普 及 部 門 の 経 費 推 移  

　  百万円
年度 財政資金 自己負担 合計
1990 2,132      7            2,139     
1991 2,371      8            2,379     
1992 2,589      10           2,599     
1993 2,884      28           2,912     
1994 3,484      27           3,511     
1995 4,206      40           4,246     
1996 5,130      70           5,200     
1997 5,509      238          5,747     
1998 6,330      1,502        7,832     
1999 7,047      1,492        8,539      

   出 所：国 務 院 発 展 研 究 セ ン タ ー『 中 国 政 府 支 農 資 金 与 管 理 体 制 改 革 研 究 』、

2003 年  

 

 

表 ２ － ４  200 3 年 県 レ ベ ル 農 業 技 術 普 及 部 門 の 経 費 源 構 成  

単位：％
財政資金 創収収入比率 収入合計（万元）

固定経費比率 プロジェクト経費比率 計
A県 65.7 13.1 78.8 21.2 1417.8

B県 67.1 0 67.1 32.9 628.7

C県 79.0 2.8 81.8 18.2 340.7

D県 79.7 3.5 74.2 25.8 392.3

平均 68.3 7.6 75.9 24.1 694.9  

出 所 ： 農 業 部 農 村 経 済 研 究 セ ン タ ー 、「 我 国 農 業 技 術 推 広 体 系 調 査 与 改 革 思 路」

『 中 国 農 村 経 済 』 2005． 2、 pp.50 
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5、 普 及 職 員  

 

 ア メ リ カ で は 普 及 員 の 資 格 に つ い て 制 度 上 の 規 定 が な い が 、 基 本 的 に 大学 普

及 専 門 員 は 博 士 号 を も っ て い る こ と 、 地 域 専 門 員 は 修 士 コ ー ス を 卒 業 し てい る

こ と 、 郡 専 門 員 は 大 学 を 終 了 し て い る こ と な ど が 採 用 の 条 件 に な っ て い る。 現

場 で 働 く 地 域 専 門 員 と 郡 専 門 員 は 、 公 募 に よ り 採 用 さ れ る が 、 大 学 卒 の 新人 よ

り も た と え ば 融 資 担 当 銀 行 員 、 農 業 ビ ジ ネ ス 社 員 、 個 人 コ ン サ ル タ ン ト 等の ベ

テ ラ ン が 採 用 さ れ る ケ ー ス が 多 い 5 3）。  

 日 本 で は 、 農 業 改 良 助 長 法 の 第 9 条 に よ る と 、 普 及 指 導 員 資 格 試 験 に 合格 し

た も の そ の 他 政 令 で 定 め た 資 格 を 有 す る 者 で な け れ ば 、 普 及 指 導 員 に 任 用さ れ

る こ と が で き な い 。そ し て 、1984 年 か ら 受 験 資 格 を 4 年 制 大 学 卒 業 程 度 に 引 上

げ 、さ ら に 2005 年 か ら 受 験 に 当 た っ て 、一 定 の 学 歴 及 び 農 業 等 に 関 す る 試 験 研

究 、 教 育 と 普 及 指 導 の 実 務 経 験 を 課 す こ と と な っ た 。 現 在 、 農 業 改 良 助 長法 施

行 規 則 （ 2005 年 1 月 26 日 農 林 水 産 省 令 第 4 号 ） の 第 4 条 に お い て は 、 学 歴 及

び 実 務 経 験 年 数 の 要 件 に つ い て 、 大 学 院 修 了 者 は 2 年 以 上 、 大 学 等 卒 業 者 は 4

年 以 上 、短 大 等 卒 業 者 は 6 年 以 上 、高 等 学 校 卒 業 者 は 10 年 以 上 と 規 定 し て い る 。

表 ２ － ５ は 2002 年 の 専 門 技 術 員 及 び 改 良 普 及 員 資 格 試 験 の 学 歴 別 合 格 者数 で

あ る 。 そ れ に よ る と 、 改 良 普 及 員 試 験 の 合 格 者 に つ い て 、 大 学 以 上 の も の は

85.6 %と な っ て お り 、 大 学 院 以 上 の も の は 全 体 の 1 割 以 上 を 占 め て い る 。 ま た、

普 及 指 導 員 の 研 修 に つ い て は 、農 業 改 良 助 長 法 の 第 10 条 に お い て「 都 道 府 県 知

事 は 、 普 及 指 導 員 の 技 術 及 び 知 識 の 向 上 を 図 る た め 、 計 画 的 に 、 普 及 指 導員 に

つ い て の 研 修 を 実 施 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 」 と 規 定 し 、 国 、 都 道府 県

そ れ ぞ れ の 段 階 で 計 画 的 研 修 が 行 わ れ て い る 。  

 以 上 の 分 析 か ら 分 か る よ う に 、 ア メ リ カ に お い て も 日 本 に お い て も 、 高学 歴

を 重 視 す る と 同 時 に 、 実 務 経 験 も 重 視 す る 傾 向 が 強 い 。 ア メ リ カ は 融 資 ・経 営

分 析 等 の 実 務 経 験 を 重 視 す る に 対 し 、 日 本 の 場 合 は 農 業 技 術 を は じ め と する 農

業 に 関 す る 実 務 経 験 を 重 視 し て い る 。 そ れ は 両 国 の 普 及 事 業 の 内 容 と 農 業の 特

徴 が 違 う か ら だ と 考 え ら れ る 。  

一 方 、中 国 の 場 合 は 、農 業 技 術 普 及 法 の 第 12 条 に お い て 、農 業 技 術 普 及 員 の

資 格 に つ い て 以 下 の よ う に 規 定 し て い る 。「 農 業 技 術 普 及 機 構 の 専 門 技 術 員は 専

門 学 校 以 上 の 学 歴 を 有 す る も の 、 あ る い は 県 レ ベ ル 以 上 の 政 府 関 係 部 門 が主 催

し た 専 門 研 修 を 受 け 、 審 査 に 合 格 し 、 一 定 の 専 門 技 術 レ ベ ル に 達 し て い るも の

と す る 」。農 業 普 及 員 の た め の 資 格 試 験 は 行 わ れ て い な い 。表 ２ － ５ は 中 国 県 ・
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郷 鎮 農 業 普 及 員 の 学 歴 状 況 に 関 す る も の で あ る 。 表 ２ － ６ か ら わ か る よ うに 、

県 ・ 郷 鎮 農 業 普 及 員 の 中 、 短 大 以 上 の も の は 17.1 %と な っ て お り 、 専 門 学 校 の

も の は 一 番 多 く 、46.9%を 占 め て い る 。ま た 36.1%の も の は 高 校 、中 学 校 な ど の

卒 業 で 、 正 式 的 に 農 業 専 門 教 育 を 受 け て い な い の で あ る 。 ア メ リ カ ・ 日 本と 比

べ る と 、学 歴 レ ベ ル が 遙 か に 低 い こ と が 分 か る 。ま た 、第 27 条 で は 農 業 普及 員

の 資 質 向 上 を 図 る た め 、 農 業 技 術 普 及 行 政 部 門 と 県 レ ベ ル 以 上 の 農 業 技 術普 及

機 構 は 計 画 的 に 農 業 技 術 普 及 員 に つ い て の 研 修 を 実 施 す る と 明 記 し て い るが 、

実 際 に は 計 画 的 な 研 修 制 度 が で き て い な い 。 農 業 技 術 普 及 員 の 資 質 向 上 は、 主

に 農 業 大 学 や 研 究 部 門 に 研 修 に 派 遣 す る こ と 、 省 レ ベ ル あ る い は 市 レ ベ ルの 関

係 部 門 が 主 催 す る 短 期 研 修 に 参 加 さ せ る こ と に よ っ て 図 ら れ て い る 。  

 

表 ２ － ５  200 2 年 の 専 門 技 術 員 及 び 改 良 普 及 員 資 格 試 験 の 学 歴 別 合 格 者 数  

専　門　技　術　員 改　良　普　及　員

試験 合格者 専技 在職者 試験 合格者 普及員 在職者
合格者数 構成比 在職者数 構成比 合格者数 構成比 在職者数 構成比

大学院 35 14.0 61 9.6 227    13.8 853    9.1
大学 183 73.5 418 66.0 1,176  71.8 5,756  61.4
短大その他 31 12.4 154 24.3 236    14.4 2,753  29.4
計 249 100.0 633 100.0 1,639  100.0 9,362  100.0  

出 所 ： 山 極 栄 司 『 日 本 の 農 業 普 及 事 業 の 軌 跡 と 展 望 』， pp.16 0  

 

 

表 ２ － ６  200 4 年 の 中 国 県 ・ 郷 鎮 農 業 普 及 員 の 学 歴 状 況  

　大学院 　　大学 　　短大 　専門学校 　その他
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

県 8 0.1 486 11 713 16.1 1880 42.5 1335 30.2
郷鎮 0 0 20 0.3 743 10.4 3536 49.5 2838 39.8
合計 8 0.1 506 4.4 1456 12.6 5416 46.9 4173 36.1  

出 所 ： 農 業 部 農 村 経 済 体 制 与 経 営 管 理 司 調 べ （ 2004 年 ）  
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第 五節  小括  

 

 本 章 で は 、ア メ リ カ・日 本・中 国 の 農 業 普 及 制 度 の 成 立・発 展 過 程 を 解 明 し 、

普 及 事 業 の 位 置 づ け 、職 能 、制 度 の 仕 組 み 、予 算 、農 業 普 及 員 の 資 質 を 中 心 に 、

ア メ リ カ ・ 日 本 ・ 中 国 の 農 業 普 及 制 度 を 比 較 分 析 し た （ 表 ２ － ７ ）。  

 ア メ リ カ の 農 業 普 及 事 業 が 大 学 の 延 長 教 育 と し て 位 置 づ け さ れ て い る のに 対

し 、 日 本 と 中 国 の 農 業 普 及 事 業 が 農 政 の 一 環 と し て 位 置 づ け さ れ て い る 。普 及

事 業 の 機 能 に 関 し て 、 ア メ リ カ ・ 日 本 は 、 農 業 技 術 と 生 活 に 関 す る 知 識 の提 供

と し て い る が 、中 国 は 農 業 技 術 の 普 及 に 限 定 さ れ 、指 導 重 心 が 農 業 者 で は な く 、

技 術 移 転 そ の も の に 置 か れ て い る 。 ま た 、 農 家 へ 生 産 財 の 提 供 、 農 家 の 生産 物

の 加 工 ・ 販 売 斡 旋 な ど の 経 営 サ ー ビ ス を 提 供 す る 機 能 を も つ 。  

 ア メ リ カ に お い て は 、 農 業 普 及 事 業 は 連 邦 、 州 、 郡 の 協 同 事 業 と し て 行な わ

れ 、 州 立 大 学 が 運 営 の 主 体 と な っ て い る 。 日 本 は 、 ア メ リ カ に な ら い 、 農業 普

及 事 業 が 国 と 都 道 府 県 の 協 同 事 業 と し て 行 な わ れ て い る が 、 行 政 部 門 が 運営 の

主 体 と な り 、 大 学 が ほ と ん ど 関 与 し て い な い 。 一 方 、 中 国 に お い て は 、 日本 と

同 じ よ う に 農 業 普 及 事 業 が 行 政 部 門 に よ っ て 運 営 さ れ て い る が 、 農 業 大 学が 直

接 に 普 及 事 業 に 関 与 し て い る 。ま た 、日 本 で は 、農 協 も 営 農 指 導 を 行 っ て お り 、

そ の 中 に 作 目 ご と に つ く ら れ た 部 会 が 農 業 普 及 の 「 受 け 皿 」 と な っ て い る。 一

方 、 中 国 で は 、 農 家 が ま だ 組 織 さ れ て い な い た め 、 農 民 技 術 員 と モ デ ル 農家 が

農 業 技 術 普 及 の 「 受 け 皿 」 と な っ て い る 。  

 ア メ リ カ ・ 日 本 は 国 と 地 方 （ 連 邦 ・ 州 ・ 郡 、 国 ・ 都 道 府 県 ） が 協 同 で 普及 予

算 を 負 担 し て い る が 、 中 国 は 普 及 事 業 の 基 礎 経 費 は 主 に 地 方 財 政 と 経 営 収入 に

よ っ て 賄 わ れ て い る 。  

 普 及 員 の 任 用 に 関 し て 、 ア メ リ カ ・ 日 本 は 、 高 学 歴 を 重 視 す る と 同 時 に、 実

務 経 験 も 重 視 す る 傾 向 が 強 い 。 ア メ リ カ は 融 資 ・ 経 営 分 析 等 の 実 務 経 験 を重 視

す る に 対 し 、 日 本 は 農 業 技 術 を は じ め と す る 農 業 に 関 す る 実 務 経 験 を 重 視し て

い る 。一 方 、中 国 は 普 及 員 の 資 格 が 農 業 専 門 学 校 以 上 の 学 歴 を 有 す る も の と し 、

学 歴 は ア メ リ カ ・ 日 本 よ り 遥 か に 低 い 。  
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表 ２ － ７  ア メ リ カ ・ 日 本 ・ 中 国 に お け る 農 業 普 及 制 度 の 比 較  

アメリカ 日本 中国

位置づけ 大学の延長教育 農政の一環 農政の一環

機能 「有益かつ実際的 「科学的技術及び ①農業技術を普及

な知識」を普及 知識」を普及 （指導重心：物）

（指導重心：人） （指導重心：人） ②農家へ生産財の提

供、農家の生産物の

加工、販売斡旋など

の経営サービス

仕組み ①連邦政府と州政府 ①国と県との協同事業 ①各行政レベルに農

　郡との協同事業； 　行政が運営主体 　業普及機構を設置

　州立大学が運営主 ②協同農業普及事 　行政が運営主体

　体 　業と農協の営農指 ②農業大学が普及事

②州立大学を中核と 　導事業という二重構造 　業に参与

　し、普及・教育・ 　

　研究を三位一体

予算 連邦政府と州政府郡 国と都道府県との共 基礎経費は各級政府

共同負担 同負担 の財政と経営収入よ

り賄う（国、上級政

府から少量のプロジ

ェクト経費を提供）

普及員 制度上の規定はないが 資格試験があり（一 専門学校以上の学歴が

大学以上の学歴が必要 定の学歴と実務経験 必要

実務経験重視 が必要）  
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第三章  
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 第 二 章 は ア メ リ カ・日 本・中 国 に お け る 農 業 普 及 制 度 の 成 立・発 展 過 程 、制

度 の 仕 組 み を 中 心 に 分 析 し 比 較 し て き た 。 本 章 は 日 本 に お け る 農 業 改 良 普及 事

業 と 農 協 の 営 農 指 導 事 業 の 展 開 実 態 に つ い て 分 析 す る 。  

 

 

第 一節  農業改良普及事業の新制度への対応実態  

  ― ―鹿児島県の事例を中心に――  

 

 

１ 、  課 題  

普 及 事 業 の 重 点 化・効 率 化・高 度 化 と 都 道 府 県 の 自 主 性 の 発 揮 を ね ら い と し、

改 正 農 業 改 良 助 長 法 が 平 成 17 年 4 月 に 施 行 と さ れ た 。法 改 正 後 の 枠 組 で は、専

門 技 術 員 と 改 良 普 及 員 の 一 元 化 、 普 及 手 当 の 弾 力 化 、 普 及 セ ン タ ー の 必 置規 則

の 撤 廃 や 資 格 試 験 受 験 要 件 の 引 上 げ な ど が 謳 わ れ て お り 、 農 業 普 及 事 業 は抜 本

的 な 見 直 し の 時 期 を 迎 え た 。ま た 、普 及 事 業 交 付 金 に つ い て も 見 直 し が 行 われ 、

平 成 18 年 度 予 算 で 税 源 移 譲 さ れ た 人 件 費 は 9 割 以 上 と な っ た 。現 在 、各 都 道 府

県 で は 普 及 事 業 の 見 直 し 作 業 が 進 め ら れ て お り 、 改 革 を す で に 具 体 化 す る段 階

に 入 っ て い る 。 一 方 、 普 及 事 業 の 重 点 化 、 効 率 化 を 図 る た め に は 、 民 間 、特 に

農 協 の 営 農 指 導 事 業 と の 連 携 は 従 来 に も 増 し て 強 化 す る 必 要 が あ る 。 営 農指 導

事 業 は 平 成 13 年 農 協 法 改 正 に よ っ て 農 協 の 第 １ 事 業 に 格 上 げ さ れ 、 平 成 15 年

に 農 協 経 済 事 業 改 革 の 一 環 と し て 見 直 し が 行 わ れ て い る 。  

本 節 で は 、 農 業 改 良 普 及 事 業 の 制 度 改 正 を 受 け 、 鹿 児 島 県 の 事 例 を 中 心 に 県

レ ベ ル に お け る 対 応 実 態 と 、 農 協 の 営 農 指 導 事 業 と の 連 携 の 実 態 を 明 ら かに す

る こ と を 目 的 と す る 。 ま ず 農 業 改 良 普 及 事 業 に 関 す る 制 度 改 正 の 背 景 ・ 内容 に

つ い て ま と め る 。 次 に 鹿 児 島 県 の 農 業 ・ 農 政 の 概 要 を 紹 介 し た 上 で 、 鹿 児島 県

に お け る 農 業 改 良 普 及 事 業 の 新 制 度 へ の 対 応 実 態 と 農 協 の 営 農 指 導 と の 連携 の

実 態 を 明 ら か に す る 。 最 後 に 今 後 の 課 題 に つ い て 検 討 す る 。  

 

 

２ 、  協 同 農 業 普 及 事 業 の 制 度 改 正  

 

 

（ １ ） 経 緯  
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平 成 14 年 に「 地 方 分 権 改 革 推 進 会 議 」が 改 良 普 及 事 業 の 見 直 し に 言 及 し た こ

と を 契 機 に 、農 林 水 産 省 に お い て は 、「 普 及 事 業 の 在 り 方 に 関 す る 検 討 会 」を 発

足 さ せ 、平 成 15 年 4 月 に 協 同 農 業 普 及 事 業 の 役 割 と 今 後 の 活 動・組 織 の 方 向 等

を 内 容 と す る「 普 及 事 業 の 在 り 方 に 関 す る 検 討 会 報 告 書 」を 取 り ま と め て い る 。

そ し て 、 平 成 15 年 6 月 に 「 経 済 財 政 運 営 と 構 造 改 革 に 関 す る 基 本 方 針 2003」

が 閣 議 決 定 さ れ 、 協 同 農 業 普 及 事 業 に つ い て は ① 普 及 セ ン タ ー の 必 置 規 制の 廃

止 、 ② 普 及 手 当 支 給 の 上 限 規 定 の 廃 止 、 ③ 今 後 3 年 で 交 付 金 2 割 程 度 の 縮減 、

④ 平 成 18 年 度 ま で に 交 付 金 の 一 般 財 源 化 等 そ の 在 り 方 等 に つ い て 検 討 を行 う

と い う 結 論 を 得 た 。 以 上 の 改 革 方 向 を 踏 ま え 、 高 度 で 多 様 な ニ ー ズ に 対 応で き

る 普 及 事 業 の 展 開 、 都 道 府 県 の 自 主 性 の 発 揮 等 を ね ら い と す る 農 業 改 良 助長 法

改 正 案 が 平 成 16 年 5 月 に 国 会 で 可 決 成 立 と さ れ 、平 成 17 年 4 月 施 行 と な っ た 。  

 

（ ２ ）  制 度 改 正 の 内 容  

 

 表 ３ － １ は 協 同 農 業 普 及 事 業 の 制 度 改 正 の 概 要 を ま と め た も の で あ る 。  

 

１ ） 農 業 改 良 助 長 法 の 一 部 改 正  

①  普 及 職 員 の 一 元 化 。 政 策 課 題 に 対 応 し た 高 度 か つ 多 様 な 技 術 ・ 知 識 を、

よ り 的 確 に 農 業 現 場 に 普 及 し て い く た め 、 専 門 技 術 員 、 改 良 普 及 員 を 普 及指 導

員 に 一 元 化 し 、 調 査 研 究 と 普 及 指 導 を 一 体 的 に 行 う 。  

②  地 域 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー の 必 置 規 制 の 廃 止 等 。 都 道 府 県 が 自 主 性 を発

揮 し 、 弾 力 的 ・ 機 動 的 な 事 業 運 営 が で き る よ う 、 セ ン タ ー の 必 置 規 制 を 廃棄 す

る 。  

③  農 業 改 良 普 及 手 当 の 弾 力 化 。 都 道 府 県 自 ら の 判 断 で 、 実 態 に 応 じ た 運用

で き る よ う 、 農 業 改 良 普 及 手 当 の 名 称 を 普 及 指 導 手 当 に 変 更 し 、 現 行 の 上限 規

定 を 廃 止 す る 。  

 

２ ） そ の 他 の 見 直 し  

①  資 格 試 験 受 験 要 件 の 引 上 げ 等 に よ る 普 及 職 員 の 資 質 向 上  

 改 良 普 及 員 と 専 門 技 術 員 の 2 つ の 資 格 試 験 が 廃 止 さ れ 、 新 た に 国 が 主 催す る

普 及 指 導 員 資 格 試 験 が 実 施 さ れ る 。 高 度 な 専 門 技 術 に 関 す る 知 識 を 有 す ると と

も に 、現 場 に お け る 課 題 解 決 能 力 を 備 え る こ と が 普 及 指 導 員 に 求 め ら れ る た め、

資 格 試 験 の 受 験 に 当 た っ て は 、 一 定 の 学 歴 及 び 実 務 経 験 を 課 す 。 実 務 経 験は 農

業 又 は 家 政 に 関 す る 試 験 研 究 、 教 育 、 普 及 指 導 と す る 。 学 歴 及 び 実 務 経 験年 数
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の 要 件 に つ い て 、 大 学 院 修 了 者 は 2 年 以 上 、 大 学 等 卒 業 者 は 4 年 以 上 、 短大 等

卒 業 者 は 6 年 以 上 、 高 等 学 校 卒 業 者 は 10 年 以 上 と な っ て い る 。  

ま た 、 専 門 技 術 員 資 格 試 験 合 格 者 は 普 及 指 導 員 の 資 格 試 験 に 合 格 し た 者 と み

な す 。 改 良 普 及 員 資 格 試 験 合 格 者 に つ い て は 、 一 定 期 間 （ 法 律 施 行 後 3 年 間 ）、

普 及 指 導 員 の 資 格 試 験 に 合 格 し た 者 と み な さ れ る 。 た だ 、 経 過 措 置 後 も 普及 指

導 員 と な る た め に は 、 法 律 施 行 後 3 年 間 の 間 に 、 普 及 指 導 員 資 格 試 験 に 合格 す

る 必 要 が あ る 1）。  

 

表 ３ － １  農 業 改 良 普 及 事 業 の 制 度 改 革 の 内 容  

 

 

 

 

　　制度改正の前 　　　　　制度改正の後

普及職員 ・二種類の職員を設置 ・職員を一元化し、調査研究と普及指導

・固定的な役割分担 を一元的に実施。職員の資質を向上

・職員配置は都道府県の裁量に任される

・少数精鋭、柔軟・効率的配置が可能

地域農業 ・管轄地域を設け設置 ・センターの必置規制を廃止

改良普及 ・改良普及員は普及セ ・センターの地域管轄及び職員の所属要

センター 　ンターに所属、管轄 　件、所長要件を廃止

　区域で活動を実施

・センター所長は改良 ・センターの設置は都道府県の裁量に任

　普及員に限定 　される

・弾力的・機動的な運営が可能

農業改良 ・手当の上限を規定 ・手当の上限規定を廃止

普及手当 ・ほとんどの県で一律

　に上限値で支給 ・手当の支給は都道府県の裁量に任され

　る

資格取得 ・改良普及員（県が実施） ・普及指導員（国が実施）

用件 　大学卒業者 　大学院修了者：実務経験2年以上
・専門技術員（国が実施）

　普及等経験10年以上 　普及職員の資質向上を図る

協同農業 ・事業範囲が拡大 ・革新的技術・経営方式の普及、地域農

普及事業 ・農業者の高度、多様 　業のコーディネートに重点化

の実施 　な技術指導ニーズへ ・普及職員の資質高度化

　の対応が不十分 ・民間との役割分担の明確化

・事業の重点化・効率化が進展
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②  協 同 農 業 普 及 事 業 の 実 施 に 関 す る 見 直 し  

今 後 、 先 進 的 な 経 営 体 等 へ の 高 度 な 技 術 革 新 の 支 援 と 関 係 機 関 等 と の 連 携の

下 に 推 進 す る 地 域 農 業 の コ ー デ ィ ネ ー ト に 、 協 同 農 業 普 及 事 業 の 重 点 化 を図 る

一 方 で 、 他 の 機 関 や 民 間 が 担 う べ き 分 野 を 明 確 に し 、 そ れ ぞ れ が 役 割 を 分担 し

て 全 体 と し て 効 果 的 ・ 効 率 的 な 普 及 事 業 を 推 進 す る 。  

 

３ ） 三 位 一 体 改 革 に 関 連 し た 補 助 事 業 の 改 革  

「 経 済 財 政 運 営 と 構 造 改 革 に 関 す る 基 本 方 針 2003」で 、協 同 農 業 普 及 事 業 交

付 金 に つ い て は 平 成 15 年 ～ 平 成 18 年 の 三 年 間 に 2 割 削 減（ 252 億 円 ×80%＝ 203

億 円 ） と い う 結 論 を 得 た 。 そ の 後 、 交 付 金 の 一 般 財 源 化 に 関 し て は 、 政 府・ 与

党 合 意 に よ り 、 交 付 金 の 9 割 を 占 め て い る 人 件 費 分 （ 約 182 億 円 ） の う ち、 8

割 を 税 源 移 譲 す る と し て い た （ 146 億 円 ）。 し か し 、 平 成 17 年 に 、 全 国 知 事 会

等 地 方 6 団 体 は 事 業 費 及 び 残 り の 2 割 の 人 件 費（ 57 億 円 ）の 全 額 移 譲 を 要 求 し

た 。こ れ を 受 け 、人 件 費 よ り 21 億 円 が 追 加 で 移 譲 さ れ る こ と に な っ た 。そ の 結

果 、 人 件 費 の 税 源 移 譲 割 合 は 91.8%と な り 、 平 成 18 年 の 交 付 金 の 予 算 は 36 億

円 で 、交 付 金 額 が 最 も 多 い 年 度 で あ る 昭 和 56 年 度 の 11%に ま で 減 少 し た（ 図 ３

－ １ ）。  
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図 ３ － １  普 及 事 業 交 付 金 の 年 度 別 の 推 移  

      出 所 ： 鹿 児 島 県 経 営 技 術 課 か ら の 資 料 に 基 づ き 作 成  

 

 

 

３ 、  鹿 児 島 県 に お け る 農 業 普 及 事 業 の 見 直 し  
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（ １ ） 鹿 児 島 県 の 農 業 、 農 政 及 び 担 い 手 の 概 要  

 

 鹿 児 島 県 は 日 本 の 西 南 部 、 九 州 南 端 に 位 置 し 、 東 西 約 270k m、 南 北 約 600 ㎞

に 広 が り 、 総 面 積 9,18 7k m 2 で 薩 摩 、 大 隅 の 二 大 半 島 か ら な る 県 本 土 と 、 甑島 、

種 子 島 、 屋 久 島 、 ト カ ラ 列 島 、 奄 美 群 島 な ど 200 有 余 の 島 々 か ら な っ て いる 。

温 暖 な 気 候 、 広 大 な 畑 地 な ど の 特 性 を 活 か し て 、 野 菜 、 花 き 、 茶 な ど の 生産 が

盛 ん に 行 わ れ て い る 。 ま た 、 日 本 一 の 畜 産 県 で も あ り 、 豚 、 ブ ロ イ ラ ー 、肉 用

牛 （ 黒 毛 和 種 ） の 飼 養 頭 羽 数 は 全 国 一 で あ る 。 農 業 は 食 品 加 工 業 等 と も 結び つ

い た 鹿 児 島 県 経 済 を 支 え る 基 幹 産 業 と な っ て い る 。  

 鹿 児 島 県 に お い て は 、「 食 と 農 の 先 進 県 づ く り 大 綱 」 を 平 成 18 年 3 月 に 策 定

し 、「 担 い 手 づ く り 」、「 産 地 づ く り 」、「 食 育・地 産 地 消 」、「 安 心・安 全 農 林水 産

業 」、「 農 山 漁 村 づ く り 」 の 5 つ の 「 先 進 県 」 を 形 成 す る た め の 施 策 の 基 本的 な

方 向 と 講 じ る 施 策 の 内 容 を 明 ら か に し て い る 。 日 本 の 南 の 食 料 供 給 基 地 とし て

の 役 割 を 担 い つ つ 、 農 業 者 が 自 信 と 誇 り を 持 っ て 取 り 組 め る 農 業 と 活 力 ある 心

豊 か な 農 村 社 会 の 建 設 を 進 め 、生 産 者 と 消 費 者 、都 市 と 農 村 が 共 生 す る 、「 力み

な ぎ る・か ご し ま 」の 実 現 に 取 組 を 進 め て い る 。平 成 18 年 度 鹿 児 島 県 農 政の 施

策 体 系 の 中 に 、 環 境 と の 調 和 に 配 慮 し た 産 地 づ く り 等 に 関 す る 施 策 が 最 重要 と

さ れ た 。  

担 い 手 に つ い て は 、農 家 数 の 減 少 、高 齢 化 が 急 速 に 進 む 一 方 で 、新 規 就 農者 、

法 人 と 認 定 農 業 者 も 育 っ て き て い る 。 新 規 就 農 者 数 は 平 成 2 年 の 107 人 か ら 平

成 18 年 の 335 人 と 、 法 人 は 平 成 7 年 の 390 社 か ら 平 成 18 年 の 797 社 へ と 増 加

し 、認 定 農 業 者 も 平 成 7 年 の 1,750 人 か ら 平 成 18 年 の 8,229 人 へ と 急 増 し た 2）。  

 

（ ２ ） 地 方 分 権 ・ 行 財 政 改 革 の 下 で の 農 業 普 及 事 業  

 

 平 成 9 年 の 地 方 分 権 推 進 委 員 会 の 第 2 次 勧 告 を 受 け 、 各 県 は 県 の 行 財 政改 革

の 一 環 と し て 普 及 組 織 の 改 編 に 取 り 組 ん で い た 。 そ れ ま で 全 国 的 に 均 衡 のと れ

た 普 及 事 業 を 展 開 す る と い う 観 点 か ら 維 持 さ れ て き た 各 県 の 普 及 組 織 は 大き な

変 革 を 迎 え た 。  

鹿 児 島 県 も 例 外 で は な い 。 平 成 13 年 に 県 内 の 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー が 28 か

ら 15 へ と 統 合 再 編 さ れ た 。そ し て 、平 成 17 年 12 月 に 県 の「 組 織 機 構 改 革 方 針 」

が 策 定 さ れ た 。 こ れ に 基 づ き 、 平 成 19 年 に 県 内 を 7 区 域 に 区 分 し 、 84 の 出 先

機 関 に つ い て 区 域 ご と に 総 合 事 務 所 化 を 図 り 、地 域 振 興 局 及 び 支 庁 を 設 置 し た。
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1 5 の 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー は 10 の 農 林 （ 水 産 ） 事 務 所 と 統 合 さ れ 、 地 域振 興

局・支 庁 に お け る 農 林 水 産 部（ 7 本 所・8 支 所 ）の １ つ の 課 と し て 位 置 づ け ら れ

た 。 図 ３ － ２ は 地 域 振 興 局 ・ 支 庁 に お け る 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー の 位 置 づけ を

あ ら わ し て い る も の で あ る 。 そ れ は 簡 素 で 効 率 的 な 組 織 ・ 機 構 を め ざ し ての 再

編 で あ る と と も に 、 農 林 水 産 関 係 の 専 門 的 な 組 織 を １ つ の 総 合 的 な 組 織 にす る

こ と で 、 各 部 門 の 横 の 連 携 を 順 調 に す る こ と が ね ら い と さ れ て い る 。 さ らに 、

平 成 22 年 に 曽 於 支 所 畑 か ん 農 業 推 進 セ ン タ ー 以 外 の 7 の 支 所 が 駐 在 に な る予 定

で あ る 。  

こ の よ う な ス リ ム 化 を 目 指 し た 組 織 再 編 に 伴 い 、 図 ３ － ３ か ら 分 か る よ うに

改 良 普 及 員 の 人 数 も 平 成 10 年 の 368 人 か ら 平 成 19 年 の 287 人 ま で 減 少 し た 。

平 成 22 年 に 支 所 が 駐 在 化 に な る こ と で 、普 及 職 員 が 今 後 と も 減 員 さ れ る 可 能 性

が あ る 。  
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図 ３ － 2  鹿 児 島 県 に お け る 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー の 再 編  

     出 所 ： 鹿 児 島 県 経 営 技 術 課 へ の 聴 き 取 り 調 査 に よ り 作 成  

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　平成１８年度 　　　　　平成１９年度

鹿児島農業改良普及センター 鹿児島地域振興局農林水産部
　　本　所　農　政　普　及　課

日置農業改良普及センター 　　日置支所農林普及課

川辺農業改良普及センター 南薩地域振興局農林水産部
　　農　政　普　及　課

指宿農業改良普及センター 　　指宿支所農林普及課

川薩農業改良普及センター 北薩地域振興局農林水産部
　　農　政　普　及　課

出水農業改良普及センター 　　出水支所農政普及課

姶良農業改良普及センター 姶良・伊佐地域振興局農林水産部
　　農　政　普　及　課

伊佐農業改良普及センター 　　大口支所農林普及課

肝属農業改良普及センター 大隅地域振興局農林水産部
　　農　政　普　及　課

曽於農業改良普及センター 　　曽於支所畑かん農業推進センター

種子島農業改良普及センター 熊毛地域振興局農林水産部
　　農　政　普　及　課

屋久島農業改良普及センター 　　屋久島事務所農林普及課

大島農業改良普及センター 大島地域振興局農林水産部
　　農政普及課

徳之島農業改良普及センター 　　徳之島事務所農業普及課
　　沖永良部事務所農業普及課

沖永良部農業改良普及センター
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普及指導員及び営農指導員の人数推移
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図 ３ － ３  鹿 児 島 県 に お け る 改 良 指 導 員 （ 普 及 指 導 員 ）  

及 び 営 農 指 導 員 の 人 数 の 推 移  

 出 所 ： 鹿 児 島 県 経 営 技 術 課 と JA 鹿 児 島 県 中 央 会 か ら の 資 料 に 基 づ き 作 成  
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図 ３ － ４  鹿 児 島 県 に お け る 農 業 普 及 事 業 費 の 構 成 比  

      出 所 ： 鹿 児 島 県 経 営 技 術 課 か ら の 資 料 に 基 づ き 作 成  
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図 ３ － ４ は 鹿 児 島 県 に お け る 農 業 普 及 事 業 の 構 成 比 の 推 移 に 関 す る も の であ

る 。 国 か ら の 交 付 金 に つ い て 、 毎 年 減 少 し て お り 、 特 に 税 源 移 譲 に 伴 い 、平 成

18 年 度 に 交 付 金 が 普 及 事 業 総 金 額 に 占 め る 割 合 が 4％ と 激 減 し た 。 一 方 、一 般

財 源 が 増 え て い た こ と に よ り 、 普 及 事 業 費 総 金 額 が 平 成 16 年 度 か ら 平 成 18 年

度 ま で 年 々 増 加 し て い た こ と も 図 ３ － ４ か ら 読 み 取 れ る 。平 成 19 年 度 が 少 々 下

が っ て い た が 、 そ れ も 税 源 移 譲 前 の 平 成 17 年 と ほ ぼ 同 じ な レ ベ ル で あ る 。  

 

（ ３ ）  制 度 改 正 に 伴 う 農 業 普 及 事 業 の 見 直 し  

 

 以 上 の よ う な 農 業 普 及 事 業 の 現 状 を 踏 ま え た 制 度 改 正 に 伴 い 、 鹿 児 島 県に お

い て は 、 平 成 18 年 4 月 に 農 業 普 及 事 業 に つ い て 下 記 の 見 直 し を 行 っ た 。  

 

１ ） 普 及 指 導 活 動 の 対 象 ・ 課 題 の 重 点 化  

 ま ず は 指 導 対 象 の 重 点 化 で あ る 。 普 及 事 業 の 対 象 を 国 の 経 営 所 得 安 定 対策 等

大 綱 等 を 踏 ま え 、 認 定 農 業 者 及 び 認 定 農 業 者 志 向 者 な ど 今 後 の 鹿 児 島 の 農業 を

担 う 者 に 重 点 化 す る 。 こ れ ら の 担 い 手 に 対 す る 支 援 内 容 は 試 験 研 究 機 関 等で 新

た に 開 発 さ れ た 技 術・優 良 品 種 等 の 導 入 支 援 、経 営 診 断 に 基 づ く 経 営 改 善 支 援 、

規 模 拡 大 ・ 法 人 化 支 援 な ど と な る 。 一 方 、 直 売 所 の 運 営 や 村 づ く り を 実 践す る

組 織 の リ ー ダ ー な ど 、 地 域 農 業 の 活 性 化 を 担 う リ ー ダ ー に 対 し 、 コ ー デ ィネ ー

ト 機 能 を 活 か し た 支 援 活 動 を 行 う 。 支 援 内 容 は 組 織 化 、 活 動 支 援 、 地 域 リー ダ

ー 育 成 な ど と な る 。  

 次 に 、 鹿 児 島 県 農 政 の 方 向 を 踏 ま え 、 普 及 事 業 に お い て は 、 次 の 5 つ を 基 本

的 課 題 と す る 。 第 １ に 、 か ご し ま 農 業 を 担 う 人 材 等 の 育 成 ・ 確 保 に 向 け た取 組

に 対 す る 支 援 。 第 2 に 、 全 国 に 誇 る 農 畜 産 物 の 産 地 育 成 に 向 け た 取 組 に 対す る

支 援 。 第 3 に 、 環 境 と 調 和 し た 農 業 生 産 に 向 け た 取 組 に 対 す る 支 援 。 第 4 に 、

安 心 ・ 安 全 な 食 の 確 保 に 向 け た 取 組 に 対 す る 支 援 。 第 5 に 、 地 産 地 消 、 村づ く

り な ど の 農 村 地 域 の 振 興 に 向 け た 取 組 に 対 す る 支 援 。  

 

２ ） 普 及 活 動 の 効 率 化  

 

①  農 業 開 発 総 合 セ ン タ ー に 「 普 及 情 報 課 」 が 設 置 さ れ た （ 図 ３ － ５ ）  

 平 成 18 年 に 農 業 の 総 合 的 な 拠 点 と し て 農 業 技 術 の 開 発 と 担 い 手 の 育 成を 効

率 的 か つ 総 合 的 に 推 進 す る た め に 、 こ れ ま で ば ら ば ら に 設 置 さ れ て い た 農業 関

係 試 験 場 や 農 業 大 学 校 を 再 編 ・ 統 合 し 、 農 業 開 発 総 合 セ ン タ ー と し て 発 足さ せ
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た 。 そ こ に 研 究 ・ 教 育 （ 農 大 ） と と も に 普 及 も 一 ヵ 所 に 配 置 し 、 そ れ ぞ れの 機

能 を 補 完 強 化 す る こ と で 農 業 開 発 総 合 セ ン タ ー と し て の 総 合 力 を 発 揮 す るこ と

や 、 試 験 研 究 部 門 と 普 及 部 門 と の 連 携 が 取 り や す く 、 開 発 し た 技 術 の 普 及と 現

地 か ら の 課 題 の 伝 達 が 迅 速 か つ 的 確 に 行 わ れ る こ と を ね ら い と し て 、 農 業開 発

総 合 セ ン タ ー に 「 普 及 情 報 課 」 を 設 置 し た 。 そ の 中 に 、  

 ａ  従 来 の 専 門 技 術 員 の 機 能 を 引 き 継 ぐ 普 及 指 導 員 を 集 中 配 置  

制 度 改 正 で 専 門 技 術 員 の 廃 止 を 受 け て 、 鹿 児 島 県 に お い て は 、 す べ て の 普及

指 導 員 が 個 々 に 、 試 験 研 究 成 果 や 生 産 ・ 経 営 技 術 情 報 及 び 関 連 資 料 等 の 収集 ・

管 理 を 行 う こ と は 効 率 的 で は な く 、 こ れ ら を 一 元 的 に 行 い 、 関 係 普 及 指 導員 に

加 工 ・ 伝 達 す る 者 が 必 要 で あ る と い う 理 由 で 、 従 来 の 専 門 技 術 員 の 機 能 を引 き

継 ぐ 普 及 指 導 員 が 置 か れ て い る 。  

こ れ ま で 本 庁 経 営 技 術 課 と そ れ ぞ れ の 地 方 試 験 場 に 配 置 さ れ て い た 17 名 が 、

平 成 18 年 度 か ら「 普 及 情 報 課 」に 集 中 配 置 さ れ た 。そ の 中 に 総 括 専 門 技 術 員 と

主 任 専 門 技 術 員 が 置 か れ て い る 。 こ れ に よ っ て 期 待 さ れ る メ リ ッ ト は 、 第１ に

試 験 ・ 教 育 と の 連 携 を 強 化 す る こ と 、 第 2 に 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し やす い

こ と 、 第 3 に 専 門 技 術 員 集 団 と し て の 意 志 決 定 シ ス テ ム が 整 え る こ と 、 など で

あ る 。 そ の 一 方 、 行 政 と の 連 携 は 多 少 薄 れ て き て い る 。  

ｂ  広 域 普 及 職 員 の 配 置  

 よ り 高 度 な 専 門 技 術 や 、 生 産 者 は 限 ら れ て い る が 一 般 的 な 技 術 で は な い技 術

等 へ 対 応 す る た め 、 広 域 に 活 動 を 展 開 す る 普 及 職 員 を 配 置 す る 。  

 平 成 19 年 に 、 県 内 の 初 の 広 域 普 及 職 員 と し て 有 機 担 当 普 及 員 3） 1 名 を 農 業

開 発 総 合 セ ン タ ー の 普 及 情 報 課 に 配 置 し た 。 有 機 担 当 普 及 員 は 地 域 の 普 及組 織

と 連 携 し 、 県 内 の 有 機 農 業 に 関 す る 技 術 及 び 経 営 に 係 わ る 普 及 指 導 活 動 、並 び

に 活 動 に 係 わ る 成 果 の 蓄 積 、 情 報 発 信 等 を 行 う 。 有 機 農 業 に 続 き 、 酪 農 、黒 豚

（ 養 豚 ）、 養 鶏 等 の 広 域 普 及 職 員 の 設 置 に つ い て 検 討 さ れ て い る と こ ろ で あ る 。 

広 域 普 及 職 員 が 普 及 情 報 課 に 設 置 す る こ と に よ っ て 、 情 報 の 収 集 量 が 増 え る

こ と な ど が 期 待 さ れ る 一 方 で 、 農 業 者 と の 物 理 的 距 離 は 拡 大 し 、 出 張 に 伴う 職

員 の 負 担 は 大 き く な る と い う デ メ リ ッ ト も 考 え ら れ る 。  

 

②  専 門 項 目 及 び 普 及 職 員 数 の 見 直 し が 行 わ れ た 。  

現 行 の 専 門 項 目 を 見 直 す と と も に 、 今 後 重 点 的 に 推 進 す る 品 目 等 へ 集 中 し た

普 及 職 員 の 配 置 を 実 施 す る 。 見 直 し の ポ イ ン ト は 、 ａ 施 設 と 露 地 の 区 分 等指 導

対 象 の 重 点 化 に 伴 う 分 野 の 専 門 化 を 図 っ た 。 ｂ 新 規 就 農 者 、 青 年 農 業 者 、女 性

な ど 多 様 な 担 い 手 農 家 育 成 を 総 合 的 に 推 進 す る た め 、「 担 い 手 育 成 」を 新 設 し た。
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ｃ 集 落 営 農 組 織 の 育 成 ・ 法 人 化 や 地 産 地 消 、 都 市 農 村 交 流 、 地 域 農 産 物 活用 等

を 促 進 す る た め 、「 地 域 振 興 」を 新 設 し た 。ｄ 経 営 体 育 成 、法 人 化 な ど の 農 業 経

営 の 高 度 化 や 情 報 化 を 図 る た め 、 こ れ ま で の 「 農 業 経 営 」 を 「 経 営 及 び 情報 」

と し て 組 替 ・ 拡 充 し た 。  

 

経　営　技　術　課
連

管理部 携
研究企画課

企画調整部
農業開発総合センター 普及情報課

農業試験場 旧専門技術員17名

広域普及指導員1名

農業大学校  

図 ３ － ５  普 及 情 報 課 の 設 置  

   出 所 ： 鹿 児 島 県 経 営 技 術 課 か ら の 資 料 と 聴 き 取 り 調 査 に 基 づ き 作 成  
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３ ） 普 及 活 動 の 高 度 化 へ の 対 応  

 

普 及 職 員 の 一 元 化 と い う 制 度 改 正 を 踏 ま え 、 普 及 活 動 の 高 度 化 を 図 る た め、

鹿 児 島 県 に お い て は 以 下 の よ う な 対 応 を 行 っ た 。  

①  全 て の 普 及 職 員 が 調 査 研 究 活 動 を 実 施 す る こ と に な っ た 。 平 成 18 年 4

月 か ら 、 普 及 職 員 が そ れ ぞ れ に 調 査 研 究 の テ ー マ を も ち 、 活 動 を 展 開 す るよ う

に な っ た 。 テ ー マ は 主 に 第 1 に 試 験 研 究 の 成 果 及 び 先 進 農 家 等 の 開 発 し た技 術

で 、 農 家 に 速 や か に 浸 透 を 図 る 必 要 の あ る 課 題 等 、 第 2 に 地 域 の 農 業 者 の意 向

把 握 な ど の 実 態 調 査 、 先 進 的 事 例 の 調 査 ・ 収 集 、 理 論 化 す る こ と 等 、 で ある 。

そ し て 、 調 査 研 究 活 動 に よ り 得 ら れ た 成 果 を 年 度 末 に ま と め 、 主 務 課 で ある 経

営 技 術 課 に 提 出 す る 。 こ れ ら の 成 果 を 広 く 交 換 し 、 蓄 積 す る こ と で 、 効 果的 か

つ 効 率 的 な 普 及 指 導 活 動 を 展 開 す る こ と を 図 っ て い る 。  

②  普 及 職 員 に 対 す る 研 修 の 充 実 で あ る 。 鹿 児 島 県 に お い て は 、 概 ね 5 年 間

に お け る 「 普 及 指 導 員 研 修 実 施 方 針 」 及 び 単 年 度 研 修 計 画 を 作 成 し て 、 新任 者

研 修 、 機 能 強 化 研 修 、 企 画 ・ 運 営 能 力 強 化 研 修 等 、 普 及 職 員 に 対 し て 経 験年 数

や 資 質 に 応 じ た 体 系 的 に 研 修 を 行 っ て い る 。平 成 19 年 度 研 修 計 画 の ポ イ ン ト は 、

緊 急 課 題 で あ る 集 落 営 農 組 織 育 成 の 推 進 に 関 す る 研 修 と 、 経 営 体 育 成 に 視点 を

お い た 産 地 育 成 の 手 法 に つ い て の 知 識 、 技 術 の 習 得 を 内 容 と す る 機 能 強 化研 修

な ど に 置 か れ て い る 。 ま た 、 普 及 指 導 員 資 格 試 験 へ の 対 応 と し て 、 資 格 の未 取

得 者 を 対 象 と す る 集 合 研 修 を 実 施 し て い る 4）。  

 

 

４ 、  農 協 の 営 農 指 導 事 業 と の 連 携  

 

 

（ １ ）  JA グ ル ー プ 鹿 児 島 の 営 農 指 導 体 制  

 

 鹿 児 島 県 の 農 協 関 連 の 数 値 を 確 認 し て お こ う 。 平 成 19 年 現 在 の 農 協 数 は 18

で あ り 、 農 協 の 合 併 統 合 と 人 員 合 理 化 に よ り 職 員 数 は 平 成 6 年 度 か ら 平 成 15

年 度 ま で の 9 年 間 で 2,364 人 減 少 し 、 減 少 率 は 23.6%と な る 。 営 農 指 導 員は 平

成 7 年 の 696 人 か ら 平 成 19 年 の 532 人 ま で 下 げ 止 ま っ て い る 5）。 JA 鹿 児 島 中

央 会 が 平 成 2004 年 3 月 に ま と め た ｢JA グ ル ー プ 鹿 児 島 営 農 指 導 体 制 整 備 強 化 方

策 ｣の 中 で 、今 後 の 営 農 指 導 事 業 に つ い て 、第 1 に 組 合 員 の 階 層 別 に 応 じ た 効 率

的 な 営 農 指 導 体 制 の 構 築 、 第 2 に 大 規 模 専 業 農 家 等 対 応 専 任 部 署 TAF、 県 域 の
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「 営 農・経 営 指 導 コ ン サ ル タ ン ト 組 織 」、営 農 指 導 補 助 員（ 篤 農 家 と 営 農 指 導 員・

普 及 員 OB）、 事 務 担 当 者 の 設 置 な ど に よ る 重 層 的 な 営 農 指 導 体 制 の 整 備 、と い

う 2 点 を 核 と す る 強 化 方 策 を 打 ち 出 し て い る （ 図 ３ － ６ ）。 平 成 19 年 度 現 在 、

11 の JA に TAF が 設 置 さ れ 、 重 層 的 な 営 農 指 導 員 体 制 は で き つ つ あ る が 、営 農

指 導 員 の 不 足 の た め 、 階 層 化 し た 営 農 指 導 体 制 の 構 築 は な か な か 難 し い 。  
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図 ３ － ６  JA グ ル ー プ 鹿 児 島 の 営 農 指 導 体 制 の イ メ ー ジ 図  

 出 所：JA 鹿 児 島 中 央 会 ｢JA グ ル ー プ 鹿 児 島 営 農 指 導 体 制 整 備 強 化 方 策 ｣に よ り  
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（ ２ ）  普 及 事 業 と 農 協 の 営 農 指 導 事 業 の 連 携  

 

 地 域 に お け る 営 農 指 導 は 、 普 及 組 織 は も と よ り 、 市 町 村 や 農 業 委 員 会 、農 協

等 が 相 互 に 連 携 し な が ら 担 っ て い る 。 そ の 中 、 特 に 普 及 組 織 と 営 農 指 導 事業 を

行 う 農 協 と の 連 携 は 重 要 で あ る 。 鹿 児 島 県 に お い て は 、 関 係 機 関 団 体 の 緊密 な

連 携 協 調 の 場 と し て 、 県 園 芸 振 興 協 議 会 等 が 専 門 ご と に 設 置 さ れ て い る 。図 ３

－ ７ は 県 園 芸 振 興 協 議 会 の 組 織 図 で あ る 。 県 域 に お い て は 、 県 農 産 園 芸 課、 農

業 開 発 総 合 セ ン タ ー 、 経 済 連 な ど を 主 な 構 成 員 と す る 本 部 指 導 班 が 置 か れて い

る 。 そ の 中 に 、 野 菜 ・ 花 き ・ 果 樹 振 興 の 推 進 方 策 等 の 企 画 検 討 に 当 た る 企画 部

会 、 並 び に 品 目 別 技 術 の 確 立 ・ 指 導 及 び 地 域 の 技 術 経 営 課 題 の 解 決 に 当 たる 技

術 部 会 が 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 地 域 レ ベ ル で は 、 同 協 議 会 支 部 が 旧 農業 改

良 普 及 セ ン タ ー 所 管 地 域 ご と に 設 け ら れ て い る 。 事 務 局 が 各 地 域 振 興 局 ・支 庁

の 普 及 業 務 担 当 課 に 置 か れ て い る 。 支 部 に は 、 地 域 振 興 局 ・ 支 庁 の 普 及 業務 担

当 課 、 農 協 、 市 町 村 等 を 主 な 構 成 員 と す る 技 術 部 会 が 設 置 さ れ 、 本 部 と 連携 し

な が ら 、 産 地 育 成 指 導 、 技 術 経 営 指 導 、 生 産 組 織 育 成 、 有 利 販 売 展 開 の 支援 な

ど を 行 っ て い る 。 ま た 、 県 園 芸 振 興 協 議 会 以 外 に 、 各 市 町 村 に 技 術 員 連 絡協 議

会 が 普 及 員 、 市 町 村 職 員 、 農 協 営 農 指 導 員 の 交 流 や 意 見 交 換 の 場 と し て 設置 さ

れ て い る 。  

 行 財 政 改 革 や 農 協 合 併 が 進 ん で い る 中 、 鹿 児 島 県 に お い て は 普 及 員 と 営農 指

導 員 が と も に 人 数 が 減 少 し 、 農 協 も 普 及 組 織 も 広 域 化 が 進 み 、 農 業 者 と の接 点

が 少 な く な っ て い る 。 そ れ に 、 農 家 の ニ ー ズ が 多 様 化 し て お り 、 地 域 関 係機 関

の 指 導 機 能 の 低 下 と 連 携 し た 活 動 体 制 の 弱 体 化 が 懸 念 さ れ る 状 況 に あ る 。今 後

の 普 及 事 業 と 営 農 指 導 事 業 の 役 割 分 担 に つ い て 、 鹿 児 島 県 は お お よ そ 次 のよ う

に 想 定 し て い る 。 普 及 事 業 は 、 認 定 農 業 者 や 集 落 営 農 の リ ー ダ ー の 指 導 を主 体

的 に 行 い 、 営 農 指 導 事 業 は 認 定 農 業 者 や 集 落 営 農 の リ ー ダ ー 以 外 の 組 合 員の 指

導 を 中 心 に 担 当 す る と い う も の で あ る 。 ま た 、 普 及 指 導 対 象 の 重 点 化 に 伴う 一

般 農 業 者 へ の 対 応 と し て は 、 「 若 手 JA営 農 指 導 員 等 の 技 術 指 導 力 向 上 に 対す る

支 援 」 、 「 肥 料 ・ 農 薬 な ど 購 買 窓 口 な ど に 病 害 虫 防 除 や 生 産 に 関 す る 情 報を 提

供 」が 鹿 児 島 県 の「 今 後 の 普 及 事 業 の あ り 方 に つ い て 」の 中 に 明 記 さ れ て い る 。

た だ 、 県 が 想 定 し て い る 役 割 分 担 は 営 農 指 導 事 業 と 経 済 事 業 を 結 び つ け ると い

う 農 協 の 方 針 に と っ て は 望 ま し く な い 方 向 で あ ろ う 。 一 方 、 「 JAグ ル ー プ 鹿 児

島 営 農 指 導 体 制 整 備 強 化 方 策 」 で は 、 「 関 係 機 関 と の 連 携 」 の 項 目 に お いて 、

既 存 の 行 政 等 連 携 組 織 の 見 直 し 再 編 や 技 術 員 連 絡 協 議 会 の 再 編 が 今 後 の 検討 課

題 と し て 挙 げ ら れ て い る 。  
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図 ３ － ７  鹿 児 島 県 園 芸 振 興 協 議 会 の 組 織 図  

       出 所 ： 鹿 児 島 県 農 産 園 芸 課 の 資 料 よ り 一 部 抜 粋  
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・農産園芸課

・経営技術課

・農業開発総合センター
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・野菜振興課

・果樹花き・資材課
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市町村

農業協同組合

経済連野菜事務所
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【技術部会】
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・有利販売展開方策
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・合意形成
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（指導要請） （指導）

（指導）（連携）
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【 本部指導班】 （事務局：県農産園芸課）
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（事務局：地域振興局・支庁の

普及業務担当課）
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５ 、  小 括  

 

 本 節 で は 、 農 業 改 良 普 及 事 業 に 関 す る 制 度 改 正 の 背 景 ・ 内 容 に つ い て まと め

た 上 で 、 鹿 児 島 県 に お け る 農 業 改 良 普 及 事 業 の 新 制 度 へ の 対 応 実 態 と 農 協の 営

農 指 導 と の 連 携 の 実 態 を 明 ら か に し た 。 以 下 は 本 節 の ま と め で あ る 。  

 第 1 に 、 鹿 児 島 県 に お い て は 、 専 門 技 術 員 の 機 能 を 引 き 続 く 普 及 指 導 員を 設

置 し 、 農 業 大 学 校 と 試 験 場 を 統 合 し た 農 業 開 発 総 合 セ ン タ ー 普 及 情 報 課 に集 約

配 置 し て い る 。 制 度 改 正 で 専 門 技 術 員 が 廃 止 さ れ た が 、 鹿 児 島 県 と 同 じ のよ う

に 、ほ と ん ど の 県 に は 専 門 技 術 員 の 機 能 を 引 き 継 く 普 及 指 導 員 が 置 か れ て い る。

こ れ ら の 普 及 職 員 が ス タ ッ フ 機 能 と し て 、 一 番 の ス ペ シ ャ リ ス ト と い う 形で 位

置 づ け ら れ て い る 。 こ れ ら の ス ペ シ ャ リ ス ト を い か に 配 置 し 、 い か に 活 用し て

い く の か は 一 つ の 要 点 で あ る 。  

第 2 に 、平 成 18 年 度 に 交 付 金 の う ち 人 件 費 相 当 分 の 9 割 以 上 が 税 源 移 譲 さ れ

た 。 都 道 府 県 が 財 政 難 に 直 面 し て い る 中 、 農 業 改 良 普 及 事 業 を 縮 小 す る 恐れ が

あ る と 指 摘 さ れ て き た が 、 鹿 児 島 県 の 場 合 は 、 交 付 金 が 縮 小 し て い た も のの 普

及 事 業 の 総 事 業 費 が 増 え て い た 。 つ ま り 、 交 付 金 が 縮 小 す る こ と は 必 ず しも 総

事 業 費 の 縮 小 を 意 味 す る の で は な く 、 要 は 都 道 府 県 に や る 気 が あ る か ど うか で

あ る 。  

第 3 に 、平 成 19 年 に 鹿 児 島 県 の 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー は 農 林（ 水 産 ）事 務 所

と 統 合 し 、 地 域 の 合 同 庁 舎 に 置 か れ る こ と に な っ た 。 組 織 の 統 合 化 や 総 合化 の

中 で 、 普 及 事 業 が 行 政 に 埋 没 し て し ま う 恐 れ が あ る と い う 指 摘 で あ る が 、鹿 児

島 県 に お い て は 、 組 織 が か わ っ て も 従 来 ど お り の 普 及 活 動 が 継 続 さ れ て いる よ

う で あ る 。 ま た 、 行 政 と の 連 携 が 強 化 さ れ 、 農 業 関 係 機 関 と の 情 報 交 換 が前 よ

り ス ム ー ズ に 行 わ れ て い る と 聞 く 。た だ 、平 成 22 年 に 支 所 の 駐 在 化 に 伴 う 普 及

指 導 員 の 減 員 を 実 施 す る 可 能 性 が 高 い 。 そ う な る と 、 平 均 的 に 一 人 の 普 及指 導

員 が 担 当 す る 農 家 の 数 が 増 え た り 、 普 及 指 導 員 が 補 助 金 関 係 の 事 務 の 仕 事を 兼

務 し た り す る こ と も 多 く な り 、 地 域 に お け る 普 及 指 導 機 能 が 弱 体 化 す る 恐れ が

あ る 。  

そ し て 、 今 後 の 普 及 事 業 の 展 開 に と っ て 重 要 な 課 題 の ひ と つ と し て 挙 げ られ

る の は 、 い か に 農 協 、 市 町 村 、 そ し て 農 家 と の 一 体 的 な 連 携 体 制 を 作 る のか 、

と い う こ と で あ る 。 特 に 農 協 の 営 農 指 導 事 業 と の 連 携 で あ る 。 そ も そ も 農業 改

良 普 及 事 業 と 農 協 営 農 指 導 事 業 の 改 革 が 別 々 に 行 わ れ て い る こ と が 問 題 で あ り、

改 革 が 実 を 結 ぶ た め に は 、 地 域 農 業 、 農 家 に と っ て ど う い う 営 農 指 導 体 制が 望

ま し い の か と い う 観 点 か ら 検 討 を 一 体 的 に 行 う 必 要 が あ る 。 そ し て 、 今 後の 地
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域 に お け る 営 農 指 導 体 制 の あ り 方 を 明 確 し た 上 で 、 普 及 組 織 や 農 協 を は じめ と

す る 関 係 機 関 の 役 割 分 担 を 再 確 認 し 、 各 々 の 機 能 を 十 分 に 発 揮 す る こ と が大 切

で あ る 。 市 町 村 の 行 財 政 改 革 、 農 協 の 合 併 や 収 支 の 悪 化 な ど で 、 関 係 機 関の 指

導 機 能 が 低 下 し て い る 中 、 普 及 事 業 が 自 ら 有 す る 人 材 や ノ ウ ハ ウ を 活 用 し、 積

極 的 に 地 域 の 営 農 指 導 体 制 を 支 援 し な け れ ば な ら な い 。 特 に 営 農 指 導 員 の育 成

に つ い て 、 農 協 だ け に 任 せ る の で は な く 、 普 及 事 業 は 現 場 で の 講 師 や 研 修会 の

設 置 な ど の 部 分 で 支 援 す べ き で あ る 。 改 良 普 及 員 と 営 農 指 導 員 が そ れ ぞ れの 持

ち 場 で 各 自 の 能 力 を 発 揮 で き た こ と に よ っ て 、 は じ め て 普 及 事 業 の 重 点 化や 効

率 化 を 図 る こ と が で き 、 改 革 を 成 功 に 繋 が る こ と が で き る 。  

も う 一 つ の 課 題 は 、 普 及 の 高 度 化 を 図 る た め 、 い か に 普 及 指 導 員 の 資 質 を向

上 さ せ る の か 、 と い う こ と で あ る 。 今 回 の 制 度 改 正 で 、 普 及 職 員 の 資 質 向上 の

た め 、 資 格 試 験 受 験 要 件 を 大 学 院 生 ま で 引 き 上 げ た の で あ る 。 高 度 な 専 門知 識

を 有 す る 普 及 職 員 が 一 定 の 割 合 で 必 要 で あ る が 、 果 た し て 全 員 が そ う で なけ れ

ば 今 後 の 普 及 事 業 が 展 開 で き な い の か 、 あ る い は 、 大 学 の 教 育 に つ い て 、学 問

の 専 門 分 化 が 進 み 、 農 学 が 弱 体 化 し て い る 中 、 受 験 用 件 を 大 学 院 生 ま で 引上 げ

る の は 果 た し て 本 当 に 資 質 向 上 に つ な が る の か 、 と い う 疑 問 の 声 が 多 い 。普 及

指 導 員 の 資 質 向 上 を 図 る 際 に は 、 い っ た い 何 の た め の 資 質 向 上 な の か 、 どこ ま

で 資 質 向 上 を 図 ら な い と い け な い の か に つ い て 明 確 に す る 必 要 が あ る 。 農家 規

模 の 拡 大 や 法 人 化 に 伴 い 、 高 度 的 な 技 術 指 導 だ け で は な く 、 コ ン サ ル タ ント 機

能 の 強 化 も 営 農 支 援 組 織 に 求 め ら れ る 。 こ の よ う な 多 様 な 農 家 の ニ ー ズ を対 応

す る た め に 、 コ ン サ ル タ ン ト 機 能 を し っ か り 持 つ 普 及 指 導 員 の 養 成 が 必 要と な

る 。 た だ 、 普 及 指 導 員 の コ ン サ ル タ ン ト 機 能 の 強 化 を ど こ ま で 強 化 す べ きか と

い う 問 題 は 残 る 。 規 模 が 大 き い 農 家 ほ ど 経 営 指 導 の ニ ー ズ が 高 く な る が 、大 規

模 農 家 や 農 業 生 産 法 人 へ の コ ン サ ル タ ン ト 指 導 を 民 間 専 門 家 に ま か せ る 方向 も

考 え ら れ る 。 あ る い は 、 一 部 の 普 及 指 導 員 に コ ン サ ル タ ン ト の 専 門 資 格 を取 得

さ せ る こ と で 、 農 業 に も 専 門 的 な コ ン サ ル タ ン ト に も 精 通 す る 普 及 職 員 を養 成

す る 方 法 も あ る 。 普 及 事 業 を 公 的 試 験 研 究 機 関 に お け る 成 果 と し て の 新 品種 ・

技 術 の 普 及 を 主 と す る 無 料 サ ー ビ ス と コ ン サ ル タ ン ト を 主 と す る 有 料 サ ービ ス

に 分 化 し て い く 方 向 も 考 え ら れ る だ ろ う 。  
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第二節  広域合併農協における営農指導強化の具体的方策の検討  

― ｢JA そ お鹿児島 ｣の TAF 制 度の事例を中心に―  
 

 

１ 、  課 題 と 方 法  

 

 

 本 節 は 広 域 合 併 農 協 の 営 農 指 導 事 業 の 事 例 を 挙 げ て 、 広 域 合 併 農 協 に お け る

営 農 指 導 事 業 の 実 態 を 検 討 す る 。  

輸 入 急 増 に よ る 価 格 低 迷 、 金 融 市 場 の 競 争 化 な ど 、 事 業 を 取 り 巻 く 環 境 変 化

に 対 し て 、 農 協 は 広 域 合 併 と 系 統 の 再 編 で 対 応 を 図 っ て い る 。 組 合 員 が 合併 農

協 に 求 め る 要 望 で は 、「 営 農 指 導 体 制 の 強 化 」（ 43%）６ ）が 一 番 期 待 さ れ て い た 。

だ が 、合 併 の 成 果 の 評 価 で は 、営 農 指 導 を 評 価 す る 回 答 は 24.3％ と 低 い ７ ）。営

農 指 導 に 不 満 を も つ 原 因 は 、 第 一 に 「 巡 回 指 導 が ほ と ん ど な く 、 日 ご ろ のつ な

が り が 少 な い 」（ 35%） で あ っ た ８ ）。 広 域 合 併 の メ リ ッ ト と し て ｢要 員 の 適 正 配

置 に よ る 高 度・専 門 的 機 能 の 発 揮 ｣と い う 点 が あ げ ら れ る 。し か し な が ら 、こ の

利 点 は 農 家 に 密 着 し た 日 常 的 な 営 農 指 導 活 動 が 困 難 に な る 、 と い う 問 題 をは ら

ん で い る 。 ま た 、 農 協 の 経 済 事 業 に つ い て は 、 農 産 物 販 売 市 場 や 生 産 資 材の 生

産 ・ 流 通 の 変 化 、 生 活 関 連 事 業 環 境 の 変 化 の 中 で 、 競 争 力 が 低 下 し て い る。 そ

れ ら の こ と が 「 農 協 離 れ 」 や 「 農 協 批 判 」 の 一 因 と な っ て い る 。  

こ の 組 合 員 の 農 協 離 れ が ま す ま す 厳 し く な る 現 状 を 打 破 す る た め に 、 総 合 渉

外 体 制 を 導 入 す る 農 協 が 増 え て い る 。 そ れ ぞ れ の 事 業 分 野 を 担 当 す る 共 済、 信

用 事 業 や 経 済 事 業 の 渉 外 担 当 と は 違 い 、 総 合 渉 外 体 制 は 、 恒 常 的 に 組 合 員を 訪

問 し 、 分 野 に こ だ わ ら ず 、 営 農 や 経 営 、 生 活 な ど 、 農 協 事 業 に つ い て 総 合的 な

相 談 に 応 じ る 体 制 で あ る ９ ）。総 合 渉 外 体 制 に よ っ て 、① 組 合 員 と の つ な がり を

深 め る こ と 、 ② 農 協 の 各 事 業 の 総 合 窓 口 に な り 、 農 協 の 縦 割 り 構 造 の 欠 陥を 補

完 す る こ と 、 ③ 組 合 員 要 望 の 農 協 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ り 、 営 農 経 済 事業 の

改 革 を 引 き 起 こ す こ と に 大 い に 役 立 つ と 期 待 さ れ て い る 。 そ の た め 、 総 合渉 外

体 制 の 導 入 や 整 備 に よ る 営 農 指 導 の 強 化 が ま す ま す 注 目 さ れ る よ う に な っ た 。  

本 節 で は 、鹿 児 島 県 JA そ お 鹿 児 島 の TAF 制 度（ 全 称 ト ー タ ル・ア ド バ イ ザ ー・

ふ れ あ い ） の 事 例 を 利 用 し 、 広 域 合 併 に お け る 営 農 指 導 事 業 の 強 化 、 総 合渉 外

体 制 の 整 備 を 中 心 に 検 討 す る こ と を 課 題 と す る 。こ の 事 例 を 対 象 と す る 理 由 は、

以 下 の 二 点 で あ る 。 第 一 に 、 JA そ お 鹿 児 島 で は 平 成 10 年 に こ の TAF 制 度 が 設

置 さ れ 、 非 常 に 早 い 時 期 に 総 合 渉 外 体 制 を 導 入 し 成 功 さ せ た 。 こ れ ま で の取 組
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に は 、先 駆 的 、実 験 的 な も の と し て 他 の 組 織 の 参 考 と な る も の が あ る 。こ の TAF

制 度 を 参 考 に し 、総 合 渉 外 体 制 の 設 置 に 成 功 し た 農 協 は 多 い 1 0）。第 二 に 、設置

し て か ら ５ 年 間 経 っ た 現 在 、 多 く の 総 合 渉 外 体 制 が 直 面 す る で あ ろ う 課 題が 明

ら か に な っ た 。従 っ て 、TAF 制 度 へ の 分 析 は 、総 合 渉 外 制 度 を 研 究 す る 上 で は 、

非 常 に 有 意 義 で あ る と 思 わ れ る 。 本 節 で は 、 TAF 制 度 の 設 置 経 緯 と 取 組 につ い

て 分 析 し 、 そ の 成 果 と 課 題 を 明 ら か に し た 上 で 、 総 合 渉 外 体 制 の 整 備 に よる 営

農 事 業 の 強 化 の 具 体 的 な 施 策 に つ い て 検 討 す る 。  

 

 

２ 、  TAF 制 度 設 置 の 背 景 と そ の 体 制  

 

 

（ １ ）  JA そ お 鹿 児 島 の 営 農 指 導 体 制  

 

JA そ お 鹿 児 島 は 、平 成 ５ 年 ３ 月 に 曽 於 郡 の ７ 町 ７ 農 協 の 広 域 合 併 に よ り 誕生

し た 1 1）。 図 ３ － ８ は JA そ お 鹿 児 島 の 営 農 指 導 の 組 織 図 で あ る 。 営 農 指 導 員 の

数 は 88 名 、１ 名 あ た り の 販 売 取 扱 高 は 2 億 5,30 0 万 、生 産 資 材 取 扱 高 は 8,819

万 、正 組 合 員 数 は 167 名 で あ る 1 2）。農 産 部 門 で は 、段 階 的 な 広 域 専 任 指 導 体 制

を 導 入 す る 方 針 が 実 施 さ れ た 。平 成 14 年 の 時 点 で は 、広 域 専 任 指 導 体 制 が実 現

さ れ た 品 目 と し て 、 な す 、 ピ ー マ ン 、 茶 、 果 樹 と 花 な ど が あ る 。 農 産 部 門に は

現 場 の 指 導 を す る 営 農 指 導 員 が 38 名 い る 。そ の 配 置 は 、本 所 の 園 芸 農 産 課 に は

総 括 す る 野 菜 担 当 2 名 、花 担 当 ２ 名 、果 樹 担 当 ３ 名 、茶 業 課 に は お 茶 担 当 ８ 名 、

七 つ の 支 所 の 地 区 営 農 資 材 課 に は 、 野 菜 と 普 通 作 を 担 当 す る 営 農 指 導 員 が 23

名 、と な っ て い る 。管 内 で は 、園 芸 野 菜 は 20 数 品 目 が あ り 、営 農 指 導 員 １ 名 あ

た り 平 均 的 に 4.7 品 目 を 担 当 し て い る 。 営 農 指 導 の 方 法 に つ い て は 、 基 本的 に

は 集 団 指 導 が 主 流 と な っ て い る 。 ま た 、 営 農 指 導 と 購 買 事 業 の 連 携 を 強 化す る

た め 、 平 成 12 年 11 月 よ り 、 指 導 購 買 体 制 を 導 入 し た 。 そ れ ま で の 購 買 部 を 解

体 し て 、 図 ３ － ８ に 示 し た よ う に 本 所 は 資 材 課 と 飼 料 課 、 支 所 は 地 区 営 農資 材

課 、 地 区 畜 産 資 材 課 、 と い う 組 織 に な っ た 。 支 所 の 購 買 担 当 を 廃 止 し 、 営農 指

導 員 が 生 産 資 材 購 買 を 推 進 す る 体 制 と な っ た 。  
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        図 ３ － ８  JA そ お 鹿 児 島 営 農 経 済 事 業 組 織 図  

出 所 ： JA そ お 鹿 児 島 第 ９ 回 通 常 総 代 会 資 料 に よ り 作 成  
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１ ） TAF 制 度 設 置 の 背 景  

曽 於 管 内 で は 農 家 数 の 減 少 、 高 齢 化 が 急 速 に 進 む 一 方 で 、 大 規 模 農 家 、 法人

と 認 定 農 業 者 も 育 っ て き て い る 。300a 以 上 の 農 家 数 は 平 成 2 年 の 652 戸 か ら 平

成 12 年 の 851 戸 へ と 、 法 人 は 平 成 6 年 の 359 社 か ら 平 成 11 年 の 475 社 へ と 増

加 し 、認 定 農 業 者 も 平 成 8 年 の 393 戸（ 県 全 体 の 13.3 %）か ら 平 成 12 年 の 1,086

戸 （ 県 全 体 の 17.5 %） へ と 急 増 し た 1 3）。 そ こ で 、こ う し た 担 い 手 農 家 群 に 対 す

る 育 成 支 援 が 重 要 な 課 題 と な っ て い る 。 ま た 、 合 併 効 果 に 対 す る 組 合 員 の持 つ

｢期 待 と 現 実 へ の 不 満 ｣が な か な か 解 決 で き な か っ た 。 い か に し て 合 併 メ リ ッ ト

を 組 合 員 に 示 し て い く の か 、こ れ が 緊 急 に 解 決 す べ き 課 題 で あ っ た 。｢農 協 の 職

員 が 訪 問 し て く る の は 、事 業 推 進 の 時 だ け ｣と い う 組 合 員 の 声 が 高 ま り 、組 合 員

の 農 協 離 れ 、 特 に 大 規 模 農 家 の 農 協 離 れ が 厳 し く な り 、 農 協 の 経 営 基 盤 が脆 弱

化 す る 懸 念 が あ っ た 。 そ れ に 商 系 業 者 の 働 き か け が 加 わ り 、 経 済 事 業 は 合併 当

初 か ら 右 肩 下 が り と な り 、 農 協 利 用 率 が 低 下 す る 傾 向 に あ っ た 。  

 営 農 指 導 員 を 中 心 に こ う い っ た 課 題 と 批 判 に 対 応 し よ う と し た が 、 従 来の 組

織 と 体 制 で は 限 界 が あ り 、 な か な か 現 状 を 打 破 す る こ と は で き な か っ た 。第 一

に 、 広 域 合 併 に 伴 い 営 農 指 導 員 が 担 当 す る 範 囲 も 広 く な り 、 巡 回 指 導 で はな く

集 団 指 導 が 主 流 と な っ て い た 。 第 二 に 、 営 農 指 導 機 能 は 主 に 狭 義 の 生 産 技術 指

導 に 集 中 し て お り 、 ま た 業 務 内 容 の 多 様 化 と 営 農 指 導 員 一 人 に 多 品 目 担 当の 体

制 の た め に 、 そ の 技 術 指 導 の ス キ ル は 脆 弱 で あ っ た 。 特 に 農 産 部 門 の 営 農指 導

員 は 20 歳 代 の 職 員 が 全 体 の 35.6%を 占 め 、 営 農 指 導 員 の 勤 務 年 数 は 3～ 5 年 が

最 も 多 く 、全 体 の 31.1 %を 占 め て い る 1 4）。 経 験 不 足 な ど 営 農 指 導 員 の 技 術 力 不

足 が 指 摘 さ れ て い た 。 営 農 指 導 員 よ り 大 規 模 農 家 は 技 術 レ ベ ル が 高 い の で、 訪

問 に 行 き づ ら い 現 状 で あ る 。 こ れ は 大 規 模 農 家 ・ 専 業 農 家 な ど と の つ な がり を

薄 く し 、 ニ ー ズ に 合 っ た よ う な 対 応 が で き て い な い 結 果 に つ な が る 。 第 三に 、

農 家 の 意 見 と 要 望 を 、 営 農 指 導 員 に よ り 関 係 部 署 に 伝 え た も の の 、 関 係 部署 の

対 応 が 遅 い 、 あ る い は 対 応 で き な い ケ ー ス も み ら れ た 。 農 家 か ら の 情 報 は、 自

分 の 都 合 に よ っ て 、 上 司 に 報 告 す る か 、 し な い か を 決 め る の で 、 今 ま で の縦 割

り の 構 造 で あ る な ら 、 農 家 の 要 望 は ト ッ プ 層 に は 伝 え ら れ ず 、 素 早 く 対 応す る

こ と は 不 可 能 で あ っ た 。 従 っ て 、 従 来 の 組 織 と は 違 っ て 、 ま っ た く 新 し い部 隊

を 作 る こ と に な っ た 。 そ れ が TAF 制 度 で あ る 。  

 

２ ） TAF 制 度 の 設 置 と そ の 体 制  

平 成 10 年 度 に 、ト ッ プ ダ ウ ン に よ り TAF 制 度 が 設 置 さ れ た 。TAF は 経 済 担 当

参 事 直 轄 の 専 従 班 と し て 位 置 付 け ら れ た 。図 ３ － ９ は JA そ お 鹿 児 島 渉 外 活 動 体
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制 の イ メ ー ジ 図 で あ る 。 管 内 の 主 業 農 家 に 対 し て 、 主 に 営 農 指 導 員 に よ り指 導

が 行 わ れ て い る 。 そ の 中 で 、 先 進 的 法 人 ・ 大 規 模 経 営 体 群 を 中 心 と し た 担い 手

農 家 は TAF と 営 農 指 導 員 の 連 携 に よ り 実 施 さ れ て い る 。 TAF は 管 内 の 約 1,00 0

人 の 大 規 模 農 家 を 中 心 に 定 期 的 に 、 あ る い は 求 め ら れ た と き に 迅 速 に 訪 問し 、

｢農 業 経 営 部 門 ｣｢生 活 家 計 部 門 ｣の 全 般 的 な 情 報 提 供 ・ 情 報 収 集 、 事 業 部 門 と 連

携 を 取 り な が ら コ ン サ ル テ ィ ン グ 活 動 を 行 う 。 支 所 の 仕 事 に 追 わ れ る 恐 れが あ

る た め 、 TAF は 本 所 に 配 置 さ れ た 。 ７ つ の 支 所 を そ れ ぞ れ 1 名 の TAF 職 員 が 担

当 し 、班 長 と 併 せ て ８ 名 が い る 。TAF 職 員 は 全 員 30～ 40 歳 代 の 一 般 職 員 で あ り 、

班 は 農 薬 、 肥 料 、 販 売 あ る い は 融 資 な ど の ス ペ シ ャ リ ス ト で 構 成 し て い る。 営

農 指 導 員 は メ ン バ ー に は い な い 。 TAF は 経 営 指 導 、 営 農 指 導 員 は 技 術 指 導、 と

い う 役 割 分 担 で 活 動 が 図 ら れ て い る 。 人 件 費 と 管 理 費 を 含 め た す べ て の 活動 経

費 は 購 買 部 門 （ 生 産 資 材 ） か ら 賄 わ れ て い る 。  

業 務 内 容 は 、 ① 経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 ② 経 済 事 業 に か か る 個 別 提 案 型 推進

並 び に 指 導 購 買 体 制 に お け る 普 及 推 進 活 動 、 ③ 認 定 農 業 者 ・ 法 人 ・ 新 規 就農 者

等 に 関 す る 相 談 ・ 育 成 支 援 及 び 調 査 ・ 研 究 、 ④ 農 業 者 青 色 申 告 会 、 JA 青 年 部 、

後 継 者 育 成 対 策 事 業 、 ⑤ 地 域 関 係 部 署 並 び に 農 協 内 関 係 部 署 と 一 体 的 な 連携 推

進 活 動 、 ⑥ そ の 他 特 に 必 要 と 認 め ら れ る こ と 、 な ど で あ る 1 5）。 活 動 の 目 的 は、

業 務 を 通 じ て 、 組 合 員 の ニ ー ズ を 探 り 、 解 決 策 を 提 案 す る こ と で あ る 。  

職 員 教 育 に つ い て は 、 ま ず 発 足 し て か ら は じ め の ６ ヶ 月 の 間 に 、 TAF は 経 済

連 の 事 業 課 の 組 ん だ カ リ キ ュ ラ ム に も と づ き 、肥 料 の 銘 柄 や 農 薬 、飼 料 の 名 前 、

肥 料 の 基 本 的 な 知 識 に つ い て 集 中 教 育 を 受 け た 。 ま た 、 肥 料 工 場 、 港 な どに 行

っ て 、 流 通 に 関 す る 現 地 学 習 も 行 わ れ た 。 さ ら に 、 経 営 指 導 、 税 務 に つ いて 中

央 会 と 鹿 児 島 連 合 会 の 顧 問 税 理 士 に よ る 研 修 を 受 け 、 現 在 で も 税 務 や 経 営指 導

な ど に つ い て 定 期 的 な 研 修 が 行 わ れ て い る 。  
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図 ３－９ JA そお鹿 児 島 渉 外 活動 体 制 イメージ図  

出 所 ：JA そお鹿 児 島 農 家 対 策 特 別 班 「TA F 」取 組 方 針 により作 成  
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３ 、  TAF の 取 組  

 

 

（ １ ）  第 １ 段 階 ― ― 課 題 を 探 る  

 

第 １ 段 階 は 課 題 を 探 る 段 階 で あ る 。 組 合 員 の ニ ー ズ を 明 ら か に し 、 課 題 を探

る た め 、 TAF 職 員 は 最 初 の ６ ヶ 月 の 間 、 ノ ル マ を 一 切 持 た ず に た だ の 「 御用 聞

き 係 」 と し て 組 合 員 を 巡 回 訪 問 し 、 苦 情 と 要 望 を 聞 く こ と を 中 心 に 活 動 した 。

ま た 、 市 況 や 気 象 、 病 害 虫 予 察 に 関 す る 情 報 を 組 合 員 に 提 供 し た 。  

第 一 の タ ー ゲ ッ ト と し て 選 定 さ れ た の は 茶 専 業 農 家 で あ っ た 。 茶 経 営 は 大型

専 業 農 家 率 と 法 人 化 率（ 大 型 農 家 率 43.0 %、 法 人 化 率 5.2% 1 6 ）） が 高 い に も か か

わ ら ず 、農 協 利 用 率 は 低 か っ た 。第 二 の タ ー ゲ ッ ト は 大 規 模 畜 産 農 家 と な っ た 。

と い う の は 、 曽 於 は 全 国 で も 有 数 の 畜 産 地 帯 の た め で あ る 。 担 当 者 は 、 組合 員

情 報 を 日 報 と 月 報 で ま と め 、 日 報 を 週 に １ 回 、 月 報 を 月 に ２ 回 直 接 に ト ップ 層

に 報 告 す る と と も に 、月 に １ 回 の 企 画 会 議 で 関 係 部 署 に 情 報 提 供 を 行 っ て い る 。 

 

（ ２ ）  第 ２ 段 階 ― ― 繋 が り を 深 め 、 解 決 策 を 探 る  

 

組 合 員 と の 繋 が り を 深 め る た め 、 営 農 指 導 員 と 同 行 訪 問 し 、 技 術 指 導 、 経営

指 導 を 前 面 に 出 し た 経 営 コ ン サ ル タ ン ト 業 務 が TAF の 第 ２ 段 階 の 挑 戦 で ある 。

「 町 農 業 経 営 改 善 支 援 セ ン タ ー 」1 7） へ の 関 与 が 開 始 さ れ た 。相 談 内 容 に よっ て

は 、 担 当 地 域 を 問 わ ず 、 全 員 が 一 ヵ 所 に 行 く こ と も あ る 。 TAF だ け で は 解決 で

き な い 問 題 は 、 関 係 部 署 と 連 携 を 取 り な が ら 解 決 す る こ と に つ と め た 。 以下 は

経 営 コ ン サ ル タ ン ト の 対 象 と な っ た 経 営 体 と の 対 応 内 容 で あ る 。 ① 農 業 法人 、

認 定 農 業 者 、 大 規 模 農 家 な ど の 中 核 農 家 群 に 対 し て は 、 規 模 拡 大 対 応 の ため の

金 融 相 談 、各 種 税 務 相 談（ 代 行 含 む ）、軽 油 免 税 相 談 、法 人 化 対 応 の た め の 相 談

等 を 行 い 、 認 定 農 業 者 審 査 会 へ の 参 加 や 情 報 提 供 。 ② 青 色 申 告 会 会 員 に 対し て

青 色 申 告 指 導 相 談（ 代 行 含 む ）。③ 新 規 就 農 希 望 者 へ の 対 応 。農 業 公 社 1 8） の 研

修 事 業 部 会 へ 参 加 し 、 研 修 生 の 独 立 に 向 け て 、 融 資 の 借 り 入 れ 、 パ ソ コ ンの 使

い 方 、 営 農 面 の 収 支 や 実 績 検 討 。 ④ 農 協 青 年 部 に 対 し て は パ ソ コ ン の 研 修な ど

に 支 援 。  

ま た 、 こ れ ま で の 巡 回 訪 問 と 経 営 コ ン サ ル タ ン ト の 活 動 を 通 じ て 、 組 合 員の

要 望 や 商 系 の 強 み が 判 明 し 、合 併 メ リ ッ ト の 資 材 価 格 反 映 へ の 模 索 が 始 ま っ た。

こ こ で 、 大 隅 支 所 の 白 菜 部 会 に お け る 肥 料 推 進 の 取 組 に つ い て 見 て み よ う 1 9）。
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白 菜 部 会 は 部 会 員 64 戸 、生 産 面 積 約 100h a で あ る 。肥 料 に つ い て の 農 協 利 用 率

は 23.5 %と 低 か っ た 2 0）。 TAF 職 員 と 営 農 指 導 員 の 訪 問 に よ り 、 生 産 資 材 単 価 の

低 下 や 肥 料 散 布 作 業 の 労 力 軽 減 と い う 組 合 員 の 要 望 や 廃 プ ラ 処 理 の 煩 雑 さと 処

理 料 負 担 増 と い う 悩 み が 明 ら か に な っ た 。 そ こ で 、 本 所 資 材 課 と 支 所 営 農資 材

課 、 TAF 職 員 と 経 済 連 肥 料 農 薬 課 な ど が 一 体 と な っ て 、 推 進 方 策 を 検 討 し、 特

別 推 進 班 を 編 成 し た 。 ま ず 、 大 量 取 引 の メ リ ッ ト を 確 保 す る た め に 、 ｢平 等 ｣か

ら ｢公 平 ｣へ と 転 換 し 、 傾 斜 価 格 を 含 め た 大 口 対 策 を 行 う な ど 弾 力 的 な 対 応を 行

っ た 。500 袋 以 上 の 発 注 に つ き １ 袋（ 20 ㎏ ）あ た り 50 円 の 還 元 が で き る 処 置 を

講 じ た 。 そ し て 、 こ れ ま で の 個 別 配 置 か ら 一 ヵ 所 に 一 括 納 品 へ と 物 流 改 革を 行

い 、 組 合 員 が 自 分 の 車 で 引 き 取 り 指 定 日 に 直 接 に 農 協 の セ ン タ ー に 取 り に来 る

こ と で 、１ 袋（ 20 ㎏ ）当 た り 50 円 の 還 元 が で き る と い う 直 送 対 策 を 実 施 し た 。

そ の た め 、肥 料 １ 袋（ 20 ㎏ ）あ た り 最 大 100 円 の 還 元 が 可 能 と な り 、肥 料 の 単

価 低 下 を 実 現 し た 。  

 

（ ３ ）  第 ３ 段 階 ― ― 合 併 メ リ ッ ト を 出 し 、 シ ェ ア 率 の 向 上 を め ざ す  

 

 第 ３ 段 階 で は 、 農 協 生 産 資 材 シ ェ ア 率 の 向 上 を 図 る た め に 、 本 格 的 な 一ヵ 所

配 送 体 制 が 開 始 さ れ た 。 組 合 員 が メ リ ッ ト を 実 感 で き る よ う に 、 対 策 が 行わ れ

た 。大 隅 支 所 の 白 菜 部 会 の 肥 料 推 進 に つ い て は 、大 口 対 策 と 直 送 対 策 に つ づ き 、

肥 料 散 布 作 業 の 労 力 軽 減 の 対 策 が 打 ち 出 さ れ た 。 そ れ は 環 境 に や さ し い オリ ジ

ナ ル の 「 は く さ い 配 合 」（ LP コ ー ト 入 り 緩 効 性 ） 肥 料 の 開 発 で あ っ た 。 従来 、

数 種 類 の 肥 料 を 圃 場 で 手 作 業 で ブ レ ン ド し 散 布 し て い た が 、 現 在 は 「 は くさ い

配 合 」 だ け を 散 布 す る こ と に よ り 、 年 間 の 肥 料 代 が 10％ 程 度 減 少 し た 。 ま た、

廃 プ ラ 処 理 の 煩 雑 さ と 処 理 料 負 担 増 対 策 と し て 、「 バ ラ 」肥 料 供 給 形 態 の 実証 試

験 が 行 わ れ た 。 20 ㎏  の 袋 で 供 給 し て い た も の を 、 袋 詰 め せ ず 500 ㎏ フ レ コ ン

に バ ラ の ま ま 肥 料 工 場 か ら 直 接 に 農 家 へ 供 給 す る 体 制 で あ る 。 肥 料 袋 の 廃プ ラ

処 理 料 が 不 要 に な っ た た め 、 肥 料 代 （ 7200 円 /ha） が 軽 減 さ れ 、 肥 料 散 布 時 間

が 短 縮 さ れ る と と も に 、労 力 負 担 も 軽 減 さ れ た 。実 証 試 験 の 成 功 後 、「 バ ラ 肥 料 」

の 本 格 供 給 が 開 始 さ れ た 。以 上 の 取 組 に よ り 、肥 料 の シ ェ ア は 平 成 11 年 の 73.4%

か ら 平 成 15 年 の 99.8%へ と 増 加 し た 2 1）。  

そ の 他 に 、 TAF が 営 農 指 導 員 と 同 行 し て 個 別 農 家 の 考 え 方 に 基 づ い た 施 肥設

計 相 談 を 実 施 し 、 場 合 に よ っ て は そ の 農 家 向 け の プ ラ イ ベ ー ト 肥 料 を 作 ると い

っ た 提 案 型 推 進 な ど を 行 っ て い た 。茶 部 門 の 肥 料 に 関 し て は 、平 成 10 年 度 の 6

万 5,627 袋 か ら 平 成 15 年 度 の 9 万 5,075 袋 へ と 145%増 加 し た こ と が 表 ３ － ２
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よ り わ か る 。現 在 、｢組 合 員 台 帳 シ ス テ ム ｣と ｢指 導 購 買 実 績 管 理 シ ス テ ム（組 合

員 別 共 販 率・購 買 利 用 率 算 出 ）｣開 発 へ の 取 組 な ど に よ り 、予 約 量・率 の ア ッ プ

が 図 ら れ て い る 。  

個 別 対 策 と し て 、経 営 改 善 指 導 農 家 群（ 要 注 意 先・破 綻 懸 念 先 ）に 対 し ては 、

TAF は 経 営 改 善 計 画 書 の 作 成 指 導 並 び に 支 所 金 融 審 査 会 に 対 す る 情 報 提 供を 行

っ た 。な お 、農 家 か ら の 要 望 に 応 え る た め に 、平 成 15 年 か ら 、 TAF は 共 販 事 業

拡 大 に 向 け て 販 売 事 業 担 当 者 や 営 農 指 導 員 を サ ポ ー ト す る よ う に な っ た 。茶 ・

か ぼ ち ゃ・青 果 用 甘 藷 な ど の 品 目 に つ い て 、販 売 に つ い て の 取 組 が 開 始 さ れ た 。  

 

表 ３ － ２  茶 と 白 菜 部 門 の 生 産 資 材 の 推 進 実 績 表   

品目 資材名 （単位） H10年度 H11年度 H1２年度 H１３年度 H14年度 H15年度

（袋） 65,627 89,532 106,445 99,553 93,202 95,075

肥料 （千円） 94,657 121,860 141,727 131,704 115,898 121,748

茶 農薬 （千円） 35,814 52,632 50,194 49,550 46,974 43,501

小計 （千円） 130,471 174,492 191,921 181,254 162,872 165,249

（袋） 　　ー 12,787 11,848 12,487 12,539 13,901

肥料 （千円） 　　ー 14,775 16,005 16,269 17,670 20,208

（数量） 　　ー 4,637 5,704 7,586 6,987 6,579

白菜 農薬 （千円） 　　ー 12,807 16,242 20,068 20,268 20,054

（数量） 　　ー 800 900 1,104 1,776 1,600

種子 （千円） 　　ー 7,500 8,500 9,500 14,500 13,500

小計 （千円） 　　ー 35,082 40,747 45,837 52,438 53,762  

出 所 ： JA そ お 鹿 児 島 「 TAF」 の 資 料 に よ り 作 成  

註 ： 茶 に つ い て は JA そ お 鹿 児 島 管 内 合 計 の 数 で 白 菜 に つ い て は 大 隅 支 所 の 数 。 
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４ 、  TAF 制 度 の 成 果 と 今 後 の 課 題  

 

 

（ １ ）  TAF 制 度 の 成 果  

 

数 量 的 な 実 績 か ら TAF 制 度 の 成 果 を 見 て み よ う 。表 ３ － ３ に 示 し た よ う に 、4

年 間 に メ ン バ ー 8 人 で 訪 問 し た 件 数 は 延 べ 4 万 3,40 1 件 、う ち 面 談 は 3 万 9,741

件 で あ っ た 。 ４ 年 間 の 合 計 で 、 軽 油 免 税 件 数 は 919 件 、 申 告 相 談 件 数 は 1,908

件 、 経 営 相 談 件 数 は 672 件 、 融 資 相 談 件 数 は 203 件 に の ぼ っ た 。 特 に 、 軽 油 免

税 と 申 告 相 談 が 急 増 し て お り 、 購 買 事 業 に つ い て も 平 成 14 年 の 実 績 は 平 成 10

年 実 績 の 3 倍 に 増 え た 。  

TAF は 営 農 指 導 員 と と も に 着 実 に 農 協 と 組 合 員 の パ イ プ 役 に な り つ つ あ る。

組 合 員 に 主 に 評 価 さ れ た の は 、 農 協 各 部 門 の 総 合 窓 口 役 を 果 た し た こ と と、 経

営 コ ン サ ル タ ン ト で あ る 。 農 家 に と っ て 営 農 は 栽 培 技 術 だ け で は な く 、 購買 ・

販 売・資 産 管 理 な ど 各 分 野 に 関 係 し て い る 。そ れ ぞ れ の 相 談 で 相 手 が 違 っ て は 、

農 家 が 戸 惑 っ て し ま う 。 TAF は 、 総 合 窓 口 の 役 割 を 果 た し 、 組 合 員 の 要 望を 関

係 部 署 に 伝 え 、ま た 結 果 を 迅 速 に 組 合 員 に 返 す 。「 す ぐ に 対 応 し て く れ た 」と い

う 満 足 度 を 組 合 員 に 提 供 す る よ う に 心 が け た 。 更 に 、 こ れ ま で 実 施 で き なか っ

た 総 合 的 な 経 営 改 善 計 画 実 現 、 税 務 相 談 、 経 営 分 析 な ど の コ ン サ ル タ ン ト業 務

は 高 く 評 価 さ れ た 。 平 成 14 年 の JA そ お 鹿 児 島 管 内 の 専 業 農 家 意 向 調 査 に よ れ

ば 、「 経 営 管 理 指 導 に 満 足 し て い ま す か 」 と い う 問 い に 対 し て は 、「 充 分 満 足 し

て い る 」が 20.1%，「 あ る 程 度 満 足 し て い る 」が 52.5%と な っ て い る 2 2）。こ れ は 、

営 農 指 導 員 と 同 行 す る こ と に よ り 役 割 分 担 が で き た た め で あ る 。  

ま た 、 農 協 事 業 と し て み て も 、 TAF は 、 農 家 の ニ ー ズ 、 商 社 の 強 み な ど の非

常 に 有 益 な 情 報 を 収 集 し て き た の み な ら ず 、 先 の 白 菜 な ど の 例 に み ら れ るよ う

に 、 地 に つ い た 活 動 が 生 産 資 材 な ど 事 業 拡 大 に も 自 然 に 結 び 付 き 、 農 協 の経 済

事 業 の 立 て 直 し に 必 要 な 存 在 に な っ た 。  

こ う し た 成 果 は 、 ノ ル マ が な い こ と と 参 事 直 轄 で あ っ た こ と か ら も た ら され

た と 考 え ら れ る 。 ノ ル マ を 持 た な い こ と は 、 物 売 り に 来 た セ ー ル ス マ ン では な

い と い う 意 味 で 、 組 合 員 と の 繋 が り を 深 め 、 組 合 員 の 立 場 に 立 っ た 活 動 への 転

換 と い っ て よ く 、他 の 渉 外 制 度 と は 違 う と こ ろ で あ る 。参 事 直 轄 に し た こ と は 、

縦 的 な 情 報 伝 達 と 意 思 伝 達 が 迅 速 か つ 正 し く 行 わ れ る こ と を 可 能 と さ せ た。 ま

た 、 TAF が 他 の 部 門 の お 手 伝 い 役 に な る こ と を 防 ぎ 、 本 来 業 務 に 集 中 で きる た

め に 、 あ る 程 度 組 織 上 の 保 障 を 提 供 し た 。  
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表 ３ － ３  TAF 年 間 訪 問 実 績 検 討 年 次 比 較 表 （ H10 年 ３ 月 ～ H14 年 ２ 月 ）  

（単位　件、千円）
　　　　　年度 H10 　　　　　　H11 　　　　H12 　　　　H13 H14 H10～H14

項目 実績 実績 前年比% 実績 前年比% 実績 前年比% 実績 前年比% 10年比 合計

訪問 (件) 6,793 9,225 135.8 9,100 98.6 7,574 83.2 10,709 141.4 157.6 43,401

面談 (件) 5,698 7,814 137.1 7,849 100.4 8,289 105.6 10,091 121.7 177.1 39,741

軽油免税（新規）(件 125 53 42.4 33 62.3 66 200.0 59 89.4 47.2 336

軽油免税（更新）(件 0 104 0.0 112 107.7 146 130.4 221 151.4 212.5 583

申告相談　(件） 177 240 135.6 304 126.7 530 174.3 657 124.0 371.2 1,908

経営相談　(件） 155 178 114.8 118 66.3 119 100.8 102 85.7 65.8 672

購買事業　（千円） 127,256 348,172 273.6 396,394 113.9 394,075 99.4 389,194 98.8 305.8 1,655,091

融資相談　(件） 75 50 66.7 19 38.0 23 121.1 36 156.5 48.0 203

相談額　（千円） 786,300 1,103,700 140.4 578,150 52.4 687,300 118.9 117,690 17.1 15.0 3,273,140

決定金額　（千円） 337,170 174,909 51.9 84,800 48.5 457,790 539.8 34,743 7.6 10.3 1,089,412  
出 所 ： JA そ お 鹿 児 島 ｢T A F ｣の 資 料 に よ り 作 成  

注 ： １ 、 軽 油 免 税 の 更 新 ： H1 0 年 度 の 実 績 は 0 件 な の で 、 H1 4 年 度 の ｢1 0 年 比 ｣の 数 字 は

H1 1 年 度 と の 比 較 の 結 果 。  

２ 、平 成 １ ３ 年 度 の 面 談 件 数 は 訪 問 件 数 に 上 回 る の は 、一 軒 の 農 家 を 訪 問 す る と き 、

そ の 場 に い た 複 数 の 農 家 と 面 談 が で き た こ と が 原 因 と し て 考 え ら れ る 。  

３ 、相 談 額： TA F が 融 資 希 望 を 組 合 員 か ら 受 け 、融 資 部 門 に 繋 ぎ 結 果 如 何 に か か わ ら

ず 検 討 に 値 す る 案 件 の み の 総 金 額 。  

    決 定 金 額：相 談 額 の う ち 、各 種 用 件 を ク リ ア し 、融 資 実 行 に な っ た 分 の 総 金 額 。  
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（ ２ ）  TAF 制 度 の 課 題 お よ び 方 向 性  

 

図 ３ － １ ０ は TAF の 業 務 内 容 の 時 間 割 合 図 で あ る 。情 報 収 集 、指 導 購 買 業務 、

及 び 経 営 コ ン サ ル タ ン ト 業 務 が 合 わ せ て 70.6 %で あ り 、TAF 本 来 の 業 務 が 上 位 を

占 め て い る 。 組 合 員 の ニ ー ズ を 明 ら か に し 、 解 決 策 を 探 り 、 TAF が そ の 都 度 そ

の 都 度 の 課 題 に 対 応 し て き た 。 だ が 、 そ の 他 の 様 々 な 業 務 を 行 っ て い る こと も

推 察 さ れ る 。 ま た 、 表 ３ － ３ か ら わ か る よ う に 、 軽 油 免 税 、 申 告 相 談 が 急増 す

る 一 方 、 経 営 相 談 や 融 資 相 談 が 大 幅 に 減 少 し て い た 。 こ れ は 、 前 者 の 業 務が 大

幅 に 増 え た と い う 関 係 で 、 後 者 は 十 分 に 対 応 仕 切 れ て い な い か ら で あ る 。組 合

員 か ら の 評 価 が 高 く 、し か も ニ ー ズ が 急 増 し て い る 経 営 コ ン サ ル タ ン ト 業 務 は、

全 業 務 内 容 の 18.0%し か 占 め て お ら ず 、 戦 略 業 務 と し て 多 く の 時 間 を 割 り当 て

ら れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 こ う い っ た 現 状 を ふ ま え 、 TAF 制 度 が 直 面し て

い る 課 題 に つ い て 以 下 の 3 点 が 指 摘 で き る 。  

第 一 に 、 農 協 内 で の 位 置 づ け の 明 確 化 。 そ の た め に は 、 更 な る 担 当 業 務 の明

確 化 と 組 織 機 構 の 体 制 整 備 が 求 め ら れ る 。 農 家 経 営 体 群 の ｢生 の 声 ｣を 事 業 推 進

体 制 に 反 映 さ せ て い く た め に 、TAF の 企 画 機 能 を 強 化 し な け れ ば な ら な い 。TAF

と 営 農 開 発 課（ 農 産 部 ）、企 画 経 営 課（ 畜 産 部 ）と い っ た 営 農 企 画 部 門 と の 連 携

強 化 が 必 要 と な る 。 今 後 、 企 画 機 能 を 強 化 し た 上 で 情 報 収 集 、 特 に 経 営 コン サ

ル タ ン ト 業 務 に 特 化 し て い く べ き で あ る 。ま た 、今 ま で 参 事 直 轄 と 本 所 常 駐 は 、

あ る 程 度 TAF の 独 自 性 を 確 保 し て き た が 、 TAF は 一 つ の 班 で あ る た め 、 班長 の

裁 量 権 は 限 定 的 で 各 事 業 の 応 援 要 請 に 従 属 し や す い 面 が あ っ た 。 TAF が 本 来 業

務 に 一 層 集 中 で き る た め に 、平 成 16 年 か ら 、班 長 か ら 課 長 に な り 、TAF も 農 産 、

畜 産 両 部 門 の 共 通 部 門 と し て 両 参 事 の 直 轄 と す る 2 3）。  
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図 ３ － １ ０  TAF 業 務 内 容 の時 間 割 合図  

出 所 ： JA そ お 鹿 児 島 TAF の 資 料 に よ り 作 成  

註 ： １ 、 購 買 事 業 ： 肥 料 、 飼 料 、 農 薬 な ど の 生 産 資 材 を 運 搬 す る 業 務 。 指 導

購 買 ： 生 産 資 材 窓 口 対 応 、 生 産 資 材 の 説 明 と 指 導 、 注 文 書 の 配 布 な

ど の 業 務  

２ 、 GS 業 務 ： ガ ソ リ ン ス タ ン ド の 業 務  

   ３ 、 経 営 コ ン サ ル タ ン ト ： 税 務 ・ 申 告 な ど の 相 談 対 応 、 農 家 経 営 指導 、

後 継 者 対 策 な ど の 業 務  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員 研 修 、指 導 （経 営 ・技 術 ）研 修

0 . 9 %

その他 営 農 指 導 事 業

1 4 . 2 %  購 買 業 務

5 . 8 %

G S 業 務

1 . 1 %

その他 業 務

3 . 3 %

情 報 収 集  
3 3 . 4 %

指 導 購 買

経 営 コンサルタント  
1 8 . 0 %  

営 農 支 援 業 務  
1 . 6 %  

集 団 指 導  
1 . 2 %  

現 業 部 署 業 務 応 援

1 . 2 %  
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第 二 に 、情 報 の 共 有 化 と 各 部 署 と の 連 携 強 化 。JA そ お 鹿 児 島 が TAF メ ン バ ー

を メ イ ン と し た 農 協 職 員 へ 行 っ た イ ン タ ビ ュ ー に よ る と 、 TAF の 大 規 模 農家 に

関 す る 情 報 は 非 常 に 有 益 で あ る も の の 、 各 部 署 へ の 情 報 提 供 、 連 携 な ど がま だ

不 十 分 で あ る と い う 指 摘 が あ っ た 。 TAF 制 度 が 発 足 当 初 、 担 当 部 署 が 知 らな い

情 報 が 直 接 に ト ッ プ に 伝 わ る の で 、営 農 指 導 員 や 部 課 長 か ら 多 少 反 発 が あ っ た。

営 農 指 導 員 と の 同 行 訪 問 な ど に よ っ て 役 割 分 担 が で き 、 成 果 を 収 め た が 、各 関

係 部 署 へ の 情 報 提 供 は 主 に 月 に 一 回 の 企 画 会 議 を 通 じ て 行 わ れ て い る だ けな の

で 、 情 報 が 十 分 に 活 か さ れ て い な い 。 こ れ は 、 TAF に 対 す る 農 協 内 で の 評価 が

定 ま ら な い 結 果 に つ な が る 。 こ れ か ら 、 営 農 指 導 員 と の 同 行 訪 問 の 強 化 、 TAF

と 関 係 部 門 が お 互 い の 定 例 会 に 参 加 す る こ と よ り 、 情 報 の 共 有 化 と 連 携 の強 化

を 図 る 必 要 が あ る 。  

第 三 に 、TAF 職 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ 。TAF は 適 切 な コ ン サ ル テ ィ ン グ を

実 施 で き た の は 、業 務 の 一 切 に ノ ル マ を か け な か っ た こ と に 関 係 が あ る 。だ が、

ノ ル マ が 一 切 な け れ ば 、 TAF 職 員 に ど の よ う に イ ン セ ン テ ィ ブ や 動 機 付 けを 行

う の か 、 検 討 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ を 解 決 す る た め に 、 第 一 の 課 題 に指 摘

し た TAF の ス テ ー タ ス の 向 上 、 農 協 内 で の 位 置 づ け の 明 確 化 は 非 常 に 重 要で あ

る 。 ま た 、 平 成 16 年 度 か ら 、 TAF 職 員 が 一 人 一 日 15 軒 の 組 合 員 を 訪 問 す る と

い う 義 務 付 け が 検 討 さ れ て い る 。 TAF の 実 績 に 「 担 い 手 」 の 売 上 高 や 所 得改 善

状 況 を 反 映 さ せ る の も 有 効 な 解 決 方 法 で あ る と 思 わ れ る 。   

 

 

５ 、  小 括  

 

 

 本 節 で は JA そ お 鹿 児 島 の TAF 制 度 の 設 置 経 緯 、 取 組 と 実 績 に つ い て 分 析 し、

そ の 成 果 と 課 題 を 明 ら か に し て き た 。  

専 門 性 の 追 求 な ど の 広 域 合 併 農 協 と し て の 利 点 を 生 か し な が ら 、 昔 な が らの

組 合 員 と 農 協 と の 密 接 な 関 係 を 取 り 戻 す こ と が で き る か 、 こ れ が 今 日 の 農協 の

営 農 指 導 事 業 に と っ て は 極 め て 重 要 な 課 題 に な る 。 農 中 総 研 の 「 資 材 購 買と 販

売 に 関 す る 農 家・農 業 生 産 法 人 の 農 協 利 用 状 況 」に よ る と 、販 売 額 1000 万 円 以

上 農 家 の 54.6 %は 「 営 農 技 術 指 導 の 充 実 」 の 強 化 を 希 望 し て い る 。 一 方 、 組 合

員 個 々 の ニ ー ズ や 経 営 内 容 を 重 視 し た き め 細 か い 指 導 支 援 と 農 協 各 事 業 を横 断

し た 全 面 指 導 が 営 農 指 導 事 業 に 求 め ら れ る 。 今 日 の 農 協 の 営 農 指 導 で は 、専 門

的 技 術 指 導 と 総 合 的 な 組 合 員 対 応 の 双 方 が 望 ま れ て お り 、 総 合 渉 外 体 制 の整 備
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が そ の パ イ プ 役 的 重 要 な 要 に な る 。 し か し 、 昨 今 の 営 農 指 導 事 業 改 革 の 論議 の

中 で 総 合 渉 外 体 制 に 関 す る も の を み る と 、 購 買 事 業 の 物 流 合 理 化 で 余 剰 とな っ

た 職 員 を 位 置 づ け る な ど 、 後 ろ 向 き 的 な 内 容 も み ら れ る 。 そ う で は な く 、経 済

事 業 お よ び 農 協 事 業 全 般 へ の 改 革 の ス タ ー ト 的 位 置 づ け と し て 総 合 渉 外 体制 の

整 備 が 求 め ら れ る 。  

そ の た め に は 、 第 一 に 、 総 合 渉 外 体 制 の 農 協 内 で の 位 置 付 け の 明 確 化 が 求め

ら れ る 。 総 合 渉 外 が 他 部 門 の 便 利 屋 的 な 存 在 に な る こ と を 防 ぎ 、 独 自 性 を守 る

た め に は 、 担 当 業 務 を 明 確 化 し 、 組 織 機 構 の 体 制 整 備 を し な け れ ば な ら ない 。

第 二 に 、 営 農 指 導 部 門 を は じ め と す る 関 係 部 署 と の 連 携 を 強 め る に は 、 組合 員

情 報 を 迅 速 に フ ィ ー ド バ ッ ク で き る 農 協 内 の 情 報 提 供 シ ス テ ム づ く り が 必要 と

な る 。 第 三 に 、 ト ッ プ 層 の 支 持 が 求 め ら れ る 。 総 合 渉 外 制 度 の 成 否 は ト ップ 層

の 意 識 改 革 に か か っ て い る 。 TAF 制 度 の 成 功 は 、 ト ッ プ 層 の 全 面 的 な 支 持を 得

て か ら 、 は じ め て 可 能 と な っ た 。  

総 合 渉 外 制 度 の 使 命 は 、 組 合 員 と の 繋 が り を 深 め 、 農 協 の 縦 割 り 構 造 を 補 完

し 、 ま た 組 合 員 の ニ ー ズ を 農 協 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ り 農 協 各 事業 の

改 革 を 引 き 起 こ す こ と で あ る 。 本 稿 で は 、 総 合 渉 外 体 制 の 整 備 に よ っ て 営農 事

業 を 強 化 す る 上 で の ポ イ ン ト を ま と め て 提 示 し た 。 総 合 渉 外 体 制 は 、 広 域合 併

農 協 の 下 で 、 昔 な が ら の 組 合 員 と 農 協 と の 密 接 な 関 係 を 取 り 戻 す た め の 今日 の

営 農 指 導 事 業 の 有 効 な 一 形 態 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

 

【 第 三 章  注 】  

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

１ ） 受 験 資 格 に つ い て は 、 農 業 又 は 家 政 に 関 す る 試 験 研 究 、 教 育 又 は 普 及指 導

に 関 す る 実 務 経 験 が 2年 以 上 あ る と い う 用 件 が あ る 。試 験 内 容 は 基 礎 的 技 術 や 専

門 的 技 術 に 関 す る 知 識 な ど の 試 験 課 題 の 免 除 を 受 け る こ と で 、 書 類 審 査 、記 述

試 験 （ 小 論 文 の み ） と 口 述 試 験 と な る 。  

２ ） 鹿 児 島 県 経 営 技 術 課 か ら の 資 料 。  

３ ） 有 機 農 業 推 進 法 の 施 行 や 有 機 農 業 の 推 進 に 関 す る 基 本 方 針 の 公 表 を 背景 に

有 機 農 業 へ の 普 及 組 織 も 取 り 組 み を 強 化 す る 必 要 が あ る 。 平 成 19年 現 在 ま で 、

鹿 児 島 県 に は 有 機 農 業 生 産 者 が 全 部 で 125名 い る 。姶 良 地 区 を 中 心 に 、有 機 農 産

物 の 作 付 け 面 積 は 約 200haで あ る 。  

４ ）平 成 19 年 は 普 及 指 導 員 資 格 試 験 制 度 の 実 施 に 伴 う 経 過 措 置 の 最 後 の 一 年 と

な る 。普 及 指 導 員 の 受 験 資 格 が あ る 680 名 の 県 職 員 の う ち 、現 在 616 名（ 90.6%）
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が 普 及 指 導 員 の 資 格 を 取 得 し て い る 。 普 及 指 導 員 の 資 格 試 験 合 格 率 は 約 88%と

な っ て い る 。  

５ ） JA鹿 児 島 中 央 会 ｢JAグ ル ー プ 鹿 児 島 営 農 指 導 体 制 整 備 強 化 方 策 ｣200 4年 3月  

６ ）JA 全 中 が 平 成 10 年 11 月 に 実 施 し た「 JA の あ り 方 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査」

に よ り 。  

７ ）JA 全 中 が 平 成 11 年 12 月 に 実 施 し た「 JA の 活 動 に 関 す る 全 国 一 斉 調 査 」に

よ り 。  

８ ）A 農 協 が 平 成 13 年 に 実 施 し た「 JA の 営 農 指 導 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結

果 報 告 に つ い て 」，詳 細 は 須 田 敏 彦「 農 協 営 農 指 導 事 業 の 収 支 と 他 事 業 へ の波 及

効 果 」『 農 林 金 融 』， 2002 年 10 月 ， pp.60－ 74 を 参 照 さ れ た い 。  

９ ）「 JA の 総 合 渉 外 /組 合 員 と つ な が り 深 ま る 」， 日 本 農 業 新 聞 2003 年 9 月 28

日 付  

10） TAF 制 度 を 参 考 に 総 合 渉 外 体 制 を 導 入 し た 農 協 は 、 JA 山 形 お き た ま の「 ニ

ュ ー フ ァ ー マ ー ズ プ ロ ジ ェ ク ト 」と JA は が の の「 ACSH（ ア ク シ ュ ）agri c u l t u r e  

c o n s u l t i n g  s u p p o r t e r  o f  H A G A N O」 な ど が あ る 。  

11） JA そ お 鹿 児 島 の 所 管 地 域 は 大 隅 町 、輝 北 町 、財 部 町 、末 吉 町 、松 山 町 、志

布 志 町 、 大 崎 町 の ７ 町 で あ る 。  

12） JA そ お 鹿 児 島 『 JA そ お 鹿 児 島 第 ９ 回 通 常 総 代 会 資 料 』， 2002 年  

13） 曽 於 郡 の 数 値 で あ る た め 、 有 明 町 を 含 む 。  

14） JA 鹿 児 島 県 中 央 会 ， JA 全 中 「 JA そ お 鹿 児 島 JASMI C 最 終 報 告 」， 2003 年 ，

pp.2 6。  

15）JA そ お 鹿 児 島『 JA そ お 鹿 児 島 農 家 対 策 特 別 班「 TAF」取 組 方 針 』，2001 年 。  

16）西 高 一 規「 営 農 経 済 事 業 の 改 革 に 向 け て 」『 農 協 経 営 実 務 』第 59 巻 第 １ 号 ，

2004 年 １ 月 ， pp.1 8－ 24。  

17） 町 ・ 農 協 ・ 農 業 委 員 会 ・ 改 良 普 及 セ ン タ ー 等 の 関 係 機 関 の 担 当 者 で 構成 さ

れ 、 主 に 認 定 農 業 者 ・ 認 定 志 向 農 業 者 に 対 し て 、 経 営 規 模 拡 大 や 経 営 改 善な ど

に つ い て 支 援 ・ 相 談 活 動 を 実 施 し て い る 。  

18） 平 成 8 年 に 志 布 志 町 農 業 公 社 （ ピ ー マ ン の 研 修 事 業 ）、 平 成 10 年 に 輝 北 町

農 業 公 社 （ 小 菊 の 研 修 事 業 ）、 平 成 13 年 に 松 山 町 農 業 公 社 （ 農 地 保 有 合 理化 事

業 や 農 作 業 受 委 託 事 業 や イ チ ゴ 、 ピ ー マ ン 、 な す 等 施 設 野 菜 の 研 修 事 業 ）は い

ず れ も 農 協 と 町 の 協 同 出 資 に よ り 設 立 さ れ た 公 社 。  

19）詳 細 は 、前 掲 西 高 一 規 ，pp.18－ 24、伊 集 院 正 美・桐 原 章「 合 併 メ リ ット に

向 け た「 農 家 対 策 特 別 班 」の 取 り 組 み 」『 協 同 組 合 経 営 研 究 月 報 』 585， 2002 年

6 月 ， pp.5－ 15 を 参 照 さ れ た い 。  
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2 0） 前 掲 西 高 一 規 ， pp.18－ 24。  

21） 前 掲 西 高 一 規 ， pp.18－ 24。  

22） JA 鹿 児 島 県 中 央 会 ， JA 全 中 「 JA そ お 鹿 児 島 JASMI C 最 終 報 告 」， 2003 年 ，

pp.2 7。  

23）JA そ お 鹿 児 島 管 内 は 畜 産 が 非 常 に 盛 ん な 地 域 で 、現 在 の TAF と は 別 に 畜 産

部 門 の TAF を 設 置 し よ う と 検 討 さ れ た た め 、平 成 15 年 に 、TAF を 一 時 的 に 経 済

担 当 参 事 の 直 轄 か ら 農 産 部 の 下 に お く 形 に な っ た 。企 画 機 能 の 強 化 を 図 る た め、

そ れ ぞ れ の 企 画 部 門 と の 統 合 す る 案 も 検 討 さ れ た 。 し か し 、 ほ と ん ど の 農家 経

営 は 畜 産 経 営 と 農 産 経 営 の 複 合 体 で あ る た め 、 個 々 の ニ ー ズ と 経 営 内 容 を重 視

し た 全 面 的 な 指 導 を 行 う に は 、２ つ の TAF は 連 携 の 問 題 が 生 じ る 。し た が っ て 、

畜 産 部 門 の TAF を 設 置 せ ず に 、平 成 16 年 か ら 現 在 の TAF は 経 済 担 当 参 事 と 畜 産

担 当 参 事 の 直 轄 と す る こ と に な っ た 。  
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第四章  

中国における農業技術普及事業の事業展開 

――湖南省長沙県黄興鎮野菜技術ステーションの

事例を中心に―― 
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第 一節  課題と方法  

 

 

本 章 は 事 例 を 取 上 げ て 、 中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及 事 業 の 実 態 を 分 析 す る 。  

中 国 で は 、 沿 岸 部 と 内 陸 部 、 商 工 業 と 農 業 と の 間 で 経 済 格 差 が 拡 大 し つ つあ

る 。 内 陸 部 の 農 業 は 、 零 細 な 経 営 規 模 と 流 通 販 売 体 制 の 未 整 備 な ど に よ り、 農

民 の 所 得 向 上 が 大 き な 課 題 と な っ て い る 。 そ の た め 、 所 得 向 上 を 図 る に は、 地

域 特 産 物 の ブ ラ ン ド 化 に よ る 産 地 形 成 や 農 業 生 産 の 集 団 化 が 強 く 求 め ら れ る 1）。

し か し 、 こ れ ま で の 増 産 を 主 た る 目 標 に 掲 げ 、 生 産 技 術 の 指 導 を 中 心 と し た 2）

農 業 技 術 普 及 事 業 は 、 体 制 上 の 問 題 も あ っ て 、 こ う い っ た 時 代 の 要 請 に 応え る

こ と が 困 難 で あ る 。 生 産 技 術 を 中 心 と し た 指 導 か ら 産 地 育 成 や 集 団 育 成 とい っ

た 地 域 振 興 の 指 導 へ 転 換 を 図 る た め に 、 い か に し て 農 業 技 術 普 及 事 業 を 強化 す

べ き か が 、 緊 急 の 課 題 と な っ て い る 。  

そ こ で 、 本 章 で は 湖 南 省 長 沙 県 黄 興 鎮 野 菜 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン （ 以 下 黄興

野 菜 ス テ ー シ ョ ン と 略 す ） を 調 査 対 象 と し て 、 中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及事 業

の 実 態 を 明 ら か に す る と と も に 、 産 地 形 成 の 視 点 か ら 農 業 技 術 普 及 事 業 の強 化

に 向 け た 方 策 に つ い て 検 討 す る 。  

黄 興 鎮 は 、 湖 南 省 の 有 数 の 野 菜 産 地 で あ る 。 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、 1999

年 か ら 無 公 害 野 菜 の 普 及 に 取 り 組 み 、 着 実 に 普 及 の 成 果 を 上 げ 、 農 業 技 術普 及

ス テ ー シ ョ ン の 先 進 事 例 と い わ れ て い る 。  

本 章 で は 、 ま ず 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン と 管 内 野 菜 産 地 の 概 況 を 紹 介 す る 。次

に 、 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン に よ る 無 公 害 野 菜 産 地 形 成 へ の 取 り 組 み を ま とめ 、

統 計 手 法 を 用 い て そ の 成 果 と 課 題 を 明 ら か に す る 。 最 後 に 、 中 国 に お け る農 業

技 術 普 及 事 業 強 化 に 向 け た 方 策 に つ い て 検 討 す る 。  

 

 

第 二節  黄興野菜ステーションの概況および管内野菜産地の概況  

 

 

１ 、 管 内 に お け る 野 菜 産 地 の 概 況  

 

黄 興 鎮 に は 22 の 村 が あ り 、人 口 45,462 人 で 耕 地 面 積 は 3,313  h a で あ る 。そ

の う ち 野 菜 は 、 主 に 瀏 陽 河 の 沿 岸 に 位 置 す る 11 の 村 3） を 中 心 に 栽 培 さ れ て い
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る 。 耕 地 は 平 坦 で 、 農 業 用 水 は 十 分 で あ り 、 土 壌 の 質 は 良 好 で あ る た め 、古 く

か ら 野 菜 、 特 に と う が ら し の 産 地 と し て 有 名 で あ っ た 。 ま た 、 湖 南 省 の 省都 で

あ る 長 沙 市 の 中 心 地 か ら 約 30km の 距 離 に 位 置 し 、黄 花 国 際 空 港 へ も 至 近 で あ り 、

交 通 の 便 が よ い た め 、近 年 、都 市 向 け 野 菜 生 産 の 産 地 と し て 発 展 し て き た 。2005

年 現 在 、 野 菜 農 家 は 8,000 戸 、 野 菜 栽 培 面 積 は 1,333 h a で あ り 、 年 生 産 量 は

105, 46 0 ト ン に 達 し て い る 。 主 な 作 目 は 、 と う が ら し 、 葉 菜 な ど で あ る 。  

 

２ 、 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 概 況  

 

 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、1983 年 に 設 立 さ れ た 。ス テ ー シ ョ ン に は 、職 員 は 、

主 任 1 人 、 基 盤 整 備 担 当 の 副 主 任 1 人 、 技 術 普 及 担 当 の 副 主 任 1 人 、 普 及 員 3

人 と 内 務 兼 留 守 番 2 人 か ら な り 、 合 わ せ て 8 人 で あ る 。 普 及 員 の 3 人 は 、 2 人

の 副 主 任 を サ ポ ー ト す る 形 で 必 要 に 応 じ て 機 動 的 に 業 務 を 遂 行 し 、 農 家 にサ ー

ビ ス を 提 供 し て い る 。 内 務 兼 留 守 番 以 外 の 6 人 の 学 歴 に つ い て み る と 、 技術 普

及 担 当 の 副 主 任 は 農 業 大 卒 で 、 他 の 5 人 は 高 校 卒 で あ る 。 6 人 と も 省 農 業庁 が

開 催 し た 普 及 員 向 け の 技 能 ク ラ ス に 参 加 し 、 そ の 後 省 の 資 格 試 験 に 合 格 して い

る 。  

主 な 業 務 内 容 は 技 術 指 導 で あ る が 、 他 に 通 信 教 育 4）、 野 菜 検 査 、 基 盤 整 備、

野 菜 取 引 の 仲 介 な ど の 業 務 も 行 っ て い る 。 図 ４ － １ は 、 技 術 指 導 の 流 れ を示 し

た も の で あ る 。 湖 南 農 業 大 学 、 農 業 科 学 院 植 物 保 護 研 究 所 や 市 野 菜 科 学 研究 所

は 、黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 技 術 ソ ー ス と な っ て い る 。大 学 や 研 究 所 の 教 授 は 、

研 修 会 の 講 師 あ る い は 長 期 技 術 顧 問 と し て 普 及 員 や 農 家 に 技 術 指 導 を 行 って い

る 。 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、 上 級 部 門 で あ る 県 農 業 局 の 指 導 援 助 を 受 けな が

ら 、 野 菜 担 当 の 副 村 長 、 モ デ ル 農 家 や 農 業 技 術 員 を 通 し て 、 農 家 に 技 術 普及 を

行 っ て い る 。現 在 300 戸 の モ デ ル 農 家 と 120 人 の 農 業 技 術 員 が 配 置 さ れ て い る 。

現 場 で 対 応 で き な い 問 題 が あ っ た ら 、 素 早 く 大 学 や 研 究 所 の 専 門 家 な ど に連 絡

し 、 対 応 し て も ら う 。 普 及 方 法 は 、 主 に 、 講 義 、 現 場 研 修 会 、 配 付 資 料 、巡 回

指 導 な ど で あ り 、 普 及 手 段 と し て は 、 ビ デ オ 、 有 線 放 送 、 ポ ス タ ー 、 パ ンフ レ

ッ ト 、 パ ソ コ ン な ど を 利 用 し て い る 。 副 主 任 の ス ケ ジ ュ ー ル を み る と 、 現場 研

修 会 と 巡 回 指 導 を 合 わ せ た 現 場 で の 指 導 は 約 4 割 程 度 で あ り 、 講 義 と 資 料の 作

成 な ど に 約 6 割 の 時 間 を 当 て て い る 。   

黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、 業 務 上 で は 県 農 業 局 の 指 導 を 受 け 、 行 政 と 人 事に

お い て は 、 鎮 政 府 の 管 理 の 下 に 置 か れ て い る 。 県 及 び 鎮 政 府 か ら 運 営 経 費が 交

付 さ れ て い な い た め 、 普 及 の た め の 予 算 と 人 件 費 は 、 ① 上 級 行 政 部 門 か らの 普
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及 ・ 基 盤 整 備 プ ロ ジ ェ ク ト 予 算 、 ② 野 菜 取 引 の 仲 介 費 5）、 ③ 生 産 資 材 店 の 品 質

管 理 費 6） の 3 つ の 経 路 で 賄 わ れ て い る 。  

 

 

 

農業大学・農業科学院植物保護研究所

生物基地・長沙市野菜科学研究所 

県科学技術局・農業局

黄興鎮野菜技術ステーション

野菜担当副村長

農 家 

技術員・監督員・ 

モデル農家 

省 

 

----------------------------------------------------------------------- 

 

県 

 

----------------------------------------------------------------------- 

 

鎮 

 

----------------------------------------------------------------------- 

 

村 

 

----------------------------------------------------------------------- 

 

組 

 

----------------------------------------------------------------------- 

 
                             

鎮科学技術弁・鎮農

業技術ステーション 

技術指導及び意見反映 

連携関係 
 

図 ４ － １  黄 興 鎮 に お け る 無 公 害 野 菜 技 術 普 及 の 流 れ  

 

出 所 ： 黄 興 鎮 野 菜 技 術 ス テ ー シ ョ ン で の 聞 き 取 り 調 査 に 基 づ き 筆 者 作 成  

注 ： 鎮 農 業 技 術 ス テ ー シ ョ ン は 水 稲 等 の 食 料 作 物 に つ い て 指 導 を 行 っ て い る 。  

 

 

 

 

 



 98

第三節  黄興野菜ステーションの取り組み  

 

 

黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、野 菜 の 差 別 化 を 図 る た め 、1998 に 無 公 害 野 菜 を 生

産 し 普 及 す る 計 画 を 立 て 、 県 農 業 局 に プ ロ ジ ェ ク ト の 立 ち 上 げ を 申 請 し た。 こ

れ は 、 ① 黄 興 鎮 で は 化 学 肥 料 ・ 農 薬 な ど の 濫 用 で 野 菜 中 毒 事 件 が し ば し ば見 ら

れ 、 農 薬 残 留 問 題 が 厳 し く な っ て き た こ と 、 ② 黄 興 鎮 の 農 民 の 所 得 増 加 率 は

1996 年 の 9.7%か ら 2000 年 の 2.1%へ 鈍 化 す る 傾 向 に あ る こ と 、が 背 景 に あ る ７ ）。

そ し て 、 翌 年 省 農 業 庁 に よ り 、 土 壌 、 灌 漑 用 水 、 大 気 な ど に つ い て 分 析 測定 を

行 っ た 後 、「 桂 花 1,00 0 ム ー 無 公 害 野 菜 モ デ ル 基 地 」 8） プ ロ ジ ェ ク ト が 立 ち上

が り 、 無 公 害 野 菜 の 普 及 へ の 取 り 組 み が ス タ ー ト し た 。  

 

１ 、 生 産 者 の 合 意 形 成 と 技 術 指 導  

 

モ デ ル 基 地 を つ く る に は 、ま ず 基 地 内 の 生 産 者 の 合 意 形 成 を 図 る 必 要 が ある 。

黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 生 産 者 の 合 意 形 成 の た め に 時 間 と 労 力 を か け た 。普 及

員 は 、 ま ず チ ラ シ を 配 り 、 村 の 有 線 放 送 、 鎮 テ レ ビ 局 な ど マ ス ・ メ デ ィ アを 利

用 し て 無 公 害 野 菜 の 宣 伝 を 行 い 、 そ れ か ら 各 農 家 を 巡 回 し 、 農 家 に 無 公 害野 菜

の 栽 培 方 法 に つ い て 指 導 し た 。 農 薬 や 肥 料 な ど の 投 入 に よ り 生 産 コ ス ト が高 く

な る た め 、当 時 一 部 の 農 家 の な か に は 無 公 害 野 菜 の 生 産 に つ い て 抵 抗 が あ っ た。

そ こ で 品 質 標 準 に 達 し た 農 家 の 生 産 コ ス ト の 一 部 （ 30%～ 40%） を 補 助 し 、年 末

に 20 戸 の 先 進 モ デ ル 農 家 を 評 定 し 、200 元 の 奨 励 金 を 与 え る と い う 政 策 を 講 じ

て 、 農 家 に イ ン セ ン テ ィ ブ を 与 え た 。  

こ の よ う に 生 産 者 の 合 意 形 成 を 図 っ た 上 で 、 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 技 術 の

指 導 に 努 め た 。 そ の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。 ① 農 家 を 組 織 し 農 業 学 校 に見 学

に 行 く な ど 啓 発 活 動 に 力 を 入 れ た 。 ② 実 技 指 導 に 取 り 組 み 、 そ の 実 施 に 際し て

は 、 県 農 業 局 、 県 科 技 局 、 鎮 農 業 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン な ど の 技 術 員 や 普及 員

に 技 術 支 援 を 求 め 、 研 修 会 の た め の 講 師 チ ー ム を つ く っ た 。 ま た 、 大 学 や研 究

所 の 教 授 ・ 研 究 員 を 講 師 あ る い は 長 期 技 術 顧 問 と し て 招 聘 し 、 普 及 員 や 農家 へ

の 技 術 指 導 を 要 請 し た 。 ③ 肥 料 に つ い て は 、 各 農 家 の 栽 培 作 目 に 応 じ て 肥料 計

画 を 立 て て 個 別 指 導 を 行 っ た 。  

２ 、 無 公 害 野 菜 生 産 品 質 管 理 シ ス テ ム の 強 化  

 

 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、 次 に 無 公 害 野 菜 生 産 品 質 管 理 シ ス テ ム の 強 化に 取
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り 組 ん だ 。 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、 基 地 内 の 野 菜 に 対 し て 抜 き 打 ち 検 査を 行

っ て い る が 、 不 合 格 の 野 菜 が し ば し ば あ っ た 。 そ の 原 因 は 、 ① 利 益 追 求 のた め

に 一 部 の 農 家 が 使 用 禁 止 と さ れ て い る 農 薬 を 使 用 す る こ と 、 ② 基 地 内 に は数 十

件 の 生 産 資 材 店 が 存 在 し て お り 、 使 用 禁 止 と さ れ る 農 薬 を 販 売 し て い る とこ ろ

が 少 な く な い た め 使 用 禁 止 と さ れ る 農 薬 が 簡 単 に 手 に 入 る こ と 、 ③ 黄 興 鎮の 近

く に 規 模 の 小 さ い 卸 売 市 場 が 十 数 カ 所 あ る が 、 品 質 検 査 シ ス テ ム が で き てい な

い た め 不 合 格 の 野 菜 も 簡 単 に 市 場 へ 入 荷 さ れ る こ と 、 な ど で あ る 。  

 そ こ で 、 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 病 虫 害 予 防 な ど の 技 術 指 導 を 強 化 し 、さ ら

に 以 下 の 取 り 組 み を 実 施 し た 。 ① 農 家 の 意 識 改 革 。 無 公 害 野 菜 生 産 の 重 要性 に

つ い て 講 座 を 開 く な ど し て 農 家 に 対 し て 無 公 害 野 菜 へ の 認 識 を 深 め た 。 ②生 産

履 歴 制 度 の 導 入 。 ③ 品 質 監 督 の 強 化 。 各 村 民 小 組 に 、 生 産 技 術 が 高 く プ ライ ド

の 高 い 農 民 を 無 公 害 野 菜 監 督 員 と し て 選 出 し 無 公 害 野 菜 品 質 監 督 チ ー ム をつ く

っ た 。 ま た 、 検 挙 コ ー ル や 検 挙 ボ ッ ク ス が 基 地 内 に 設 置 さ れ た 。 ④ 品 質 検査 の

強 化 。 毎 月 定 期 検 査 と 抜 き 打 ち 検 査 を 行 う よ う に な っ た 。 ⑤ 契 約 制 度 の 導入 。

鎮 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 無 公 害 野 菜 農 家 と 契 約 を 結 び 、農 家 は 生 産 基 準 ９ ）に 従 い

生 産 す る こ と を 保 証 し 、 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 新 技 術 ・ 新 農 薬 ・ 新 肥 料 の 普及 お

よ び 黄 興 無 公 害 野 菜 の 認 知 度 の 向 上 に 努 め る こ と を 保 証 し た 。 こ れ に よ って 、

生 産 過 程 に お け る 品 質 管 理 シ ス テ ム が 強 化 さ れ た 。  

一 方 、 普 及 員 は 、 無 公 害 野 菜 品 質 管 理 シ ス テ ム を 強 化 す る に は 、 小 売 業 者や

卸 売 市 場 な ど を 管 理 す る 行 政 部 門 、 品 質 監 督 や 食 品 衛 生 を 担 当 す る 行 政 部門 と

連 携 す る 必 要 性 が あ る と 認 識 し 、 積 極 的 に 鎮 政 府 関 係 部 門 に 協 力 を 求 め た。 し

か し 、 当 初 は 無 公 害 野 菜 普 及 の 意 義 が 各 関 係 部 門 に 十 分 認 識 さ れ て い な かっ た

た め に 連 携 体 制 は 達 成 で き な か っ た 。 鎮 の ト ッ プ 層 や 関 係 部 門 に 理 解 を 求め る

努 力 を 重 ね た 末 、2003 年 に よ う や く 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン を 中 心 に 、各 関 係 部

門 の 連 携 に よ り 無 公 害 野 菜 管 理 チ ー ム が つ く ら れ た 。 こ の 連 携 体 制 の 下 で黄 興

野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、以 下 の こ と を 実 施 し た 。① 生 産 資 材 市 場 へ の 管 理 を 強 め 、

16 件 の 無 許 可 経 営 の 生 産 資 材 店 に 対 し て 取 り 締 ま り を 行 っ た 。使 用 禁 止 とさ れ

た 農 薬 は 明 確 に 販 売 禁 止 と な り 、 販 売 す る 経 営 者 に 対 し て 、 罰 金 や 中 毒 事故 が

起 こ る 場 合 に 連 帯 責 任 を 追 求 す る な ど の 処 置 を 講 じ た 。 ② 無 公 害 野 菜 卸 売市 場

と 小 売 市 場 へ の 管 理 を 強 化 し た 。 各 市 場 に 品 質 検 査 ス テ ー シ ョ ン を 設 置 し、 市

場 に 出 荷 す る 野 菜 に す べ て 抜 き 打 ち 検 査 を 行 い 、 不 合 格 の 野 菜 を す べ て 撤収 さ

せ た 。  

こ の よ う に 、 生 産 過 程 に お い て は も と よ り 、 生 産 資 材 市 場 か ら 卸 売 市 場 まで

に お け る 無 公 害 野 菜 品 質 管 理 の 強 化 に よ っ て 、 現 在 、 使 用 禁 止 と さ れ た 農薬 の



 100

使 用 は か な り 減 少 し 、毎 年 2 回 行 わ れ た 国 の 抜 き 打 ち 検 査 で 、合 格 率 は 常 に 98%

以 上 に 達 し て い る 。  

 

３ 、 黄 興 無 公 害 野 菜 の 認 知 度 向 上 、 販 売 ル ー ト の 多 様 化  

 

ど の よ う に 黄 興 鎮 の 無 公 害 野 菜 の 認 知 度 を 高 め 、 販 売 ル ー ト を 広 げ る か が、

無 公 害 野 菜 普 及 の も う 一 つ の 課 題 に な る 。 無 公 害 野 菜 の 生 産 コ ス ト は 高 いが 、

消 費 者 の 中 に は 認 知 度 が ま だ 低 く 、 あ る い は 品 質 に 対 し て 疑 問 が 残 っ て いる た

め 、 普 通 の 野 菜 と の 価 格 差 が つ き に く い 。 結 果 的 に 農 家 の 無 公 害 野 菜 生 産へ の

情 熱 を 損 な う 恐 れ が あ る 。 そ こ で 、 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、 以 下 の よ うな マ

ー ケ テ ィ ン グ 活 動 を 展 開 し た 。  

 

（ １ ） ブ ラ ン ド 戦 略 の 展 開  

黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、 黄 興 鎮 で 生 産 し た 346 の 品 目 の 無 公 害 野 菜 を 農産

品 加 工 貯 蔵 企 業「 長 沙 華 中 気 調 果 菜 公 司 」に よ り 加 工 包 装 し た 上 で 、「 十 恵 」と

い う ブ ラ ン ド を つ け 、 第 3 回 湖 南 省 農 産 品 博 覧 会 に 展 示 し 、 見 事 に 金 賞 を受 賞

し て 注 目 を 浴 び た 。 ま た 、 会 社 設 立 当 初 か ら 技 術 支 援 を 提 供 し て い た 水 耕野 菜

工 場 「 緑 世 界 発 展 有 限 公 司 」 で 生 産 し た 水 耕 野 菜 を 「 緑 畦 」 と 命 名 し 、 第 4 回

湖 南 省 農 産 品 博 覧 会 に 出 展 し た 。 こ れ も 金 賞 を 獲 得 し 、 話 題 に な っ た 。 この よ

う な ブ ラ ン ド 戦 略 で 、 黄 興 無 公 害 野 菜 の 認 知 度 を お お い に 高 め た 。  

 

（ ２ ） 産 地 市 場 、 直 売 所 の 設 立 、 契 約 販 売 の 推 進 な ど 販 売 ル ー ト の 多 様 化  

黄 興 鎮 の 無 公 害 野 菜 の 販 売 は 、 各 農 家 が 自 力 で 卸 売 市 場 へ 出 荷 す る の が 主な

販 売 ル ー ト で あ っ た 。 黄 興 鎮 の 周 辺 に は 無 公 害 野 菜 卸 売 市 場 が 多 数 存 在 して い

る が 、規 模 が 小 さ く 品 質 検 査 シ ス テ ム も 整 備 さ れ て い な い の で 、農 家 が 18 ㎞  も

離 れ た 長 沙 市 の 無 公 害 野 菜 卸 売 市 場「 紅 星 市 場 」と 野 菜 卸 売 市 場「 馬 王 堆 市 場」

に 出 荷 す る こ と が 多 か っ た 。 そ こ で 、 ① 農 家 の 流 通 コ ス ト を 減 少 し 、 黄 興鎮 無

公 害 野 菜 の 流 通 経 路 を 整 え る た め 、黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 60 ム ー の 産 地 市 場

を 建 設 す る 計 画 を 立 て た 。こ の 計 画 の 第 一 段 階 と し て 、2001 年 に 黄 興 野 菜 ス テ

ー シ ョ ン は 出 資 し て 、 黄 興 鎮 農 産 品 市 場 を 改 装 し 、 黄 興 鎮 無 公 害 野 菜 卸 売市 場

を 設 立 し た 。 ま た 卸 売 市 場 の 管 理 制 度 を つ く り 、 無 公 害 野 菜 の 流 通 経 路 をあ る

程 度 整 え た 。 現 在 、 規 模 拡 大 の た め に 行 政 部 門 か ら の 財 政 支 援 や 民 間 か らの 投

資 誘 致 に 取 り 組 ん で い る 。 ② 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、 技 術 指 導 や 野 菜 検査 な

ど の サ ー ビ ス を 提 供 し 、「 長 沙 華 中 気 調 果 菜 公 司 」を は じ め と し た 加 工 貯 蔵企 業
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と 農 家 の 契 約 栽 培 を 積 極 的 に 推 進 し て き た 。③ ス ー パ ー や 農 産 品 市 場 に お い て、

9 カ 所 の 直 売 所 を 設 置 し た ほ か 、 普 及 員 は 豊 富 な 社 会 関 係 を 利 用 し 、 政 府機 構

の 社 宅 に も 黄 興 鎮 無 公 害 野 菜 直 売 所 を 設 置 し た 。毎 日 の 販 売 量 は 15 ト ン に 達 し

て い る 。 ま た 、 直 売 所 に お い て 歳 暮 及 び 贈 答 用 の 野 菜 の 販 売 も ス タ ー ト し、 人

気 を 博 し た 。  

現 在 、 無 公 害 野 菜 の 販 売 は 、 各 農 家 が 「 紅 星 市 場 」 と 「 馬 王 堆 市 場 」 な どの

市 野 菜 卸 売 市 場 へ の 出 荷 が 35%、卸 売 り 業 者 に よ る 産 地 集 荷 が 35%、野 菜 直 売所

の 販 売 が 15%、 鎮 加 工 業 者 へ の 契 約 販 売 が 10%、 そ の 他 1 0） が 5%と な っ て い る 。 

 

（ ３ ） 共 販 拡 大 を 目 指 し た 野 菜 協 会 の 設 立  

農 家 の 自 主 販 売 が 7 割 以 上 を 占 め て お り 、 共 販 率 が 低 い 。 共 販 率 を 高 め るた

め に 、2004 年 に 鎮 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、61 戸 の 農 家 と と も に 創 設 メ ン バ ー と し

て 野 菜 協 会 を 設 立 し た 。 会 員 が 生 産 し た 無 公 害 野 菜 は す べ て 「 十 恵 」 の 銘柄 に

統 一 さ れ て い る 。2005 年 現 在 、組 合 員 数 は 1,800 名 へ 急 速 に 増 加 し た 。し か も

組 合 員 は 野 菜 農 家 に 限 定 さ れ ず 、 貯 蔵 、 加 工 、 運 輸 、 販 売 、 技 術 な ど 農 業関 係

の 様 々 な 職 種 、 企 業 を 含 ん で い る 。 こ う い っ た 組 合 員 の 多 元 化 シ ス テ ム のも と

で 、「 情 報 員 」と 呼 ば れ る 組 合 員 は 、長 沙 県 及 び 長 沙 市 を は じ め と す る 省 内の 都

市 に 散 在 し 、協 会 の 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク を 作 り 上 げ た の で あ る 。「 情 報 員 」が自 分

の 豊 か な 人 脈 や イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 な ど に よ り 、 ① 市 場 価 格 ・ 需 給 状 況、 ②

新 品 種 ・ 新 技 術 、 ③ そ の 新 品 種 や 新 技 術 を 有 す る 機 構 や 人 材 な ど の 情 報 を協 会

に 提 供 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。  

  

 

第 四節  黄興野菜ステーションの成果及び課題  

 

 

ま ず 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 実 績 を み て み よ う 。表 ４ － １ は 2001 年 か ら 2005

年 ま で の 普 及 実 績 の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。 5 年 間 に 開 催 し た 技 術 研 修会 は

153 回 で 、参 加 人 数 は 延 べ 27,200 人 に も 達 し 、農 家 に 配 布 し た 技 術 資 料 は 61,8 00

部 に の ぼ っ た 。 無 公 害 野 菜 栽 培 に 使 用 す る 施 設 設 備 は 、 5 年 間 の 合 計 で ハウ ス

530 棟 、防 虫 ネ ッ ト 108, 00 0 ㎡ 、遮 光 シ ー ト 200,00 0 ㎡ 、保 温 シ ー ト 10,90 0 ㎡ 、

殺 虫 灯 280 個 と な っ て い る 。 ま た 、 表 ４ － ２ の 経 営 実 績 の 推 移 を み る と 、取 引

量 に よ る 利 益 還 元 な ど の 措 置 を 講 じ た こ と に よ り 、 野 菜 売 買 仲 介 の 経 営 が順 調

に 増 長 し て い る こ と が わ か る 。  
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表 ４ － 1 普 及 実 績 の 年 次 比 較  

年度 2001 2002 2003 2004 2005 

講座（回）      26       28       32       32        35  

講座参加人数（延べ）    4,800    5,000    5,600    5,600     6,200  

資料（部）    7,800   12,000   14,000   14,000    14,000  

有機肥料（トン）      50       80       90       90        90  

無公害農薬（品目数）      46       40       40       26        26  

ハウス（棟）     100      150      150       50        80  

防虫ネット（㎡）   28,000   20,000   20,000   20,000    20,000  

遮光シート（㎡）   50,000   40,000   50,000   30,000    30,000  

保温シート（㎡）    3,000    1,900    2,000    2,000     2,000  

殺虫灯（個） - -      110       85        85  

  
出 所 ： 黄 興 鎮 野 菜 技 術 ス テ ー シ ョ ン か ら の 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を も と に 筆 者 作 成 。  

注 ： 有 機 肥 料 は 農 家 に 普 及 し た 新 し い 有 機 肥 料 の 数 量 で 、 無 公 害 農 薬 は 農 家  

に 普 及 し た 新 し い 無 公 害 農 薬 の 品 目 数 で あ る 。  

 

 

表 ４ － ２  経 営 実 績 の 推 移  

年度 2001 2002 2003 2004 2005 

肥料（トン） 650 750 920 960 960 

種（トン） 5 5.5 5.7 6.8 6.8 

農薬（トン） 8 8 8.5 7.6 7.6 

野菜売買仲介（トン） 80 90 104 160 160 

総売上高（万元） 60 63 66 75 75 

純利益（万元） 2 2.3 2.5 3 3.5 

  

出 所 ： 黄 興 鎮 野 菜 技 術 ス テ ー シ ョ ン か ら の 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を 元 に 筆 者 作 成 。  
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表 ４ － ３  黄 興 鎮 に お け る 野 菜 と 無 公 害 野 菜 の 生 産 の 推 移  

年度 野菜総生産量 野菜総生産高 無公害野菜面積 無公害野菜総生産量 無公害野菜総生産高 

  (トン) (万元) (ha) (トン) (万元) 

1999  -   -             85             5,800               690  

2000      95,016       10,868            133            13,870             1,570  

2001      97,176       11,278            200            21,876             2,208  

2002      99,639       12,087            200            22,012             2,401  

2003     102,489       12,618            468            47,382             6,338  

2004     103,560       12,860            468            47,500             6,550  

2005     105,460       14,720            533            69,300             7,680  

  

出 所 ： 黄 興 鎮 野 菜 技 術 ス テ ー シ ョ ン か ら の 資 料 と 聞 き 取 り 調 査 を 元 に 筆 者 作 成 。  

 

こ の よ う な 実 績 を 重 ね る と と も に 、 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 新 た な 諸 課 題に

対 応 し つ つ 、 黄 興 鎮 の 無 公 害 野 菜 産 地 が 形 成 さ れ た 。 表 ４ － ３ は 、 無 公 害野 菜

生 産 の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。 栽 培 面 積 は 発 足 当 時 の 85ha か ら 2005 年 現 在

の 533 h a に ま で 拡 大 し 、 年 生 産 量 は 69,3 00 ト ン も の 規 模 に 発 展 し た 。 2004 年

に 、 光 達 基 地 と 黄 興 新 村 基 地 は 長 沙 市 に よ り 「 無 公 害 野 菜 基 地 」 に 指 定 され 、

基 地 内 の 43 名 の 野 菜 農 家 に は「 無 公 害 野 菜 生 産 販 売 証 書 」が 授 与 さ れ た 。こ の

証 書 を 持 つ 農 家 が 生 産 し た 野 菜 の 価 格 は 、 長 沙 市 各 野 菜 市 場 で 普 通 の 農 家が 生

産 し た 野 菜 よ り 平 均 で 0.4 元 ～ 0.8 元 /kg 高 い と い わ れ る 1 1）。 同 年 、 と う が ら

し と 葉 菜 の 2 つ の 基 幹 品 目 に つ い て は 、湖 南 省 農 業 庁 に よ り 無 公 害 野 菜 産 地（面

積 延 べ 394 ha） に 認 定 さ れ た 。 現 在 、 黄 興 鎮 無 公 害 野 菜 は 長 沙 市 の 無 公 害野 菜

市 場 で 4 割 強 の シ ェ ア を 占 め る ま で に な っ た 。 長 沙 市 の 他 、 省 内 で は 湘 潭、 株

州 、省 外 で は 広 州 、武 漢 な ど の 大 都 市 へ も 販 売 し て い る 。ま た 、2007 年 か ら マ

レ ー シ ア へ 輸 出 す る 予 定 と な っ て い る 。  

 次 に 野 菜 農 家 の 所 得 向 上 か ら 普 及 効 果 を み て み よ う 。 表 ４ － ４ は 、 2006 年 3

月 に 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン が 管 内 農 家 に 対 し て 実 施 し た 調 査 結 果 を ま と めた も

の で あ る 。 調 査 対 象 と な っ た 30 戸 の 農 家 の う ち 家 族 1 人 当 た り 年 間 収 入 が

2,00 0 元 か ら 4,00 0 元 ま で の 中 レ ベ ル の 農 家 は 15 戸 で あ り 、 2,00 0 元 以 下 の 低

収 入 農 家 は 15 戸 で あ っ た 。基 準 は 2002 年 度 か ら 2004 年 度 ま で の 3 年 間 の 平 均

値 と な る 。こ の 表 に よ れ ば 、す べ て の 農 家 が 2005 年 度 に 野 菜 の 収 入 が 基 準よ り

増 加 し て い る の が わ か る 。 平 均 増 加 率 は 45%と な っ て い る 。 特 に 低 収 入 農家 の

平 均 増 加 率 は 56%で 、中 堅 収 入 農 家 の 平 均 増 加 率 は 30%で あ っ た こ と か ら 、低 収

入 農 家 の ほ う は 、 普 及 効 果 が 大 き い と い え る で あ ろ う 。  

こ の よ う に 黄 興 鎮 無 公 害 野 菜 産 地 の 形 成 は 、 農 民 の 所 得 向 上 な ど に お お い に
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貢 献 し た 。 成 功 し た 要 因 を 分 析 す れ ば 、 以 下 の 6 点 が あ げ ら れ る 。 ① 野 菜の 差

別 化 を 図 る た め に 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン が か な り 早 い 時 期 に 無 公 害 野 菜 の普 及

に 着 手 し 、 し か も 技 術 指 導 に と ど ま ら ず 、 野 菜 品 質 管 理 シ ス テ ム の 強 化 、ブ ラ

ン ド 戦 略 、 販 売 対 策 、 農 民 集 団 の 育 成 な ど の 一 貫 し た 取 り 組 み を 行 っ た こと 、

ま た 、 こ の 過 程 の 中 で リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し 、 関 係 諸 機 関 と う ま く 調 節と 連

携 が と れ た こ と 、 ② 農 家 か ら 広 範 囲 な 理 解 と 支 持 を 得 た こ と 、 ③ 県 ・ 鎮 政府 を

は じ め と す る 地 方 政 府 機 関 か ら 、 財 政 的 お よ び 行 政 的 な 支 援 と 技 術 的 な 支援 を

積 極 的 に 受 け て き た こ と 、 ④ 大 学 や 試 験 研 究 機 関 か ら 緊 密 的 な 技 術 支 援 があ っ

た こ と 、 ⑤ モ デ ル 農 家 ・ 農 民 技 術 員 な ど の 農 民 リ ー ダ ー は 新 技 術 の 導 入 に先 導

的 な 役 割 を 果 た し 、 ま た 周 辺 の 農 家 へ の 技 術 普 及 の 中 核 と な っ た こ と 、 ⑥民 間

業 者 と の 連 携 を 取 っ て マ ー ケ テ ィ ン グ 対 策 に 取 り 組 ん で い た こ と 、 で あ る 。  
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表 ４ － ４  野 菜 所 得 の 比 較  

農家 人口 労働人口栽培面積 基準値 2005年度 B-A (B-A)/A

（人） （人） (a) 収入(元) 支出(元) (A)所得(元) 収入(元)支出(元)(B)所得(元) (元) *100(％)

1 2 2(1) 35     2,000  1,020  980      3,200  930   2,270    1,290 132   

2 2 2(1) 9      2,600  1,340  1,260    3,500  1,250 2,250    990   79    

3 3 2(1) 21     2,850  500    2,350    7,200  2,330 4,870    2,520 107   

4 4 2(1) 29     3,000  1,460  1,540    4,500  1,700 2,800    1,260 82    

5 4 3(2) 21     3,000  860    2,140    4,500  1,130 3,370    1,230 57    

6 5 2(1) 21     9,000  2,000  7,000    11,000 1,850 9,150    2,150 31    

7 4 3(2) 19     11,000 5,300  5,700    12,500 5,600 6,900    1,200 21    

8 7 6(5) 24     10,000 3,750  6,250    12,000 3,700 8,300    2,050 33    

9 3 3(1) 31     4,600  1,300  3,300    4,800  1,140 3,660    360   11    

10 5 2(1) 33     2,000  700    1,300    3,200  1,100 2,100    800   62    

11 5 3(1) 27     11,000 6,500  4,500    12,500 6,450 6,050    1,550 34    

12 4 4(2) 21     6,000  3,280  2,720    7,500  3,400 4,100    1,380 51    

13 3 2(1) 17     11,000 4,200  6,800    11,800 4,500 7,300    500   7     

14 4 4(2) 50     3,000  1,280  1,720    4,200  1,365 2,835    1,115 65    

15 5 2(1) 28     4,000  1,260  2,740    6,000  1,460 4,540    1,800 66    

16 5 3(1) 31     5,196  1,920  3,276    6,500  1,830 4,670    1,394 43    

17 4 3(2) 25     12,000 3,760  8,240    12,500 3,990 8,510    270   3     

18 4 2(1) 32     10,000 2,950  7,050    11,000 3,190 7,810    760   11    

19 3 2(1) 28     1,800  183    1,617    2,900  700   2,200    583   36    

20 4 3(1) 37     3,600  1,740  1,860    4,400  1,310 3,090    1,230 66    

21 4 2(1) 36     3,000  1,530  1,470    4,000  1,220 2,780    1,310 89    

22 4 2(1) 32     4,850  870    3,980    5,500  1,290 4,210    230   6     

23 5 2(1) 53     2,000  1,040  960      2,800  980   1,820    860   90    

24 5 3(2) 50     6,000  1,990  4,010    7,000  2,220 4,780    770   19    

25 4 2(1) 35     11,500 3,310  8,190    13,000 3,420 9,580    1,390 17    

26 4 3(2) 22     5,400  1,910  3,490    5,500  1,750 3,750    260   7     

27 4 3(1) 32     5,500  1,500  4,000    6,000  1,560 4,440    440   11    

28 4 3(1) 38     15,000 4,200  10,800   16,500 4,850 11,650   850   8     

29 5 3(1) 27     11,000 6,500  4,500    12,500 6,450 6,050    1,550 34    

30 6 2(1) 39     17,500 4,550  12,950   18,000 4,600 13,400   450   3     

平均 30     6,647  2,423  4,223    7,883  2,576 5,308    1,085 43    

平均（1-15） 26     6,014  2,378  3,636    7,494  2,572 4,922    1,286 56    

平均（16-30） 34     7,397  2,451  4,946    8,381  2,551 5,830    884   30     

 

出 所 ： 黄 興 鎮 野 菜 技 術 ス テ ー シ ョ ン か ら の 資 料 に も と づ き 筆 者 作 成 。  

注 ： 1） 労 働 人 口 の （ ） は 女 性 の 労 働 人 口 の 人 数 を 示 す 。  

  2） 栽 培 面 積 に は 、 水 稲 の 面 積 も 含 ま れ て い る 。  

  3） 基 準 値 は 20 0 2 年 、 2 0 0 3 年 、 2 0 0 4 年 の 3 年 間 の 平 均 値 と な る 。  

  4） 1～ 15 番 の 農 家 は 家 族 1 人 当 た り 年 間 所 得 は 2, 0 0 0 元 以 下 の 低 収 入 農 家 で 、 16～

30 番 の 農 家 は 家 族 1 人 当 た り の 年 間 所 得 が 2, 0 0 0 元 か ら 4, 0 0 0 元 ま で の 中 収 入 農

家 で あ る 。  



 106

 

し か し な が ら 、 着 実 に 成 果 を 上 げ て き た も の の 、 ま だ 多 く の 課 題 が 残 さ れて

い る 。 今 後 の 課 題 と し て 以 下 の 点 が あ げ ら れ る 。 第 1 に 、 規 模 拡 大 の 課 題。 無

公 害 野 菜 生 産 に は 1 ム ー 当 た り 平 均 1 万 元 の 施 設 料 金 が 必 要 と な る 。 こ れ ま で

は 省・市・県・鎮 の 財 政 支 援 を 積 極 的 に 受 け て き た が 1 2）、今 後 は 財 政 支 援 に 頼

る の で は な く 、 農 家 が 「 農 民 信 用 合 作 社 」 に よ る 各 種 融 資 制 度 を 受 け ら れる よ

う 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。 第 2 に 、 農 家 の 資 質 向 上 。 様々 な

措 置 に よ り 品 質 管 理 シ ス テ ム の 強 化 を 図 っ た に も か か わ ら ず 、 使 用 禁 止 とさ れ

た 農 薬 が し ば し ば 検 出 さ れ た 。 教 育 に よ る 農 家 の 安 全 性 へ の 意 識 改 革 や 資質 向

上 の た め に は 、 こ れ か ら の 普 及 事 業 の 長 期 的 な 課 題 に な る と 考 え ら れ る 。 第 3

に 野 菜 協 会 の 育 成 の 課 題 。 現 在 、 野 菜 協 会 の 会 長 は 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ンの 主

任 が 兼 任 し て お り 、 事 務 所 も 同 じ で あ る た め 、 協 会 の 組 織 運 営 が 黄 興 野 菜ス テ

ー シ ョ ン 中 心 と な っ て い る 。 今 後 は 農 民 の リ ー ダ ー の 育 成 に よ り 農 民 が 自主 的

に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。 ま た 、 共 販 拡 大 の た め 、 野 菜 協 会 の 活 動 を 一 層 充実 し

て い く 必 要 が あ る 。  

 

 

第 五節  小括  

 

 

本 節 で は 、実 態 調 査 に 基 づ い て 、黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 取 り 組 み を 整 理し 、

そ の 成 果 と 課 題 を 明 ら か に し た 。 最 後 に 、 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 事 例 から 、

今 後 農 業 技 術 普 及 事 業 を 強 化 す る 上 で の ポ イ ン ト を 提 示 し て 、 本 節 の 結 びと し

た い 。  

第 1 に 、 普 及 効 果 を 上 げ る た め に は 、 技 術 指 導 だ け で は な く 、 販 売 対 策 や集

団 育 成 な ど の 一 貫 し た 総 合 的 な 指 導 が 望 ま れ る 。 零 細 生 産 と 家 族 経 営 の 特徴 を

活 か し な が ら 市 場 経 済 の 挑 戦 に 直 面 し て い る 農 民 た ち は 、 高 度 な 技 術 指 導の ほ

か 市 場 対 応 な ど の 総 合 的 な サ ー ビ ス を 今 日 の 普 及 組 織 に 求 め て い る 。  

第 ２ に 、 県 農 業 局 な ど 上 級 部 門 か ら の 技 術 支 援 ・ 財 政 支 援 と 鎮 政 府 お よ び鎮

各 行 政 部 門 の 行 政 支 援 が 普 及 事 業 を 強 化 す る た め に 必 要 で あ る 。 黄 興 野 菜ス テ

ー シ ョ ン は 無 公 害 野 菜 の 普 及 に あ た っ て 、 県 農 業 局 ・ 県 科 技 局 な ど の 上 級部 門

と 鎮 政 府 及 び 各 行 政 機 関 と の 信 頼 関 係 ・ 指 導 を 重 視 し 、 財 政 的 お よ び 行 政的 な

支 援 、 そ し て 技 術 的 な 支 援 を 積 極 的 に 求 め た 。 こ れ ら の 支 援 が あ っ て 、 はじ め

て 普 及 に 成 功 し た と い え る 。  
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第 ３ に 、 大 学 ・ 研 究 機 関 と 一 層 連 携 を 強 め る こ と が 必 要 で あ る 。 黄 興 野 菜ス

テ ー シ ョ ン が 無 公 害 野 菜 の 普 及 に あ た っ て 、 大 学 ・ 研 究 機 関 が 重 要 な 技 術ソ ー

ス と し て の 役 割 を 果 た し た だ け で は な く 、 研 修 会 の 講 師 や 長 期 技 術 顧 問 とし て

普 及 員 と 農 家 の 技 術 指 導 に あ た っ た 。 ま た 、 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 技 術指 導

担 当 の 副 主 任 が 社 会 人 入 学 で 湖 南 農 業 大 学 成 人 教 育 部 の 野 菜 専 攻 に 入 り 、無 公

害 野 菜 の 栽 培 技 術 等 に つ い て 勉 強 し 、 現 在 技 術 普 及 の 担 い 手 と し て 役 割 を果 た

し て い る 。 つ ま り 、 農 業 大 学 は 普 及 員 の 人 材 養 成 に も 大 い に 貢 献 し て い る 。  

 第 ４ に 、普 及 員 の 企 画 力 と コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 能 力 が 強 化 さ れ る 必 要 が あ る。

今 ま で は 、 普 及 員 の 学 歴 が 低 く 、 そ れ に 体 系 的 な 研 修 制 度 の 不 備 な ど に より 、

技 術 力 の 養 成 が 前 か ら 強 調 さ れ て き た が 、 企 画 力 と コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 能力 の

重 要 性 は ま だ あ ま り 認 識 さ れ て い な い 。 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 無 公 害 野菜 普

及 に お け る 成 果 は 、 普 及 員 の 事 業 計 画 の 作 成 、 ブ ラ ン ド 戦 略 や 産 地 市 場 の設 立

な ど に お け る 企 画 力 の 発 揮 と 無 公 害 野 菜 品 質 管 理 チ ー ム の 設 立 に お け る コー デ

ィ ネ ー シ ョ ン 能 力 の 発 揮 と 深 く 関 わ っ て い る 。 今 後 は 、 普 及 事 業 が た ん なる 技

術 指 導 の レ ベ ル か ら 産 地 育 成 、 集 団 育 成 、 人 材 育 成 、 販 売 対 策 や 情 報 提 供な ど

の 総 合 的 な 指 導 へ の 転 換 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。 そ の た め に は 、 普 及 員の 企

画 力 と コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 能 力 の 養 成 が 必 要 と な る 。  

 

 

【 第 四 章   注 】  

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

1） 井 一 光 義「 野 菜 主 産 地 形 成 及 び 農 民 集 団 育 成 で の 農 業 指 導 者 と 地 域 リー ダ

ー の 役 割 」『 農 業 普 及 研 究 』 第 8 巻 第 2 号 ， 2003 年 12 月 ， pp.23、 29 

2)  黄 季 焜 ･胡 瑞 法 ･孫 振 玉 「 譲 科 学 技 術 進 入 農 村 的 千 家 万 戸 ― 建 立 新 的 農 業 技

術 推 広 創 新 体 系 ― 」『 農 業 経 済 問 題 』 2000 年 第 4 期 ， pp.2 0 

3）こ の 11 の 村 は 、巻 塘 、桂 花 、楊 托 、双 坪 、金 鳳 、金 艶 、太 平 、蘭 田 、栄 河 、

新 楽 、 楊 梅 で あ る 。  

4） 農 家 の 知 識 水 準 な ど 総 合 的 な 資 質 を 高 め 、 新 規 農 業 人 材 を 育 成 す る た め に、

2002 年 か ら イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ た 通 信 教 育 を は じ め た 。内 容 は 多 分 野 にわ た

り 、 栽 培 技 術 、 電 子 、 電 気 、 文 化 基 礎 教 育 な ど か ら 構 成 さ れ る 。  

5） 小 売 業 者 や レ ス ト ラ ン な ど の 取 引 先 か ら 最 大 で 5%の 手 数 料 徴 収 。  

6) ス テ ー シ ョ ン は 3 つ の 生 産 資 料 店 を 所 有 し て い る が 、経 営 は 野 菜 技 術 ス テ ー

シ ョ ン 以 外 の 人 に 任 せ て い る 。 鎮 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 農 薬 や 肥 料 な ど の 品質 管

理 を 行 う 。毎 月 、売 り 上 げ 金 額 の 10%を 管 理 費 と し て 生 産 資 料 店 か ら 受 け 取 る 。  
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7 )  黄 興 鎮 野 菜 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン 「 合 理 調 整 農 業 結 構  振 興 黄 興 農 村 経 済」

2002 年 ， pp.1 

8） 管 内 で 野 菜 生 産 が 一 番 盛 ん な 桂 花 村 で 、 85ha の モ デ ル 基 地 を 作 り 、 そ れ を

中 心 に 周 囲 の 村 や 地 域 に 波 及 し て い く 普 及 計 画 で あ る 。  

9）省 農 業 庁 が 制 定 し た「 無 公 害 野 菜 生 産 技 術 規 程 」と 省 質 量 技 術 監 督 局 が制 定

し た 「 無 公 害 野 菜 湖 南 省 標 準 」 が 生 産 基 準 に な る 。  

10） 黄 興 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 販 売 仲 介 事 業 を 通 し た 販 売 な ど が 含 ま れ る 。  

11） 長 沙 市 野 菜 検 験 検 測 セ ン タ ー が 2004 年 に 実 施 し た 調 査 結 果 に も と づ く 。  

12） 資 金 投 入 は 政 府 財 政 の 投 入 が 6 割 で 、 農 家 の 出 資 が 4 割 と な っ て い る 。  
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第五章  

まとめ 
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こ れ ま で 、 ア メ リ カ ・ 日 本 ・ 中 国 に お け る 農 業 普 及 制 度 に つ い て 、 普 及 事業

の 位 置 づ け 、 機 能 、 仕 組 み 、 予 算 と 普 及 員 の 資 質 か ら 比 較 分 析 を 行 っ て き た 。  

実 証 的 な 分 析 と し て は 、 第 三 章 の 第 一 節 で は 鹿 児 島 県 の 事 例 を 中 心 に 、 農業

改 良 普 及 事 業 の 制 度 改 正 へ の 対 応 の 実 態 と 今 後 の 課 題 を 明 ら か に し た 。 第二 節

で は J A そ お 鹿 児 島 の TA F 制 度 を 調 査 対 象 と し 、 総 合 渉 外 制 度 に 焦 点 を あ て、

農 協 の 営 農 指 導 事 業 の 強 化 に 向 け た 取 り 組 み と 課 題 に つ い て 解 明 し た 。 そし て

第 四 章 で は 、 中 国 湖 南 省 長 沙 県 黄 興 鎮 野 菜 技 術 普 及 ス テ ー シ ョ ン を 調 査 対象 と

し て 、 中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及 事 業 の 実 態 と 事 業 強 化 に 向 け た 対 策 を 解明 し

た 。  

本 章 は 今 ま で の 議 論 を 踏 ま え て 、 日 本 と 中 国 の 農 業 普 及 制 度 の 異 同 を 総 括し

た 上 で 、 中 国 に お け る 農 業 普 及 事 業 お よ び 日 本 に お け る 地 域 営 農 支 援 サ ポー ト

シ ス テ ム の 今 後 の 展 開 方 向 に つ い て 検 討 す る 。  

 

 

第 一節  日本と中国における農業普及制度の異同  

 

 

１ 、 日 本 と 中 国 に お け る 農 業 普 及 制 度 の 共 通 点  

 

 ま ず 、 日 本 と 中 国 の 農 業 普 及 制 度 の 成 立 ・ 発 展 過 程 を み る と 、 両 国 は とも に

ア メ リ カ の 農 業 普 及 制 度 に 倣 っ た こ と が あ る 。 日 本 の 農 業 普 及 事 業 は 、 アメ リ

カ の 制 度 を 範 と し 、 国 と 都 道 府 県 の 協 同 事 業 と し て 発 足 し た 。 中 国 は 中 華民 国

時 代 に 、ア メ リ カ の 制 度 を 倣 い 普 及 活 動 を 展 開 し た 。特 に 農 業 大 学 に よ る 教 育・

研 究 ・ 普 及 の 三 位 一 体 し た 活 動 の 展 開 は 、 ア メ リ カ の 制 度 に 倣 っ て 始 ま った の

で あ る 。  

 次 に 、現 在 の 両 国 の 農 業 普 及 制 度 を 比 較 す る と 、以 下 の よ う な 共 通 点 が あ る 。  

 第 1 に 、 農 業 普 及 事 業 が 農 政 の 一 環 と し て 位 置 づ け さ れ 、 農 政 目 的 を 達成 す

る た め の １ つ の 政 策 手 段 で あ る 。  

 第 2 に 、 農 業 普 及 事 業 が 政 府 の 事 業 で あ り 、 行 政 が 運 営 主 体 と な っ て い る 。  

 第 3 に 、 国 が 基 本 方 針 を 制 定 し 、 地 方 政 府 が そ の 基 本 方 針 を 基 に 普 及 活動 を

展 開 す る 。  

 第 4 に 、 普 及 方 法 は 展 示 圃 、 技 術 研 修 、 資 料 な ど を 主 と す る 。  
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２ 、 日 本 と 中 国 に お け る 農 業 普 及 制 度 の 相 違 点  

  

（ １ ）  中 国  

１ ）  農 業 普 及 機 構 が 経 営 サ ー ビ ス 機 能 を も つ  

中 国 に お い て 、 日 本 の 農 協 の 性 格 を 有 す る 組 織 が ま だ で き て い な い 。 農 業普

及 事 業 は 、 公 益 的 機 能 の ほ か 、 経 営 サ ー ビ ス 機 能 も 有 す る 。  

改 革 開 放 政 策 に よ っ て 、 人 民 公 社 に お け る 集 団 農 業 体 制 が 見 直 さ れ 、 各 戸請

負 制 が 導 入 さ れ た 。 こ れ は 農 業 普 及 事 業 に 大 き な 影 響 を も た ら し た 。 そ のひ と

つ は 、 普 及 経 費 の 不 足 の 問 題 で あ っ た 。 人 民 公 社 集 団 の 農 業 技 術 普 及 費 用負 担

能 力 が 失 わ れ た が 、 政 府 に は 、 人 民 公 社 に 代 わ っ て 末 端 の 農 業 技 術 普 及 事業 費

へ の 支 出 を 増 や す 力 は な か っ た 。農 業 技 術 普 及 予 算 の 不 足 を 解 消 す る た め 、「経

営 を 以 て サ ー ビ ス を 維 持 す る 」 と い う 普 及 方 式 を 生 み 出 し た の で あ る 。 当時 、

農 業 生 産 を め ぐ る 環 境 が 急 速 に 商 品 化 ・ 市 場 化 し た の に 対 し て 、 こ れ に 適合 的

な 農 村 流 通 組 織 は 未 発 達 で あ っ た 。 1 9 8 7 年 初 め の 全 国 2 9 3 村 （ 村 民 委 員会 ）

に 関 す る 調 査 に よ れ ば 、 半 数 以 上 の 村 で 農 家 に 対 す る 化 学 肥 料 ・ 農 薬 な どの 統

一 的 な 購 買・供 給 サ ー ビ ス が 行 わ れ て お ら ず 、 9 0％ の 村 で は 農 家 の 生 産 物の 運

搬 ・販 売 サ ー ビ ス が 行 わ れ て い な か っ た 1）。 農 家 は 孤 立 し た 形 で 市 場 と 対 峙 す

る こ と を 余 儀 な く さ れ て い た 。 こ う し た 中 、 農 村 に 一 定 の 足 場 を 持 ち 技 術指 導

を 行 な う 農 業 技 術 普 及 組 織 が 生 産 財 の 供 給 、 生 産 物 の 販 売 な ど を 行 う こ とは 、

農 家 の 経 営 の 安 定 に と っ て 、 大 き な 意 味 が あ っ た 。  

流 通 体 制 が 未 整 備 で 、 農 家 の 組 織 化 率 が ま だ 低 い 現 在 に お い て も 、 普 及 機構

が そ の 経 営 サ ー ビ ス 機 能 を 発 揮 し て い る 。 県 レ ベ ル に お け る 農 業 普 及 機 構の 予

算 は 、 2 割 か ら 3 割 ま で が 経 営 サ ー ビ ス 収 入 に よ る も の で あ る 。  

 

 ２ ） 農 業 大 学 が 普 及 事 業 へ の 関 与  

 中 国 に お い て 農 業 大 学 が 積 極 的 に 普 及 事 業 へ 関 与 し て い る 。 そ の 要 因 は以 下

の よ う に 分 析 で き る 。  

 第 1 に 、歴 史 的 な 蓄 積 が あ る 。前 述 し た よ う に 、農 業 大 学 に よ る 教 育・研 究 ・

普 及 の 三 位 一 体 し た 活 動 の 展 開 は 、1920 年 代 に ア メ リ カ の 制 度 に 倣 っ て 始 ま っ

た の で あ る 。1952 年 に 旧 ソ 連 の 体 制 を モ デ ル と し 、大 学 の 再 編・統 合 、大 学 普

及 部 の 撤 廃 な ど 行 な わ れ た と は い え 、 農 業 大 学 が 普 及 活 動 を 行 な う 歴 史 的な 蓄

積 が 残 っ て い る 。  

第 ２ に 、 中 国 の 農 業 大 学 が 1 つ の 「 組 」「 村 」 的 な 性 格 を 有 す る 独 立 し た 経

営 体 （ 日 本 で 志 向 さ れ て い る 独 立 行 政 法 人 的 ） で あ る 。 農 業 大 学 に は 広 大な 農
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場 、関 連 施 設 を 有 し て い る 。 1 9 7 8 年 、 共 産 党 第 11 回 3 中 全 会 に お い て 改 革 開

放 路 線 が 確 立 さ れ て か ら 、 税 金 上 の 優 遇 措 置 を 講 じ 、 大 学 を 含 め た す べ ての 学

校 が 付 属 企 業・農 場 を 設 置 す る こ と を 推 進 し た 2）。1 9 9 8 年 に「 中 華 人 民 共 和 国

高 等 教 育 法 」 が 公 布 さ れ 、 そ の 中 で 大 学 の 自 主 権 に つ い て 正 式 的 に 定 め た。 第

3 0 条 に 大 学 が 設 立 さ れ た 日 よ り 法 人 の 資 格 が 与 え ら れ る と 、 第 3 5 条 に 大 学 が

自 主 的 に 科 学 研 究 、 技 術 開 発 と 社 会 貢 献 な ど の 活 動 を 展 開 す る こ と 、 国 は大 学

が 民 間 企 業 、 社 会 団 体 な ど の 社 会 組 織 と 協 同 で 研 究 ・ 技 術 開 発 と 普 及 を 行う こ

と を 推 進 す る と 規 定 し て い る 3）。  

 第 3 に 、「 実 学 重 視 」 と い う 研 究 に 対 す る 考 え 方 。 教 育 ・ 研 究 ・ 普 及 を 三 位

一 体 化 し た 大 学 の 運 営 方 針 の 下 、 農 業 大 学 が 行 う 研 究 の 中 、 応 用 研 究 や 技術 開

発 の 割 合 が 高 い 。そ の 中 、省 レ ベ ル の 農 業 大 学 の 場 合 は 、そ の 割 合 が 一 層 高 く 、

地 域 農 業 の 発 展 の た め に 直 接 に 技 術 ソ ー ス の 役 割 を 果 た し て い る 。  

 第 ４ に 、イ ン セ ン テ ィ ブ・シ ス テ ム 作 り 。 1996 年 に 農 業 部・人 事 部・教 育 部

に よ り 「 農 業 普 及 事 業 に 従 事 す る 農 業 大 学 の 教 員 の 職 階 審 議 に 関 す る 通 達」 を

公 布 し た 。 そ の 中 に 、 農 業 普 及 事 業 に 従 事 す る 大 学 教 員 に 関 し て は 、 大 学で の

授 業 時 間 数 の 軽 減 や 、 普 及 成 果 を 研 究 業 績 と し て 認 め ら れ 、 反 映 さ れ る とい う

措 置 を 講 じ た 4）。 現 在 、 多 く の 大 学 に お い て 、 物 的 な 奨 励 、 あ る い は 特 別 な 職

階 審 議 制 度 を 制 定 し 、 農 業 普 及 事 業 に 従 事 す る 教 員 に 動 機 付 け を 行 っ た 。  

 た だ 、中 国 に お い て は 、農 業 大 学 と 普 及 組 織 の 連 携 は 活 発 に 行 わ れ て い る が 、

ま だ 模 索 段 階 で 、 そ の 連 携 活 動 が 系 統 化 さ れ て い な い 。 両 者 の 連 携 活 動 をい か

に し て 制 度 化 し て い く の は 今 後 の 一 つ の 大 き な 課 題 と な る 。  

 

（ ２ ）  日 本  

 中 国 と 比 べ る と 、 日 本 の 特 徴 は 、 農 業 普 及 事 業 が 国 と 都 道 府 県 と の 協 同事 業

と し て 行 わ れ て い る こ と 、 と 農 協 組 織 が 存 在 し て い る こ と が あ げ ら れ る 。  

 普 及 事 業 が 協 同 事 業 と し て 実 施 さ れ て い る の は 、 食 料 の 安 定 供 給 、 健 全な 地

域 社 会 の 形 成 、国 土 や 自 然 環 境 の 保 全 等 の 役 割 を 担 う 農 業 の 重 要 性 に か ん が み、

国 と し て 地 域 の 特 色 を 生 か し つ つ 地 域 間 の 均 衡 あ る 発 展 が 望 ま し い こ と 、そ の

た め に も 各 地 域 に お い て 一 定 の 普 及 水 準 が 確 保 さ れ て い る 必 要 が あ る こ とが あ

げ ら れ る 。 日 本 に お い て は 、 一 定 の 普 及 水 準 を 全 国 的 に 維 持 し つ つ 事 業 を安 定

的 に 行 う た め 、 国 と 都 道 府 県 と の 協 同 事 業 の 枠 組 み の 下 に 、 国 が 財 政 面 で担 保

す る た め に 協 同 農 業 普 及 事 業 交 付 金 を 交 付 し 、 ま た 、 交 付 金 に 加 え て 普 及事 業

の 高 度 化 、 効 率 化 を 効 果 的 に 推 進 す る 観 点 か ら 、 こ れ に 必 要 な 補 助 金 を 国が 都

道 府 県 に 対 し 併 せ て 交 付 し て い る 。  
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ま た 、 日 本 に お い て は 、 農 業 改 良 普 及 事 業 の ほ か 、 農 協 も 地 域 の 営 農 支 援サ

ポ ー ト の 担 い 手 の 一 つ で あ る 。 農 家 へ の 生 産 財 の 供 給 や 生 産 物 の 販 売 な どは 、

農 協 の 経 済 事 業 に よ っ て 行 わ れ て い る 。 普 及 指 導 員 は 専 門 的 な 生 産 の 技 術指 導

を 中 心 に 行 な う に 対 し 、 営 農 指 導 員 は 経 済 事 業 と 連 動 し な が ら 、 生 産 か ら販 売

ま で の 農 業 経 営 全 般 に つ い て 指 導 を 行 っ て い る 。 そ の 営 農 指 導 事 業 の 役 割の 1

つ は 、「 生 産 者 を 作 目 ご と に 組 織 化 し て 栽 培・飼 育 に つ い て の 技 術 、知 識 を交 換

し 、 組 合 員 の 営 農 技 術 と 経 営 者 能 力 を 高 め る 」 と い う こ と で あ る 。 作 目 ごと に

組 織 化 さ れ た 生 産 者 部 会 は 技 術 普 及 の 「 受 け 皿 」 と な っ て い る 。 ま た 、 営農 指

導 事 業 と 経 済 事 業 の ほ か 、 農 協 は 共 済 事 業 、 信 用 事 業 、 利 用 事 業 な ど 組 合員 の

営 農 と 生 活 に か か わ る 事 業 を 総 合 的 に 行 っ て お り 、 あ ら ゆ る 面 で 組 合 員 の 営

農 ・ 生 活 を 支 え て い る 。  

 

 

  

第二節  結論  

 
 

 本 節 で は 、 い ま ま で の 議 論 を 踏 ま え た 上 で 、 第 １ に 経 営 サ ー ビ ス を 普 及事 業

か ら の 分 離 に 焦 点 を あ て 、 中 国 に お け る 農 業 普 及 事 業 の 展 開 方 向 、 第 ２ に日 本

に お け る 地 域 営 農 支 援 サ ポ ー ト シ ス テ ム の 発 展 方 向 に つ い て 検 討 し 、 本 論文 の

結 び と し た い 。  

 

１ 、 中 国 ― ― 公 益 的 な 機 能 と と も に 、 経 営 サ ー ビ ス 機 能 の 強 化  

 

 当 面 、 郷 鎮 レ ベ ル の 農 業 普 及 機 構 に お い て は 、 経 営 サ ー ビ ス 機 能 を 普 及事 業

か ら 分 離 さ せ る の は 現 実 的 で は な く 、 し か も 望 ま し く な い と 考 え ら れ る 。黄 興

鎮 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 場 合 は 、2005 年 度 の 予 算 の 8 割 が 経 営 サ ー ビ ス に よる 収

入 に 頼 っ て い た 。 郷 鎮 農 業 普 及 機 構 の 予 算 に つ い て 、 県 に よ っ て 人 件 費 の全 額

交 付 、 一 部 交 付 、 完 全 自 賄 い と 分 か れ て い る が 、 そ の う ち 人 件 費 の 一 部 交付 と

い う タ イ プ が 多 い 5）。 経 営 サ ー ビ ス 機 能 の 分 離 に よ っ て 普 及 経 費 の 確 保 が 一 層

厳 し く な る と 予 想 さ れ る た め 、 経 営 サ ー ビ ス の 分 離 は 現 実 的 で は な い 。 それ か

ら 、 黄 興 鎮 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 事 例 か ら わ か る よ う に 、 技 術 指 導 と 経 営 サー ビ

ス 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 活 動 な ど を 一 貫 し た 取 り 組 み は 、 普 及 効 果 を あ げ る こと が

で き た の で あ る 。 流 通 体 制 が 未 整 備 で 、 農 家 の 組 織 化 率 が ま だ 低 い 現 状 で、 む
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し ろ 普 及 事 業 の 経 営 サ ー ビ ス 機 能 の 強 化 が 求 め ら れ て い る 。  

 日 本 の 経 験 と 黄 興 鎮 野 菜 ス テ ー シ ョ ン の 事 例 か ら 、 今 後 の 農 業 普 及 事 業の 展

開 方 向 に つ い て 検 討 す る と 、 以 下 の 2 点 が 考 え ら れ る 。  

 第 1 に 、郷 鎮 農 業 普 及 機 構 の 民 営 化 。黄 興 鎮 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 、県 と 鎮 か

ら の 基 礎 経 費 の 交 付 を 受 け て お ら ず 、 経 営 サ ー ビ ス 収 入 の ほ か 、 上 級 部 門の プ

ロ ジ ェ ク ト 経 費 の 申 請 に よ っ て 予 算 を 賄 っ て い る 。 こ の よ う な 市 場 メ カ ニズ ム

と 競 争 メ カ ニ ズ ム が 普 及 職 員 の イ ン セ ン テ ィ ブ づ く り と も な り 、 成 果 を 遂げ た

一 つ の 要 因 と し て 考 え ら れ る 。 今 後 、 市 場 メ カ ニ ズ ム に よ っ て 、 郷 鎮 農 業普 及

機 構 の 経 営 サ ー ビ ス 機 能 の 強 化 を 図 る べ き で あ る 。 ま た 、 郷 鎮 農 業 普 及 機構 が

上 級 政 府 部 門 の プ ロ ジ ェ ク ト 経 費 を 公 平 に 競 争 で き る 体 制 の 整 備 も 求 め ら れ る。 

さ ら に 、 郷 鎮 農 業 普 及 機 構 が 農 民 集 団 と の 連 携 強 化 、 あ る い は 統 合 も 考 えら

れ る 。 現 在 、 農 民 専 業 合 作 経 済 組 織 の 中 、 農 業 普 及 機 構 が 主 導 し て 作 っ たの が

7 %と な っ て い る 6）。黄 興 鎮 の 場 合 も 、野 菜 ス テ ー シ ョ ン が 主 導 し て 野 菜 協 会 を

作 っ た 。 今 後 、 郷 鎮 農 業 普 及 機 構 の 普 及 員 を 中 心 に 農 民 組 織 を 作 る こ と を推 進

す べ き で あ る 。 そ も そ も 、 郷 鎮 農 業 普 及 機 構 の 普 及 員 の 中 に 、 農 民 技 術 員が 多

数 存 在 す る 。黄 興 鎮 野 菜 ス テ ー シ ョ ン は 主 任 以 外 に 、す べ て 農 民 技 術 員 で あ る 。

こ れ ら の 農 民 技 術 員 が 農 民 リ ー ダ ー と し て の 役 割 を 果 た す こ と は 、 十 分 期待 で

き る 。 郷 鎮 農 業 普 及 機 構 と 農 民 組 織 と の 連 携 強 化 ・ 統 合 に よ っ て 、 農 民 組織 の

活 動 力 の 向 上 に つ な が る と 考 え ら れ る 。   

 第 2 に 、県 農 業 普 及 機 構 の 公 益 的 機 能 の 強 化 。公 益 的 機 能 の 強 化 を は か る た

め 、 ま ず 普 及 事 業 の 予 算 の 安 定 が 前 提 条 件 と な る 。 こ れ ま で 郷 鎮 農 業 普 及機 構

に 交 付 し た 財 政 予 算 を 郷 鎮 農 業 普 及 機 構 の 民 営 化 に よ っ て 集 中 し て 県 農 業普 及

機 構 に 交 付 す る こ と が で き る 。 そ れ と と も に 、 普 及 予 算 の 安 定 や 県 間 の 格差 を

縮 小 さ せ る た め 、 日 本 の 協 同 農 業 改 良 普 及 事 業 の よ う に 、 一 定 の 基 準 に 基づ い

て 、 国 、 省 、 県 が 協 同 で 負 担 す る 予 算 制 度 の 制 定 が 求 め ら れ る 。 ま た 、 県農 業

普 及 員 の 待 遇 向 上 や 県 農 業 普 及 員 に な る た め の 資 格 試 験 な ど の 実 施 に よ って 、

優 れ た 人 材 の 確 保 を 図 る べ き で あ る 。 さ ら に 、 大 学 と の 連 携 を 一 層 強 化 する た

め 、 両 者 の 連 携 活 動 を 制 度 化 し て い く の も 今 後 の 一 つ の 大 き な 課 題 と な る 。  

 

２ 、 日 本 ― ― 普 及 事 業 と 大 学 と の 連 携 強 化   

 行 財 政 改 革 や 地 方 分 権 が 進 ん で い る 中 、 普 及 事 業 と 大 学 の 連 携 強 化 が 必至 に

な る と 思 わ れ る 。 第 ３ 章 の 事 例 か ら わ か る よ う に 、 農 業 県 で あ る 鹿 児 島 県の 場

合 は 、交 付 金 が 縮 小 し て い た も の の 普 及 事 業 の 総 事 業 費 が 増 え て い た 。し か し 、

都 道 府 県 が 財 政 難 に 直 面 し て い る 中 、 農 業 県 で な い 場 合 は 、 普 及 事 業 の 予算 の
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確 保 が 課 題 と な り 、 当 然 普 及 事 業 が 縮 小 さ れ る 可 能 性 も 出 て く る 。 そ う いっ た

場 合 は 、 普 及 事 業 が 大 学 と の 連 携 強 化 を す る 必 要 が 出 て く る 。  

ま た 、 ア メ リ カ と 中 国 の 経 験 か ら も 、 普 及 事 業 と 大 学 が 農 林 水 産 省 と 文 部省

の 省 庁 間 の 壁 を 越 え た 連 携 を 取 る こ と が 望 ま し い 。 日 本 の 普 及 制 度 の 範 とな っ

た ア メ リ カ の ス ミ ス ・ レ バ ー 法 は 、 科 学 と 教 育 の 成 果 が 最 大 限 に 発 揮 さ れる た

め に は 、 そ れ が 直 ち に 普 及 さ れ 、 農 業 者 の 多 様 な 経 営 条 件 に 適 合 し な け れば な

ら な い と い う 考 え 方 か ら 、 研 究 ・ 教 育 ・ 普 及 が 一 体 的 に 機 能 す る 三 位 一 体の 体

制 が 土 地 供 与 大 学 に お い て 実 現 し た も の で あ る 。 中 国 に お い て も 、 大 学 が積 極

的 に 普 及 事 業 へ 関 与 し て お り 、 普 及 効 果 を 上 げ て い る 。  

た だ 、 こ れ ま で 大 学 が 主 に 農 業 教 育 で 普 及 員 と な る 人 材 の 育 成 と い う 方 面で

普 及 事 業 と 間 接 に つ な が っ て い る た め 、 今 後 両 者 の 連 携 を い か に し て 強 化す る

の か 、 こ れ は ま だ 先 行 き の 見 通 し に く い 状 況 に あ る 。 大 学 の 独 立 法 人 化 は、 大

学 と 普 及 の 連 携 強 化 の 道 を 開 い た と 言 え る で あ ろ う 。 各 大 学 が 法 人 化 後 、地 域

貢 献 の 窓 口 と し て 付 属 施 設 を 設 け る な ど 、 社 会 貢 献 、 地 域 貢 献 の 体 制 と 内容 が

整 備 し つ つ あ る 。 し か し 、 大 学 の 知 財 は 基 礎 的 な も の が 多 く 、 こ れ ま で の大 学

研 究 者 は 基 礎 的 原 理 的 研 究 の 学 会 誌 へ の 発 表 で そ の 業 績 が 主 と し て 評 価 さ れ る。

そ の こ と の 意 義 は 今 後 も 大 い に 認 識 さ れ る べ き で あ る が 、 同 時 に 農 学 と して の

農 業 へ の 直 接 的 適 用 、 技 術 開 発 も 行 う 努 力 が 必 要 に な る の で は な い か と 思わ れ

る 。 そ の た め の イ ン セ ン テ ィ ブ ・ シ ス テ ム 作 り も 重 要 に な る 。  

 

 

  

 

【 第 ６ 章  注 】  

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

１ ） 池 上 彰 英 「 中 国 に お け る 農 業 技 術 普 及 体 制 の 再 編 」『 農 業 総 合 研 究 』 第 4 3

巻 第 2号 ， 1 9 8 9年 ， p p . 9 2。  

２ ） 1 9 7 8 年 以 降 、江 蘇 省 、山 東 省 な ど の 省 で は 、学 校 付 属 企 業 に 関 す る 税金 の

免 除 、減 少 な ど の 優 遇 措 置 を 講 じ て い た 。1 9 8 4 年 に は 国 の 財 政 部 に よ り「 財 政

部 関 与 各 級 各 類 学 校 免 徴 国 家 能 源 交 通 重 点 建 設 基 金 和 有 関 徴 税 問 題 の 通 知」 を

公 布 し 、 学 校 付 属 企 業 の 税 金 上 の 優 遇 措 置 に つ い て 定 め た 。  

３ ） 中 華 人 民 共 和 国 高 等 教 育 法 （ 1 9 9 8 年 可 決 、 1 9 9 9 年 施 行 ）。  

４ ） 農 業 部 ・ 人 事 部 ・ 教 育 部 「 農 業 普 及 事 業 に 従 事 す る 農 業 大 学 の 教 員 の職 階

審 議 に 関 す る 通 達 」、 1996 年 。  
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５ ）胡 瑞 法 ･黄 季 焜 ･李 立 秋「 農 技 推 広 為 何 挙 歩 維 艰 ― ― 2 8個 県 農 技 推 広 現 状 問

題 調 査 」『 農 民 日 報 』 2 0 0 4年 2月 2 5日 付  

６ ）『 中 国 農 業 年 鑑 』 2 0 0 6年 ， p p . 8 5。  
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参 考  

  中華人民共和国農業技術推広(普及)法 

      1 9 9 3 年 ７ 月 ２ 日 第 ８ 回 中 国 人 民 代 表 大 会 常 務 委 員 会 第 ２ 次 会 議  

 

第一章 総則 

 
第 一 条  こ の 法 律 は 農 業 技 術 推 広 事 業 を 助 長 し 、 農 業 科 学 技 術 開 発 成 果 と実 用

技 術 の 現 場 生 産 力 へ の 転 換 を 促 進 し 、 農 業 の 振 興 と 農 業 の 現 代 化 を 図 る こと を

目 的 と す る 。  

 

第 二 条  こ こ で い わ ゆ る 農 業 技 術 と は 、 農 業 、 林 業 、 牧 畜 業 、 漁 業 に 使 われ て

い る 開 発 成 果 と 実 用 技 術 の こ と で あ る 。 優 良 種 の 繁 殖 、 施 肥 、 病 害 虫 の 防除 、

栽 培 お よ び 飼 養 ・ 養 殖 技 術 、 農 業 副 産 物 の 加 工 、 保 存 、 運 輸 技 術 、 農 業 機械 技

術 と 農 業 用 航 空 技 術 、 水 利 、 土 壌 改 良 、 水 土 保 持 技 術 、 農 村 用 水 、 農 村 資源 利

用 と 農 業 環 境 保 護 技 術 、農 業 気 象 技 術 お よ び 農 業 経 営 管 理 技 術 な ど が 含 ま れ る 。 

    こ こ で い わ ゆ る 農 業 技 術 推 広 と は 、 試 験 、 展 示 、 研 修 、 指 導 お よび コ

ン サ ル テ ィ ン グ サ ー ビ ス 等 に よ っ て 、 農 業 生 産 に お け る い わ ゆ る 段 階 に 農業 技

術 を 推 広 ・ 応 用 さ せ る こ と を い う 。  

 

第 三 条  科 学 技 術 の 進 歩 、 教 育 の 発 展 に よ っ て 農 村 経 済 を 振 興 し 、 農 業 技術 の

推 広 を 促 進 し 、 高 収 量 か つ 高 品 質 の 効 率 的 な 農 業 を 発 展 さ せ る 。  

 

第 四 条  農 業 技 術 推 広 活 動 を 行 う 時 、 以 下 の 原 則 に 従 わ な け れ ば な ら な い  

（ １ ）  農 業 の 発 展 に 寄 与 す る こ と 。  

（ ２ ）  農 業 労 働 者 の 意 志 を 尊 重 す る こ と 。  

（ ３ ）  現 地 適 応 性 を 確 認 す る こ と 。  

（ ４ ）  国 家 、 農 村 集 体 経 済 組 織 が 援 助 す る こ と 。  

（ ５ ）  試 験 開 発 機 構 、 農 業 関 係 学 校 、 推 広 機 構 と 民 間 の 開 発 組 織 、 科 学    

技 術 員 、 農 業 労 働 者 が 連 携 す る こ と 。  

（ ６ ）  農 業 生 産 の 経 済 的 効 果 、社 会 的 効 果 、生 態 的 効 果 を 重 視 す る こ と。 
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第 五 条  国 は 、 科 学 技 術 者 に よ る 先 進 的 農 業 技 術 の 開 発 や 推 広 と 、 農 業 労働 者

と 農 業 生 産 経 営 組 織 が 先 進 的 農 業 技 術 を 応 用 す る こ と を 支 援 し 、 奨 励 す る 。  

 

第 六 条  国 は 、 外 国 の 先 進 的 農 業 技 術 の 導 入 を 支 援 し 、 農 業 技 術 推 広 の 国際 協

力 と 交 流 を 促 進 す る 。  

 

第 七 条  各 レ ベ ル の 人 民 政 府 は 農 業 技 術 推 広 に 対 す る 指 導 を 強 化 し 、 関 係部 門

と 組 織 、 農 業 技 術 推 広 事 業 の 発 展 を 促 進 す る 。  

 

第 九 条   農 業 技 術 推 広 事 業 に 貢 献 す る 部 門 と 個 人 を 奨 励 す る こ と  

 

第 九 条  国 務 院 の 農 業 、 林 業 、 牧 畜 、 漁 業 、 水 利 等 行 政 部 門 （ 以 下 は 農 業技 術

推 広 行 政 部 門 と 総 称 す る ） は 各 自 の 職 責 に 応 じ て 、 全 国 範 囲 の 農 業 技 術 推広 事

業 を 統 括 す る 。 県 以 上 各 レ ベ ル の 人 民 政 府 の 農 業 技 術 推 広 行 政 部 門 は 同 級人 民

政 府 の 指 導 の 下 で 、 各 自 の 職 責 に 応 じ て 、 各 自 行 政 区 域 内 の 農 業 技 術 推 広事 業

を 統 括 す る 。 同 級 人 民 政 府 の 科 学 技 術 行 政 部 門 は 農 業 技 術 推 広 事 業 に つ いて 指

導 す る 。   

 

第二章 農業技術推広システム 

 
第 十 条   農 業 技 術 推 広 シ ス テ ム は 、農 業 技 術 推 広 機 構 と 試 験 開 発 部 門 、農 業 関

係 学 校 ､民 間 の 科 学 技 術 組 織 、 及 び 農 民 技 術 員 か ら な る シ ス テ ム で あ る 。  

国 家 は 供 銷 合 作 社 、 企 業 、 公 的 機 構 、 社 会 団 体 及 び 民 間 の 科 学 技 術 者 が 農 村

で 農 業 技 術 推 広 活 動 を 行 う こ と を 支 援 し 、 奨 励 す る 。  

 

第 十 一 条  郷 、 民 族 郷 、 鎭 及 び そ れ 以 上 の 各 レ ベ ル の 農 業 技 術 推 広 機 構 の職 責

に つ い て は 、 次 に 揚 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

(一 )  農 業 技 術 推 広 計 画 の 立 案 と 実 施 。  

(二 )  農 業 技 術 の 研 修 教 育 の 実 施 。  

(三 )  農 業 技 術 情 報 の 提 供 。  

(四 )  農 業 技 術 に つ い て 試 験 展 示 。  

(五 )  下 級 農 業 技 術 推 広 機 構 、民 間の 科 学 技 術 員 と 農 民 技 術 員 が 行 う 農 業 技 術

推 広 活 動 に 対 す る 指 導 助 言 。  
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第 十 二 条  農 業 技 術 推 広 機 構 の 専 門 技 術 員 は 専 門 学 校 以 上 の 学 歴 を 有 す る も の、

あ る い は 県 レ ベ ル 以 上 の 政 府 関 係 部 門 が 主 催 し た 専 門 研 修 を 受 け て 、 審 査に 合

格 し 、 一 定 の 農 門 技 術 レ ベ ル に 達 し て い る も の と す る 。  

 

第 十 三 条  村 レ ベ ル の 農 業 技 術 推 広 組 織 と 農 業 技 術 員 は 農 業 技 術 推 広 機 構の 指

導 の 下 で 、 農 業 技 術 知 識 を 伝 達 し 、 農 業 技 術 推 広 活 動 を 行 い 、 農 業 労 働 者に 技

術 サ ー ビ ス を 提 供 す る 。  

一 定 の 条 件 を 満 た す 農 家 は 、 農 業 科 学 技 術 の モ デ ル 農 家 と し て 模 範 を 示 す 。  

国 は 農 業 技 術 員 に つ い て の 研 修 を 実 施 す る 。 試 験 を 受 け 、 資 格 を 取 っ た 農 民

技 術 員 に は 関 係 規 定 に よ り 職 階 を 授 与 し 、 証 明 書 を 交 付 す る 。  

村 民 委 員 会 と 村 集 体 経 済 組 織 は 、 村 農 業 技 術 推 広 組 織 と 農 業 技 術 員 が 推 広 活

動 を 行 う の を 推 進 す る 。  

 

第 十 四 条  農 場 、 営 林 場 、 牧 場 、 漁 場 は 管 轄 範 囲 の 農 業 技 術 推 広 に 限 ら ず、 よ

り 広 い 社 会 的 範 囲 に お け る 農 業 技 術 推 広 活 動 を 行 う よ う 努 め る べ き で あ る 。  

 

第 十 五 条  試 験 開 発 部 門 と 農 業 関 係 学 校 は 農 村 経 済 発 展 の 需 要 に 即 し て 、農 業

技 術 開 発 と 推 広 を 行 い 、 先 進 的 技 術 を 農 業 生 産 に 迅 速 に 応 用 で き る よ う に促 進

す べ き で あ る 。  

教 育 部 門 は 、 農 業 技 術 推 広 員 と 農 業 労 働 者 の 素 質 を 高 め る た め に 、 農 村 で 農

業 技 術 推 広 に 関 す る 職 業 訓 練 を 行 う 。 国 は 農 業 集 体 経 済 組 織 、 企 業 、 事 業部 門

と 民 間 の 組 織 が 農 村 で 農 業 技 術 教 育 を 行 う こ と を 奨 励 す る 。  

試 験 開 発 部 門 と 関 係 学 校 の 農 業 技 術 推 広 に 従 事 す る 科 学 技 術 員 の 職 階 評 定 に

際 し て は 、 農 業 推 広 の 実 績 を 重 要 視 す る 。  

 

第 十 六 条  国 は 農 村 で の 民 間 の 科 学 技 術 組 織 の 発 展 を 援 助 す る 。  

 

第三章 農業技術の推広と応用 

 
第 一 七 条  農 業 技 術 推 広 項 目 を 作 る こ と 。重 要 な 農 業 技 術 推 広 項 目 に つ い て は、

国 と 地 方 政 府 の 科 学 技 術 の 発 展 に 関 す る 計 画 の 一 部 と し て 、 農 業 技 術 推 広行 政

部 門 と 科 学 技 術 行 政 部 門 が 各 自 の 職 責 に 応 じ て 、 連 携 し て 実 施 す る 。  

 

第 十 八 条  試 験 開 発 部 門 と 農 業 関 係 学 校 が 、 農 業 生 産 に お い て 発 生 す る 技術 課
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題 を 研 究 内 容 と す べ き で あ る 。 そ の 研 究 成 果 は 、 農 業 技 術 推 広 機 構 を 通 じて 、

も し く は 直 接 に 農 業 労 働 者 と 農 業 生 産 経 営 組 織 に 推 広 す る こ と が で き る 。  

 

第 十 九 条  農 業 労 働 者 に 推 広 す る 予 定 の 農 業 技 術 に つ い て は 、 現 地 適 応 性を 確

認 し な け れ ば な ら な い 。  

現 地 適 応 性 が 確 認 さ れ て い な い 農 業 技 術 を 農 業 労 働 者 に 推 広 し 、 そ れ が 農 業

労 働 者 に 損 害 を も た ら し た 場 合 に は 、 推 広 機 構 は 民 事 賠 償 責 任 を 負 う 。 担当 者

と 責 任 者 が 所 属 し て い る 部 門 か 上 級 部 門 が 担 当 者 と 直 接 な 責 任 者 に 行 政 処分 を

す る こ と が で き る 。  

 

第 二 十 条  農 業 労 働 者 が 自 由 の 原 則 に し た が っ て 、 農 業 技 術 を 採 用 す る 。  

組 織 と 個 人 は 、 農 業 労 働 者 に 農 業 技 術 の 採 用 を 強 制 し 、 そ れ が 農 業 労 働 者 に

損 害 を も た ら し た 場 合 に は 、 民 事 賠 償 責 任 を 負 う 。 担 当 者 と 責 任 者 が 所 属し て

い る 部 門 か 上 級 部 門 が 担 当 者 と 直 接 な 責 任 者 に 行 政 処 分 を す る こ と が で き る 。  

 

第 二 十 一 条  県 、 郷 の 農 業 技 術 推 広 機 構 は 、 農 業 労 働 者 に 対 し 農 業 科 学 技術 に

関 す る 知 識 を 習 得 さ せ 、 農 業 技 術 の 採 用 能 力 を 高 め る た め の 研 修 教 育 を 行 う 。  

 先 進 的 農 業 技 術 を 採 用 す る 農 業 労 働 者 に 対 し て 、関 係 部 門 が 技 術 養 成 、資 金、

物 資 、 販 売 な ど の 方 面 か ら 支 援 す る 。  

国 は 、 農 業 労 働 者 が 農 業 技 術 推 広 活 動 に 参 加 す る こ と を 支 援 す る 。  

 

第 二 十 二 条  国 の 農 業 技 術 推 広 機 構 が 農 業 労 働 者 に 農 業 技 術 を 推 広 す る 際 に は、

次 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 以 外 は 、 無 償 と す る 。  

 た だ し 、 農 業 技 術 推 広 機 構 、 試 験 開 発 部 門 、 農 業 関 係 学 校 お よ び 科 学 技術 員

が 、 技 術 の 譲 り 渡 し 、 技 術 サ ー ビ ス と 技 術 委 託 な ど 形 で 農 業 技 術 を 提 供 する 場

合 に は 、 有 償 サ ー ビ ス が 認 め ら れ る 。 そ れ に よ る 収 入 は 法 律 上 保 護 さ れ る。 農

業 技 術 の 譲 り 渡 し 、 技 術 サ ー ビ ス と 技 術 委 託 を 行 う 際 に は 、 当 事 者 は 各 自の 権

利 と 義 務 を 規 定 し 、 契 約 を す る 。  

 国 の 農 業 推 広 機 構 が 農 業 技 術 を 推 広 す る 必 要 な 経 費 は 、 政 府 が 負 担 し 、財 政

か ら 支 出 さ れ る 。  

 

第四章 農業技術推広の保証措置  

 



 121

第 二 十 三 条  政 府 は 農 業 技 術 推 広 へ の 財 政 投 入 を 逐 次 増 長 さ せ る 。 各 レ ベル の

人 民 政 府 が 財 政 予 算 に 農 業 技 術 推 広 事 業 に 使 う 経 費 を 算 入 し 、 し か も こ の予 算

を 年 々 増 長 さ せ る べ き で あ る 。  

各 レ ベ ル の 人 民 政 府 は 、 財 政 支 出 も し く 農 業 発 展 基 金 か ら 、 農 業 技 術 推 広 プ

ロ ジ ェ ク ト の 実 施 に 使 う 専 用 資 金 を 拠 出 す る こ と が で き る 。  

組 織 と 個 人 が 農 業 技 術 推 広 の 専 用 資 金 を 流 用 す る こ と は で き な い 。  

  

第 二 十 四 条  各 レ ベ ル の 人 民 政 府 は 、 農 業 技 術 推 広 に 従 事 す る 専 門 科 学 技術 員

の 仕 事 環 境 と 生 活 環 境 を 保 障 、 改 善 し 、 専 門 科 学 技 術 員 の 待 遇 を 改 善 し 、国 の

規 定 に よ り 手 当 て を 支 給 し 、 農 業 技 術 推 広 機 構 と 専 門 科 学 技 術 員 の 安 定 を保 証

す る 。郷 、村 で 農 業 技 術 推 広 に 従 事 す る 専 門 科 学 技 術 員 の 職 階 評 定 に 際 し ては 、

推 広 の 業 務 技 術 レ ベ ル と 実 績 を 主 な 評 定 標 準 と す る 。  

 

第 二 十 五 条  郷 、 村 集 体 経 済 組 織 は 、 郷 鎮 企 業 の ｢以 工 補 農 、 建 農 ｣資 金 の 内 か

ら 一 定 の 資 金 を 引 き 出 し て 所 在 の 郷 、 村 の 農 業 技 術 推 広 へ の 投 入 と す る 。  

 

第 二 十 六 条  農 業 技 術 推 広 機 構 、 農 業 技 術 開 発 機 構 と 農 業 関 係 学 校 が 、 農村 経

済 発 展 の 需 要 に 応 じ て 、 技 術 指 導 と 物 資 提 供 と の 結 合 な ど 多 様 な 形 で 経 営サ ー

ビ ス を す る こ と を 認 め る 。 農 業 技 術 推 広 機 構 、 農 業 技 術 開 発 機 構 と 農 業 関係 学

校 に よ り 設 立 し た 農 業 に 寄 与 す る 企 業 に 対 し て 、 国 は 税 金 、 融 資 な ど 方 面か ら

優 遇 措 置 を 与 え る 。  

 

第 二 十 七 条  農 業 技 術 推 広 員 が 絶 え ず 知 識 を 更 新 し 、 業 務 レ ベ ル を 高 め るた め

に 、 農 業 技 術 推 広 行 政 部 門 と 県 、 県 以 上 の 農 業 技 術 推 広 機 構 は 計 画 的 に 農業 技

術 推 広 員 を 養 成 す る 。  

 

第 二 十 八 条  各 レ ベ ル の 地 方 人 民 政 府 は 、農 業 技 術 推 広 機 構 が 農 業 技 術 の 試 験、

展 示 を す る た め に 必 要 な 試 験 基 地 と 生 産 資 材 を 獲 得 す る こ と を 保 証 す る 。  

各 レ ベ ル の 地 方 人 民 政 府 は 、 農 業 技 術 機 構 が 推 広 事 業 を 行 う に 必 要 な 環 境 を

保 障 す る 。  

各 レ ベ ル の 地 方 人 民 政 府 は 、 農 業 技 術 推 広 機 構 の 試 験 基 地 、 生 産 資 材 、 そ の

他 の 財 産 を 守 る 。  

 

第五章 附則 
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第 二 十 九 条  国 務 院 が 本 法 律 に よ り 実 施 条 例 を 制 定 す る 。  

省 、 自 治 区 、 直 轄 市 人 民 代 表 大 会 常 務 委 員 会 が 本 法 律 と 現 地 の 状 況 に よ り実 施

方 法 を 制 定 す る 。  

 

第 三 十 条  本 法 律 は 公 布 さ れ る 日 か ら 効 力 が 発 生 す る 。  
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